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序文

本報・?；-．1}は、 2004年、 2008年、 2012年、 201LI年、 2015年度の調壺成呆である。調査では以下の成果

があった。

• 本荘の附属病院では、律令時代に公的建物が白川沿いに集約する変化に対応して、それ以前の一

般集落が立ち退いてゆく様子を病院南側で確認した。

. i／ill•しの体育館では、古代の梨落において剖たな建物跡を検出 した 。

• 以町の附屈小学校では、弥生時代後期の梨落の束への広がりを確認した。

・、'.I．遇＼髪の教脊：学部西棟では、第五高等学校1妬l辿の赤煉瓦建物の基礎を確認し、出土煉瓦に熊本監獄

製造刻印を確認して、文献記録の内容を検証できた。

発枷鳴l'.i'tの報告苫は、本来、発掘後なるべく早く刊行すべきものだが、センターでは語般の事情に

より 1994 :年以降の発掘調査の報告曹乎ll行が人I|liii に迎延していた。 私たちはこれらの報化洲•作成tli業を

10年計画で進めてきた結呆、いよいよ本古が秘み残し報告祖の蚊後の l・Ill!・となった。利'i年の荷がおり

た、というのがセンター教具共辿の思いだ。来年l文から、前年炭調森の報告也作成と現場の調査を両

輪とした附常な活動が始ま る、それを思うとほんとうに紐しい。

発枷隅l究は現場で掘る作業が全てであると思われがちだが、そうではない。発掘調究の内容をまと

め、その成呆を示した報古性を1••ll 行し、出．―I辿物が公共の財胎にな って初めて一辿の調杏が終了する

のである。報告杏の刊行には、土器を洗い接合し、木悩や鉄器を保存処埋し、園を描き、与具を整理

し、出土'ft料について比較検；沖するという地味な室内作業がつきもので、発掘調査とほぽ,,ijじ時間と

エネルギーが費やされる。 しかし、こうした室内作業が現場作業とセットであることへの理解がなか

なか得られない。開発等にともなう発掘調査の経1,（は年度単位で矛符が組まれるので、例えば建物が

建つと当該事業は終わり 、次年度に始まる報告i|「のための経費の出所がなくなってしまう。この場合、

発掘のJj;i|}、1をつくった大学が別途予多かを組まねばならないのだが、年々厳しさをます大学の経営の中

でその捻出は容易でない。近年のflj行は学長1戊：化経役によっている。

発掘調杏をしたものは内容を報告しなければならない。 当たり •1iijのことだ。 秘み残し最後の報告習

を眺めながら改めてこう息っている。

2016年度も述営基盤竹理i,1;|iをはじめとする関係部局の方々にお世活になった。あつく御礼1|Iし上げ

る。

一平成29年3JJ 3 Fl 

固立大学法人熊本大学埋蔵文化財調itセンター

センター・艮 木下尚子



例 呂

l.本報告古は、熊本大学町耕1発計画によ って熊本大洋敷地内において実施された各柾建築工事に伴

い、熊本大学埋蔵文化財；胤抒揺"・（平成23年lOJJ l「1より 「熊本大学狸蔵文化財調究センター」に

改組）が2004~2015年度に実施した発掘調査の一部に関するものである。

2 本苫に収録した報告は、2004~2015年度に埋蔵文化財調査室（現調究センター）が実施した発掘

調壺報告とそれに関連する立会調壺などの成呆のうち、13件の発掘調壺に関する）成呆である。

3.上記調査地点の報告にあたっては、下記のように地区ごとに分けて報告する。

II卒 ：黒髪北地区 0836調査地点 ・1514・ 1524謳l杏地、1.'.(・1528調査地点

ll1邸 ：黒髪南地区 0806謂l1t地点 ．0806Il濶奔地、1共．0809調壺地点

lV章 ：本荘北地区 0411;J,';]壺地点 ．0835調壺地、,:'.(・ 1425 ・ 1426 ・ 1504調究地点 ・1442調査地点

v章 ：本荘中地IX-． l233]）il究地点

Vl章 ：京町地区 1417 ・ 1443調査地点

Vll窪 ：渡｝鹿地区 0819調壺地点

4.以上の調査を実施した2004~2015年度の埋蔵文化財調壺室（現調壺センター）の組織と調壺体制

は以下のとおりである。

室 長 ：甲元飩之（文学部教授） （04年度） ・木下尚子（文学部教授） （08~15年度）

調 杏 員 ：松田光太郎（センター准教授）（12~15年度） ・大坪志子（当時 文学部助手）（04 ・ 

08年炭） ．u：頭俊介 （当時 技術補佐具） （08年度） ・多賀lli'i司（技術補佐員） （12年
炭）• 吉留広（技術補佐貝） （15年1文）

事務補佐員：前ITI（村II|）知糊 (04・ 12年度） • 中川木綿子 (2008年） ・ 大崎ぶ｛美子 (14 ・ 15年度）

5.辿物番号は地区ごとに 1から番号を付けている。写具図版中の番号はこれに一致する。

6.本文は、I邸表2・ II叩ー2・ 3、lVぎ；i:-3 ・ 4、Vì；，i: • VI章は松田光太郎 • 吉留広が執第、 I 

掌本文 ・皿邸ー 1・ 3 ・ lV刃'i-l. 2、Vll掌を大坪志子、II箔ー 1・皿釘'i:-3を汀．頭が、他は松

田 ・大坪で分担した。

7. 本苫に使用した辿構実測図に関しては、松IT!光太郎 ・ 大坪志子 ・ 江頭俊介 • 吉留広、株式会社埋

蔵文化財サポートシステム、株式会社イビソク、株式会社有明測址開発によるものである。

8.本古に使用した辿物実測図 ・拓本は、井上裕美、 t|．．頭、小山正子、後藤忠、首藤（憂子、園田智子、

吉留、が製作した。

9.本；l｝に使用した図版の製図は松田、大坪、江頭、古留、増井、鬼塚美枝が行った。

10.辿構実測及び製l叉1には手描による記緑とともに、株式会社CUBICの追跡実測支援システム「辿

梢くん」及び製圏システム「 トレース3Dくん」を使用 した。

11. 本古に使用した現楊写真は松田 ・大坪 ・調究支援各社調究貝が、 辿物'jc_j:真は江II路、末吉美紀 ・

小山がこれを撮影した。

12. 本{'}'.で使用した追物観察表は、松田 ・大坪 ・江頭 ・鬼塚 ・首藤が作成した。

13. 本汎に掲載した出土辿物および記録類は、すべて熊本大学埋蔵文化財センターで保管している。

14.本瞥の編梨は松111・大坪が行った。
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写哀105 78号竪穴tt}国爺土l「'1断而近彩 （北 写衷133 177号祭祀跡辿物出土状況（南よ

より） り）

写真106 120号竪穴住｝苫掘iりlj状況 （北よ り） 写真134 177号祭祀跡辿物出土状況 （北よ

写真107 120号竪穴1l}叶•土}f1断而（南より） り）

写真108 120号竪穴住）凶龍 ・焼土検／1'i状況 写真135 202号溝掘削状況 （南より）

（北より） 写真136 80号柱穴半裁状況（南より）

写真109 120サ竪穴住）阿箭旦濁り断而 （北よ 写真137 勾玉出土状況（西より）

り） 写真138 276号縄文土器群I＇|＼土状況 （西北よ

写真llO 120号竪穴仕）凸砲掘i'ill状況（北よ り）

り） 写真139 504号竪穴住居完掘状況（西より）

写真111 120号竪穴住Ii'i・ぅ祖・/:1！状況 （北より） 写真140 504号竪穴住居東壁士I,1、91断而 （西よ

図版21 0411調森i也点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・249 り）

写真112 165号竪穴住屈完掘状況（南西よ 図版25 0411調森地点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 253 

り） 写真141 513号竪穴住居辿物出士状況 （西よ

写真113 166芳竪穴住居掘削状況 （南より） り）

写真114 30号 ・33号溝完掘状況（南より） 写兵142 513号竪穴住屈辿物出土状況 （拡

写真115 33号溝土IM断而 （北東よ り） 大） （西より）

写真116 33号溝土｝r-1下部 （南より） 写真143 513号竪穴住居辿物出土状況 （拡

写真117 111号溝完掘状況 （南より ） 大）（西より）

写真118 170号溝完掘状況 （北より） 写真144 513号竪穴住｝苫辿物出土状況 （拡

写真119 170号溝．こKI',、4断i(ii（南より） 大）（洒より）

図版22 0411調杏地、1罰・・.........................250 写衷145 513号竪穴住居北半掘削状況 （西よ

写真120 204号構浣掘状況（北より） り）

写真．121 1~3号溝完掘状況 （南東より） 写頁146 513号竪穴住居北半東壁．十．）悦断而

写真122 1 号社1i: --1•J団断而 （西より） （西より）

写具123 2号枯『土／杓断而 （西より） 写真147 513号竪穴住｝国南半束壁こ1-．陪lり祠II

写真124 3号ii'/［上）悦断而 （西より） （西より）

与真125 1号 ・2号溝結合部辿物出土状況 写真148 501号 ・502号溝．（北より）

（北両よ り） 図版26 0411調査地点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 254 

写真126 30号溝土）料断而（南より） 写具149 507号溝検出状況 （南より）

写兵127 85号溝完掘状況 （南より） 写真150 509号溝完掘状況（西より）

図版23 0411調査地、1.':i.・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ 251 写真151 501 ~509号構；・.+.I悦断面 （西より）

写真128 畝検出状況 （東より） 写真152 508号溝完掘状況 （南より）

写真129 173号料i土検出状況 （南より） 写真153 508号溝．土陪断面 （南より）

写真130 173号粘士完掘状況 （南西より） 写真154 510号溝完掘状況（西より）



与真155 510号構・_tl,：刊断而 （西より）

写只156 ⑧区間作業風梨 （西より）

図l坂27 0411 ?J,\]:査地，1.'.( • · ·· ·· ···· · ·· · · ··· ·· ·· ····· 255 

:Lj・・真157 522号竪穴住居完掘状況（西より）

与哀158 522サ欝各穴住／西土 1I~4 断 l(li （北i肘よ

り）

写真159 525サ竪穴住屈辿物出：l．．状況（北よ

り）

万真160 525号竪穴住／舌焼土塊検出状況（西

より ）

写兵161 525号竪穴住居完掘状況（北東よ

り）

勾衷J62 525号略穴住居土lfo'i断i(li（南取よ

り）

写真163 526り竪穴住居完掘状況 （北東よ

り）

ti.．!Tl64 526•け舟各グ\•11)呂·7Jくり）社1『 (:It匹より）

I又ll坂28 0411調壺地，し[i、'..........................256 

9.LJ:真165 535号竪穴住居完掘状況 （東より）

厚真166 53711)竪穴住居掘削状況 （東より）

、Lj:．具167 537号竪穴住居掘削状況 （東より）

紆真168 537り竪穴住居焼土検出状況 （南西

より）

写真169 537りも搭穴住居術部材検出状況 （南

より ）

、げ真170 537サ竪穴住）吋瑚掘方掘i'ilJ状況（南

西より）

写真171 537号竪穴住居艇士／罰ltJi・Hri（東よ

り）

与..i足 l72540J,}•i}I汁1:1梢1J;I犬 i兄 （北より）

l'J.I版29 0411調杏j也、1• I, 1 9、.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 257

与真173 ③Ix:11り全鋲（南より）

写真174 ⑧-31X:I廿l全鋲（東より）

図版30 0411調壺地．Inu,1土迫物 1............258 
図版31 0411調介地、！！，1:出土追物2............259 

図版32 0411調究地．I•If、 II ＼土辿物3............260 

図版33 0411調介地．,.'.l:、11,I土辿物 4............261 

図版34 0411調←在地．l！．［出土辿物5............262 

図版35 0411調杏地点／廿土辿物6............263 

図版36 0411調1t地点l'廿士辿物7............264 

図版37 0411調究地．1¥出土辿物8・・・・・・・・・・・・ 265 

図版38 0411調壺地、[#、l1 i土辿物9............266 

図版39 0411調究地．1.'¥/I¥土追物10・・・・・・・・・--・ 267 

l'XI I l}丈40 0411調究j也．I！.I9.I'廿こI•．辿物ll · · ·· ······-- 268 

11.1｝版41 0835調壺地、1,＇．I9、.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 269

万真175 I区全銚 （南より）

芍攻176 I区束塵I-：／科断面（西より）

写真177 II I凶北半全誤（南より）

写真178 II Iヌ南半全鈷 （南四より ）

'.!...j．．哀179 II区東壁士｝科断面 （北半）（南西よ

り）

写真180 II区束撰土1，；り断面（南半） （北東よ

り）

写真1s1 m It全屈 （北東よ り）

写兵182 m区西側全梨 （南西よ り）
l叉1)版42 0835調究J也点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・270 

写真183 l[[LL東横（北半）土悩断而（北東

より

勾浪：184 Ill I幻：東墜 （南半）土罰l訴I(Ii（南西

より）

巧真185 III区西隈 （中央）土陪断面 （北束

より）

りた真186 ill Iヌ西樅（南半）土lv1断面 （北東

より

窮真187 56号竪穴ti・：居掘削状況 （北東より）

芍凍．188 56号竪穴住居辿物出土状況 （東よ

り）

写具189 56号竪‘I¥：1上）占辿物出士状況 （北よ

り）

絣真190 56サ竪穴住居土附断而 （西半）（南

より ）

I叉IJ阪43 0835r.晶j吼fj也、1.'.(...........................271 

‘lj.l'し191 56号竪穴住居土1芭断而 （東半）（南

より ）

・写真192 56号竪穴1土）凸掘削状況 （北より）

り/!'093 20号士坑完掘状況（北西より）

写真194 l号竪穴住居辿物出土状況 1（西

より）

'.!...j浜195 1号竪穴住／舌逍物出土状況2 （西

より ）



写真196 1号竪穴住居掘j'jlj状況 （西より） 絣真217 48号竪穴住居周辺」．．面追物出土状

写哀197 1号竪穴住居完掘状況 （西より） 況 （南西より）

写真198 8号 ・16号竪穴fl・:)甘？完掘状況 写具218 48号竪穴住居周辺上而辿物出土状

（西より） 況 （南東よ り）

図版44 0835調査地点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 272 写真219 48号竪穴仕屈」••l(li 辿物出土状況

写真199 17号竪穴住居付近焼土検出状況 l （南東より）

（南より） 写具220 48号竪穴住）l}」•. 而焼土綽検出状況

写真200 17号竪穴住居付近焼士検出状況2 （北西より）

（南より） 与'・真221 48号竪穴住居 l．．而焼土等検出状況

写其201 32号竪穴住居逍物検出状況 （南よ （北東よ り）

り） 写真．222 48号竪穴住居辿物出土状況 （北東

写真202 32号竪穴住居辿物出土、状況 （東よ 側）（北東よ り）

り） 凶版47 0835調査地、1―:'~、 . .. .. .. . ........... .. ...... 275 

写真203 32号竪穴住居 (]II区吝15分）掘i'iIj状 与：真223 48号竪穴住居辿物出土状況（北東

況 （南より） 側）（北西より）

苺具204 32号竪穴住屈 (IlI凶部分）完掘状 写宜224 48号竪穴住居辿物出土状況 （北東

況 （南より ） 側）（南西よ り）

写襄205 42号竪穴住居辿物1,1,1士状況 （北東 与真225 48号竪穴住居辿物出土状況 （南西

より） 側） （南西より）

写真206 42号竪穴住）廿辿物出土状況（北西 写具226 48号竪穴住｝苫焼」：検出状況（南東

より） より）

図版45 0835調査地点・・・・・・・・・..................273 写真227 48号竪穴住居焼土検出状況 （北東

写真207 42号竪穴住居辿物／1，1土状況 （北西 より）

より） 写真228 48号竪穴住届土）i1断而（南西よ り）

写兵208 42号竪穴住居辿物出土状況（北よ 与．．兵229 48号竪穴住居炉士Wi断而 （北東よ

り） り）

与：真209 42号竪穴住居粘：：,-.・焼こ1-．．検出状況 与箕230 48号竪穴住居炉完掘状況（南東よ

（南東より） り）

写真210 42号竪穴住居焼土下辿物出土状況 閃版48 0835調壺地点・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・ 276 

（南東よ り） 与兵231 48号竪穴住居掘削状況 （南西側）

写真211 42号竪穴住屈掘削状況 （北東より） （南東より ）

写具212 47号竪穴住居追物出土状況（西よ 写真232 48号竪穴住），1:す／』削状況 （北東側）

り） （南束より）

写兵213 47号竪穴住屈十罰断而（西より） 写具233 48号竪穴住居西壁昧，1,こr.除去状況
写具214 47号竪穴住居完掘状況 （東より） （西より）

図版46 0835調査地点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・274 与箕234 49号竪穴住居掘削状況 （南より）

写具215 48号竪穴住居周辺土而辿物出土状 写玖235 49号竪穴住屈完掘状況 （南よ り）

況 （北束より） 万真236 50号竪穴住居辿物出土状況 （北よ

写真216 48号墜穴住居周辺上i(Ii辿物出土状 り）

況（南西より）



勾羽237 50号竪穴住居追物出士状況 （北よ

り）

万兵238 50サ竪穴住居掘削状況（南より）

1凶1）帖又49 0835,i)，,il吼tj也，、＇訊・........,.................277 

写兵239 50サ竪穴住居焼--I． ・ 粘 —|：検 1' 1'1 ：|）＼況

（北よ り）

写兵240 54号竪穴住居上而辿物1L1，1土状況

（北束より）

2j真241 54号竪穴住届上面逍物出土状況

（南西より）

写真242 54号堅穴住居上面辿物／I',-1-.状況

（南西より）

与：以243 54号竪穴住屈・上而辿物／l'1上状況

（西より）

吋真244 54号竪穴住居辿物 I，」,1 |．．状況 （西よ

り）

窮具245 54号竪穴住居姐物出土状況（西よ

1)） 

万真246 54号竪穴住居鉄製湿11,1,i-1：状況 （南

より）

図版50 0835調査地点・..........................278 

勾凍．247 54号竪穴住屁土陪I訴l(Ii(I辛iより）

写真248 55り竪穴住居掘削状況 （西より）

'lj真249 43号溝掘削状況 （南より）

与填250 44号溝掘削状況 （南より）

写真2513号ピット上而土錘出上状況 （西よ

り）

‘1i真252 3りピッ ト上而士鍾出．十．状況 （南よ

り）

'1.J攻253 41号土坑掘削状況 （南より）

与真254 41号土坑土陪断而 (1’りより ）

図版51 0835調査地点出土辿物l............279 

図版52 0835調査地点出土辿物2............280 

図版53 0835調査地点出士辿物3............281 

図版54 0835調壺地点出土辿物4............282 

図版55 0835調査地点出土辿物5............283 

図版56 0835調奔地点出士辿物6............284 

図版57 0835名/,¥]ff地点出土辿物7............285 

図版58 08351J/;J杏地点1,1'，土辿物8............286 

図版59 1425 ・ 1426 ・ 1504調ィt地．I•I•I：・・・ ・ ・ •.． ． 287 

写真255 西部掘削状況 （北よ り）

写真256 西部辿構．11叫削状況 （西より）

写真．257 107サ溝叫）：I|状況 （南より）

写良258 北両部i辛i半辿梢掘削状況 （束より）

写真259 北西脊I)北半辿構掘削状況 （北よ り）

写真260 155サ墜穴住居術検出状況（南より）

写真261 東部掘削状況 （東より）

写具262 東部辿構掘削状況 （南より）

図版60 1425 ・ 1426 ・ 1504調資地点出土逍物

............................................. 288 

図版61 1442調杏地、1訊・同出土辿物.........289 

苺真263 11』削状況 （南東より）

写真264 4号溝．完掘状況（南より）

写真265 辿構」削削状況 （南より）

写冥266 -I•J阿断而（西より）

図版62 1233(Jil究地点 ・同出土辿物・・・・・・・・・ 290

与真267 調1tl凶全屎 （北よ り）

写真268 調釦 を近紙 （北東より）

写具269 2サ竪穴住居 ・1号ピッ ト完掘状

況 （南より）

IZI)坂63 1417 ・ 1443粛lオtJ也、1訊 •. ． ．．． ． ．． ． . ． ． ． ． ． ． ． 29 1

与真270 調壺区近屎 （北西より）

写真271 謳崎区全批 （南東よ り）

写具272 60号建物払礎掘削状況 （北よ り）

写真273 20号竪穴fl訊辿物出土状況 （北よ

l)） 

写真274 20サ竪穴住），叶掘削状況 （北よ り）

写頁275 37号竪穴仕屈掘削状況 （東より）

写真276 55サ竪穴住居掘削状況 （北より）

写真277 65サ竪穴住居掘削状況 （北より）

図版64 1417 ・ 1443澗究地点出土辿物 1...292 

図版65 141 7 ・ 1443調究地点出土辿物2..・ 293 

図版66 0819調究地点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 294 

写真278 試掘作哭風屈（南東より）

写真279 トレンチ4辿構検出状況 （西より）

辱真280 トレンチ6辿ti,Ii検出．状況 （西より）

写真281 トレンチ6土）iり断面 （南より）

写具282 第 lT(ii全屎 （東より）

図版67 0819訛l介地．I．＇．l.、...........................295 

写真283 第1而ピッ ト群（東より）



写具284 作業風景 （北東より）

与真285 体育館南側土陪断面辿•屎 （北西よ

り）

苺真286 体育館南側土l科断面近鈷 （北西よ

り）

写真287 体育館北側士／科断而辿以:(l乎i東よ

り）

写其288 体育館北側土）界断而近梨 北半

（北東より）

写具289 休育館北側土｝界断而近絨 膵i半

（北東より）

写真290 ピット群掘削状況 （東より）

凶版68 0819調究地点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 296 

与真291 ピット群掘削状況 （北よ り）
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I ti/i内追跡と，―Jil杏の慨災

1. 熊本大学敷地と構内遺跡の概要

熊本大学が保有する敷地は、熊本市内の！且嬰地区 • 本荘地区 ・ 九品寺地区 ・ 大江地区 ・ 小碩地区 ・

京町地区 ・城東地区及び下南部地区の81メ、市外の合津地区 ・阿蘇地区の2地区に分散しており、そ

れぞれ埋蔵文化財の包蔵地となっている （表 l)。

法 ・文 ・教宥 ・工学 ・理学部の校舎が設i;'iされている黒艇地区は黒嬰町辿跡群（熊本市埋蔵文化財

地図No.8-88)に含まれる。本辿跡群は熊本市中心部のほぼ北東端に位ii/iする立1:I-f山 （椋高151.6111)

の南西部の緩斜面が、西を坪井川の作る沖梢而と南を白川河岸の低位段丘によって囲まれる東西900

m、南北1000111の辿跡群であり、 縄文1時代から歴史時代に至る追梢 ・辿物を包蔵している。辿跡発見

の経綽は昭和11年に遡り 、大学に隣接する熊本県立中学済々製（現済々吸ti'，9:j校）の校庭から甕棺2基

が発見されたことに始まる 。 また昭和40年には隣接する九）•I•I女学院 （現ルーテル学院中学校 ・ 高等学

校）敷地においてやはり弥生時代中期の甕柏や古瑣時代の須恵器甑などが発見され、その重要性が認

識されるに至った。黒嬰式土器の標識辿跡である。このように弥生時代を中心とした遺跡としての認

識が高いが、1983年に実施された済々岱怜高校内における新たな調査によって古代の竪穴住居とゴ潅iii

滞 ・須恵器・黒色こ卜器などの関連辿物が出土し、その中には「寺門」銘の褐内寸．器が含まれているな

ど古代飽IT!郡における拠点的な性格をもった辿跡である ことが予想された（『新熊本市史料編第1巻

考古；資料j新熊本1h史紺盆至1996)。古代1沼直や駅伝制の研究上、文献で椎定されていた延喜式にみ

る「挫蛮駅」、 Ill飽川郡家の推定地としても注IIを集めてきた（木下1975・ 1995)が、近年ではこれ

までの周辺辿跡での発掘｝成果および文献狩料の検討、そして本センター (Ill調査室）による発掘成果

を受けて、済々鉛':j校から本学馬髪地区周辺が飽川郡司郡建部公の｝；サ所であり 、飽田郡家として比定

するなどの栢極的な邸見が展開されている（鶴I嶋1997）。このように、本辿跡群は先史時代のみなら

ず、古代律令制下の駅伝制を考える上できわめて煎要なものである。本報告においては黒髪北地区3

地点の発掘調杏記録を収録している。

表 1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一院表 （アミ部分は本年度温l'.111:した地区を示す）

No.. 地区名（学部名） 所在地 迎跡名称 追跡の種類
1 黒嬰北地厄（法・文・教・大教七ンター）熊本市中央区黒髪2rli40-I.!）封斐町追跡染裕址
黒髪東地Ii（教有＇‘料硲附属特別支援学校）熊本市中央区黒嬰 5「HI7-l群
2黒嬰南地区 (J.:..f!I!） 熊本市中央区開製2T□39-1黒嬰町辿踪集落址

群

迫跡の時代
純文 ・弥生・
奈良 ・2F安
純文 ・弥生・
奈良 • 平安

備考

3京町地区（教脊学汎1附属／lヽ・中学校）熊本市中央区原町本J.5- 1 2 ぶt•町台遺跡染蕗址 弥生 ・近世
4城東地lX:（教ff’]聟；じ附屈幼椎園） 熊本1|i中央IX：城東町5-9熊本城址 城館:hi:.熊本城近111:

関辿追構

5 教育舒'.illl新lf.j剖1農場 熊木rli東Iメ：新Itiiili6日15-8耕lt.j部逍跡散布地
6沿iー怜域ば切't科学教介研究七ンター 上天I、1‘il|i松島町人:'iー：合iII.（う()(illiiil,.JJ l塚 り匂初11・

縄文 ・ 弥．I|••

縄文 ・弥II・: 1 995年度の調杏
によって貝塚で
ないことが判明

7本荘中地区（発生医学研究所、エイ熊本市中央区本荘2日12-I本庄辿踪 散布地・集沿址純文 ・弥生 ・
ズ学研究七ンター等） 奈良 ．、ド安 ・

巾III: 

8本荘北地区 （l医学部附屈甜院 ・医学熊本市中央lメ：本/UTU I -1本庄辿跡 散布地・集沿址縄文 ・弥生 ・
部等） （熊大病院 ・硲地 ，hm・ 奈良 ・

敷地追跡） 平安・近代
9 オぷ1:E1tiJ也Iメ： （ ｛h叶'&‘,;！:｛•i· ”.,i;)

10大江地区 (-必学部^ぶ）
11渡鹿地区（課外活動施設）

熊本巾中央1){｝耀，『ヽ411124-1本II"逍跡 散布地 ・集落址縄文 ．弥牛 ・周辺逍跡
奈良 ・.,,安 ・
I I I I I I 

熊本lI［大iI本町5-1 大社：辿跡群官伯社1i： 奈良 ・ ·•I;•安 周辺追跡
熊本市渡1J炉4j.11 1 -l 大rI辿跡集落址 奈良 • 平安

12宇留毛地！メ（学生‘，が1ti舎・戯具術舎熊本市"'央IX:/_I,'嬰7J―l i ‘i・：留毛神社散布地
竹：） 周辺逍跡；群

弥I| ：． • 奈良 ・

‘ |；•安

ー
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I 1/111)、li且跡と，J/，]1tの概＇災

医学部附I，岱病院 ・I笑学部が所在する本荘北地区および研究 ・開発施設が所在する本荘中地区、医学

部保健学科が所在する本荘南地区は、本｝七辿跡（熊本大学病院敷地辿跡） （熊本市迎蔵文化財地図No.8

-95)を包括する。本辿跡は、！じ嬰IIIJ辿跡群と同じく熊本平野を形成する厨：I犬地形の中央を流れる白川

の河岸堤防」．．に位附する辿跡であり、標翡は13~12111である。附屈病院の所在する白川‘がりの地、,.'Xは

標裔がi'，●：jく、南東部 （叫也Iメ）へと緩やかに傾斜する地勢である。敷地内を白川より分岐した小河川

（三の井手）が賠梁として流れており、古来この一帝は流道を変えながら幾本もの小河川が流れてい

たようだ。「熊本市中央北地Ix疇．文化財調4t報告苫j（熊本市教育委貝会1980)によれば、 1963年ごろ本

学医学部附1，翁病院の敷地l}、Jから須恵器、土師器、布i=I瓦片類が採集されており、辿跡の存在が確実で

あるとされ、辿跡としての品定を受けている。しかし、その後学術的な発掘調奔は一度も実施されず、

辿跡の詳細な内容に l¼l しては本調布点における調壺が実施されるまで不明であった。 しかし 、 先の報

告の中では、東側に隣接する仙崇寺小松原塙地（現在の小松原公園）内においても須忠器片が採集さ

れ、辿跡の包蔵地がより広いことが想定されていた。この地区で最初に本格的な判蔵文化財の調査が

行われたのは、1995年に道路を挟んで隣接する1欠学部敷地内において計圃ljされたRI総合センター辿

伝子実験施設の建槃に先立つ発掘調杏である。この調査によってより南側の地区まで艮好な状態で追

跡の広がりを確認することができた。よって、辿跡の範囲は東西500m、南北500111を越えるものと11t

定される。本報告では本荘北地区 （本学附屈病院内）で実施した発掘調森の記録4件、本荘中地区で

実施した発掘調オt1件を収録した。なお、 1欠学部保健学科の位iit;：する本荘南地区は、この辿跡の範問

に入る。本格的な発掘調杏が実施されていなかったため、 2008年度に保育園新築に伴い発掘調究を実

施した。 しかし、本地区より西側の地域では立会調究において古代の辿物但含）＼‘1が確認されていたが、

明確な辿梢は検出されていない。

薬学部が所在する大江地区は、）ゞ t1磁跡群 （熊本市埋蔵文化財地図No.8-93)の削西端に位骰する。

また、本学大汀．総合迎動場は本辿跡群の北東端に位岡している。地形は本庄辿跡とほぼ同じで、白川

河岸に隣接し、 ・標高はl3~20mである。本辿跡群は詫間郡家および渡鹿廃寺などの椎定地を含む熊本

市内でも有数の）J規模 （東西1.8km、南北1.7km)かつ費直な古代を中心とした辿跡群であり 、これ

まで100次を越える調査が実施され、各種辿物を伴って、8・9世紀代を中心とした古代竪穴住居群、

掘立杜建物、近路、溝などが検出されている（新熊本市史編岱室1996)。本学が実施した調究におい

ては、薬学部敷地の北西部において古代包含）科の一部を確認しているにすぎない。薬学部敷地内にお

いては大規校な建林えが最近尖施されたが、この際の試掘によって、構内の東側では辿構や包含l',、91は

存在せず、北西部に紋られる様相が明らかになってきた。

教育学部附属中学校 ・小学校が所在する京町地区は京II「［台辿跡群 （熊本市埋蔵文化財地図No.8-45) 

（東西400m 、 南北350111) に包括され、同辿跡群内には熊本市立京陵中学校と九州森林や漣I!•局も含ま

れる。本台地は熊本平野の北部にある阿麻4火砕流（凝灰岩）が形成した枯訟i30~40mの平坦な台地

であり、東西両側はそれぞれ坪井川と井芹川が流れて急峻な崖地を形成している。この天然の要古・と

もいうべき地の利を泊かして台地の1乎i端には熊本城が槃かれており 、周辺の台地．I．．には武家）奉敷が築

かれていた。本辿跡における発掘講11tのII蒻矢は、 1966年、森林袷・理局の宿舎改築こL事の際、辿構は検

出されなかったが、爪弧文をもつ弥生式士器、士師器、瓦器片が少§:.：出土したことであり、現在では

弥生時代追跡として認定されている （熊本市文化財調壺会1971)。本センターが実施した1994・ 2007 

年の発掘調査）成呆によると、構内の西側を中心として弥生時代～近1せの辿構 ・辿物が確認されている。

沿岸域環境科学教育研究センター附属合津マリ ンステーションは、熊本県上天恥市松島町合沖に所

在する。辿跡は前，1，‘,｝の南西部端、 f票似il2mの丘陵端部に位悩する。この前島を含めた一幣は、カミノ
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2.，闊布に1湊経紺

ハナ古瑣群古瑣群などの重要な古瑣が密染する、1博jti1j.：から不知火湘へ抜ける海上交通の要衝にあた

り、古来より重要な拠．1.'.(として窃識されていた。また、カルワ島辿跡や柳辿跡のように洵岸部や海底

に位ji1i:する縄文1貯代の辿跡梢'iも発見されている。本施設は、1956年に天草で初めて発見された縄文時

代辿跡として芳名な前）以貝塚（熊本県辿跡地図57-013)と梅殿古培（同014)の隣接地にあたり、同

具塚の広がりや古瑣関連の追構が敷地内に残存する可能性が予想される（熊本県教育委員会1968)。

実際、1986年の行冷建設の際には石斧が発見され、本施設の船党場南側の洵岸では本学考古学研究室

の学牛語氏によって縄文時代早期～前期を中心とした辿物が採集されており 、可能性の高さが認識さ

れていた。1995年に実施じた合油マリンステーション改築工事に伴う発掘調壺により、前島貝塚が貝

塚ではなく 、 本丘陵上には縄文時代早期の追物包含I,•̀ •1 や辿構群が存在することが明らかになった（熊

本大学埋蔵文化財調究釦996・小吠1112001)。

熊本大学大江総合運動場は熊本市内の渡鹿に所在し、薬学部と 1司じ大江辿跡群に包括される。黒髪

南キャンパスの白川を挟んだ対岸に位四する。野寮学校の隣地である。1977年と1994年に実施された

発掘調究により古代の緊穴住居や迎路跡が確認されていた。大きな開発工事は行われなかった地区で

あるが、2008年の体育館改修工事にともない、発掘調杏が実施され、既往の調森成果を追認する成果

が得られた。本告では、当該l件を収録した。

2.調査に至る経緯

熊本大学の校地は先に示したように8地区に分散しており 、どの校地も狭陰化してきているため、

かねてから校地の移転などが議論されてきた。昭和60年に当時の熊本県知事から校地移転を検討する

旨の叶lし出があり 、その件について学内で議論され、本荘地区の医学部 ・附屈病院を除き他の地区は

現地再開発が決定された。本荘地区も平成5年に現地再開発することが決定され、全学が現地再開発

で取り組むこととなった。その後それぞれの地区での再開発構想が検討され、基本的な計画が出来上

がった地区から文教施設府を概鈴要求し、それらが認められたところから再開発事業が始まった。一

方、黙嬰地区などにおいては、従来から建設工事などによって古代や先史時代の追物が発見されてい

たにもかかわらず、｝里蔵文化財包蔵地としては）fij知されていなかった。

平成 5 年10月 から黒髪南地区において総合•I’i'i報統括センターの建設工事が始まったと こ ろ 、 熊本市

文化振典課から工事前 に埋蔵文化財の発掘調究が必要である旨の連絡があり、同課へ出向き確認した

ところ、平成5年4月l17から熊本市文化財保設稲議会において黒髪地区などが埋蔵文化財の包蔵地

として追加指定されていることが判明した。そこで大学が計両している建設工事の予定地に係わる試

掘調引tの届を1司諜に提出して、調査を依頼した。試掘調査の結果では、ほとんどの建設工事に先立ち

発掘調究が必要であるということになった。

今後の発掘調究について同課に相談したところ、以下のような回答があった。

①同の機関（大学等）は考古学(i)［究挙などがあって専1"lのスタッフを擁していることでもあり、熊

本大学においてもそのような機関を設け、そこが実施機関として発掘調査を担当頻いたい。

②熊本市が平成6年度発掘調壺の依頼を受けたとしても、それを実施する場合、既に他の発掘調壺

予定が半年分はあるので、急いでも 9月または10月頃から濶杏を始めることとなる。

以上のことから、熊本大学の訂訓発事業には事前の試掘および発掘調壺を行うことが必頒条件であ

り、そのためには大学独自の調介組織を早怠に設けることが必要となった。まずは発掘調査組織の中

心となってもらうべく 、文学部考古学研究室に協力を依頼し、このことについて承辟＇；を得た後、急ぎ
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l ,h，1j内追跡と；騎の概3災

委員会などの組織作 りを行い、・直任休制を確対するための作業が始められた。本学の状況およ び他大

学に既に設iiりされている,,ij種組織の内容を勘案しながら検討した結呆、 熊本大学埋蔵文化財調査委員

会（以下「；温崎 委員会」と略する）を設けることとなった。また、この調壺委具会の下に熊本大学埋

蔵文化財揺lィ臼（以ド「晶l在察」と略する）を附き、発枷講隋の実務を担当することとした。

平成6年4/J 7 11 をも っ て熊本人砕：J~I！蔵文化財委具会規則が定められ、 調究委員会が設ii化 され、 委

i i会内に調壺奎が附加し、平成6年5)l]61 1、委員会委員の委庫、調究室長および調壺貝 ・事務補佐

且が就任し、」I:．式に調介牢．業務が始動した。]/1，J杏室発足後は、文学部考古学研究室の甲元煎．之教授を

はじめとしたスタッフの多大なる協力のもと平成6年｝文建設予定地の調究を中心に発掘調究が実施さ

れた。以降の経綽については 「熊本）く学狸蔵文化財，J1¥j究辛年報』を参照されたい。

杓成23年10)jl H には 、 熊本人浮：Jll!•蔵文化財，1／ij奔塞から、熊本大学埋蔵文化財調究センタ ー として

発足した。

3. これまでの調査と本書収録の遺跡

以後平成25年3月末LI現在まで、再1)}l発；i1|lhiに[!llり行われた事業の事前調査として、表2のような

調引tが集施されてきた。本・］りはこの中から2004（一部）・2008（一部）・2012（一部）・2014（一部）．

2015（一部）年1文に実施した発掘謳隋の成果を報告する。試掘 ・立会と小規松な調査などについては

年報において既報告であるので、本，りからは除外した。

黒嬰北地似における （黒嬰北）教脊学i'{|i文法学部本館改修機械設備工事に伴う発掘調究調究 (0836

調介地、1.’i)、（黒髪北）校舎 (111北地IX：食韮：）改修ー工事に伴う立会調究 (1514・ 1524調査地点）、（患嬰

北）総合研究棟 （黒嬰北N9)改修こl．．事に伴う立会調森 (1528調壺地点）、黒髪南地区における （黒

髪酎）南地IX．．幅利施設支1罪配竹昧杞「事 （追加）に伴・う発掘調査 (0806調壺地点）、（黒髪南）南地区福

利施設支障配管特上’li.（追加2)に伴う発掘調'.?f(0806 II調究地、,.'.,:）、（野嬰南）福利施設樹木移植工

事 （追加）に伴う発掘調杏泄l杏 (0809調壺地、,.'.O、本荘北地区における本荘l"ll地北地区 （医病）基幹・

環埓釦iiiiに伴う発掘調杏 (0411調布地，1位）、（I戻病）東病棟新‘揺機械設備 （衛生）工事 （変更）に伴う

発掘調杏 (0835調査地．I！.I:）、（本荘北）lt:1;1禾liJf究棟新‘腐その他J_．．事に伴う発掘調杏 (1425・ 1426 ・ 1504 

揺崎地点）、（本：i:1:北）岱理棟改修その他丁車に「I’・う立会調杏 (1442調査地、1訊）、本；i:l：中地区における

（本荘 l | ！ ) 医学部Inボイラー生煙突撤去」→•ij j.に伴う発掘調杏 (1233調査地．I；l!. ） 、 京町地区における （京

町）教育学部附属小学校校舎新‘i附その他」:・＇liに伴う発掘調杏 (1417・ 1443調査地、点）、渡鹿地区にお

ける （渡鹿）休脊餅漬li此改修その他工事に伴う発枷！調査 (0819講l究地点）について報告する。
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:~ . これまでの調査と本1'f収録の追跡

表2 既往調査地点と本害収録調査地点一院表

1994年度

9H  ・ 15-17 9!01 (.'!.¥.It)泄動J易松備 (!111りl格in，没） 1・・’Jr 5t1¥l占ヤ

!)I・ヽ1・21 !ll02 (/l¥.lt ・ 1tr) 1/i幹が情（教fr学部ふレベーター'{l「は設） I？li 梵1叫正1fr.

91.、1・25 910:J (.'.l.¥.lt・1!/)地14)，S仰裕Im(I汀：郎エレベーター’XJR,tt) I: 1EI¥I』{i.
’J r 

91-5・ 1:3-1・1 !1101 (:1.¥.lt) J/,lltJ!o，没迅没f定地の1対木fい汎 、［会 ~f¢

91・5・1i-6・2., !)10:i (1れ町）附狐19‘芥Ii令れ紐政1:-1, 梵l,J!,I.,l•,r. 

9 1 · :i•:1{) ・ 23 • 24 

91 •5•23 -7•28 

91・8・!-8・10 

91・8・1 I 

91・8・ 12 

91・8・公2

9 1 • 9 • 1 2 ~ 10 • 3 1 

95・ I・ !i-21 

9:,・!・9-11. 

1・26-2・1 

95・2・27 

95・3・ 15-23 

1995年度

95+25-5・2 

9 ll~i (!.¥¥.It) ut)孔）i（;§動沿が情 (11！水till閉，次） 1:•11 

9107 (！！、＼．It)11,JflJ狛，＆巡＆ r．1l 

91()8 （渡）化）グランドり＼水In岱IHI・・’li 

9 1化1 {：!.¥.It) ut)； II'i t:ll MI{ tIt1オl.1t・クは「）訊tL’lt 

9110 (）註町） Hlld小学t知船（9[さ込み配祝r.li 

!）11 1 (:l¥．It) 1,"t？笠情 (Hi即叩ぼ1スu-・//fくか 1.’lt 

9lll C:l.¥111) I．．学部‘)：駿棟箭i',• I?lI 

91-11・11~12・22 911:l I度廂）グランドサtら1?Ir

9 1 1 1 (：.i',Jtl l1H•J!il,ltJZ(," 1;，It 
911:i (り¥111)'1:''f./.,Jtf,;}i月r.1! 

9416 (ht,ul uli4幼It1tlilrA守nt、;tr·’l[I:• I:1t 

911i <:1.11111 1~f1J袷出設｛；；」．＇1t

梵IM,J/1/r.

梵j~\,月 Ii.

たl!tl,.ll!r
；（会濁tf

“iむ9ft

、［会＆ft

'ヽ!.会諜，.t

兌捐冴tt

!2811!,'; （し ，t；代J:t/i岱 ・1/i忠硲 年す！il 

47.5111 以代ガラス ，磁岱片 年m1

48Ilf 位含柑俯必 ・1沿．；）；・ 年11!I 

:lOnf古代 年骰I

,1()()11! ,；加l•. · i.!l llt 机1 文 1:),/ ． 弥't i·器 ・ !(i恵器 •I: 本恨；＇，• I 
師悩 ・近IIt凶磁盛 ．etii・鉗践 ．
JC・ガラス熊

IIX)nf 古代

1.が.J(JII{ ，り 代

IヽI)．、lnl ,1i ft 

23 4 11i 

I: ［5 !§ 

年骰 I

本札l;’t1 

4< i1iti I 

包含f;ilこ遠せず辺情なし． 1••[9 器 年tllI 
)¥ 

選！~ . ,ti物なし 年紐 l

包含/I'llこi£せず．沼！青 ・直物なし 年紐 l

古代竪穴{I..I，叶址．古代1;［ヴ硲 ・須木骰告I
忠沿． JC I••製印 ・ 鉄笞 ・ 縄文上
答

兌椛，月丘 2OOn1 托文・古代古代竪9尺{t1、•;·址・辺路址． 91iit t 水伽'rl
”t；； ・i（i恵器・ itdl凡 ．砥h・．鉄
t;；．椛文 1ヽ岱 ．6岱

1:111! 

25 5 I I 1 

743 6II1 古代

・`(会濁；t 169ni 

、．1.会;)II!/ :iOn/ 

、‘f，会:::!ii. 129.7nf 

迅llf・ii!物なし

遺1角・遺物なし

年f!ll

年恨1

遺1鼻・遺物なし 年報 l

!）改）I (',I¥iii) l.'r-邸［『岱）渇験tu対・.ttI 期Jし1991溝i1!i:I:'9t 

93・3・9ヽ 10

95・5・ 15-16 

9:i・,・29:!() 
6・21 

9:i・8・2I 

95・8・:!2 

9:i・9・8-I0・ 12 

95・ l 1 ・2 

9:i・ l I ・G-8 

95・ II • l:J-16 

!15・ l I・ Ii 

95・ I I・ Ii 

%・11・21-どi

%・11・22 

り5・I 1 ・21 

9'i・ I I · 2~～勾

95・ ll・ I 

9:;.,2,,1 

95・ ll・5 

9:i・ 12・ 12-11 

95・!2・!8 

95 • 1 2 • 25 ~ 
郎・2・22

%・3・1 

w;•3•8 

!l6 • 3 •21 

!)(i•3•25 ~ 26 

1996年度

併l(i• 4• 19 

叩•:i ·10 

9:-,o2 り¥11ilC''f.r.瞑IKI冴・1"；；七ンター祈ttr.‘l1 よ柑凸{c

奴）3 'l¥rlfl I.’祖閉RI研だ）：駿棟述は1丈ひJ!，Iこ拙n91 試氾汎,'c

9双1 （り1lti) 1 .9；シ郎研究）：験！い祈常屯2ti2口 （その2) にIi•・i約 1. J.：沿1,＇t
-{16 ケ・プルJ9!i2

I'IMIl) l?tt砂11，は1印19は、91.hA tt 

9．刃8 （間1il'lt{}MII1外tr配線改9E ,［会』；c

，a ，合ii¥)野沢mul属臨洞）；験1Ji‘)こ験!II改'!IJ.11 兌批潟fr

9510 (！！り9!）1?jと祁研究‘J：験I点新1:t1期にIt・うガス配・i・, ,'.,・：心＂r.

9511 ()~i[911) 1}、’祖；,;RI咆介七ンクーilll9、(')：験出設1しばllび公拙呂；t
外溝り）IJ{：・え

!I512 ’l',J9i lダ：B炸研究＇i'.駿t•i'r·.'s I期に!i'.・:)排水ll故閏 梵柑潤；c

9513 iP.¥III) 1.91証研究＇）：験 f"Fi背 lIIJlに伴う外溝

951•I (．’’’wr) 1巧這研究')ぼf屯祈1ti llJIIこff・i外1,

奴）:1 '!.¥ill)上‘渾；Rl研究）：験桟込設に1'i・う）＆に捉削

9313 (．IIIIIn r’盆i;t酎だ）；験1屯新件 l期にff・i外1/li

9:ill （俎1．lII}|)冴部 RI~，合センター遺I9、・ド）”祖うは迂は 1••’li ,•1．会潟丘

9'il6 (！叫 l)1.9i：芯研究）：験14渭沿 11¥11に1i.・・1外；S 兌拙問t

931 1 (4;」IlII) 1K・＇，：：茄 RIrt．合七ンター •R仏 J...)：験柑nZ迂"~（こ伴う ，．1．会閲丘
外1柑りJt:・

9517 (},,,lF1lll I¥.学部RI柁介・しンターjJI伝 {・‘)：験出しiに伴う樹4、 、‘/．会コ；t

”ki 

り318 (．’lhti) I：学部 RI 研究‘Jば剣虚設1こ If•-）外1貴 I.’II

9519 nhti) 1••'嘔研究丈験t軒的 l l011・（＇I'.うガ入配・tt

9520 (］Uじ）教紅li:riut糾d'(tt

!)511 (},項lil)1k•‘やr,i; RI 稔介•L· ンター 9R(I; （•‘J1験柏設rn,:~

兌柑潤，＇C

9.;i,t (1;,Af)教ff学部附1.小学校tt1l1水秤1r(れ・ r.1r 

.̀r.会コ廿
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，．1．会凸；t

：1.i叶濁l.c
：［会況：t
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mn1,li it 
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l (I ni 
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a含K・”t&• 古代上Lがg . ；｛l恵若 年恨2

也(i.9’iit tt"；； ．iii恵路 年殺2

;1tf1'.,n;りなし 年骰2

遺1,．遺物なし 年報2

遺1,．遺打なし 年報2

りHi.縄文＇1,・期J:芯・ {j岱 年殺2

9’ifta含M惰よ ・古代t硲｝＼・ 年紐2

古代包含射荘.z.竪穴住居址．9り 年骰2
i t i : tt i:;．in :g i; 

古代竪穴（ヤ！，•；址 • !t穴 ・包含fll. 本穀；片 1
縄文後期 1：~I\· . ,'i!t tG切岱 ．｝n
忠：；；

inI,．這物なし

91i it ,Ii it l.t3路・打i.!（t;/i’

古代 古代j-E5店・1/1患岱

古代 包含K•H呟品 ・ 山,IttC'iむ

名；；a含M荘，』・渭Ill・遺物なし 年報2

72Iri 蝿文～古代包含k1.II：穴．縄文上店J¥・ ・古代木恨；'ii
上げ芯

也含層荘必・遺渭 ・遺物なし

年報2

年報2

年恨2

年恨2

年紐2

遺I~ · ill物なし 年祁2

!Oni 遺1鼻・遺物なし 年烈2

,1i(Ut穴・溝． 9li(t1：的器・須恵 年紐2
岱

'［会ふ’r l(）111 遺1青・ボ物なし 年報2

梵拇心Ifc !）76.9nf 遠久 ，古代，Ii代竪'I尺ft1,ihト・掘姐国物 ・i真本剖；9；l 
． 迅路 • Ii形竪9むRIn ． 上塙，縄

文！••岱 ・ {i路・古代＿1:tiぽ； • 1/i.,g 
岱 ・鉄ぽi

如1. iが1:．I漿 ・ピット．弥't：中1Hi::3 年骰2

古代 は含粕研必 ・ ~i代」•閲船 年報2

沼1青・逍物なし 年報2

9521 (：IIIi/） 1：学部I~令tIr1.t 試拙，nfr

(）522 (！.I.！.It) 文ik•'蹄i; . 9,＼ /i,＇，て冷’f・12叫念hl庭1りIIHIし1.,‘Ii v．会，9nft 
%23 I 応I!) 教f•'盆t;iij 属幼 1iII¢IA凋 (F9サ rt}£rたい9船im:付附・92· ,t会，算1t

人

，．1．会，因忙 27.9j111 ii'It村・遺物なし 年骰2

96(）1 (4；冒II.It)I,•i り::t" !t 1;lし、；t ..t.!11，ドjii• 刈9l1 ,9i ft ,1iftaf9kヽI・i冑．，り(tl：げ芯・ 1ii 木報；’,IV
屯悩

!)(j()2 ,:i.¥.¥l',) i!、と学部叫念れ樹 ；l.会，，冴，.r. lnl 迅構・遺物なし 年恨3

6
 



I 構l)..］逍跡と，凋企の概要

9!i・5・ IO-G・21 9(沿．1 （＇lhh) T．学部校令辻u2

¥Hi・5・ l:! 

！め • 3• IヽI

¥Hi・o・ I:, 

!Xi・6・ 17 

!Hi • 9; ・ l !9 

伽• 8 · 5

%・$・(;~9 

!H沿I (:1¥.ft)教甘学部AT.¥li •I 卜 ＇)-ク 1」 ,；t l.,’lI t.13月1t

!)6()5 ( ,;,町）教ff学部附 I・（小学校 Anl ・i• I I・＇I-ク1・J,、と上'li 立会点，，t

!K籾 （）直：）が学部ATM・i.．II・’Iークti，没1．＇l1 ・・（会渭ft

961)7 （．＇叫l:lil：文学部外灯ぷIil. 1I -:1．会，咋

叩沿 （：JIIii) 1：学部111'）渇令Ni配祝 1.’II 'L会，：ift

州i09 (：.¥¥Jtl入ぶiXfi199i紐は !.'If1;,¥Iり） 兌拙、閲介

叩）1 （本荘北） 1.，；学部校令iじ設にf̀I＇う出木 9$19．貯水1,柑よI..1i 兌堀。'ift
(I ・2・3区）

!)(;•822~ 27 

%·8•さ)`30

!)(i・9・6 

％・I0・1-!) 

!l6・ IO・ l l -
9i・ J ・ Ji 

佃 ・10・21-29

伐i・I I・ I:!-l:l 

郎・11・l2 

%・12・18 

97 • 3 • 3 ~ ： i l 
9;.3.7 

!)ti()) 、ド荘北I朕学部校合迂校にf'j'.・・1UJII l：メ．刃発辻は 1I〈I 仕招息査

9(j()1 本社．北IIうミ学部Itf泣tm:t1•... 11JJII:：・よii'.!Vt速，，t .3[（＇ 兌招必丘

9610 1:.1＼北）教央部旦 l1 漱石像紐，•1． 試招，at

!J(i()l (）ん荘北） ［＇，く学部校令建は1 こ伴う 111 水•；7UJ,9 1'，え I?lt(61い 発揺，烹fc

勁 l （木社北）医学部12令木什：1．＇9(14キ’itk） 発掘濁査

262,rl ，り ft 冦J1f. 古代J••幻若 ・ 須思器 幻llむn・

9Id inl,．遺物なし 年粁l.1

l(H.3Il{ ，1i ft 古代iu路 ・ 緊穴仕／＆址．占ftt団本t!lt;•\＇
岱，ク[l忠器

1．瑯ITI ~~入・古jn 縄文am.i ． 占打上演 ・ 古代直路本報；府＼＇
・古代 ，膨‘(（t1,Sh1．・掘立柱辻物 ・I:濱

， 近代応地． 縄文後期上記 ・ 山•in

/,1ift・J・.Cffi茄 ・須恵．茄 ・鉄船， h
t:; 

",01 （木荘．It)医学部校令辻，＇11こf‘ト：)iJI•水怜·り）り {i えじJi (7・8・9 発堀Jれを (;2.5m' ,Ii ft ,1i ft竪穴（I：屈址 ． 瑾， 占代1•ぶ叫器 本nl{＇iIV
Iく） • ！Il忠路

9!i01 ( 4,~1：北） l仄学部佼含辻設に11・・うi/lAぶ切りIt-ぇi'.'ll(IOI<) 発柑~tr. 21珈{ ,,,. f¥. ，1ift'>I穴ft析址， 91iftl：師器 ・1[i 本付l;’;N 
息硲

郎11 (．9.＇¥iii) T.．学祁クはff•I,,t l: 19 

%12 !!.'，rli J：学茄屯線坪!il..,, 

%13 .9!MiI T．学部研究')3祖KII 新'i•t1`1如奴9 1.’It 

%11 i.'l'Jll・上学部(I;?Jごf・ル・じ・!：駿Iii,}＜9.H{l[（心T.1[

発拇渇企 I•OOO191 i還 t· WI: 縄 t1&IりI~含柑 ・ 古代竪穴ft1凸址木報；し1V
古代 •i.\ ・ Jl!l,1.H辻物 ・ 上濱 • It穴．

椛文後阻li：窃 ・弥牛中期」：岱 ．，Ii
代1:t5閲 ・須恵器 ・鉄器 ．）｛

•10IIf 近代 遺構 • il'l物なし 1団1!3

14111 近代磁岱 年恨．‘I

ii'tl11 ・ ;l't物なし い1!3
-Inf ,,,- 代 ・t.l;＆＜札が確品古代須忠器 り'.tl!:l

2I nf 迅Ill．遺物なし 年tl!3

、1111 ;n情 • i11物な L 年代：；

•15.i,rl i',in ・,1dt,,,-inい代1rrlり1堅穴住Ii址 ・古代竪水廊＇渾
六 II•1,•；地占tn叫 fti岳笞 ・古代
ばnti.i(l必む

37ヽinf ,li f＼ 竪穴ft/ん址 ．！し穴． 占itt店討 ． ）,.:恨；＇汁＼＇

；1．会~,c 0.-1111 

”．会潟氏 718IIf 

.t会只t 17．う,Ti

屯会::l!ii I(J<JIlf 

,n思む

遺I~. 沼物なし

,nB．遺物なし
沼fll・il!l'?なし

漬情・渭わなし

年t113

年t1i3

!f lff3 
11:m3 

1997年度

97・ I ・8 9701 （本社1tj}［応学部伯恨リ・テナシ 教ff出，な屯＇4（よ渇その他の 、［会，刃丘
改:夕工’Jt

97 • 5 • 7 

97 • 5• 28 

97・7・ど8-l l ・ •I !）7(） 1 1't! rti) 1: ••9:. i第tt1; ii•i:t l.．‘II 

Y7・10・2'J 

97・10・ll 

97・11・1 I -
98 • 3 • 3 1 

9705 (1忙町）教ff学部rt1属中学I・<女t1.J．像紐 、．f．

97N (!．し＼北）法文学祁肌1"tit(t建ヽ'/.

97(）7 （本」j;北）1X学，;；；”;岱研究棟I99外紀椋 f:'II

98• l ・:μI~ 2• 12 970.s un.It)法 ・文・教ff’i芍［クはは 1.1, 

98•2•:! ̀  2• 13 り7(JI,) 1.'''artf H財保"’だが；•1i;trlf(9JIA L l.19 

＇、1．会，．日を

｛f．会潟．ft

2111! 

!）71)2 (！！．hfl) Fr学部ヘリウム1屯Jn,.,．へ'),＇II、 .iIl'iは I’•’J[ ;l会，月た 126.6II( 

9703 (4;;il: ．It）伝学部外・ば臨床liJf た 1如！血液Hnli;• I'I'，;｛取，，t l. ＇lt よ泥，］1fi 411f 

兌掲；；!ff. 1.78:1.:lnf ，；か't ' ,,,＇代弥’KII.1代央Illg ， 古代竪穴住）出•，ht {,it!l、1
近Ill: ・i/11，托！叫I：建物 ，柱穴 ，近iltC,

弥‘1：・中期売II'{，I濯明器 ，鉄器 ，1,；
代紆i.，L（硲 ，近lltr.J磁窃

jrt1h，滋物なL

迅9青，遺物なし

公(iI I i 

l.2nf 

・部包含Mを確よ・遺情なし．古 り4如
代J．匹）¥・

，酎情 ・渭杓なし

ill情・遺物なし

年紐4

年計14

年tIt4

年恨Iヽ

立会俎在 37011! ,1, It ・近代近代仙地 ・11iftt．鴻 ．tt,'(．甕 ． fI―-Hi1 
人すt.gH等・古代土器

'［会凸た 61.9,rl,1i ft i贄 年報I

、I会具le 11伽9,Ii 代 ・郎包含Mを確よ・遺！青なし． It 年恨•I
托した古代 1-．若

1998年度

98•4• 1.1 9珈 ．’.l.¥11! I．．学部校令i.I'.!21こ{I・うfltr,滋憎J̀l.’II ,t会具l,t

98•6•26` 7•2 !）801 本社：11J)IX学茄ニイズ学研究七ンタ・ ・動物沢燎l::J発・ヒン 立会渇イt
ター祈営女淳配'，?R• 1.1i 

98 •7•6 9叩l （本伽Ii)同樹木代採 l?JI :1．会況ff

%・7・ 13 !l&r.J <:,'.¥Wi) l-．学部3•サ館屯な(,よ‘tt r.＇1i 立会符イt

!)8・7・28-9・10 9泊1 （木ii Wi) 医 ••i: 、,i;」ー イズ‘’f: {，91'n：センタ ー • Irh物 ft源l開兌•L・ン 兌掘JHi
ター新営l・・'9l

98• !） • 21 ̀ 22 9i'i(I:l (！）．i.It) 文化部・，<．取，よ I'.'ドに('1’う1,1木(tllij |'．’II 

!!8·!1·~5 - 11 ・(; 9802 C:J.\.lt) 文化部~,1r('1r ，没その他の 1.’lf

98・9・2/l 9805 (lei[北）大学柄炊如！！配：t1.＇19 

98・9・".t<J 9806 （ギ荘北1人が9ぶ院中央，．鉗糾げrft1..’If 

98 •9 •:t) 

!IS・ 11 ・2 

!)8・ 1i-11-18 

¥18・ IZ・ IG 

98・12・17-
!Y)・1・10

¥f.)・ I・ I~ 

98(）2 (!•I.\.It ) 文化沿玲it窮\'IJI·水ii•敷，9？ I・’lI 

り＆）5 （ 4eii：北）大学1ぶ院9，引棟新＇村に 1'1’•i と1’nnn訊-1:'JI

!)811 <:.111¥i) T．学部‘X験4,th,&r.＇91 

立会湖1t

梵堀，/!j介

シ対包、因牡

よ祀閤fr

,ヽ(17 ギ.;E北IJ<‘.，;:'“ら］済l51;itり•I也 r.·1,,.t,卜と栓'；；芥取は 1?Il よりふ3fc

9810 (.',l,¥J!r)坪学部l'1然サ';9:Wi認ト＇に験 1町It1t必閃配if{：,1,＇1i 立会濶ff

試批，il査

IOnf ！ビりI)により遺構なし 年烈5

2.111{ ，'i ft iRIR．遺物＆められず 年t1{5

沢1,・遺物なし 年ill5

3Il1 ,'i ft in物位含けを昴,2. 年恨5

972ll1 111l文．，1i(¥.竪穴i191＆址・!H,'I・1＿ヤ建物 ・溝 ．!・.本叱'iV 
近IIt JjL 

9IIi in物 ・沼Illなし 年祁5

375ni 椛文 ・伽1:1罰父 I・岱 ・弥9r.I •沿 ・ ／i硲｀＄ ． I•• J• tj1;’i• V 
近Ill I賓・1/1/• 縄文 ・ 弥生遺物包含hi確

此

I01rl,1iJn ・古代 ，りJn．古代 I・路 年恨5

5,rl 吋成砂冗府を検出遺惰 ・遺物な 年fti5
し

2ni ,1i it in物a含M・lfi,I匁出．古代上笞 ！i載 5
)¥・ 

98・ I0・6 9幽 ')¥llil T.•‘紐；；I・9り館iE9（押立l.＇li ,［会凸忙 釉 l1 ,l! 情 1r,i（こjiせ•I'．遺行な L i雌！S

り8·1(）•お ー 9沿7 （ギ荘北9大学1hrん．が91部ii'り.,想．hi9代9卜以布が？渭（設］→．＇It 兌抱、月ft 175n1 古代 1員i:L岱・ Ii餞了 本恨；’；v
II烈I ,1;(t、;·ktl.I、,；址． t咲 • 清 ・ 近代

清

りN)1 仄学部ユイズ学研究七ンタ ，肋1勿竹，冷ll！た1,H究七ンター1関 兌抱』丘 13911I 
述l‘1l古館鮒体I:1i

削‘,,のため／i／tせず 4,tii；ャv

35911,9i iし 俎物包含k・1• II：穴検／II.古代I・硲 年t1!5
)', 

、［会ぃ'』1t ,13It( ，K Iし 剥l'/1(1濱，＆ ，追情 ．ii'!物はなし 年t1!5

,'［会渇．1t ⑬ !11l ,1; It t;,欲I I:），り址．古It..l船｝i• II咽5

1 4 1 1 i t！と1た1UI I •. iし 年！！！5

7
 



3. これまで(J),J!,j1tとイメ，年収録の辿跡

99・ I ・21-3・25 9810 C，¥¥rii))’l！学部I'l9!.;｛ y;9 4ぶ柁介火験棟t)ヤi:tI. 1t 

叩・2・2 9802 W.¥.lt) Ji1境笠I切l'/'(Iこ伴う文Itt認渭ifi:

99・2・ IO 9802 c:，I．lJt) fl!境校1白’9I内に伴う紐格1.1(

99 •2•18 9802 (put) mJII.乎flf'fば（こftぅ！雌9LIJt 

99・2・9-3・9 

99・3・11-12 

99・3・ 10-31 

,so2 (！I，1北）m）II.竺fmIでに伴う1郎（化捻r.1I

9812 (）<il.） i屯牝1J1地4（閉／11・ノク叫改I}1:•11 

兌拙，悶在 l.()<）8n1 縄文 ・古代掩文l:t:；．/i約．w.古代竪穴fI:1,9; ）,.:t!l:'iV 
・近代 址 •I t穴 • ,II ・ 近 Ilt9,

；f．会況f 2GOni 逍惰 ・遺物なし fr.ii15 

立会』l•¢ :IOIrl 迅情血にはitせす．遺物なし q:t15 

,t会閂在 123n1 地｝くF2mで弥11:n¥ft遺物uf”” q:tI5 
迅iIIIhiを碕比．遺f,．遺物なし

.. I.会渇ft

.1．会濁．1£

,lnJ 

70パ

地},f'YOcm ・c,r-Ill I:を検191．汎 年i!15
情 •il'Hりなし

包含州・道 1月 1虹搾 .z. 遺I~ ． 遺物 q:;{l5 
なし

9801 ,),,.:9I:IIi) l'-'rns.T．fズ・'i研兌七ンター・動物rt冷1，1兌研究 tL会逍査 57.5nf ,r ,t -•茄包含k｝ ・ 遭情 11,i莉 Ii (ピ， q・・柑6
七ンクーf斤rt1こ tf必巾ぶtり）：：• I'’Il ト ・遺物な し

1999年度

99••i •5~8•3l 叩）1 （）~91．北） 1川し（紬）祈符 l.＇It

99・6・ 1・1-i・ l・I 9'.J02 ＼ぷUIti)！入学部．r(ズ’t研允七ンター ．勤物fti叩 9兌研允 ：r.会，9月丘
センターt斤1{'，じ，立 1?If;r.会

99・6・17 990:1 l:!.¥lfl) Vi：部研究')：験棟II•2 2tIi1,[ L‘ItにIt,iMil/ヽ．l会 、1．会閲fi

99・i・l9126 990-1 （イ：北Iti)IX学部J• （ズ＇各研究・ヒンタ＿ ．動物沢；原IUJ発研究 、，1．会渇丘
センター祈？tJ,＇；磁 l'•’It,［会

99•729~7•30 悦JO5 (｝，I,1111)「l,．AfI学研究H・J'I.?:祁捻合研究＇よ験棟新',;;；ガスは 、＇［会ぷI在
’j:：； 1 ・ •’lt 

99・7・2-8・7 

叩・11 • 24~25 

00・2・ 14-:1・24 

oo・1・25 

00・3・6-14 

00・3・14 

00・3・2 

00・3・ 16-17 

2000年度

00•4 •7 

00-4-11 

00-4-17 

00・ !0・2-1 

00・ 10・30 

OO・ ll ・6-22 

00・11 ・22 

姻 i (．9l.hti) ll 然！1•学研究ff · Pf';'：郎裕介研究'k9知ie新‘i:t'，U気，ょ ，．1．会、~1i. 200n/ 古 代 ，り代1/1/6条 •lb',21Pl. ,り代 1:tiii• ftfIIIi 
岱T.’Itヽ［会 少址を検Ill

切•9 ·22- 10· 5 ¥f.)07 (．9.＇.¥!If) I：浮’m;・J”令Illプレハプ新’il.l" 

!収)()8 (，＇，l.Ill!) ~I属 沢，、し学佼t:ifc·，;9J州改格 I·’l｛ ぶ屈，I椅

”) （！．,・¥111) I：学部i"” • Iせl]国 J/1研究・ヒンター ・サテラ（卜 ． ，よ掘、ill査
ペンチャー ・ビジネス ・フポッ トリー1東新営！？Jf

切JO(木i1'北）血液！！研•f'r'iJり' ,;<i汁改1さぶ揖 ぷ掘ぶt

!)<91 I ( .，1.1,11) 水11．動物ト•lff 令 i』'ill・・’lf 

9912 (.,.'.¥iii・東）外灯IR政 1.’lt、［会

凹13 I'，、学郎沿化でR供f年ぶ日新設I?lt:1．会

袂JI •1 (4:」till)さく II・奴{91.’lt、.1．会

兌掘，月査 2.・1缶nf 縄文 ・古In 縄文9,｝ (t/i岱． 1,. ． 占Int,i(t(l.1,•; tll店＼’｝X 
．，り（t,近 jt.！鼻 ．l：tウ岱．，り(t(l:l,｛ hl, • I t 
代 火溝 ，l：鴻＆ ，l．tbむ ・須忠お・

i1芯 ，胞i¢i• J.:泣，近代溝

•I01rl 古代 占(tiじ穴． j青，逍物を少址li€ill 年H[6

梵掲湖1r. 136.511! 縄文iii1期～ピソ ト群．糀笈1：路）',-/1¥I.
晩期

分掘埠介 709nf 

ー、［会況在 3Ilf 

で1．会渇1i. 7.&lrri 

ャー会苫1t 25IIf 

0001 <.'.1.1111）加l：動物i”lff令祈tt¥；水惰はttr.’lt と会コ丘

0002 (！IIIII)水’k動物fi,lftt涸背屯気は1:t1．り 、•L会3;t

⑬ 3 （本北ltl附は1,W院格納fKfぶl1.'fl 試牲;JIJi.

00(}l (:!•1)II ) 1；ヽ ，：郎衝笠・やりum)だ妍允七ンクー ・サ・テライト ・ 立会コ忙
ペン•,.ャー・ビジネス・ラポラトリー 14［新·i柑硲気はtt」?lt

“郎 (.'l.IIIi) 1?ht[IR Iし1?It 、［会カ丘

lX)()(; （本41北） UNd紡riぶ9~ ・ J111え吃償お：ilt-け人 発坦J11i
水R&itl.’It (I I{) 

碑 (9ト4E.lt)ut属刹飲）k作・環境整は9,＼lJt-バ入水！佑昨'；T.'" 試揺品忙

()() •II •町～29 畑 佐北lt)HIi51h院i/；怜・内境ヮ(Rt;；水悴卍惰l?II 立会凋1¢

()()・1か1~13 lX郎 (4沿北）附属利院),~幹 ． Jnjえ佑t'iii排水·ii'~的·_['li (Il li.) 発掘，ti査
、1．会，』査

oo・12・8~01・I・ iO OO()(j （木9E.It) ifl ↓41；；院）＆怜 • mJ凡整情紅気，没営T.'Jl(!Vii.) 屯会，,111i

00・ 12・ 19~20 ()()()(i (A9:rr」t)[｛f屈刹院J,t怜 ．JR)Ii.忙間1t水31和竹ー[IlI(111Iス） 発掘ばlj.t
立会閥1t

l(）nt 内情 ・,fl物なし り鼎(i

2nl 古代 illl1'・遺物なし q:fit6 

5(),rl il't物 ・渭情なし 年11!6

1,;Hip;VI 

42IIf 近 111,•以降 トレン •I•24も必i'. してdれ守したが． 年椒(i
追構なし．近IIt磁郡・

l.853nf 近枇 ・近代畑J止・；！地． i!.i:IIt切磁岱．性竹:. 4<tli;\•11 
鉗 ・只銭

2n! 攪{tt、しく 、遺情 ・遺物と&Iこ研 年恨(j
必でざI'

縄文 1:i；；．古代1•tm，；・ 111恵｝； 船',pix 
遺物． ill情ともにけ・よでさ •J' q:t!!6 

遺1,．il'l物なし itt!！6 

遺Ill．遺物なL 年t1!6

6・ I nf 

•1. I nf 

5.8nl 

18"f 

il'llll・ 渭物なし

遺,~ . 遺物なし

遺1,．遺物なし
遺Ill．遺物なし

4ni 近 ・現代g近 ・現代'・T{i.g濱・遺什
地

年紐7

q••Hi7 

年紺7

年i!!7

郎1" iii1,．遭物なし 年恨7

119.-lnl 縄文 ．，9；Jn1亀文叫ftli芯 ・占JIIB¥ft1}穴・ {I: 4;ta;,i11 
.,Ii ft 屈址． i：r.ウ芥 • li患岱

年．＂し7

邸5nl 逍l,．，l!物なし 年摂7

32nt 縄文 ・ 古代 i：濱状遺I~ · I亀文時代iiむ． J：tb 幻！It;1，l
硲・ガラス」i．鉄船・ !/i.'し（む

31.5Irl 占代 i!ll胄なし． 1:「脱';;,（点 年恨7

め．411i ，り代 it1,1JII:．i:tb硲 4;tIt-；9; 1q 

(l()・12・26-28

01 ・I ・29 

01 ・ I ・22-30 

Ol ・l・5 

0l ・2・6-9 

01・2・ 16-19 

01 ・2・22 

01 ・3・5-6 

01 ・3・6 

01・3・22 

2001年度

01+9-7・3 

0006 (~ふ11:．ItI t{j!•4利院），\仰 ． !ill/!整f甘約水行配行T,’II 、・［会潟ii. I()()7111 近 ・現代岱近代岱1廣．がIi・ ilt-:t 
地

(Kl()(i (,1ふ！「北）附属糾院坊幹 ．JR)，1tt1叫！1：水i竹配怜.[>JI(VIく） 立会iS)査 7,rl 逍物 ・迅情なし ．｛1,・tl!7 

00()7 (J;（町）附属中＇｝校 1{：ff粋Jし.wr1,・n・ 1:111 発抱、既ft l 19.、lnl弥生 ・ 1り (t 弥11,-,,；代 1：的悩 • 以滞 ． 1：製t)j 年tl!7
紅It

()()()8 （！l¥．It) II;il1,‘‘f:',°II11.1州研究・しンタースIIープ取設L’li 立会洪ft おni 撹乱のにめ渭物 ・直情なし q••tl!7 

(IOO!l (/.1.¥11/l Pl！学部1・2リ館身｛k|収，＇..r.・IIJ,!i渭整f,ii1:11 ,［会、且1¢ 70n1古代 位含k‘iを碓，よ、,1;ftl:C出岱 ，1ii忠 q••t1!7 
硲

(l(JIO (!,I，1北） （kfi系r.1坪柑（j:,新'ii'I’,’li 江会、］月1C 372111 

001 1 (）<iI'，) II l ft令~ml政｝：じIt, ll1ポイラー＊nt（人！仇よ ！：’It 立会、!Hi l32ni 

OO12 (!'，1北）外trlrutl?Ii 立会、団ft 3n1 

001:l （大il'.)h{l’1運動渇(,;'，'，式飢〕取り墳し 1:・11 立会関1t 500ni 

OOH ().t.¥jt) IJJll:t,',1&I991HI介1（務99i鮒体撤KI:1［ 立会、得イt 的nf

年柑7

逍物 ・道1月なし

逍物 ・遺9月なし

迅物・道Iii°なし

遺物 ・遺I'なし
遺物 ・981青なし

年根7

年i1i7

ir恨7

年f!l7

年l!l7

0101 (ぷiut)9i！印．． i院応れ叫合合研・允！↓祈1:fl?II 

01 ・5・ 14 

01・5・1'1 

OJ ・7・9-26 

0102 (：lIIIi)），¥り?．Ji1J/l.整t9

0103 JKRIfn地高J£ケープル改9tl?II 

0102 /)¥1111 J,t¢t. mJを芍ia

発柑コ1i. l.733.75n1 占In· 古代仕1,,;JJ!:•i青・畑址．．g几I.I\ • l••約本恨i'r11
・近世・近器 ・須患む

代

試視潤1t 、1.8I1 )←恨；＇9•11

立会具{¢ 595n1 inIB.，II1りなし q:iR8 

発氾潟立 •1185バ縄文 縄文 t：む ・ 'IS.,k辿•j, ・風倒4qK. q:l!l8 
FIj'令濠

8
 



I ti/fl)、1逍跡と晶位の概災

01 i 4-10・29 (） 1 (｝l ，，；・1L.lt¥ ［印炉，サ院）“tt,！？：t℃：ii IJ',199li月設VII 梵虻潟1・r 1.(}238Id ：還文 ・弥9ji(E9,｛Jt. ｛青 遺:tI．店 ・弥’i. 本恨店11
,1i in ，り上お ・！．tうむ ・in.9虹．;.Iiむ・註
代 践 ．，’,lll芯

01 ・7・ 13 (II(15 ();（町）IEI’'ll「1成工r! (,•会ぷfi i llni 迅！肩 ・遺物なし 年報8

01 i・30~11・1・1 (11 (Xi ('I,¥ lt1 ）く'•;’:9kfi9月＇た七 ンク -',1改修 l.')I 91. g.I:1'，r :l.!Klinl 遺情 ．il'I物なし 年穀8

111 ・7 31 (I I(I7 (Kil.） i：学部J',I")')渇針点改/~ 1・'II '［会，悶1＇r ！）7．8'1n1 ii'lf肖、遺物なし 年恨8

01 ・8 1/J:l (1¥(18 (,;,:1町）キ・＼ンバス1;’it11ネッ トワークその111!l.，" 、［会、凸1’t 25iIf Ja1/t in物なし 年fll8

01 ・8・2/21 () 1 (n (、9,I，¥,II:）キャンバス(htl!•i、 9 卜＇｝ ー クその他 1.'II 、r．会ぶ）’t 58," 俎構 ・遺物なし 年骰8

01 ・8・27 ill 10 （人ii.)必学部キャンハスthiIti. I卜＇）ークその他 1.’It 、．1.会0日1’r 20ni iB!/Ii．遣物なし 年報8

01 ・9・4 0111 9 4̀"11/J IX学祁キャン9、ス1tt1t•(、 9 トワークその他 I:1t 、［会汎ir 2 78Ili 遺1骨遺物なし 年11!8

01 ・8・22,9,1 (）1 12 ’•9.I’.It , f（なIIJl!!l•r ラスや位 1.1i ＇［会．qlt ft;2nf 遺1青・遺物なし 年報8

01 ・9・11 011'1 4項•,ti IX燎技術短期）s分：キャン9i/` i,＇fi{i -（、 I卜’Iークそ !f_会点ft l（和11 四1青遺物なし 年恨8
lO l の他1.1i

Ol ・9・ 17 11111 , 4Cii.北IHik1ふ院キャンバスi1,1 り11、 9 卜 ’Jークその他__[•Ji ,＇（会，月；t ：侶ni 迅情逍物なし 年t!!8

01 IO 19 (IJ 15 PI¥IIII坪'i弩＄2サ館IH閲jjf水）―’JI ；（会、••1;t 8 tnl 逍情渭物なし 年恨8

OJ JO 22- 01 ¥(i 1ぶIL.It)附ぽ病院｝k幹．Ji!境ヤ{iIA l)地1く ボイラー..1 ,'/．会J!l,'i 、126,Ini ,llfl'I・ 逍物なし 年報8
(）2 • 2 1 9 :iii史新W)

01 12 8-02 2・9 0117 (1,,11.It) I'ぺ学部総合研究棟新1t1茂代，，tiり1|＇9[ 、［会，liifr 1:t11 nJ ，り （し、 住／ぶ•J1l ・ 1 I J,t,屯 年粁18
J.:m, • Hi.'.じ悩

01 12・ 12-02 2 1 0118 ('l¥1ti) I/;（や iRJ文依情（抒ぶ戌濱ふ没IGi '3• • IHIしその他） ;!•会，1m 1117111 il'lt魯追物なし 年報8

02 2・25- () 1 1 9 ｛ぷiL.It1医根JIIガス供松政｛ら竹く取設1.,＂ 発枇必fi れ）．3Snti迅文 古int1訊址 ・1青抱，・1.Iti£物址．縄文本報街11
3 20 占1l; -t路 tt9t; ：n恵t；▼ i入鋲

02・3・18 (）13) ィ、ji北I終．合研究棟1!,li'lin:1/.吹情I'Ji ：な令潟K: 1. • Iり27 n i 遺情遺19なし 年柑8

02 3 18 0121 i:;ut,［れが迅院西が1↓ （仕J：II 祈•I:t l.1( ：f.会丑；,' 1.(17(i l ni 渭？ ，l1わなし 年報8

U2 3 四 0122 がjut1[ii属病院西柑！！暉・，t,&：al.’JI I{l. l.. II) ：l会、渭ft ふIn! 且IF.・遺1りなし 年骰8

2002年度

(J2 4 3 ~ •I (）3)1 （：l¥北） ）く学教行研究七ンタ--c棟や..IIIq)U.il..’JIむ；排水Iえ す•:吋~ ,'f 公パni 逍構 遺物なし 年骰9
ひ·,;＜外1製 J.';~J'.·JI

02 1 15-16 0202 (！,I．I It)外灯，＆（；， 1．．," 、．f.会，9・：lft l¥k)n1 遺1行追物なし 年lli9

02 1 17 021)3 (．'．［¥iii） インキニいペーシ」ン柏，，た新‘i:：； I'JI ＇よ肌，り1c :｝ I l i 年糾9

Ol 4 17 (）3}l （！し＼1t/l（t：介研究棟新1:]'l'）9 よ！＼II,,しift lni 年報9

02・4 24 03).3 I児1lilft'屯i；ェコクリ ーン／ ｛ル l、’II 、．f.会Ji1•r (）.73ni 遺構 ・遺物なし 年報9

02・5 20～扮 (）AKi '.1¥1h tc合研究棟祝itI:f1•) IJ/4<fg1/i l’II 兌批』{r 28tl, 吏！l'i 骰告.'fX

(）2 5.10-8・2 （以）3 'l.¥1/11 イ ン キュペーシコン抱は記•ii •JI 梵抱AK 8101'1 近世 伍址 年報9

(）2 6 3 oal7 'l¥III 'i合研究じ倍祁t・リ沿：hil1こit•i',じ'A I▲,＂ ＇`｛．会a:C :!2ni 迅情 ・遺物なし 年報9

02 6 12-8),) （）2()1 .:.,.¥,11 稔合研究棟新・,c';1.•JJ 兌揺4，・r 2・N)．1nf 縄t tiin u：届址＊火り！い・縄文 1：器 報店芥X
t’i代 1:f.l,i岱； ！［l，'し（お

02 7 2 II3沿 (.',I.¥北11,1,’}俯Iii閑'i"I/；頑Ill「JLilり，｝Jと1'li ,y．会i：：：ff 2 1 11i 迅1青丑物なし 年f!!9

02 8 29 02(~) (）；リ町） ulld9lゞ‘;9•t文ス u- -/lf{,~ I'JI //,会99’'， h• 1399i 遺1杓辺物なし 年骰9

02 10・1- 0210 (.'、し’,lfi)［学部樹木移柚l-.I: 発拙，ii;t (； l l !） n i 包含凶 ・縄文I::i:； ．i1l¥t 報告9'tX
10 3.11 18 

Ol 10・ 7 (12 1 1 1 4sll.It) IX学祁柁合研究1々祈‘i'j• I'l1 (itり屈；ド部分） ，•(会，9:lir :12111 逍,~ . ，り物なし 年糾9

02・ 12・3/5, 11 0212 C.I.’: 1ti) ;i!i/11 Pl lミ9i1.’lt ；［会』/J,'c Iヽ8()1l{ 遺IR 遺物なし 年紐9

(J213 1ぶli.It)柁合研究棟行貨雀’'（設(,II.JI 立会AIr 21f泊f 迅情迅物なし 年料9

o:l 2 7 0211 本IUt1店幹mlt笠(5外HIII 、・［会.,11/t 216111 逍惰遺物なし 年殺9

03 2 18 (）213 )`il・・ヽ 9..，邑；品実験勅物屯で£9注；f．I?JI '［会，3ft 3 1 r,i 迅情遺物なし 年恨9

()J 2 21 021r. (！I¥．It}外trよf'.I'9" “it,｛fc lb5ni 逍It．遺物なし 年報9

03 3 i IW7 ,;.冴I111 f:.fi茄ズ； フレハ—/ I ?'i,,"i I 11 9：,.会，・日存 3nf 遺情遺物なし 年報9

(l3 3 10 0218 け1.¥It)外女f設怜I'll ；l．会潟北 27ll1,li (t (1.),•HIt . I糾ii;, 1/l!/!.I:;!l¥{i 年戟9

03 3 II 0219 1 -1叫I•Iii ) 塀新，没T.1f ＼［会逍，.f 3(;n1 遺惰 ・遺物なし 年糾9

(）3 3 26 0220 （祈,ti部）教ff学部'iJirti部In楊i'(3し，畑JIし楼'/f阻II ＇，1．会，釦’c Iヽ(）ni占代 fl;),,;.J」.I I.，:< in. 1i it 1:tlh t; 年紐9
fii恵路

2003年度

03·•1 IO (）：UIl (,'.＇＼111) l．．学部必品r,1｛祈，9):l．，" ，r．会JI,'c 2ni 遺構・逍物なし 年恨10

03,I 10 (）．1()2 l.'.l¥11ll le;:合研究棟j!，199II貨ぷfSl.’li 試把3tr 9,6II{ 1. gう茄 年摂10

03・5 20 1J;U I;i (,'I¥Jli''I'.f月I,.i排水行t知刑l.1! ,'（会．月fr I（沿191 遺情遺物なし 年摂10

切 62-7・2 （）ぶ~I (4;4し北 J~❖t ・ 環jえ乎伯1.・11 全批潟；c 邸応111 縄文弥生 it1,9：・址・溝 ・龍t{jむ l·.t<;出 • 本穀；'i!X
,9;lIt 占it!il.,L［笞・近代囚迅む

03 7 18 03(11 r’l.hti）柁介研究怜Jti99li青品（日 1̀’It ,1．会3fr 公Hin/ 遺情遺打なし 年恨10

O:l 8 19 (J:M)5 (J;（町）附は小・中学校7L ン9、IR,;il. 1i と会，.II1'r ,11.:!11! 遺情 ・迅物なし 年報JO

(）3 8 • 6 ~ 9 1 2 (13(92 (!.I.\1 1! ) 稔合研究！-1,J'， 199] i円，；女伯 r•JJ I 11り 梵掘ぶI,r l（治2n1 椛文 ，り(ti"， ・ビ・ノト l・JA ill物U含W ),＜紐作＼tl
縄文l會．器

(I3 9 4 ~ 9 • 8 (l:M K; (/,''11.III) b；燎技術短期A学部．It恨l~I 1JO~J~J/i.が1付 1―. ·J• //.会，tlfr 5..!！)．2 I I l 迅構 ・迅物なし 年報10

1)3 9 5 (）3(）7 (,iJ }<i rだ合研究1姐；；排水19;j;，tび堪な(r’JI ｛f.会，［！J1’r 7..3 } 9 1 { 迅構遺物なし 年nt10

03 9公｝ （）浪K、け留r.）小i（iti令1棟揚水ii；場水t5J’I'l'JI a’f会，月1c 3 6 1 l li 迅情遺物なし 年代10

()]・10・2 (）：虹9 ，，JI.Ih）動物．烈芦碑新設J.1t 屯会.c!,'r 1 (12 Ilt 迫情 ill物なし 年投IO

(13 !O !~IO IO 0:J()~ 叫Iitぶ合研究桂JI;1、ili9 ,,t泊 l••'19 梵柑A.＇r 2.i:J5n( 遺文 ．，り代溝 ビI 卜 Hi田む， i・・［以； ．須 j叶訊告11!
恵諾 ・ 縄 .ti•む ・ Iiむ

03 10 27 9.I\ltl 教を埒’さ l••’II -{fi,”ft 1:l.7511/ 辺情遺物なし 年殺10

()3 11 G (E)、,,!念餡建立「1i dt柑，べ(r 7 4 11i占代． i浪う岱 年紐10

(［l ll 17～お (）31(I （ノ←il.III）梵生医学研究七ンタ・出はがfq'Itt ，.,．会，J'lf；r 357 II f 迅！肩遺物なし 年骰10

9)3 1 1 26 〇改以 (，'!'，,ti)む合frff‘兌飩1加Irn,，も1;1:•11 I ifス秤， 、＇r. 会 ，l:1 ，•f 3 (； 1 11 遺溝 i1i物なし 年桜10

o:! 1i 9 ( 4;,i[ Ifi) 梵生医‘,；＇：研究セ ンタ・ー がfh•If9. 4叶トr.‘It ふ附，月ft 2(;”'lf 年報10

， 



3. これまでの調杏と本，If収録の辿跡

03 12・10 0311 (),ふi[．It）中央，ぷ糾t（帖）よ悠「・’li hy．会必lt 4,rl JnI,．汎物なし 年恨10

(}1 • l ・ 13 0312 応I；叩JJ「(？よ 1.‘II ；f．会ぶIN I l.2ni JRI" in1りなし 年料10

旧・ l·l •I 03()7 (9j)）<rr.松介研究1東給排水竹＇及び屯ク ¥Dll ＇［会、月ft 45,5面 Jl'.II肩・il'l物なし 年JIHO

(),I I ・15-19 〇:）13 (.'.¥¥.It).f炉且祈格 1.91[ ，ヽ1．会，悶ft :J98.8nl 滋梢 ・遺物なし 年恨）（）

0-1-1 23-27 O:lM （木alJlf) I応＇紐1;B9屯 じ棟 111 Ill動物令取！内 l.，" 兌札I!、団．ft I •OOOIf 古代 溝 ・ピッ ト・ 1.tit§ 本tIM';In

(）4 1 3(） 031 5 （本」I:．It)，!(tFIBFlI99り子憫 I―-'Jt ｛f．会ぶlft 30.7ni 遺9,．，n1りなし 年tI!10

01・2・9 0316 （黒11/)J'l"lt.1; 、1 サ館11，Jjリプレハプ等設沢 I:•I[ 、．！会，t1ft &1面 年IIUO
（fl 2・ 16 

(}I 2 23 03li (4:11.lt) 1竹bid）ィ、f＄Ii9 ‘‘r会，ヨ1'c 16ni "til(） 

01 •3••I 0318 （：い北）附属沢ゑ学nl"lfili,li辺水迅t印l'l'.I.11 ；f．会、関tr. 2n1 遺情 ・渭物なし

()1・3 :i-9 031 I ;,,;.ill) IX'r:£&B!I! E桟 RI Ill動物令取Jh1?It 梵拙.::i,・c 1.000n｛ 中ilt•,1;f\; i貴・ピIト・囚磁む ・上tぅi;; 本粁じ';•11

().1・3・9 0319 ('..lqt)）「）i改狂r.'9t ,’/．会』ft 23出 遺t青．il!lりなし

()1・]・9 (112() ",'1北） i出IJ,!i)設で渇;:｛可（は上’lt ,’fぷ凸；¢ 13.19,r! 遭渭辺物なし

().I 3 10 0321 (，＇］IWI)外灯；ぷ!:il'.'l1 ‘’r．会．，＂c 3．ヽlni 遺！青 ・遺物なし

!H・3・10 0322 (.9.I.¥Iti)柁合1,n:允棟外灯，没f付-[1i ＇，f．会、3ft 4 19i 遺情 ．，i'l物なし
().1 3 10 03 1 3 C:.1.11じ）教4;fJi岱r.1I 、.1会・lft IOni 逍I昂渭物なし
1) 1 • 3 • I O (）323 <:I.I北） 9炉ktIt,；H'Ji（空ぶl慨I[,(設） ＇，1．会閲1r. 44 11i inIり・in物なし

01・3・11 0324 (4'ai' IIJ ) 外灯，没情 1:•11 、＇（会Aft 41n 消In.iI1りなし

(),t •:J• ll 0325 (49;Il Iti)クit「;1ti日l:1f ,‘9.1甘日1t 11.2,rl ,lllll・;ll物なし

O1 •3 15 0326 (：,I，1」I:）タトtruti灯I?li ，．f．会関花 3.54 [ If 縄父 I・：位）ヤ

0-1 3 IG 0327 (•応） クはr;ti日1’‘JI ，・「会』k 11.Sni int青 』物なし

01 :l-17 0323 (:11北）9舷｛新を1?li（梢伐） ＇，1．会刃た 8.92ni 占代： t．的笞須•，L'• お）；•

~I 3・22 0,128 (J区町）3iff学部附伍小中学校街路灯よta:r.'JI ,•1.it月 ft 7n1 遺" Ill物なし

01・3・19 0.1さ （知北） i11火1れ応．な処沼 、•I.会関 fr 1.08,rl 代1, ，l!物なし

2004年度

(}I・ I i 0101 "．I4lJ1地北地I{政＊新＇さ l;’lt（渡応 F設置） 、'f.1)潤,c 3.38I11 遺1,．遺物なし 年恨11
(>I・ I 9 本11.I,11地北地1i＊中央，，クIii.I点（粕） は‘it上’It ぶ柑IJ.lllc 10.44111 占 ft 溝？ • I:t9船 年紐II

1i1••\ 13-5 31 ().1oi 水41.nI地iii地「｛兌’k仄＇｝：研究 L・ンター述，没T.'It 梵掘，月企 l.24 1.8d,tr i t 団its.i(1•,1!.t:; 縄文i::!§ 年りHI
().1・5・26 .'.I.IぺlJ1地1じ地14i1i本）く学大学院社会文化iけ学研究｛｝研究3{fIr ，よ柑1，月1．i 7.76Ii,li i ¥: ピ •I 卜 1. ［15t:； 年ilill

格l:,＂
IH・5 l<I 010:l 4しII.IJI地1し地ll'.中央，伶燎棟 （柚）ば'tt:I;IIt :1.令，~，11ft ¥50ui i;代 1. t0閲； hi itl l l 
Ol・IO・M 

()¥ 5 21 OIOI '』'学部地1く机物1911羽幻I：はか設irt1.？Ii ,‘r．会ぶ代 3.3ni 戊I青，迅物なし ,,s;,111 

()I 6・25.28 0-l03 ,vy;e;：））地1,(•ti木記念前新·tt 1茂 It,＆i日及 びその他 l..’II ,•I.会必だ 6848面 逍溝渭物なし 年f.111
441: l)1地．It地I• （仄紺）），し幹 ． !ill釘泊 I―·’It よIUぶtt 10Ii,1,lt．縄文邸5硲縄え tti 上濱 年恨II

().I 5・24.26 0-i06 附；:郎地1,(•卜:;4,,；と念館 （仮祢） 建設1?lt (111迂物揖）； ・樹4、 ,•I今会91c 1.332.4出 ,R!,．Ja竹なし 年紐II

6· •1 悦k・:t,'.ら（配控 ・粘水汗配if・ガスう刊配行 ・樹木移11!)
10 26~28 
11 12．が）

l~I 7・26 い08 1:WI(.Ill地9)、[1，iti令｝り水行ぷ水配f,1改9gr.＇）t ＇＇f.会，：』，.t 26.2nl 渭fII 遺物なし 年lllll

(}I • 7鴫29 ().109 !.I,\~I,）1地北地li.，記念£卑はYII.1i ＇，1．会，コ；£ 72nl 丑情遺物なし 年f!lll
().¥ 8 li 
()¥・8火）

01·8 •2:l ！，Il'l:111地ill 地J/.J'I’学部駐佐場lfl設J:•’li ふ柑I閾f¢ I I,rl,1i ft l I• it. ！Il ]g. tふ・1.M:； 年紐11

(）1 8 9 0110 !，し1QI・l1地It地l<！IMリぐf：大学院＋1会文化w祖if究科研究y;｛新 ，y.会出ft 370,甘 il'.tf惰汎物なし 年根11
8・10-11 ）-i!, l―’JI 
11 ・5.I I 

04・8・ 17-19,23 0411 本荘団地北地区（医店）碁幹 ・環境整備（ボンプ:.¥£・AI尖 立会門査 420ni 土師器 ・須恵器・縄文土器 ・竪穴 年報11
9・3 験棟取壊 ・ ガス切苔•水誼プラグ止 ・ 周辺9釘偏関連） 工m 発掘隅査 住屈址 ・溝 ・ピット 本書

9・14~22
05・1 ・27-

().1・9 16 0-112 本荘Ill地北地l<.Ut属1,＼Fえ砿Iiガスi1ヽ配汗t刃見じli と会潤{t 5.7nl で^t,・遺物なし 年報II

(）； 9 1(i (}113 J;(町地1{RI伯 199月 、［会ス1，t 8出 漬IA・遺物なし 年紐II

(}l・!l・16 0-114 :II4l11地IIi地l9(r灯：茄台風校‘,Eによる財木起し 、.“ •lnl 遺IM．遺物なし 年報11

(}1・9・21 (}115 必‘沼沿地19..if4',Ie念煎ぶ秤t閃！々 設ia及びその他1?II ＇，1．会月ft IO111 遺fR.，n1りなし 年恨II

（>1・9 21 IJ.IICel 本JFl•II地II：地I~．附属刹院介風波屯による針木起し 、［会1Mle 8面 遺情 ・渭物なし 年/¾II 

（）-1・9・21 0-1162 4<JI:I•11地1ti地「4k’f:r.；；fi瓜佼‘占による倒木起 L ＇ヽ1,会，：：IN 15,rl 遭1,．直物なし 年報11

().! 10・12 om i!.1~ 1-/IJIIII'.J也 1.z,r ＇，1．会，：i仕 O.Snl ,ntn. jJ't物なし 年恨II

111 10 19 0118 り，1欠l,11地It地l{g11漱石，氾念糾！qit,&iit―I?Jt ＇，1,会，：：Itt 0.3nl il'l1,．in物なし 年恨II

(,I 10・22 0,119 ぷill•JIJlilじ地区HIl印．り院磁利I91生庭ほ引込配祝 I'JI \•1． 会，；i1¢ 2.23ni il'_1情 ・迅物なし 年11111

04 11 1-28 0411 本荘団地北地区（医店）基幹 ・環境招偏 発掘開査 551 ni 縄文 ・古in竪穴住居址 ．掘立柱建物址 ・溝 ・ 年報11
古代 畑 • 土師粒 ・ 須恵器 ・ 縄文土器 ・ 本書

鉄級 ・ 勾玉 • 石器

().1・11 ・26 (,120 t•‘t部地I~・テニスコート笠情J:m ；l．会A;t 695n1 ifll~ ・,fl物な し 年恨II

01・11・公J 0421 !!.¥/¥'Ill地111地［（．さく jt.設1;IアJI ；1．会潟i¢ 43n1 遺1,．il!物なし 年nill

C,1 12・（； ().122 }←91:l)1地北地区中央ぶIll.棟（帖） J：’II ；1．会具：¢ 66.39nl 遺1青遺物なし 年恨II

C>I 12 15 :1.1ぺ北地I<情恨'i、IトワークI3関連エJI よju具止 18IT1,Ii 代 (tl,•,Jtt ・ It穴 ・iII)g．岱・上t5岱 年t1ill 

()1 12 21 (i123 !•I.I41)1地It地1-<,:c念fl] （木ii¥:)!fl)只T.'JI 、［会コ：t 75Inf ,ll情遺物9•L 年段II

05 I II (}124 4;iFIi1地It地1,ボンペ／，I（取設工’11 、．f．会』{c 14.5面 il'lf青遺物なし 年投II

(15 2 1 ~2 7~9 Q.125 .,!1心北地l{l11tl!'i•, トワーク館1iji’ITn'Jl （配汗r.＇lt) 、［会，Aft 160⑱Irl li ft 1.t!J,;,1w,:; 本柑：9；• Ill

05 2 21 -3．双） 0.125 !!，¥,V..(t)tq(J:j,＇/Illす．I卜＇J-クtii建設l?lf 兌招,..IIft 117M吋古代 1••帥 tサ ・ 須忠硲 ，，~f船':m

5 9-6-10 

05 2·•1.8-9 0¥2(i 4<:i1 141地北地l{i:)j火水ll'IJr(，役l?lf 試II!・ 発1II! &In1 近 Ill: 清 1：閲器 i(I恵料・馬骨鉗銭 4't11約111
渇ft

05・2 •I 0-127 !1.¥'l.'111地1じ地1{.f01館litJ水iii特漏水9籾I'l.'Jf 、•I 会iifi 1511! 沢情遺物なし 年骰II

10 



ぽ；・2・21-22 0128 り1'I,_‘ 1 •1 1地11/itり 1(．樹木It1{I I.＇li 

05・2・21 ()JがJ ig：部地I(1:i水，；tliI'If 

05·2·28.:J• l-1.'1 · 1 OJ:{） や11111地11/地1（引叩彫11)£ヤ（訂l.’l[

(5•3• 1 (H31 :IIべII1地l<'JI務！99l(t1•I(tJr’it l:'li 

05 • 3 • l (｝ I:I2 教ff守tiばIIば'19'学校や1.“じ念慎lし＇.i1.’It 

05・3・1 （fl:J:l l!<f/'/:t.(;Uf l~J,.JJIU II（掲ぷ板ぷ1/l.＇I[ 

05・3・2 lfl3•1 'I'べIII地({l'.i：郎（し依み，枷•l｛改t} l．1f 仮杓：I

05・3・9 lfl:l-S '＂ゲ IIl地（（さく 1li:tら1II (;nInl,1r 

05<!・ 10.15.16.18 （江13(；,"ふII地1<II I孔j(f/(1改tEL・II 

05・:l・ll・lti ()137 /,ii：地I<● :ヴ：i；；外f,；匁日 1:lf 
05・3・笠 (M：侶 教(fヶ•uiHI ↓ヽ幼柑 ltlJ)iI!）Rは1;，It
お•3·:/3 l)J39 'I,."~rti地［q一樹木IOIし 1: •If

()5・3・2-1 

05•3·21 

応•3 · 2·1

0.';・3・2-1 

05・3・25 

05・3・28 

2005年度

05 • 4. 19 ~ 2U 

05・4・2i 

05 • 2 • 4 ~6 • IU 

0:,・5・30, 
6·t 5,l~ 

(HI(） 教ff'．i'邸UI屈19‘,r・!t沈，し'IVIさ）り配:l.＇li 

l)1 1 1 9kfri：部附hヤlヽ9,.:it滋！！）［は1:'1i

()1 12 (）rii」し） gJ属1,~1,;:11,11111•/1「カ・ 1、 ·ii・ 1.')i

0 1 13 I 4らll」t)91’リ:99;ii{I KiiれHK Il it r.'1i 

OIH !,I1"-'凍地19教介‘fi:I;1{J属沢，ふ'i'校祐が沿、水改修1,＇Ii

0115,',I，＼ぺIIj地1{')i務1,J前IJ!1、!SIi l.，" 

0以）1 イ9:ILI}1地11/地lQし1IIfJりlnlt祁情1?JI（追加I

（）双）2 I)、 ’f•i：I:ifI t61,サFんll14:Iri111 げ1・ドン •IT Iマ／徘水ii:hit各

01l5 (I•11",: ) |l'I tii'i`ソ I9’J,9 f，i'! 4;lト1,,＂
四）:! (4もII)岱 1,.1応i::｛i)I究センクー他，ば朽f'，9lt沼（外1胃）

(）”,,(}1 4ヽbi11ii合）り1,&hス記和1dili,IItt, Wi，凸I．1i

（）引）5 （I・，3I}） 1,＂hi‘, Ji1J凡杓ifn（訟il.1しさ衣Ii‘i)

（）訊(; (人i[）恥'f:ti;・r．． ニソ、91 1̀.I,9ンス）r1.:1

(),i(）7 (4ふ11,19)嗽地J/1,,1k/11,9改終 1,’li

”．会，沿在 19IIi 

,'ば 125出

｀．f．会，；~,',: I.S.l611{ 

'［会渇ff 1.2,rl 

1̀会3;¢ O.9I5Id 

；I.会潟ii 0.81,rl 

"．会晃丘 l925ni 

;L 会，.~ft 5.6ni 

立会Jli'i 62.1,lni 

：f. 会心］•¢ 8.l Irl 

•!.会遵 ft i.I Ini 

，`f．会心た 6川

屯会ぶ；；

屯会3ft 2nt 

立会Jl1f. 9.l8ni 

:（会渇ft o.8“ 

，'J.会邁た l.i•lni 

:I.会bりft 3.355n1 

1 4{1/.l勾辿跡と，iil1t(/）概＇災

遺1揖．iり物なL

渭1杓• il'l物なし

;n惰．渭物なし
屯情．j11物なし

漬1青・遺物なし

迅IA．遺物なL

遺情なし ・1・.r,うお

il!I,なし

,nIn. S物なし

遺IM・遺物なし

il'II呂・遺物なし

遺ll!・,n物なし

逍Ill・11；りなし

遺Ill・,II物なし

遺f/1,・遺物なし

逍fl!・遺物なし

il'lf肖．渭物なし

年恨II

q• 1lt l l 

,•1．年！研究

；1．会，財1i

発i1砧11,

2811! ，り (t l・.1.1¥JI,・り1!ut; f1 • Hl 1 2 

4ni ;n1,1 ・ i1!1りなし 年H!12

llXj.3.2ni 縄文・古代略穴(ti叫hl・ !むl! 1：述物 ・ 縄文 1•, 4;tiM'; IIl 
硲 ．l:師硲．；［l忠硲 ・リ．I色1・1,:;

,’i会，謀fi. 2.337.2ni 

＇［会，！碕 7nl

,’/．会，；むfi. 55.％Il{ 

:，•会ぶl1i 2.28nl 

；1．会,~fi. 10.5,廿

ii'i情 ・j/j物なし

ill惰 ・北物なし

J11r1・ポ物なし

迅,~ . 汎物なし

逍11.・遺物なし

f「llll2

年llll2

q : t1 t 1 2 

り消tl2

{, • ・ i ti l 2 

05・6・7,IO 

05•6 •9.10. 12 

05・6・20 

05・6・21 

05・7・8 （籾8 (,'!.¥'I/.)『jtu•(‘ット ’1 ・ク f.iifl<ふ凡人蹄 l.’li ,．f．会，．:rn 40.9 n{ ，I i { t 1: t0茄・ ill．屯硲 年恨l2

4'H!；'ぴ3tB • 7 • 1 3. 1 4 （）拉J 91''、{,1)l,t怜 ．JRi位”位（’¥/.さ’ぷ・移勅冗1 兌掘況介 l 147nl ,1i文・ 弥4:.It I、,;•J止． i賣 • i-.r.~1:; ・ !ii.'ど沿；
，り1(t．，り代7 • I !） ～ 9 • 3(J 

05・7・19 

05・8・1 

0511 俎HI1地北地1(IIIA⑭ぷ'，•MtE 、.,．会品fc 7.（in1 古代 包含M.I・邸t.；• 1(I.t（お q: "！12 
<1 • IIi 1 2 

if iti 1 2 

年恨12

り．．骰12

り・恨12

年恨12

q iiし12

(）512 9kff•'対応HI1，“沿JII9ISl物ii1,99iii／ Iヽ.会3ft 0.！応111 ,n憎・ベ物なし

ぴぅ •8 ·2-3

05・8・2-公

05・8・5 

0513 1. ： l.9.Inhti) 1?i証 1也'{合改9い出，＂引;̀：， 1”;-l iI．全遵•:c 9.711{ 古代 l•約岱 ・ 打l恵．t;

0513月,, 'I'，ぺ,Ill I万：tCI也佼合改9り如"”日` 3ll i. -2 v．会Sた 198.75ni 占 It U白硲・ 1(1恵む
051 I I父・／卸Ii地[<•r；ース”1- 1• 1’•Itヤ如濱 1. lt V.i，渇fc 19.91“ 'nI,．in物なし

（)5・8・5-10 

(>.'¥・8・8-18 

ぉ•8 · 18

o:;131. r, ,.,.，'へnIII I’•i湿他校令改9i出しだ9 ！白冷 'IIr. ＿ 1 ,‘f．会』，・C 17.8111 it!IA ・ I!；りなし

()513 I. I .＇1',.1，9i lふ囁；池！t令改9いも設~,.... ,,,,,、ー2 た足A丘 S0.8Sni ,'; 代 11•1、,;Ju.. l:C~む・ 1[I息む

()51；； ィ；ii111地 (111地I<:~I,いがn}；；が情I→ ’li （その 2̀ ．辺加・全 ；f．会潟た
史

235.98ni ,Ii (t (I:1、,；址・ 1;t・)芯． Ill.,しぶ；

(b•8• 18~23 (1313 l: 9, t’'＼べItn r.9,'：都（也校令改9ぃ狛ぷが（日:~ Iば— 2

お•8 · 19-'沿 (1513 1. 13 ,＇1'、,~’Ill / I．党糾也tl.令改修怜ヽ”9(a’:Il1 x、'-）
05•8•24 (K11(; }んi1•1 11地中地I<外irぷf~J:"11

05・8・23～刃 缶13LI2 !、'，I,＇べItil」.，.it;（也佼令改9料柏設杯fら`3’It店-2 

低• S • 'ぷ 0513 I: 7 i '.l\~11,J I．．学部1也位令改,~出，，だ整f;j等 It9. -1 

ぉ• 8 • 25 (1513L h 1 :l.＇，QItIl」．学部f也校令120料比設が伯`：｝JIt t. • 2 

05・8・25 (）、313旺J, (，9・,IAぺIhlI？盆I;他！と合改修狛，心笞fm;’It兄ー 1

05・8・25 051:li'I'1 Ii.I＼ぺ1111 1:n1;m1佼令改,~狛ば｀夕1町．r’It,'- 1 

05・8・29-30 

05・8・30~!)・ 1 

05 • 9 • 1 ~ 1 3 

(）5 • !） • 1,21) 

U513 l.. II, （！l.＇，べIII) 1．．学部(ll!1と行改修狛，没笠．（町．炉II了；ー 2

11313 1. l9 99 いI'•心III) l ．沐部(lt!！え合改,~柏，、tが（が汀19.-2 

0513/lj! 11 (：！1忙1Ii) ］・学部他佼令改ig狛，，＂名(:r.,； •11:t- I 

1)517 (lX1分） ）、＂幹 • Jn洸f,f(',i('しさ衣 ．j)!／1：地l

(fr9・4.5 ltil:IJII'r,) Iり．I叱1lil I．位1；他iとfid'（怯狛，9mIr料 'II烹 I 

05 • !） ・ 1 2- 27 0,-,1:1 I.が(:.,.¥梵Ii) I．学部1也！訟叫砂如反サIf，冷’JI沼ー 2

05・9・ 13 o;,1s 1111.;利院t1;,li•J［ソ’’'霜1改修 1:•11

05・9・ 1,1 051!1 （！匹．It)．芥｛月部(NI,IR,li l.’JI 

05・9・ 15 051:l 1: 111 I！し1代19i) 1.'9,•:；11;｛也佼合改9り給，←tヤ1が•； •II t -5 

05•9 • 15 0513 1.J3 1!•II凡‘IIi) l.'',•'t1; ｛也 IZ合改9糾如心II',/,.,；＇li 沼ー 1

応•9 ・ 15 0520 本4l•111地北地l<'.i、;1」院即i,J J• IIーフl「しtl:lf 

05・9・15 I）氾I ，，;,Ill!地北地区）f湛U;＂、，； I<!!し

ぉ•9·16-10・2 051:11., I.'.I¥'I/、1)） I'．ヶ：部1:I!it 令改9いかt~Iが夕 IIt -2 

05・9・ !6 0522 I父•’i:/iCHi t41；；ぶ；·l\'Pr!,!(111 り卜t;；A(Iヽル Il「Lじ•1:•11

( •9 •27 (）523 1 1t、4；； 中央心9li14! t 11 1.） 

05• 10• I I ~ 1 1 •7 1)313 1'．3 り＇ぺ 1!,1I仔：祉1:I!!i令e,(！;！如2松｛ぶ；It t -2. 3 

()5・10・11 0521 ，，吋ll11地 （北地I<.~!,1, ゲ・ト !;"Ii I. II 

お• 10 •13.14 (）325 :t¥R i/fi1i -i、II・'1ー クぷ1らI'.'It
17.18 

05・ IO・ 1-1 

お・10・19.20 

(1.321i Pl！と閃t.；＜1り糀改坪,,.！心29日1.＇1i

()327 (：！¥へ:．It 知！．'h沿ヽt;fiiスII・・-f笠：日1:1I 

.,/．会えた l•l.7ni 

立会31t 259.IIf 

、.1会3ft l l..1Jri 

立会況た 17.2lll 

•. f会AfC 147ni 

立会関1c 泌 l1rl

t会ド駅¢ 応．nf

：1．会A存 1202511!

遺！A・,li物なし

遭情 • :n1勺なし

遺I~ ・ 遺わなし

遺情 ・ポ物なし

i1lI',．渭物なし

遺惰 ・遺物なL

逍1月・』物なし

遺1，1・3l11りなし

、t会汎丘
:C会謁？t

発抱，謁fi.

2•1 6n（ 選惜 ．迅物なし

＇［会』1t

2(IA II( jRIIら・逍物なし

67(；IIf 縄文 ．，り（し竪穴(t1,9:hI：・縄文1：硲
Jfl恵．盛

1337II{ jl'l1怜・遺物なし

I:師船・

年恨12

q’, t!！ 1 2 

年恨12

年骰12

年恨12

り''IU12

年恨12

年代12

り＇・報12

年恨12

年恨12

年恨12

，ヽ1．会凸1c,18・75Ili j1lf惰.j11物なし 年i1i12 

り会，（、＇1；r. 43 9n1 i1tf;1．戊物なし q:甘l1 2 

＇，1．会渇ft 29IIf ii'!In.，n物なし 年報12

＇，1．会謁イt 157.76IIf ≫11}．il'l物なし 年恨12

：1．会汎ft u.7!）IIf a含hi・ビ9卜 年t!!12

屯会口1介 •IU.5ni 過f/ll・,tl物なI, Wltll2 

屯会.;l/fi Ii.IS川 SI,．丑物なし q屈 12

ヽ`／．会戌ft 2ぷ迅19f 渭h.il'1物なし 年横12

,t会況1t 97.~12ni 古代 j:t出1; • l/t必む 年鉗12

“．会，月it 225IIl 遺旧 ・遺物なl、 年骰12

：f．会；ift 57.(；911 Jl'l1,.,I!内なし 年9li12

：r.会閲it l初II{ Ji ft ft1,;ht. iE. I心む ・1ii！どぶ； q•紐12

、'（会：：:t）で 261沿111 81,．JII物なし iけ！し12

:!.会丑；c 73 6“ '’i ft ll穴• l:［出岱． i［1,'どぶ； り•H!12 

•• fi会,;111(

．`f．会、月K

2. （） I I t 

•I •I Ill 

遭情．，IIわなし

）日清 • in物なし

q:Hl12 

q•"ll2 

11 



3. これまでの調森と本内収録の追跡

05・IO21 0528 t学部ものづくり')3平な新ゃ；・I'II 'ヽ,・会渇1i. 81(）n1 渭1' 遺物なし 介．t!し12
05 1 (I •お 0529 (i哀柄）外来臨床研究！屯玄Il'.lli'J閃：父整li/1:'ll ,'［会，JIik 381 !2nl ;nt青・渭物なし 年Hl12

()j IO 2G 05.10 屯学部温IK室 (1'/il-!<温衣）柿,~叫i ，•(会，JII1t 55nl li'l1,．la物なし 年Hi1 2 
05 II,I 0531 lilt,~ 毅処l'I'七ンター屈外陪段取設['Jt ＇［会渭 fr. 9 I Ii int,．遺物なし 年紐12

U l1 7 0532 教ff学部附浜代品学佼給木'ilさ込み泊水情修 ；1．会凸fi 3511! 濱1月・渭物なし 年杓12
伏う）1 7 0ぷ氾 (!！'・jt)，ドイラー泡給水怜叩知，’It ，．f.会渇，・¢ I lnl il'II~ il'I物なし 年骰12

05 II・ 16.21 知 1 'I＼咬,Ii地l~I叫閃改t;T." ;l会週：r. 121.:lnl 潰11%・遭杓なし 年殺12

伏・11・29 0513 J:16 (＇"ゼ JiilT占学部他佼含改t規格設ヤ｛日守'ltr：-2 、.“ •1 8 I I1, 1 j i t (l:II;Jtl. • t 1'．穴 年紐12
ll・ 15 

05 1!・29- 0513理6 (＇!＼斐IIJI工学部他佼合改修均設笠fa・、F’lli.-2 た俎具f£ 2• I n1, Ii fし r l. l,，；）:!.． i鼻 ·ヒ•Iト・l:r.・n；； • 1n q•• iil 1 2 
ll・5 ,，じむ

05 ll・ I 0.3131..）7 ! !!.\~Iii 工学部（也佼令改作施ねが{a等’lt叉ー 2 、．1．会具た 1 1 7..I ni 、t; lt 1凶岱 年穀12
0.う12・7 0513」:lS(J.＼を1ti）上学郎他12令改修およサfi$It烹ー2 “．会Aた 87ni,1i it ピ •I ト ・ 1:t.)t；； ・ ！／1!g．岱 年HI12
05・12・9 (）3131池 （＇1＼梵Iti)T→学部他校合改修祐辻笠{Ii守，＇”： -2 9`!.会A{t 25n1,ti lt 包含杓 ．i：ti硲・須・'g:；； q•• 恨12

O.'i 12・ 12 05131.m (．,n,-llIi)工学郎他校令改9民柏よ整情咋 lit-2 5 、1会渭ft ni 91'l1,．遺物なし 年禄12
お・12・12 臨 教ff！戸祁粁111杷R場竹薮抜恨 99,・：む月fi I氏5inl It穴 年恨12
05・12・13 0513 1..21 (．9['~市）工学応他佼令改9E釘も設茫償 l9t- 1 、［会コfr 05IIt ;111鼻．，n物なし 年恨12
()5•12· 13 051:l 1:22 ( ！胆~Iii'7:学郎f也佼合改';柏註？t｛n:f lif.-2 、‘/it，.1!1'c :lni in情 ．． R物なし 年紐12
05・12 13 0513 I:23 (9,1,4川）工学部他佼合改9料もよ整償:11tt-1 :“ 8 7.5 rTi 直1青・98物なし 年tItl2 
お・12・13 お13「.2・1W.¥髪11!)工学部他佼合改修比奴笠｛；；` ぶ9lり’s-2 .̀f.itAfi. 1811! inI,．，R物なし 年報12
O.'i・ 12 14 0513珂7 (、'．I’戻市）エ栄部他佼令改りt比よ序：a守＇ド烹-2 ，．f.会関fc 8(j6nl jnI* • il'!物なし 年報12
05・ 12・ I I （取妬 lX学祁弓迫／か設情T.1t '［会，3ft 82.7Jnl ill!~ · ill物なし 年ttし12
05・12 15 0513理. (.':1\~11/) i:学部他佼令改修抱よ序（日守'It沢ー I.2 tr．会溝；c 2&．5Ilt 渭It．消物なし 年悧12
03・ 12 16 05.17 理学部プレハプ介［屯新営T.，Jl 、‘/．会，月：t 167II1 迅lll・ii'I物なし 年tiし12
0.5・ 12・ 1921.2(i 0538 (.'•11度） 情t1i•｛、ットワーク館設：けエ 1i (inIJIl) 
06 1・6-11 

［̀会，月1t 70 235II1,t; (t 1. t i !．｝ iil iり．t； 年糾12

2・27-3 2 

05 12 22 0539 木;m1地 （中地区）ゴミi9i場）f(,J: ，．f．会，悶介 48.5I ni’ 迅IM 辺物なし 年報12
05)2 26 0513PI⑲) （!!.¥'-囁i) ―I・学部1也佼令改作抱ほ繁19i'.,i;’l[9i-2 '［会占1,i. IOIlf 渭情 ．）n物なし 年報12
(If, I•ヽ1- 19 0313理10'(！！.＼梵Iti)「．学部1也校令改t§抱，改整iiP．炉Ji槃一； 梵拙.cJ,'i 89川古代 fl:l,<;JtL・ UI叶岱 ．3{｛i．り柑 年恨12
06 1 ・5 0513理⑪ （開梵Iti)「学部1也佼令改修抱設飲情今，＂”←。 2 、［会、ll1，t 7011! 訊l!9t汎・物なし 年ltl12
(l(i I 10.25 05・10 木ii;tJ1地 (it1地1メ．） jII！設ガスi沢改修1:・1r ＇，1．会』ft (il'8Il{ 逍罰．迅物なし 年ifl1 2 
（応・I・17 0513エ25(:'1，1閃I}i) 1．．学部他佼令改i糾包設笠1僻`が'lf来ー7 ，ヽ1．会ょft I nl 逍I~ ・ 遺物な し 年廿l12
()(;I 2() 0513―[26 (！J.＼焚Iti)1．．．学部他佼令改修施設整ffu芥'1r沼ー7 、I．会ふlft 7（沿11t J'iI魯．ifi物なし 年tll12
()6I ・26 0511 （！！．旧慣i)理学部駐帖場黙佑 I―:'JI（追加 I’fiUJJII含む）
2・2.10.27 

＇ヽ（会曲1t I I IOGni ,1; ft I'. ［Ii :!:; . 1/1.'~,· ｝i 年粁！12

(16 I 23 0513・1 27(！！閲甜f) I；学部他校令改修総ば黙1が、が’lt窯ー7 、I．会凸ft 祁 Iヽn! iftl柑・沿物なし 年朴！12
06 I 2,1 0513[28 ()•I,＼閃tl) 「学部他校令改修紺設．整伯冷＇）げ t-2 、l i?•』 ft 12nf 社1村迅物な し 年t1!12 
06 I 26 0513]:29 (!.(＼嬰jfi) l：ヽ~祖祁他校令改9多柏 ，；た祁情窯It 深 一 l ，．f．会渇1t 4(ln{ 汎9杓渭物なし 年!1!12
以・1・27 (B42 (I笈病） ！9,i幹 iて坑整伯 （曳さ‘,r-・fH力経蹄） 、.“ 146 1 ni 迅1/1．ill物なし 年報ll
()(i I 30 0513エ30(！いと汁i)L学部他佼令改i多舶設朽情す’JI名ー：l ‘‘f．会，月1i 1沿h.l11/ ,rtl/11 ・,11物なし 年悧12

06・2・ 13 （）迅3 MI属病院戟fl形,,こ柚汝Ill/iL整1"1 ，ヽ1,会，Aヽfi :i:18.911( JnIh．辺物なし 年恨12

(J6・2・ 16.3 13 0544 （医1is)J£幹 ・環坑整情（設{fi・曳さ哀佼） 、'［会』i‘i 3911( 遺9鼻遺物なL 年恨12

06・l・ 17 0545 教ff'各部附i封幼稚I.!プランコJIIゴムマソ 1・./i;，没 1`．会潤fi 1 2119 ill!杓・遺物なし 年恨12
(I(;•2·2'1.3 7 05-!6 （！阻し）情報ネットワーク館新1序工’Jiに1ホう外情」・・'1i 、•I.会』ft 1&17,n ,1i ft (l 1,9;j止・r.ni船 ifi!it; 年骰12
:J・8.13.16.17 

06・3・ !0 ＆勺7 （煤'l.')北地I!.学生会館西侶パイクP{Jりよi1il:," ：f．会91r. 48IIl ift lij • ,l't物なし 年割12

(16<l・I3 O.'i48 木荘団地（中地区） 1度 1) 和 1•‘註ft ＇，1.会i31•i 55ni ,nt青逍物なし 年骰12

06 3·2•1 お！9 (IX病）外来化学燎法・ヒンター柑外汚水配行I:1I ：［会閂，・t 1.92 l l i JRI8.，R物なし 年割12

M 3．双） 姻 ざ木補t多上’Ii 、［会；．1ft 091 11f 迅II! ill物なし 年恨12

2006年度

06·•1 11 ()(j()］ 教介学部Rji、:l''r：佼・テニスコート＇ふよ ・［会凸ft 591Il{ 遭 ,~ ,n物なし 年粁し13

06•`I, 1 1 0602 (！、!.¥梵北）接地！？lt J．会凸；r. 6IIi 代1月遺1りなし 年糾13 

06,I II 0603 （黒嬰北）沢f.1館改t}」:l[ 兌紺渇fc 32 1 IIi,9j i¥； 渭ik遺情 ・ ピ •I 卜 本恨；’/LX
I-．硲硲りl恵お

(x; I 11~ 畑 (！!.＼戻北）沢料館改tm:JI（松外排水） 梵趾虜；r ~.1211/,,, fl (1.l,9}hr•J ・ I青lkilll青・ヒ・ノト 本恨；9；IX
I 12 l:t,お • UI恵器

ex; ・I 12 0606 l？芦茄研兌‘)：験JIhl(；，1i取註J:!ll 9,“ w.o:'in1 ,ntB )I'!杓なし 年iti13

()(j ・ • I 13 碑 放送大学案内11il以故］：11 、.“サ胃，・¢ 1 3Ili 遺9,．II!物なし 年紐13

06・ I 18.19 0607 C.IW1li 工学部他佼合改t沢唸設朽情守’Jtr.41 、．1．会.;:i,•; 5.2 I If 遺111・,I!物なし 年代13

06・ 1・2I U沿8 I!.I.＼え9北），i1面歩沼配行悼修I:‘II 、.“va;t 1.3n1 遺情 • 8物なし 年骰13

()(j・121 曲 珂•学部駐輪湯ガス洩れ補終 ．`f．会』fi l.7nf ill1,．JII物なし 年iil1 3 

06 5•2 ()6IO 教ff学祁附属小学校遊Jし新よ 、•I. 会，閂 fr 1)9Sn1 遺情 ・遺物なし 年恨13

06 5・ 11 06!！ l (!.Iし '~lfil l？名郎他佼令改t料とは笠情:¥''JI界・! ，ヽ1，会ユft 32Irl JIII,．，n物なし 年恨13

()6・5 22.25 061 I? （熱梵iti)T穿邸他佼令改＇知如只さ!iiiがlt?9•2 ．． f.会，月ic は9II{ IIII,．,111りなし q • tll 1 3 

06・3・22 0612、l (’l.＼QIIi) I．学祁f也佼令改9料もよ笠f:i等'"...f．2 兌紺．＂c I lnl古代 Iぃ・大 ・1.t•5む 年什t13

06・5・'!:l-21 0612す (:lし'.tIii) I'．学芯f也佼令改修柏設校：がやltt:•6 兌柑』tr. 2•1nl ,1i ft I Li<. tthぼ,.l(i.,↓ii; 年穀13

()(;•6 12 0614 (、9.1．I'li）刃境安全七ンター粘水配秤t月9; ，．f.会鯛，.c 0.57nf JnI鼻 • J1't物なし 年iiし13

()6•6 19 061:l 附伍刹枕中央．．夕IMi点祈営祉気改{Bl?li ,‘1．会呂fi 72.，I In 直1,．，n物なし 年紐13

()66 22.28 0615 m1i.1;.;院中央，、夕根棟新社閲iも設！ら (i9r生）1？It ・`［．会;11,，r. 15311!,1i （し 1.fb硲・須忠硲 年91il.1 
7 3 

06 6 27.7 7 ()(;12rり （忠忙市） ＿L学部他佼令改t況含迂屯fjjjやIt9.I ，ヽ1,会戊fi 21 98Ili 古代 1：師な； ．が1)1,・沿 年代13

12 



l i・i/il人］辿跡と調在の概災

06 8・7 OO16 9iff'f'郎Hii£屯'/tH;,水う竹l1ll!.'ll 、［会コ介 I inl 遺情 ・遺物なし 年悧13

(16 8 11 0617 ('l\~1 プ 1リP.Iは印t内！gnどぎ改修 アスベスト処理 I・・ ＇［会llli'i: (） 5(）11| 遺情・遺内なし <1-!'Jl3 
I 9 

06・8・11 0618 iX‘f:;¥t[{ik糾院駐IIヽ）ら関溝修坪 ,'f.:1"fr 8.i5nl 遺9鼻・遺物なし q・・恨1:1 

fl6・8・ll (J619 9iff'汀1沼Il4花，ti:RK！外人 1．芝張！Fその他―[` li 、.f.会』fr 91公）3In1 遺情遺物なし q.t!l 13 

9)6 8 2•1 25 061 I J (-,!！凡9,h) 1..‘料1;f也佼令改修狛；刃Fi面守')”t,3 9:“ 公｝711! ,,.紐1:1

()6 .8• 31 ~ 9・1 （)61! I (.,.Il"./1tJl I ．学部他佼令e,19料柏，i””fi 、̀，；； ')9免 •2 ＇，1，会汎fr GI I nl,1; ft ；S -ヤ＿r面器 “: nu:｝ 
{l6 9 7 06公） 教fi’料叩1a4,1ヽ'r•I 9-1ール糸杜粘水漏水袖9}]_?li 、•I. 会，3itr 28ni り・.tit 1 3 

()(i9 II 061 I（か （，9.I＼べIi/）1'・内部他校含改修狛，，＂翌1fかが・Jr究・l(） ，’/会，．tiff 19.filn/ 沢1青・遺物なし liSIIし13

(Xi 9 12 船11,r,¥ (、'.l.¥1Jl1til I.';:'部他校令改og！名設~fがか’It汲．10 •,•1．会，月 ft 1•1011! 遺1村，逍物なL 年11!13

“; ！） M,IF 0611'が (,'、l,¥'¥'.llll I．学部他位令改修紐，刃整19濡 ‘ll発・IO ．`f．会渇ft :J2%nf 迅In 沿物なし り．IIし13

()(j9 2021 061 l'H) (.,(\•.>111) I ：学Iil;ill!校合改り糾柏，＆祁iti'.'）’’l>烹 •10 ii,令瀾ft ,,5.111{ 年1111:1

（州・10・2 0(;1 I(" :.＇1ぺIti) l.9f:(11;111!Ii令改9いも没悦i記'.，；；’JiYi 2 ・［会，；りfi l(）5nf inI9 逍物なし “,・ ili 1 3 
()6IO・l ゆll (.'.1.'~) ・/ールflHH守l.nJI/.配慮改條（アスペスト処J用）I. 立会心1,.t 14 1 1f 遺構 il'I物なし 年nt1 3 

’Itその2

()6 l()•2 l6 ()622 ([)、Ii/IJ;llf!芍｛勺（内t1911l「喝'.,;.)「．1t 梵iId,．nft 8.(）7 7 5 1 11, I ; （t 1••[5器 iii！ぶ器 ・蝿文:・I：器 本t1itA1
27.30 9ク）似ni)

11 ・13 

llti lO・ lU.12 ()623 .'！＼べt!1地クKrl「（故その他 1.・11 “．会,';Ifir. 21i 79I Ii 遺1角・遺物なL 年！1し13

(Xi 10 13 “辺I 閃KI'り仄，Hml'l'Iぃ•4文ームレータードレン・i・,,,.れ9引坪 ＇`f.会,'Iif 2.16n9 jRI昂遺物なL q:Ill13 

06 lU !6 0625 l,•泊り ）1,忙 mJI!?！日外tf 1:11 ;,57,;胃fr 叩 411( 辺1,．丑物なし 年紐13

()6•1() 19 (1626 l'9、1ふ応opq日ポ（ラーは：；；｛也リi対l.[ili ，1．会閲；f 11J(j.7IIi 遺構遺わなし q.nu:| 

06 10 2.う 0627 人ii．地i<1.11水は1日1?It “．会冴 h• ll21ni 遺情遺物なし 年悧13

(x; l l 2 0628 I'ぐ汽応附ば柑r;;_・lrll'棟．It．憫外灯れ1J..L＇lt ，1．会，滉；r 2 8IIf 年糾13

()(,I I・ 17.27 伐氾9 （本9E）じ、学部f祖冷り’:！HK合改tf雀＇A,凸fqT.'It ,•1．会 ，、り ff 239、Int,1, It t師席 年il!1 3 
12 4 

()(;11 20 ()(;;m !.''！ ~,11地I< I.，＇;9•tihIりlIl 1'’111,j辺植！し 'ヽ[.会 1•1:1r 1 5Ili 直情遺物なし 年糾1:1

fl6 11 •:MI M31 渡1J¥(111地防火Ill水撒）； l.'J( ＇ヽ［会濁，・i ,1(;!）；ini 沢1月 ji'l物なし 年tl113

(Ki I:! I (~;:12 ’lIf月1..;,11"1樹木1,I(l:、え ＇`r.会1:，1 ff ぶ妬991 迅Iii 遺物なし 年tu1:1

1)6．l2・15.18- (1612ぃ1・ （！！げ計11 1 ff•祁1也ti令改修枷，ir.ftT等’It業 •6 発11,1,~1 介 l (i 2 1 1 1 1 , 1, I t 1．師器須恵器動物ft fI : t1i 1 3 
25,27.28 
07・ I·•1 ~！) 
()6・ 12・ 19 063:l 本．II:．lじ地 I り♦J 叩31. 919!r/ 歩心!~l兌整t日 1?It <r会，•1fr 扮 137(）ni 選情遺物なし り・・tu l 3 

1)612・2f> 伐迅I I ;.,./I. I I幻紐I:I＼冷n'月1・tt令改修1護トti刃9(1I ；f．会，；4「r 11:rn;111 迅情遺物なし 年骰13
(）7 • 4 2 

07 I 10.1119 06祁 9!tk沢占'rIし1f9ヽ;¥/IL酪包ヽ ［会 、'［会凸だ 1 3 15 I l 1 遺情遺物なし 年代13

Oi I 18.2223 ⑬ J11'’f• ;；； 1りffI}/．;.:•t~J「(，；Z I'" だ掘潟介 .!0 ：i3n1,1i (¥.. Lm, 須．屯芯亮 年Hi13

07・1:JO 0637 本.ii IX'tli・：｛v．梵炉fi !t令改t;l.＇It ，’!.会汎；r :Ill 2,n 遺1鼻遺物なし 年恨13

07・2 I 0638 ‘j111 [.．1ミ[/lさJl)Jf{,友I―’Jf ：f.会，員{r ぷIIi 遺溝遺物なし q:iil13 

1)7220 訊19 4;ii t'9、学郎iv．梵＇fii 12 1: CT III採地工'It ；f. 会.Jil,•r I:,ぅ,rl 遺情 ・遠物なし 年Hi13

Oi 2 26 (H}10 .’’’'\.’Il1地lじ地l•~I命•;,11,` 泊れ渭 fc ，‘(会9,llffc 15211/ 遺！鼻 ・遺物なし q • -t!i 1 3 

Oi 3 1 u』II ，，,,1,1,1 I .. `.,t t;；l"l1;1 1iilRヽI)"t!L1.•Jt v.会、凶t.r 52 42ni 遺！日遭物なし 年恨13

Oi・3・6 0612 ’j'留E911地災'[内Ill「,'JI •/.会，、日 9’r l'.li 82ni 遺情沼物なし q • ・恨13

07 3・8 ⑯ 13 1.'.1'．閃III)l9’学茄温i｛取りJれし1・Jr ;!. ：％り；t 1 (） 1 7II{ lli (t 1:ti笞 年恨13

(17 3 8 IKi 14 (11/地Ill1"iflllllll「1改tEI’It 、91．会、逍fi 55祁911 直惰逍物なし 年恨13

(17 3 1 2 1沿15 4;,Lili地1{• •r.-X.1 - I JIR,＆船水・1,fiii水I,＂ ｛f.会訊lft: 763II1 直！h 遺物なし 年悧13

117'}公I 1沿1(i ( l欠科） I~培祁{,日（故，；；＇，付！改！初 ,~械，も{iii l.1i 、［会，,Hr 5. 7 7 1 1 i 逍1/ll 沼物なし 年恨13

U7 3•2i ⑲ 7 (1久） llH"*}」1UIilulliitLtt§ |＇lf と会hi.＂t 25 7IIi' 凶1杓・遺物なし 年恨1:1

07 :l•2(i (Xi,18 (I'，;1i4) InJ屯r.<:.(111q,.[！念館外部改修） T．’lf ＇［会,CJ ，•i I !S1rl 迅構迅物なし 年iIl1 3 

2007年度

Oi ・ 4 10 0701 （教） li111'Jr，応；を1;，町＇1序改修T.'11 ，佐令，．1：11c 2 Ili il'JI~ ・ 遺物なし 介報11
07 4 12 （本iF)1欠＇れ祁 19Iiり，鼻＆H渭rかがr.11 dt視A1ft 古代 溝柱穴 • 上芯 年報l•l

07 ・I 13 0702 4久ff学部切は幼稚ICll"lf1小h¥l「（は1・・’It ,li：出，＇r 18.~luf il'llll・遺物なし 年l!l14

1)7 4 1620 Oi03 I (:•IIll.'り1i ) 1.＇ばiU也佼令改9料も心が｛，．ぶIt売6 ，ヽI.会ム1tr Iii ni inI' 心物なし f1 • i[l l •I 

Oi 5 7,8 0701 "＂~I♦ll 祈‘iオ I.'l［にil· う樹木移1/1. I.," •91.会マ ft 1 11i99{ ，ti ft 1:i,rn • m恵器 年 llll•I
07 6 7 I又1，り） dg,5H！新？ク 1.’lt ふ抱潟ic 年恨14 

Oi 6 13 omう 1,1ふ），阻，"fがれ·t1;|T••i よ閃虻祝 1:,L'l< 電気設f-,1 、̀ ,•1し日,·, inf 遺IR ill物なし 年｝H,1

0, 6 192127 07032 り1で19i)r.＇i:ili；他佼行改修出立笠i日翌ltt.13 、r．会滉ft IIi92lli ,lltll・遺物なし 年恨l•l

Oi 6 20 07()6 ）←ii.i9l地l{fれを'i1f辿llll"I芍f~ 9.：和3「t 1 7. I l l i 渭情逍物なし 年i111 
07 f, 20 ＂"<(.Iじ地1q2介研・允14t新‘i・fI_1l ,人!l:l，岱「r 19穴 j-．甜 9 ：恨1,1

(）7. 6 25 (）7033 （り旧りIf) I'{'部他佼令改t料も＆仔{a:r・ll文．13 ,'I会，..1;, 3 1、lnl 対情遺物なし 年9i!1 4 

Oi 6 26.29 0707 1 4JI) l'•、9令部1 ~<1,1し｀た14渭祁t l.," .. ,.会、'tll.r 1.3M) lli v.，1f物孜）： 一次抱削 年代1•1 
7 10・18, 19 

07 6・ 28 07()8 （焦~-It) /..:教七ンタ ー III似l l_1 •I水iヤ）よ り t切埋 ＇［会，沿fr 1 311| 逍1/II 迅物な し 年粁{14

07 6 ・烈 (）7(n (4',I.It) fl¥,，た設りが1:1••J「{，没 I.＇," ：1.会，iitr •I」 5llI iitt,/. ill物なし 51.．t I t l.1 

07 7 ・ 3 07m, (:_t,I'l.'rtf) 1常部（也佼令改OE始，；＂や {fが，仰ltX6.M ＇，1,会，J：fff :u;," 俎情追物なし 年tIt14 

117 ・ 7 ・ 4 0710 (）;,•゜町） 教(f'iti;iII属小91r̀;:clt1ぬ'iiえ令）r1,占C'JI（変史） 、7.i?’̀hl 1r 41)I I I 逍1青遺物なし ff. tIt lヽI

07 7 9.10 071)3 5 (！！＼'l,'.1tf) I．学部（也 1々行改條柚設笞侑‘が ’JI菜 •6 ，ヽ1.会、9月1,t 閲．75n9 J1l1月・迅物なし 年t!UヽI

07 7 ・ 17 (）7 1 1 (IMA) ｝Lり？ l?I//.性iH(111中央，＇ら 1KI東lf(l)J}i.しに伴う'，1it9 ,•1 会，｝り fr 8 3•I IIi 遺梢・遺物な し 年恨1ヽI
設伯） 1．’I I 

07. 7 17 0703f,.I '!！.＼'l.!rll) I万咋if也1え合改t沢格設裕｛がが1t芯．13 ,•r．会況 tr 1.57i ; ｛ i 1 9 1 直情・遺物なし 年！！llヽI

07 7 19 0703 6.2 ’I',4IIi) 1·’f郎他 12合改t料妬れ序{q了 •Jtf， . 1 3 ‘’,•全Afr :!fXIIJ8nl 遺情渭物なし 年恨14

13 



3. これまでの湖布と4<,1}収録の追跡

07 ・ 7 · ；沿～り • 3 

07 ・ 8 ・ 7 

07・8・1() 

07 ・ S ・ 2'2 

07 ・ 8 ・ 2.1 

07 ・ 8 ・ 27-
10 ・ 25 

07(）7 14'iE）り、；i：品It!,り占代棟祈ffI.＇1r 

0712 (I入1A)1l(1ぷ棟符’ttl?Jt 

U713 9i'汀祁い外約水竹ぶ＊lfJ1r1.•Ji 

Oil I 1:.1.\~lll ) 坪’松沿12り館iu,l;"il[（.}I:、Jl

(）715 ( ，＇・し＼~lid I：学部他12令改修品は笠(g'.r‘II又．19

(）712 (i入科）如iii軒胚・； I:’II 

発祖謁ic

立会月』・t

り．会A:t

立会ヨ丘

で1．会刃f¢

発抱汎忙

l.590nl 縄文． ． ，’ift 怒9ti1.I、•；址 ． A:lllinl~ ． ピ •I 卜 本tlti13

21Irl 

hrl 

157,rl 

2.09川

縄文P¥ft Iiむ・縄文 I・t;• I:t5 
i:；・/JI忠i;.i1む
一次氾n.J

遺情 ・遺物なし

遺情 • ill物な し

渭 I~. 遺内なし

4; iIl ;'i ¥’ 

年t{i1 4 

ft tU I •I 

年恨1•I

5S929Il｛ 縄文 ．，Ipn縄 ti・・岱・ 1••[9 船 • !9I恵む ・[j4；船＇i＼’ 
，古代 ，近 2:;・古代以硲 ．鉗閃怜俯 ・！’yit.
lit“ぷiし

(）7. 9. 3 (）716 }ト91,II地199199「場Iii人lit.'<償 ：「会戎ft 291.8n{ illl9．遺物なし 年骰14

07. 9. 14 (）717 (1入紺））［幹 ．fil）凡朽旧 (Ill中央ぶitIHI取りJえしに伴う費Iit 立会凸1t 、19.、111i 遺情 ．m物なし 年紐14
10 ・ 3 ,ilf~) 1:'JI 

07 ・ 9 ・ 25-27 070:$71 (.'!.Iなrli)I・ダ部f也佼令改釈a、ば笞何判［文．6．16 5狂荘11C 275.5m ,1i ft 11:I,,； 1：・ピット ・1・帥岱 ・が（恵岱 年恨14
l (） . 2 

07・9・ 27 
IO・ 1.2 

()71~ (/(ii..) り汀：t.i；本f旧it店改修 l..lt 

[）7. I(l. 4. 15 [）719 [ 9k'ョr)9kff'｝］]，;ifi ti4ヽII1'芦lt121が夕必dl§I:‘II 
1 (j.22.2 5 

08 ・I・'.≪J.:ll 
2 ・ 13 

07 ・ IO ・ 19 

07 ・ IO・ 26~ 
11 ・ 28 

07 ・ 12 ・ :i-
I公 • 4.6.7
08 ・I・ 18 

07 ・ 12 ・ 5 

07 ・ 12 ・ 5.11 

0720 'JI!分屈rtll町が`！Iり夕kihA芍'i,Mitg.l:）1i

071り （）；（町）教ff't祁附属小中学ikt好ぶ沢父修T'l1

1)72) （J;（9Irff・J屈9Iヽ9卜）ft合わ！護他＇＆ fl.l改tt

0722 <!!.\~) I．．学品籾館11・11祁改IEその他止Ii

(）723 (!.I.\~} I；労部8り前1’•Itt改作湿ク（，ぶ3_Tユ，＂

，，t柑ド問it 2訊32nl古 代 i1f・ l:m, り・t 1l 1 4 

立会芯If. 31JS.68n! 弥生 ・古代ビ・Iト・ 弥,,,.,．器 本報：’；v
1••[I)器

2.5ni 迅1，'｝・迅物なし 年11111、．f．会閲充

発掘閃．介 l30.:lnl 1.i;ik.,Ii it内＜グ({l.1,9；・ビ・II.. ir. . ダl•It 1: 4;"i ;\• V 
認 ． 1：帥船 ・ 1ii!，I.（岱 • 4T9l { i鋲 水llH'rXI

＇［会，：がft l.“)9．05IT｛ 弥生 ・ 古代竪穴11• 1、，； ・ ピ •I l・・弥4:1沿；； ．I・-l'll!;';・V 
・近Ill・近伯t甘・須患料 ・近1U・ ．辿代H)磁器
代

，．1．会,;J1i:: 97面

立1t31i:: 14.l nl 

遺I青・遺物なし

遺11'1・れ物なし

q •, t11 1 •1 

年t!IM

07 ・ 12 ・ 7.10.12 0724 （本i［中）尻嘔）環研究l↓(CI＊取り壊し）且 i 立会年 1.IXXln{ ，'i ft l:Iん・ ピ •1 I・ ・ ~-M~ i1:rn14 

Oi •12. 7 (）725 (j;（町）教ff't部附屈Iヽ・ 中学校佼令字改修紅ク（，没償エ1t 立会；む'r. OOni il'tfij ・遺物なし i:t!il,1 

07 ・ 12 ・ I0.17.IS 0703•.J Iリ¥1';11tf}I．学部iti!92和改修thは炉が．＂ lt-6.18 立年ll,f l-18.75ni 古代’ ピ •I 卜 i1•99114 
08 ・ I ・ 16.17 

07 ・ 12 ・ 1,1-
12 ・ 71 

07~1 (1刃町附！（小中）佼合守！｀！む刃口改修

07 ・ 12 ・ 19 Ui26 Iや’窪政我研究！も北関9契坪9計

os • 1 • 16.17 om1•• 1:11~110 1万：郎他1え令改9H比設笠情がJtr、 ~20

()8．I ・ 22 0727 (！"忙） 1.，t:部邸飢貪！震改9El̀！令立情[1I
08 ・I・'!.'2 0728 (、り＇も 1浮臨り館I勺活改悧？It設れ1邪

()8．I. 23 (）7(）,．i b •2 (．＇!＼ぐIII)l.if祁他佼令改9出出改整償'It叉6.18

08 ・ I ・ 25 Oi0.111l (.',l¥てWi) I'．学祁他佼令改tい如HE:mt烹 •lO

08 ・ I ・ 29.30 0703 •争3 (．9,1.l!l.'11/l Iダ部他It令改9H比設笠情Jffc-6.18

08 • 2. 1,4 (）7(）3h aI (!•1.\~111) I冴這他校合改修胞没整情‘Jl1!-6.l8

00 ・ 2 ・ IヽI 0729 ( !,I•'．ぺ 11!) ，ドイラー｀俎は1ヰ’lI

08 • 2. 25 (17.'切 {!,I,¥だI(）9久ff学部HI“？籾I］よ援学佼防火!II水in扱去1:’lt

08 • 2. 27 0731 (：．l’尺11/Jll!WIIし処児・ヒンター改修

08 ・ 2・凶 ()732 （ヽドIl'）牛．WIJ,＇，Till度絋i1，J付染I'．1t

08 ・ 3 ・ 1l.2fi 07:l.1 11.'ill'~) Ill巾火，1夕燎棟取りJ;>!し1’.1i

08 ・ 3 ・ 17 07:!I ( !!.l•~Jt) ！!！水路1;I I It1；フェンス，＆iItT.1t

08 ・ 3 ・ 21 07:!5 I知料ill園逮'.i:i't;1！ィッ ー／ll地 1••,Riii1 タンク i位）,J.:•J!

()8 ・ :! ・ 21 07:J(i (k.i Lit)、旧学部ii'!Pilll水1'撒）：・I；’lr 

08 ・ ~ ・ 2;, 0737 ( !.l.\~ 111) ボイソーtが突撤lu;ilt

I迅 • .’I · 27 07：!8 (ぶt1:Itl)b々rii[i,t9即；trt，心念{¥tlfi,＆T.’It
08 ・ :1 ・ 31 073¥J (.'.I.I梵It)lIII,1(i i:,0:t［取設」'9,lt

2008年度

08 • 4. 2 似）I (Iりa，~) Illヽド央ふ燎棟とりこわし j?lt（追加）

08 • 5. 7 (lil()2 HI狐 I’’i’:Itik水復IIII?JI 

08 ・ 5 ・・め (lS()3 附紅砂！l,'<11-lil・J'I,.t：ガスiヤ改修1.，It
08・5・26 ()8()1 （ギ朴．Iじ） 9W白J易If{!えし 1?li

08 • 6 • 5 08()5 (！l"Mi）ポイラー＊19J！牝；水i打泊水tしJ児

08 ・ G ・ 6.19公立(i (lS(Hi (！!．I”) Iti地i<.111，fll比泣よ閃配1"卜T.1i
7 ・ 1.10.18.28 
8．公

12 ・ 1.8 

08 ・ 6 ・ 20,25 0806 （贔髪）南地区福利施設支屈配管甘工事
~7. 1 
7 ・ 28-30 
12 • 4,18,19 

08 ・ 6 ・ 9.10 （収）7 4;il) 1父学郎14."員＆l,ltl1i岱し`！t,ばは．じJt

08 • 6 . 18 (K引18 (＇l¥4北）／,r.t糸呪液処J平＆よ東碍給水行氾水t知坪
08・6・23 0809 （媒髪南）濯利滋設柑木移植工事（追加）
7 ・ 1,3,4 
7 ・ 15 
7 ・ 16 

08 ・ 7 ・ lO 0810 •j:{·,1 [.I月地船水n・補修 I.1i

14 

発抱3介 ll2.°°’11 ii.11. • 9,ifI. 怒匁1•I、,; ・ ピ •J ト・近代 1-.Ji.l • 弥 本恨；＼
・近世 ・近 'l」:2;・ I：わ芯 • iil.,.!.'.t；； ・近IIt.
代 近代凶磁む

立会.,'frr; I ni ill!鼻・ 遺物なし

立会3;t 91.5I＂ 遺l,．丑物なし

立会.'lilt 12ni 遺Ill・遺物なし

立会31t 2ni illt,．ill物な し

ャ．会J/l1f. S9ni illlll．遺物なし

立会潤1t 2.OInf 遺u,.ill物なし

'“t真iC %．7nf 古代 1:t5芯

立会illlit ぷl.(r2n/ ,1i 代 I・.[）俗

屯会凸ft 388nf i1lt,．遺物なし

立会，て3i¢ •In9 遺18．漬物なし

：［会，J恥'c 112:;n/ ,!l1,．遺物なし

立会i渇if. 12ni l・.G.)花

、'［会，月在 別ni ;n1n ・逍物なし

＼＇f．会iむc 50.3Ili 

｛r.会潤ft 、IOni 遺In.in物なし

立会潟介 73.311/ 沢1柑・遺物なし

、t会，月在 碑 I1イ 遺1月・i1t物なし

立会濶1t l.891i 遺構 ・汎物なし

、•L会 ，沿f l0.135n1 遺l≫ ・ii1物なし

立会，；~1f. 20nl 選In．逍物なし

立会潤ft 2ni 遺Ih．遺物なし

立会コ1t l.8lli inIn．逍物なし

立会コtt lI Ini 遺IA・,l't物なし

立会;:!1t 2nl ill構 ・遺物なし

:［会為at 3(1646ni 占代 1:fう硲

q: ;！ll l 

年柑11 

り•ffl ll

年Hil •I 

年恨I,1

年紐＼ヽI

年Ill!ヽI

年行し14

年IIt1 4 

年代1ヽ＼

fi.．t 1t l、1

q • 洲 1·1

年!IllヽI

り•.11\l•I

年恨14

年titlヽ＼

年11!14

年紐1ヽ＼

り冷llH

年tIl1 5 

lf'.llll!i 

年1ll15

／じ骰15

年恨95

ir. Hl 1 5 

発捉関査 125.2rrl 古代 溝 ・ピット・土師器 ・須恵器 ・近 年雑15
代陶磁器 • 石甜 本書

立会調ィ¢ さJ.7n1 遺構・れ物なし

、'J．会渇1c 0.3ni 直情・旧物なし

立会詞査／ 23.5rrl 古代 溝 ・住居址 ・土師器 ・石器

発掘関査

立会Wl1c 2ni 遺11'・遺物なし

，t悧15
年骰15

年籍15
木書

年恨15



OS,7. I I 

OS, 7. l•I 

OS・ 7 ・ 15 

IH, 8, 18 

I迅， 8,公）～

8 ・ 22 

(k~ . 8, 21 

（お ，8，21

（18，8，凶

（沿，！）， I

代‘ ,9, 9,I(I 

（爪 • !） ，！1 

()8．1(1, I; 

08・ 10 ・ 9,10-
11 ・ 28 

118 • 111, III 

（お ・10'):,

U8. I (） ，28 

(~ヽ ・ 10 ， 公

伐 ，11, I 

lk~ ・ I I ・ 6 
()8，11 ・ IO 

()8 ・ 11 ・ 18.19 
2 1.25 

(lb ・ 11 ・ 18.2¥l 
12 ・ 2-1 

I州 ・12・ I 

1沿・12・ :1 

(）8 • 12 ・ 10 

08・ 12 • 11,15 
~19 
09 ・ 1 ・ 13-2・ 19 

08・12・22 
12 • 24,25 
09 ・ I ・ 5-2 • 27 
3 • 10 

｛迅・ 12・ 24 

｛州 ・12・ 2G 

{}） ．l. 20 

｛ド） ．l.訟

切 ・2・2

(~) . :l. ・I 

叩 •2. 5 

(l9. :l. l:l 

()9．2. l2 

09 ・ 2 ・ 13 

()9．2. l 3 

2. l9 

ll'）・2・広}~2•i 
2 ・ 27 
:l. 4 -
: ! • 5 
:l ・ 13 

IJ'J ・ 2 ・ 16 
()9. 2. ¥(i 

l~l ・ 2 ・ 17 

（~) ・ 2 ・ 18 

()!) • 2 ・ 18 

（｝） ・2.2 :l 

II¥)・ 2 ・ 2,1 

(}）．2. 2(i ~ 
:! • 12 

化 ・2・ 21i 

I~) . 2 ・ 27 

I~).:!•:! 

W•:l•I 、6.11

(1.1 ・ :l ・ 6 

(1811 

(1812 

081:l 

⑱14 

&1•I 

0815 

0816 

0817 

11818 

0820 

IJS21 

0822 

0819 

11823 

0824 

0825 

0826 

0827 

0828 

08公

伐灼

a芍I

（応32

oo1 

（JS3・1 

0835 

0836 

0837 

08.なK9

0839 

（恥I()

⑱ II 

08-12 

⑱ 3 

ば1•I

伐l-15

08-16 

岱 17・l
-2 

Ri&l 
-5 

OSl9 

螂

（迅51

啜 2

（沿53

( 17•3 

卿

08.51 

1迅55

曲

(N57 

0.翠

伐;59

(!IRとり共JlIIiu4万改籾じ’<（ぷ日1:II 

し．’1＼応h 掲示tIUKばI'．,＂
本社中 i只ャ：部）＄叩B内t;;,liガス紀和U9li5)1’

（仄9対 ，！［9,引棟巧岱 I:’11

IIV,~ ) 如，＼棟祈',;;; 1—.•JI 

（本拍h)こばと1h'．ff191上閃）駐され幻； I―.’It 

l 本社中）広学部l＆岱情11·i•li水jJ'j配i'riliil修l'I'

’j:WI-［I・月地池タンク苔恨棟11りt;L’lt 

(：l＼だ北）ポンプ室西閲松水'i'i'i'Iヽ水t舒I'

l.9_I·＼杖It) 文法学部本館改條itInnXI'れ物椒1:• 1いJI

本荘Ill地（北地lえ）仏恥・triii，Jり！設・/f'I，符tt)用

本;[Iii地区1ifよ’図団（切19III:,"在1祉

（渡l!1i)体百館酎震改修その他エlf1

教ff学部附属特別支援ヽ．i：校泊A“"r.Hiitl’-’II 

（本荘11/) 区•’料；i1糾逮·,f’什9笈押9itl[｛よ I.’I[

（区1村）祝）JIAt('1担金

（り．＼梵M)共III梱．I¥'ll3樹和tit・移1，り 1―.＇Ii

Jj_,t湘1校120周年品念他樹

（本荘） こ 1こと 1吊和~I改，，，電気政liiL'I'

(.'•:,·，閃北）・学務部プレハプ(tl-ll改修1月！屯ば1q r.1[ 

( ),；荘 ） こばと l\lf/団新貨 l~K設1；；」ーUIt 変更21

澄鹿 tkfi釘if哀改t引恨仕比tt日1.＇li

文法学部潟ふ空北門船水;・ril,IA(,liltr

.，I＼梵北 教ff学；；；水節り祁籾i水titi出作 l:li
本北中 共 1il研究棟新1•tl..1I (‘麦更l

（医f,lj)東病棟新営機械設偽（衛生）工事（変更）

，9(た閲tt

“た；刃fc

,‘f．会，．9：t 

：［会し日ic

梵；i,:;;i，'

V．会、•ifc 

‘’r会』ヤ1:C 
:r会，．i］，'[

、1．会，ii,'f

、•I. 会，iH/

、'f．会，．1i1f 

、．1.会，1:11,

一次掘削／

発掘胴査

、．f.会，l!Jfi

＼，I.会，IHI

：I.会，冴」．t

、［会，；i；f 

.，•I た、渇；t

＇［会，；i1c 

,’r会，．』；f

-・Ii,！せ削
たIii!渇ic
：f.会，渭ic

梵り出'itt

,•f．た，．｀ ,·t

，．f．会Zrt 

、.9会共tc

一次掘削／

発掘謂査

（埠坐北）教打学部木館 ・文法学部本館改修機械設偽エ1fl一次掘削／
（変更その1．その2) 発掘謂査

Ii硲 1叩1校120J:',1年，；i念机IiI(iBJJII) ，［会，Afi

( !,I,\疫北）教ff‘学部本館改修11/憫耐祝HI•;Ji l?lf ,‘1.h閥h:

(．’.1,'，髪lti)備祈8II（取設I'・’II ,［会占ft

（！，¥ぽ濯i)iti地l,(． ボイラーh各改,~.l， '9t ,I会il11'i.

(.'．I.＼だ1ii）しのづくり‘J評1'立II祈1:1'に伴う,kl衣樹木It「i:• f$ ，［会』fc
植―I―．屯

（本ii:）1夭学部［的い昂．/'<I東増’氾丸快設lit1.'II 

（！！．！だ．it，Iポfラー仔突1は｝； ［＇It 

{ ！！! •,1北＼教ff学記本俯・文が，学ti4；館改iE'，Iiり(ut{;;, 1: II 
（変更）

9!！い1/,li福祉極政祈とtl:11 

培1iSr g1!<幼惟I~北l"I改I~ I—•’JI 

り内と北 教行学邸ム釘改95(＇変!)!1

9,',W,.,'北1文法学茄本館改'*（＇焚史 ，＇変史そ のl)

＂俣l廿地 （北地区）外灯増設その他r.IlI
（渡鹿） ｛kff館ビ樗む29引RR,aI⇔l.’li(ifl}JIII 

(I天科）水路必改tEl:’lI 

(．9!＼9訓i)IIt水ボンプ屯泊 lユ’lt

(：！ぼhti）ものづくり')茅／，，ill tJi1和じ＇4（ぷqr.'It 

( !•',i嬰．It) 教ff学部本館改修（＇変リiその ：i ）

他•.!.It ) 北地区ボイラー{{改修 l'． 'Il

(:J¥'.l.lt)北地胚ボイラー・,,改條l.’lt

(：.l．＼JJ;'1lil lilt.,報処J限・ヒンター改9和じ気，91(ar.＇lt 

(．9.I旧訊i)ものづくり:)l'，＇料 II配：tr.1I 

(,'，1."甜J)IHl,'消l処Pl'七ンターノ、u--/1[(拉 1.’It

¥!！＼だ北1教fi'l:,：；；本館改1i屯問I;/(jし1.＇It

.＇叩と市 ）共！ll桟！！内と3耐劣改9引？R投!;1. II 

、.l会;11/r

、＇（会汎 it

、四:... ,,', 

、［会汎花

、.1.i石3,＇c
J.iャ』：t

：1．会只；c

:r.iサ刈¥[
梵拙閾，'i
(,'f..；沿iit) 

y`.会，．刈{i

、r．会，：』「t
、［会，ょ1ft 

、．1．会戊介~

、.,.会，．刈ft

梵ih!"~,i

、.f会，Aft 

；f.会，．:He

、［会"1tt 

，．1．会Afc 

:1.会，・1ii 

構lJ、]辿跡と調布の概災

36nJ 遺！9.遺物なし

11.lnJ 遺清・遺物なし

2.・12r.J 遺柑・遺物なし

8出弥，J: 溝発見

212II（ 弥t1，• ・ 近 ltt 弥生9fft;8 ・ 近！It1`
弥’I:L芯 • 石岱 ・ 近 lltr<I迅岱

I nl 遺情・迅物なし

17711f 遺内・遺行なし

（）船nf 遺情・遺物なし

2.1 nl 遺情・遺物な I,

80.2nl 遺情・遺物なし

7.-lni 追構 ・遺物なし

淡In/ 追情 ・遺物なし

694.95rrl 縄文 ・古in縄文土器 ・石器 ．古'"時代玉．土
・古代 師器 ・石器 ・人骨

•1.8nl 

(）.8 nt 

l2()5Ili 

、1•1 .55叶

0.25ni 

I0.7nl 

25nl 

公hl1 近代

l lJ.3nl 

I O tni 

1..i叶

1・1.13ni 

580ni 

456.54m 古代

(）3可

切IIf

,1:l.51汁

5nf 

811{ 

7.~,r! 

5rrl 

9.6rrl 

l.6 I I t 

Inf 

J:~l.8nt 

1&．17ni 

3Il1 

13.32111 

8 191 

I I I { 

(1.5 n { 

244 691{ 

12ni 

l (Hi n f 古 ft

2(）．&3n{ 

6U.99II{ 

33. I I • I I li 
（内1.12,rl)

I 17ni 

3.6 n{ 
'U32ni) 

迅構 ・遺物なし

は構 ・迅物なし

迅情 ・直物なし

丑情 ・直物なし

遺,~ ． 直物なし

溝
古代J:t5記・珈L(t;• IIお

遺慎・遺わなし

迅l,．遺物な し
渭li• :l1物な し

！！＼堪石

ビット ・ 住居址•土師器 ・ 須恵
器 ・弥生土器 ・縄文土器・石器・

鉄器

溝・住居址・ビット・土師器 ・須

恵器•石器

遺惜 ．逍物なし

俎消 ・遺物なし

辺惜 ．逍物なし

ill構 ・逍物なし

俎情・迅物なし

迅！肖 ・遺物なし

;1l構 ・遺物なし

遺惰 ．丑わなし

渭情 ・遺物なし

選渭 ・丑功なし

遺構 ・遺物なし

遺渭・沼わなし

遺構 ・屯物なし

遺,~ . 汎物なし

迅1村・迅物なし

逍I/Ii・洪物なし

逍情 ・迅物なし

珠1柑．逍物なし

」:『itt.1iii.t:； 
ピット ・略・Iti1:I、,；址 ．辺状it憎 ．
I漿硲 ．1：師沿 ・ill．屯料 ・(i製t/i
托車

遺9丹．ii'!物なし

渭I/Ii．遺物なし

遺,~ . 迅物なし

遺1青

渭構

遺物なし

遺物なし

年iU15

り・; U 1 5 

q• 恨15

q. iU 1 5 

4;tu;＇;1可

年恨15

年t1i1 5 

り・t!！15

q• t!! 1 5 

{I ・恨15

.ljCfU15 

q •. fl! 1 5 

年報15
木柑

年恨15

年9!i15

年恨15 

f iIl 1 5 

年恨la

年fIl1 5 

年刹15

4;t1ばら11

年松15

lf.fNl5 

年RI15

9渭115

年雑15
本書

年帷15
本胄

q: ht 15 

年骰15

年{It15 

年IIし15

i: IIi 1 5 

年11!15

年煎15

年骰15

年q!15

年柑15

tf1!!15 

年恨15

年恨15

年柑13

年H!15

年恨15

年11115

年柑15

年t1i15

i,.: HM'; 1団

q・. i1i 1 5 

年Ht15

年91i1 5 

り・:！し15

年恨15

15 



3. これまで(/)』,'，J企と本，'r収録0)逍跡

(1,) • 3 ・ 6.1:1 （鼎lO (J.I梵）i/）ものづく り＇如平；｛ ll fIi1:tìit,,t佃 1.'JI 、．f．会，J,:J,'t I 15.51ni 遺1/II 遺物なし 年till5
(17.7foi) 

()9 3 ~- 11.17 (),%I mW.It)文i)．学tI；本館改修屯側1/1伐l.，＂ ＇［会 瀾1c 33(；111 遺1/11．遣物なし 年報15

11.) :1 ・ 9 （沿62 （！！げ訓/) JUii位','.\~ 3 lヽ tt改修叫な（設1ih l:9II ＼．r.会 ，~,.. , 2111/ 遣1竹・遺物なし 年牧15

叩：l・ 10-11 08(i3 (!.1．＼咬Iti)ボイラーン；｛他改9EI茂械故情l'Jf ¥，r.会ふ'/ft 98.511! il11/11．迅物なし 年恨15
(~郎n1)

11.) • 3 ・ 16.23 （部1 （:,vを北）In坑”1日(II以ぶ？＇） 1．’lt il.会，刈ft 119.!l!）,l{ (t/,';JJt・ビI卜 上的悩 年報15
(~J . :1 17 （沿65 (!l.¥'l.'1li) 11/地1もドイツーi｛周辺外情 l.＇Ii ，ヽ1.会，il/t 39: i.78 I 1 f 遺情 ・遺物なし 年骰15

(J 1211/) 

的 ・'l23 （油沿 (！!.\~北） ；和1：会館．Itr,!1111水` が1.＇It 、［会，glfe 1811{ 沼惰遺物なし 年報15
(Ki:t. 27 I瑯 7 (!，¥Iべ．Iじ）北地[.(ポイナー",<ii,)辺外渭r')1 ，y.会，刈'，t 37 24 II{ 逍IR・遺物なL 年烈15

(161In) 

09 :l ・ 31 伐沿 (1入刹）カープミ 7-Jrい21'lf '［会瀾fi 2 IIf 遣1胃・遺物なし 年糾15

2009年度

09 、I・ 15、17 I収）） (：lIじItl)1川l"I改9fhi(！Wlt4r'Jr ＇［会iJ.11t 1811! i!'IIR・遺物なし 年骰16
()9 ， •1· 公），22, ()9(l2 (：.I．¥lll1tll 111/l"I改951.＇It 、‘1.fむ月1¢ 422111 内研 ・ 塀祈泣1こgi し •,.1．＼褐色の住届 年紐16
&1,27,：灼 址らしさ遭情検ILL
5 ・ 1.25.27.28 それ以外i!IIIJ・沼物なし

09 · •I · 23 ぴ刈3 （本~l •I• ) ，！、地1;情Iりカープミラーl「(,t r.'ll 、•I.会凸た 1 19Id 遣情 ・遺物なし 年恨l6

09 ・ 5 ・ 8 (1.X}) (1:itl t)＇和1'・・，が裕令駐伯Jり新ttr.，" ，ヽ1.会．り，.t l (in1 迅1,．遺物なし 年報16
09 ・:; 8 uk)5 (!！,"aIi) h｛外111水iitk修I・・’li :r.会鴻氏 58 I I { 遺情 ・遺物なし 年骰16
()'J．5 ・ 27 ()9(l6 （）ゞ il.） ,t玲t郎ff,9豆 II ン •r Ii・七ンターt1i岱その他J.:IJI 、［会』ft 0.8,rl 迅情 ・遺物なし 年報16
09 5 お ()¥)(J7 （＆；術） ／L幹がt日（m,:Ax換dl償戊符） 1:,11その1('変史） :r.会潤Jc 111811{ 遺1尉・遺物なし 年烈16
()<J • 6 ・ 5 （双沿 (Im,\ ） ）””;｛日 （雀，1,1父 l~,:i!ll 更新） 1．1tその2 ：f．会,ll,'f 1.6 n1 9日1青・遺物なし 年報16
()9 . fi•,I 09()9 (）、il.）9：学邸樹,t,;fm IいれL’It 、'（会潟f¢ 1 0..1 8 I l { 遺情遺物なし 年祖16
()9・Ii II ()<）IO (III忙北）ガスnm,知珂 立会at 3 I Ii illIR．逍物なし 年報16

O!）・7• :1 0911 （人ii)恥';.t;[ff、もフ 11ン・r・（アセンター新符その他吋ク(u2 :1.ita:t J.2.1,ii 遺1,．，R物なし 年柑16
i ・ 2'2 (a r.’It 

O!l ・ 7 ・ 6 Wl2 熊木）ぐ況IWJり地 (9l（地I<)インフう竺I日 ,•I.会渭 fr. 1 2ni 遺t~ . 遺物なし 年柑16
()9 7 8 ()!)13 1.＇！nut) JI常釣，身tt1;ii(I}糾投1,t外船水怜PU(iEJ1’ ：“#胃fr 0(；111 遺情 ・遺物なし 年罰16

l'f.l ・ i ・ 8 0913 (,'.Inut) ？籾I及：援学校射外t'；水行iu水t印珂 、［会内；t OSII1 jn!9 遺物なし !f.llll6 

(1J ・ 7 ・ 13 0914 (：'11梵．It)Xi)名tttイ；館貞j沢プレース），t比よbり1.’lt ••I. 会．:4:t 3511! 遭情遺物なし 年報16
09.; 28 ()(915 ('j:f;,1 (.）ft/.・r¥ヽIC.1tl令rt1t屯ク[tmaT.’9[（追加その5) 立会潟ir. 211{ 遺情 ．ill物なし 年1l!16

Cl-) 8 ・ 7 UJ16 （ギ」I:＇P)動物沢i>;1，1川梵研究ぉ，tlI《IIi"ht外配竹泊水t印坪 “会，沼；i 3 111 遺1月 ：l1物なし 年報16

09 8 ・ 10 (nl7 （）トil中）1’'勺通路k¥t!！取品l:’II '［会，J11；t 0.llnl 遺情遺物なし 年報16
叩 ．!l・1 ()918 ( ’"ぺ北）教介’祖応本館む．I:’料i；本名•IIIWJ改9引1!,tmill.II !f.．会苫{t 5037ni 遺情 ・遺物なし 年恨16
(ll. 9. •I 11919 訊＼尺北）文t}；り!:t,沐飢 II 期改tり外I~ 1:'JI ('：：：虻 ，．1．会JIIl，¢ ・161.Sn/ 遺情・遺物なし 年祖16

09 !l ・1 11J:!() (！.I．I~」じ）必｝．学茄本飢 II 期改l"！門外渭 1.,＂ ，y.会，閾ft 356ili 遺情 ・遺物なし 年恨16
10 ・ 2 ・ 2-1 

ゆ 9 公 1)921 (,'1.1~.ft) 敦ff'｛： t54”r11 ・文法•'i:fふ木館 IIIJI改i和彫ぶ迂漬l. ：“さ，渇ft 82611/ 遺情迅わなし 年11!16
l [ 

09・ !0・6 ぴ氾2 (!!\~1111 ,:,,'部研究‘K験！棗中償＊A憎接地1:T t．会渭ft 3Gnl 遺情 Ji'I物なし 年恨16

叩・ 10・ 1:1 0!)23 II'，;1,'i），U1，引い印礼護桟ば墳（衛’L) l-’II （安虹） ，．1．会，渇，・CI I• I{ I Oni :1i ft ビ・1ト・仕,..: J~恨告M
1(）．27~ 梵柑滉ft り1159111 j：師芯牙 ・須恵岱必
lO.加 (09'25含I
II• 12 5ヽt・記50,rl
11 ・ 13 ll5:lni 

()9．10 ・ 19 0924 （仄利）、KI俎↓trttt?!“紋泊 (f2rtk)L li i0/JI)その2 ,titJIたIT.I(3:l!lni,'』 It ビ •I ト 本Hii'ハ］
lO ・ 2:1 兌射具fi 15-lnl 
10 ・ 27-:!() 7 255rd 

9 159IIf 
((1923 ・ 
凶25含）

()9 10. 27~̀10 09お rl.，;1村），l［1俎い粁•卜tR卜ti:（日（ i9VI) L ii inhllそのI 、•I. 会，J11ft T.l{ 9159古代 ビ9ト・釦』址・溝 本報i片XI
II・ 121119 兌柑3ft ni (092.1 i：師烹高u、
24-26 含）か72ni j：師；； 須恵む
12 1-:l 8 72ni 

11923 7nt 

()9 10 ・ 13．公 (1)26 けX1，り） ）＂＂ Fi日(「I・点兌電，ば償史新） l．1i ，7．会潟f¢ （ト1111 I••[3沿 年報16
(X) 10. 20 0927 （！l\~Iii) ゴミ屯In場J[（設 1'’II ，．f．会Aft 9.19191 I．．師器 年骰16

09 ・ 10 21 (l928 （：）．Iぺ北）9iff学部本館 ・文ik学部4；俯IIIUl改9H護代，a！；； r. ，・1．会、昌．，・t 33nl 遺情遺物なし 年報16
'JI 

([)， 1(）凶 ll'J29 (IKI，り）お61氾qxuープ）f（itr.’lt 、1会,llltc 2II{ 遺情消物なし 年恨16

09 ・ 11 •I 093() (,i:;1, ltl J}ぷt研究棟．Itnnプレハ／小，，，｛改9§ I.9lt 、．1．会3fト 0911i 磁岱 年報16 
(~J,II ・ 10 的31 II'べ糾） 1I(1対棟．It位1排水狩 '.\<If( ，よ 1:•11 、•I.会鴻 ft 1 4 Il{ ,¥ C遺11'・遺物なし 年報16
II ・ 18 1) （i91，り址縄文後期口；；．，1iit1. 

師硲 ・須．9Lrt:;

()!)．11 ・ IO O!l32 ば．\~1li l 1111~ ，り付1 1 :•'j:tl;9t4仕改ll L'Jf '［会汎fr 地中没よ拙 ，li ft 渭 本横告＼＂
II・ :lO- 梵掘，日ff ピ／卜よ！屈 ，片ft 1: ti t:;．1ii !g: t；； 
12 ・ :l 0.98111 
12 ・ 1-1 外i~ i:111 

公K)．7I It 

09 12 9 (~Iふ'i (J;（町） ［）し（小学tt-Iール1也改修閲械設l,nl.'ll 、‘1．会ぶ仔 1.8II1 iilll'I 遺物なし 年HI16 

（fJ I~ 9 (~J:~1 (!・,・1欠Iti)ll ll•9| tlffil l．．学部分'」;{I也改修札ら（，＆情l?ll ;（会，消fc 14.G-ln! 渭IR．洪物なし 年•lil l6

10 I i.12.19.28 の35 (：!．Iな1t1H:mn改修電気，没t日1?I( ，ヽ1,会，沿「f 423.2I n1 山代 近代ピット 本恨；’；IU
2・2 梵lbl，得イt I t和：1サ・ l!i患器磁器

16 



I 構l勺辿跡と調1t0)l既要

JO I ll (_)(）:Kj 11>¥lil) ILIこばとf¥¥f/1卯1駐IIf場なt" 、＇（会よlfi 12ni 坪，史 q•烈 1(i

10 I 1:12 2:l (t)37 {.9,＂とIIi)111図，＂f1l_[：学部分召{1也改9引悶i・tは{ql.'JI 、'（会とBft 祁111 遺I昂遺物なし 年様1(i 

10 ・ I 11 IJ9:沿 （忠•~1ti) エコロジーシステム ’J渇験が接地 1:'lt 9、I.会．渇fr 10パ縄文 ii'/ 也含柑 4;t出';.Iコ
2 ・ 17-19 兌掘渭fr 邊文1．器 ・弥'ttt;

10 ・ I ・ I:, (~):19 11,•9.It1 9幻了ヶ：茄本館 u 柑J改9釦対憫外I~ ['JI ＇．9.会＂日 fi 12m 遭情遺；りなし 年柑Iii

l(） 1 26 It)1U ,.!.IW1ll 生物生、(!)tlli,_r;•Ti解 I9t中祈1·(r.‘It ：（会，3fc l 11i 遺情逍物なし 1t ・ iIl 1 6 

10 I・ 凶 11.111 し!.I.nat 体f館射外滞段改修l1t ：f．会，月；r lnl 遭情遺勺なし i•11i16 
10 ・I・ さ） IJ912 ,!_I_¥"と北 体ff航柑外配水行改｛多 ；f．会凸ヤ I ni 遺揖 ・遺物なし fI・柑16

l (） 2. 2 11)13 し，9!.旧れ9i ヽ lll[4ittti工学部分屯外1〗 1: li :1 年．刈 l•C 7 IIt ¥.,i・・屯遺構 ((II/ 9) 年91il (； 

10 2 ・ X (1911 (!II忙北19iff学糾ギ舟'i n 期改修d“"t1鼻J.•JI ,•I. 会J1/r Iば 遺情選物なし q• nl l(｝ 

10 2 ・ 8 09・1:> ,,、1"ビ北 教ff学笥；）~nil 文il．学部4-館改iE慣丸，刃日 1'It ,．f会，i1fc 3 I li 遺1鼻沢物なし 年悧16
(11期）

I()・ l ・ 8 ()!)16 ¥、’!，＂と 北）孜介学：品本館 ・文i)ビ紐以9飢改修1` 兄，t1り1.’It 、•I.会項 fi 7 2 Ili 沼情遺物なし fI.．t!！ 1 6 
III期）追加

10 ・ 2 ・ 12 化）17 (）、ii.)，妬学部ふ人棟ll'［外灯 l.，Jt ．． 1.会閲↑t 2 ni 沢情遺物なし 年恨16

11) 2 15 (t) l8 (!!.\梵北） 教ff学部東教hI既，；蒻1．帖J~j位）、• 新，，t他I?I{ “．公澗fr 45II{ 遺情逍物なし 年t1;1 6 

l(） 2 15 !YJ-19 （．＇．し＼嬰．It)教ff学部束教;｛外構 1.,Jt 、．1.会，，冴fi (）5 I Ii 遺惰遺物なし 年報16 

1 1). 2. 1 5 ()[)．';') （黒!:f.lt)教ff学揺東教分4m,'i改（引剛9ば設It11'‘lI 、I会，］，1｛t 4 nf 迅情逍物なし 年11i1 6 

1 (） 2 1 5 化）31 (!！．'，が北）教ft学部東致＊itr：i改作旭気設付11:'J' ，＇f.会，ji/i OSni 遺情 ・遺物なし 年i1i l 1i 

10 2 :/2 (}）52 （黒が1ii)生物生息環境竹符梢折イサ新tt1閉械，没{,；ll'Jf 、．1. 会 ，•J11r l.5ni 政情 ・追物なL 年i/i16 

10 2 22 0933 (.'!,¥梵li)牛，物’I,0,lR境行7請1lIt'i｛新祁1%i設f.:i1,’It 、1会，JH; lni 滋情 •ii'!物なし fr t1i l {i 

lO l I (XX}I (!,'旧と）IJ)1¥1境整頃〈駐は場守ll''JI ‘’I会，i1J’ヽ： 2IIi 遁枯 ・遺物なし it }｛t 1 6 

!II :l I Il955 (!!・＼尺，Wi)巧培笠ii<駐はJI¥外tr政1,.,r.’II 、［会，J!Ir 2Ir( 遺情・内物なし i1.1tし16

l (） ．3 2 伐｝泌 （本ij：中）ポイラー嘔変電it情改朽その他I.’Jt 、［会具t 2IIi 遺1青 遺物なし 年t!l16

1 1) 3 3 (X)57 J、n：北） ；；学品杞外通路柑恨l「l,J'.I―.‘lt ．`！．会＂り，.r :ln/ 遺情逍物なし fi ・穀16

10 ・ :3 ・ ・I ()<JX {、'・',-",1＇k)教fi学部附は特別文投う：：｛か）り埼硲i)じ：：：iHI.＇Jt 、'f．会，Mr 2nf ill情 ・遠物なし q • ;i l {i 

10 • :l • ・l ll959 ""と北）教ff学部本館1!！屯紀水1f if粘込i<i.'1.1; 、.1.：？調，.r 2nt ill惰 ・遺物なし q •・横 16 

1 1) 3. 5 (1.)(j() )←91北 1,;'；：部駐ki島取，t1.’It ［`会関f9 1 7 Ili 遺！鼻冒上検出．、寸向＇足更によヽ If¥,. itta!（i 
／1:．遺物なし

10 :l • R r1.H;1 り＼rlii i日祐01,i:2JRよ I:1t 9.“”n :r 1)s:inf 遺1号・ 遭物なし q. IIi l li 

l {) 3. 8 In62 ",・々iti j＜学院11.• Mi‘`r研究H')：駿＇〖地1釦で，·i l.，i:‘)3をK .［会．ふt 0.7ni 遺1鼻・遺物なし i; •. IIl 1 6 
改tg1E’・（泣：a上'μ

Ill :! Ill 1¥.)(迅 り;i町 附は中学校佼令iii間rIl水うれ改9EI.1[ ；1．会，月，・C り．似ITi 弥生 ビ・1卜 汲いrみ 年恨16
弥生助（し売棺111対部

IO・ :1 ・ 11 (~Mi,1 (．’!，＼忙It ikff館改t多苑＇ふぷ；； 1‘II (1EII1位よ） ；f.会，、日；t l.2ni 選情 ，逍物なし q• t1!！（i 

l (） 3 1 1 (n65 (,9.I．9：だ北）文法学部本館駐じ叫滋t}；r'1t ;「会9,I4,'r 0<1811/ 舟情 ・渭物なし 年恨l(i

10, 3, 12 (J9f沿 (,9.11梵It)I祖紐七ンクー前が．外i1'i火Vtlf,1:・I 11 、,“忙 (1 8nt 逍惰 R物なし り恨16

10 ・ :1 l!i (B67 憔＼な’lii)’lt務1,J来客III片t.il[Jり1r{，没I’IL 、、I.；? bri ft: 2:,111i 逍憎 n物なし 年骰96

1 1) J I Ii （k)（沿 (.'!.¥'l.'.lt) Jtill棟．’．,・¥,t6楊水，没f,;i孜）；他f;：水，；Zf伽改i51・・’lf ，ヽI,会、)'j,'i. ` i 7(i n f ,l'lt胄迅物なし 年iill (i 

10 ・ :l ・ l!l 切69 (！.I”Hi） ・ノフ 1`テニスコー ト船水」→'lI ,‘1. h Ji ft 1) 2,I111 ii~構・ 遺物な し q • •恨16

111 :1 2:1 (H)7(） ();,..ur) iij!4中学校教ff学部19,1窓会ヽ 1;a1↓!)1，＇',t;1)サ 1’J( ，［会","f (） 1 2 nf j附i/1 沼物なし り·•i!i l6

10 :i i:J (1）71 (!!.！尼．It)文'iJ：学部，I，紙介11{，ぼ沿 L’Jt 、91,hJ1,'r 1.8nf 遺I片達物なし 年紐16

Ill :i ・ ~6 ()972 （-l'iEJti)f共梵学！・I・E棟松水配竹T.’II ,’f．会渭~；i 87nf jfll',．j!J物なし 年H!l6

10 ・ :! ・ 26 ()!)73 (）<il..It）必学茄裕滋館凩外給水配'i'llJI ，．1．会，渇:i (） 3• 1 1 11 俎1月 逍物なし 年紐1(i

2010年度

IO・ I ・ 6 1001 (4;、旧1りガスメータ付近ガス月は2ifiり洩凸(c ＇［会，3；i 3 9 I I1 迅情選物なし q: tIl 1 7 

l(） 6エ IU()2 •91',J北 文法学部本館耐石プレース"li11 I也 1:•11 、．1．会，渇fr 22Irl 遺情遺物なし 年9i117
9 I 0 ISnf 

10 ・ Ii :~) IOO1 !！＼~,1い 'i:．わ'l4.0．弓境；1791折立 fり（a対置 l.1i ,'［会凸1・f 0)811{ 沼！II 遺物なし q •. ；il 1 7 
1(） 8,1 1(J()1 ”',1北守り9室シャ'1-＊改t知 ―.,ヽ '［会，渇；c 110-1Jrl 遺情 ・遭物なし 年H!17

l(） 8 9 1003 ！江町l[ij“小学校船排水泣｛日1:，" '［会渇；t 17,r/ 遺情 ・遺布なし fl・．t!し17

10 8 Ill 1（籾 9.’.I’．忙北＼文法学部本t叩II期改；い外惰 l'lt “会，月{c 1.21 l li8ni 古代 ビット ・住［油l・ 1111, I. 4'nir,XI 
9 3.9j -l (） た姐.Illft 土L9匹 ・須．屯路
II :! I 

1 1) 8 1 1)．！) • 3 1(X)7 1.,！しや北1教ff学i，；；本飢 文法・’紐i沐館lllllll改959m代，92f;11 ,•1 会潤 fr 18211/ 遠構遺物なL 年恨17
, I I 

10 R II l"kq 1.'!.＼梵It)店1.f配tE挽：が改依!.'II '［会，.llir 13ni 沼IR 遺物なし り．恨17

l i) (） 1 100!1 ('.II'-.'北）教ff学部本節 ・文i!ぶ囁；ムtilll1期改修屯'、(,，tf日1.91会，．りft I 6111 11i ft ピッ ト 遺物なし 年ift1 7 
9 :l ’l [ 梵it恥':;ft

1 (I !) 1 5 101() （城屯）［i•I属幼lltl\\l迷Jf,1JiVfぶ届れ條J朋 .~.会，月 rr 如1 逍侶 ill物なし ’’i t1l 1 7 

l(1 9 24 IOI I (!.1＼尼lti／珂！学部I・ 2り舟':中Ji!.11!1¥ •I.会↓9しIfi 2.;！ ni il'It/II 遺物なし 年t1し17 

1(1 ・ 10 ・,1,5,7 1012 (，9.I．Iな2北）教ff学部本館 文法学郊本館Illjリ）改！引乳It,，t:；， 1. ,•1．会，J:1 ，＇r 67.7111 ji'I構なし 年t1il 7 
［ （iDIIIII .,.帥岱／i 

10 10,1.,,.7 1 (1 1 3 (.'.11'.':lt)教ff学部本館1/,J辺移IifRが1’It ,,.会，．り1,t 82nt 遺1月・逍物なし (I・．恨17

Ill・ 11 ・ 10.11 ¥()¥ヽ＼ (:'11梵It)教ff学祁本館酎ぶが棧設[lt,：i;r," 、1．会，i,J,'i. 9 1.6: i nf 逍1肖・ili物なし fflll17 
l (）． I I). 2(i IOlo (．9.＇＼忙北）教ff学部本館Ill期改9い外1'11.'JI ¥，1, f? ht/ ii 2, I O I O I ni il'll/1i．遺物なし り．＂i1 7 
I I ~ 2 1 1 (I、
l>,22,25 
:i 2.:1 

10 ・ 10 ・ i 1016 l'I＼だ．It) 教ff学部浄化111分·!R)、•l・・’It ‘’r会潟；t 98.•lfini 遺情遺物なし !jS!!l17 

IO・ 12 !i l (1 1 7 IJ,ぷEII/ テニスコート整131..’II ，．1. 会 "•q;t (）．25 n1 遺渭・遺物なし 年fHI7 

Ill I~ :!11 11118 1'ltr,,'.it Ji高記念紅樹木fil孔I.‘lt ＇』／fむ』：， •lni 遺情なし 年/1117
須•＇じむ J:t況3片

Ill I~· :!(I 11)1り I’"Q北 ／i高品念餃使＃t新ノ，a；1.・11 ヤ会渇ic 5nf 遺11,・逍内なし り紐17

17 



3. これまでの澗在と本，1}収録の追趾

10 ・ 12 ・訂

11 • l ・ 17 

11 ・ l ・ 17 

11 ・ I • 17 

11 ・ 2 • 4 

11 ・ 2 ・ 24.25 

11 ・ 3 ・ 2 

11 ・ J ・ 9 

11 ・ 3 ・ 10 

11 ・ :! ・ 16 
11 · :!•四

11 ・ :! ・ li 

11 ・ 3 ・ 23 

1020 （本：i！りti）テニスコート整I甘[1t（追加） ，＇［会川「f 0.511( 

!021 (!！,'，嬰北）五邸記念誼便99t新It冠ク（店｛紺l'．‘lt ,［会渭fr 2Il1 

!022 (:,!＼梵北）五高ぶ念組f心祈新営償{9t，ぽ憫 I:’lt ,＇（会潤ff. 2U.2n{ 

1023 (，9tl＼梵Iti)囲依改1多l:1l ,［会』ff (i.95II1 

1024 (4;ji北）カープミラー取よ__[1l ,1会渭ft o必11f

1025 （本荘中） IX学部庄礎研允棟とりこわしよ限配行{\•!:'Ii ,［会J:j;; I 75.5nl 

1026 ('?．1_尼北）9久ff学部木館It餌排水設(~I釘J1I'Tm ,＇（会↓9りIf. 10:1111 

1027 (/!，＼だ北） 北地区/"/柑涌i太は光兌冗改{IIは＇直 T・'It ;（会、月1,t 9,6IIf 

1ozs c:.1.＼尼北）教ff学部本館』E面人口Ii耀i火悴Ill'!! •'l.f紐9 た 2.7面

IO公｝ （本荘北）学生部屯とりこわし 1?lI 1f．会，9｛c 3Il{ 
0 75Ili 

IO:!(J ！！,¥,.il1i) ：qiえ翌｛；； （駐はJ§冷） ［'II :（会3fr l111 

1031 (！！’咤北）教fi学部1：節日閲・文法学部本館北llll排水政情改 ；“壮胃ft 叩57911
;§T.1t 

遺In．遺物なし

潰Ill・遺物なし

遺1,．遺物なし

il'lll'I・逍物なし

沼lill・ift物なし

遺Ill．遺物なし

逍構 ・遺わな L

il!III ・ ;n物なし

,n情 ・遺物なし
，＂II．，II内なし

,n情・遺物なし
渭情 • ,l'!物なし

年恨17

年柑17

年tl!17

年州17

年tiu7

年恨17

り消ll7

年恨17

年11117

年糾17

年報17

f1 • 9i l 7 

2011年度

II・、1・ 18.19 

II・ 5 ・ 30 

11 ・ 6 ・ 17 

I l .. J • 6 
6 ・ ll-
9 ・ :!"2 

1101 ('.!.¥梵1lilWbl!給木り1込汗改修r.’lt ,［会汎在 12111 

1102 (},こ9Eヽ11)医'{渚叫＆迂研究!.!<AI~とりこわしよ閃配i刊 l?ll ,’l会，潟丘 62nl 
(82n1) 

遺情 ・遺物なし

J1l情 ・ill物なし

年恨18

年穀18

1103 (:1.1 •.1,t;) 阻＊抜恨i幻T·Jl ,［会瀾>< 6.6111 iftlll．遺1りなし 年恨18

11(}1 （本社北）臨床医学教ff研究センター 1仮！乍）笈伯’Jl束 ；f.会渭ic 試掘31.2n! 占代 ・近代 fi;J,,;J止・¢墳 ・ピIト ギ紐；IilX

兌氾，蔦ic 兌固）39IIi 1:tt芯 ・ in.,L屯 • J滑 ．｝紐 ・泥
出if・甕棺

11 ・ 6 ・ :tl 11応 ．＇！．旧請j)児蔵文化財，渇丘主排水迂lf｛よI．．1[

11 ・ 6 ・ 2・1 1106 c;.,,E中）1天学部店巴研究棟 (A棟）とりこわし．［li 
10 ・ 17-19 
II ・ 1:1.10 
2 1.24 ~25 
11・公
12 ・ 9.12-14 

II ・ 7 ・ 5 

II ・ 7 ・ 11 

1

5

 

．． 
7

8

 

1 !07 (I,•；科） 中庭掘削工事

1108 (/!:＼嬰北）ほむれ屈IIItg,＆改t}T.9F

1109 （焦尼北）陳む名冴紐1格設改修1護代設(i_[‘Ii

＇．1．会Afc 3.5ni 逍In・遺物なし

立会為；c, I．灰 01IIi 占Jn.,1i i胄・ヒI卜
発抱潤；c 代・近！It !・.tj硲）¥・ ・須恵t;

•l．会潤；C 89Il{ 

，ヽ1．会Aft 71.3Il1 
(3n1) 

：f．会.il1i 50,7nf 

遺情・遺物なし

消惰・遺物なし

迫1屑・遺物なし

年報18

本,tt;'.'IX

年1！し18

年椛18

年刹18

II ・ 7 ・ 21i l 110 (:.¥¥梵．It)h窃必念館Ii「I樹木シロアリ餃’ぶよ仕緊包11.(lf-え1: ，・1．令』1C 353nf 政惰 ．渭物なし '1'11118 
’l[ 

11 ・ 8 ・ 18 1111 ( .'•＇.Iだ1tiiti!) 1.1然科学研究科研究1点・児＇芥祁研’允棟 1FI通路陥，・11叫'./t o.46nf ;tl/n・バ物なし 年報18
没:}補95T.’It 1 5.2nf 

11 ・ ¥) ・ 21必2 1112 （医刹） 店幹 • 項）)l.籾竹（第 61対1最亦支閃配粒 ・ 配3付：ヽん） ，［会，ぶl1’t／ 叩）IIf,1;in.，り 閑‘I,（ (/il、,;J~ ・ I/1/状inI,．ピッ ト ~,111;•;·1x 
26-凶 /:ii'<設1.i1:・・ir 発！＼,1,↓,1,'i 代・近!It 1:r.1rn:； ．l/i.'!!沿
10 ・、I.II
26-28 
31 

11 ・ ¥) ・ 21 1113 (I)く射）某幹 ． J.i[JJ,歴 Iii(り>6 1/i棟'.•}支限配腺 ・ 配·i-i; !i9 え） 立会，し？！在／ 公64．ぬ11/ 1 1 12,~I介地点 と 1’'］ 1泊 ）ト恨；’；.IX
工’It 発柑1位11i.

11 ・ 10 ・ 11-13 1114 （松刹） 必伶 ・閃If1整｛行 （裕61，り1如 ・配行，，i・え）、1会，．9，1fi.I
17.18.11 ・ I.I I 機桟成情T.り（その2 ',紬1,iHi.

11 ・ 9、公） ll 15 ( ！·'•旧咤北）ラグピー場横給水1fhittr.’ll \.“~?I,Wi. 

11 ・ 10 ・ 2•1- 1116 (/.I．I妥．It)文il：学部洟．茂棟便Bi増朽等改修「:'ll ,'［会,A1rI 
10 ・ 27 梵拙，91ff

11 ・ IIJ ・ 2>1,25 1117 （本北中）医学祁晶況研究棟とり：：1）しに伴う中庭笈iq ,•1．仝』．介：
12 ・ 12 
12 ・ I ・ 2i 

11 ・ II ・ 15 

11 ・ ll ・ 22 
12 ・ 14 
I:!・ I ・ 17.18 

ll ・ 11 ・ :!•l.25 

II・ II・ 28-
12 ・ G ・ ・I 

II・ 12 ・ 5 

II・ 12 ・ 5 
12 ・ 2 ・ 3 

II・ 12 ・ 9 

II・ 12 ・ 1920 

II・ 12 ・ 19 

1 2. I. 1 2 

12 ・ I ・ 1G 

1118 （大江）電It支祝撤去及び文＋1：新ば 立会謂．ii.

1119 (l:,-，1』・,)I:;幹 ．m如；；（IU巾央，＄郷！・ぶとりこわLにif・・・1 ,-［会ぶ i
女源樹木移II!等）工'.It

1120 （医11..）屈幹・閃境整情（お61月棟It閑平h9侶とりこわし） ；f．会渭た
I..‘II 

1121 C.IPを1ii）店幹 ・閃培笞情（／せ外排水立償す） 1？li ,Y．会，；i,'i.
兌拙i渇：C

IIど2 (IXI村））よ幹 ．m坦笠情（血液照射●珂9衣とりこわし） 1.'11 ,Y.i?.;ll,c 
1123 医病））＂t.巧境笠情（中庭文閃悧木孜丈） l？II 、.f．会,Mc

181.81 nf ,1;代 ．j!i:III: f l:I,9}Jll: ？ • i11/・ピット
ill物なし

公311f int青・遺物なし

2(irrl ,Iift ？化ク・,fl:lciJ1f.?・ ピ •I 卜
,li f t l : t h t; • !fi ig i: 

491.7ni 遺l竹なし
l．帥辟／i

0.42IIl 迅IJl・iff物なし

40711/ 逍情 ・潰物なし

訟9n1 inI,．jl'l杓なし

77・1&6Ill 縄"t.仇＇l：（I.I&ltl. ？． tJ)・L • i貴・；鼻ik遺lit・
中期 ・占ピット ・上JんibRI,．畑址（it).)
代 ・ "'tit 甕Ill · 携文上硲！\· · .tt5む｝\· • in
期 ・近現(t恵硲J¥・ .l' I亮• :.II濯石•,. '/プ •:.I．¥ 
IりJ 堵(ili．亮塊行お (tt行？）

I岱 5IIi 遺1,．遺物なし

21 6n1 Jl119．遭物なし

1121 Iり浅．It 北地区ft<ik！外給水配行 I?Jt ,．,.1t置ft lSInt 

11お （大江北）北1"1周辺l;l境笠償 (I貞l'<・外灯） じIr ,‘9．会潤，・e ＆：打IIt 古代
兌氾閃,'c

1126 Ckil：北）．Iヒ('1周辺内境登渭 (it¥発容 T.’lI 、［会．1；t •I.77IIt 

1127 (ik病）よi引行理棟ポイラー水ドレン配汗他改Itl..IIt ,•1.：拉We 81lli 

1128 (.'l.¥',1北）北地(!.ft堂 ・保健七ンターiり11!1ガス配行修罪 ！／：むがi: 522Ilf 

遺情 ・遺物なし

清
1：幻岱）;・・Al(j• It)i 

遺I~·,l!lりなし

遺清なし． I：t拉訊
遺I~ . 遺物なし

イ'l!H'iLX

年!!!18

水tliitlX

年"!18

年恨18

年恨18

年紐18

4；骰告ぃ；

年恨18

年恨18

年代18

4屯l；し・.K

年料18

年根IS

年骰18

12 ・ I ・ 17.18.2() 1129 H沼,'j)）以幹 ・環没空II,(Ill中央，；夕III.l点とりこわし） 1？lt ,，I.：石り丘I 716011! ,t;tn ・ i';ft I胄・ 1:）ん ・ピット ),,:Illi'；LX 
2 ・ 3.6-7 兌掘↓川ic ,9ift l:tサ俗・ i/｛忠i;.(j~曲
16.17．公）21.27

18 



I H-71}、1追跡と瀾介の概要

11 ・ ll ・ 9,1:l.14 I J:l() （本応 19)l天学部I,,既研究伐 (B• D棟）とりこわし l.'If {1．会、．` 1t l,1696nl ,1, IIt)1悶・ 消 ・ 1••ht ・ ピ•, I・ 4,船 'rLX
12 ・ I ・ 2'1.26-:!7 '.tlll,．りfi 1: ［り閤；J¥・ ・ fb；り11•
2 ・ 8.15 

12・1・ 25 1131 Ii(•町1·11地） f\'!l兌監伯（法1uii\知度） I：’Ir :［会，~He I、ふl{ ，nt11 • Il'I物なし 年柑18

12 ・I・ 31 1132 (L¥J月））5幹 ・内）凡控：i;（iIとり屈：；,・cとりこわし） 1いIt ,'（会，．しIfi l•I.(ini in情 ・遺物なし 年11!18

2 ・ 1.6 

12・2・8 1133 I 本荘巾lN学祁IUボイラー屯改IH't~改情J: F 、'［会、占lk •165ui ;[l情 ・遺物なし 年恨18

12 ・ 2 ・ l(i.17 113-1 (/.I."計1)理学祁圃）い忠日その他1:m（その ll 、．1．会，謁；e 7•17n9 (1.h;h1．もしくはぶと．しU)れる逍I~ 年!UIS
21 プツン．渭物なし

12 ・ 2 ・ 16 11:i.,; L'.I.＼が111‘ 理学茄団場ヮほその他T.,r（その21 ,1．会ぶ：c Inf 遺情 ・漬物なし 年Hi18
12,18nfl 

12 ・ 2 ・ lfi公）．21 1136 （・リ'，Q什il坪学部1謂J恥が（白その他1.1iIその3) ，t会凸／i f,()8ni (1 1,,；.htか渭？ 年悧IS
！．的む）t．i(i・,し'.W¥・

12・2・20 1137 ( !I,•そ，Ii 坪学部 3 リ・館スロープ）f（ぶ1?II ,'fft凡t 113(illl{ ill情 • ,JI物なし り湘18

12 ・ 2 ・ Ti I氾8 1't:f,?[;l迂物名l<示什仮注m. ：1．会凸？t O.19IIl 遺情 ・渭物なし 年糾18

12 ・ 2 ・ 27 1139 Cl.\~北図祐泣名称サインよmr.‘It :1.i石叱’C 0（沿ni 迅情 ，迅物なL 年恨18

12 • 2 • 28 1110 war 環境整｛日（法面灼がが 1.・11 、'索共:i 1 8IIt 遺情 ，渭；りなL 年恨18

12. 2. 2S 1111 ,,;,sr ;;i境笠情＼lti閉囲丙 Tm :1．たふc 2(Int ;I!情・遺19なし 年祁18

12・3・7 1112 ¥),ff.)た1.，Jtllil物団が外掲示｛l（設i1!J,'ド 、［会凸；r l lin｛ 心！鼻 ，遺物なし 年祖IS

12 ・ 3 ・ 12 11-1:1 （ギ荘中ガス供給生設取打・ ・ヽ（会,.11,'c 21Rm 心渭 ．迅行なし 年11118

3
 
ッI 11•1•I 本社中）エ イズ学研究七ンター．生合沢；用研究 ・姐艮七ン -:(会閃It

ター．動わ沢i'9.開発研究空よ祈館．’）渇名掛水惰配i切ふり什•え
T.T 

7 5II{ 9情 ．，n：勺なし 年恨IS

12・:!・26-:!・27 1115 (['屯内） 1t幹 ・環Jt芍(',I •i'i (i命偵とりこわし L1t 
1 • 2.1 
8 ・ 21、23

2012年度

12 ・ ・1 ・ IO 

12 ・ 6 ・ I~ 

12 ・ 6・ J.1.15 

6 ・ 18 
7 ・ 9.IO 
JO・ lS.16 

、．f．会,/:j;, ,r-.:≪)11( ,'oft' 中 lit 溝 ・ 1.Jん ・ ピ •I 卜 44糾＇，•仄
発柑岡1＇t )1悶 1•,fう芯I\· · fJ.のIf{f. 1ii！どぶ片

12 ・ti・ 20．公）
7 ・ 3.26 
7 ・ :ll 
8 ・ ti 17 

12 ・ti・ l!l-7・19 

12 ・ 6 ・ 2:, 

12 ・ti・公）
7. 3、5

12 ・ 7 ・ !)10 

12 ・ 7 ・ ti.9.1:l 

12 ・ 7 ・ 17 

12 ・ 7 ・ 23.2,1 

12 ・ 7 ・ :ll 

12 ・ 8 ・ 17.20 

12 ・ 8 ・ 16.17.20 
9・5 

12 ・ 8 ・ 21 

12 ・ 8 ・ 28 

12 ・ 8 ・ 30 

12 ・ 9 ・ 3.'1 

12 ・ 9 ・ 12.13 

12 ・ !) ・ 11 

12 ・ 9 ・ 19 

12 ・ 9 ・ 20.21 

12 ・ 9 ・ 26-28 
IO・ I-

!:WI ('.!．ぼIii)1t務局rti侶l.，沼陪樹木1釘tr.’It て［会関，'r o!III{ 

1202 c J父町） ［ij属小学校給食七ンター耐震：次，ぷ断潟ff9,f•月 ：1. 会占，•i 7.111f 

1203 (）社l:．It）本北．It地区駐車場配秤 r.’I(（研よ） ：L会碍fe 15(）．711{ 

lAM （木イ［北） ！li木移柏鴫が1;）ド 、9f4郊，碍it l:iii()IIf 

120;, I木荘9P)l応学部艇が研究14: （ lli点 ，l濯I) とり..:わし L•JI ,•1.i,~1'c I 
，，ti駈凋fi

12()(; (：lぼ北） ／i窃 ，，t．念館ii膚 1せ外給水1礼IIitf也l..‘It ;r.iむり1.i.

1207 （ぶIl .It) 水 il！指定J,';i\'I超過「{J戎 l••9i純l!hll院去に fi'·i 、.1．会沿l ヽ［会，；れlft
仕 • 発掘，9月1, 発化炉斗fr

12()., I本;1．．北） ，•1. （木駐11「場女I:1（配級{F l...’lt 

1218 (,'I','!,>北） t/j災WJ哩システム取設工It

1219 (/,i[) ~外給水管t知理

12公） （！！！尼北）プール閲！女水冠木tfぽL11 

1221 （点町）プロ／ク塀改t多工11

1222 1l9i1,hl外来ふ1/;棟研ttlRR改情LIt 

1223 ギ荘中）国際先端I¥'?:研究it,｛f，出は新1:tl..1i 

12 • Ill・ 15212-1 122-1 (！し＼梵9i）珂学祁幽Aとi).:i>し1:'It

12 ・ 11 ・ 9 12:.?5 区1分 ） 西•!ii屯西問地盤改良1?It

12 ・ 11 ・ 1:1 1226 本荘北1外米んメg代粁営砲，気，ぶ日 I:’II

12 ・ 11 ・ l!l.20．21 1泣7 49荘北）1,・ltEIilり百貨その他l?It韮加I

12・11・2627 1喚 "”111 理学沼閏場弁’1i行宮 l・・'l’
12 ・ 20 

12 ・ 12 ・ 10 I年 り1梵北教ff学t；；ゲ俯！Alk!/111-1:'ll

12 ・ 12 ・ 18.19 1230 'じ，.,¥北教rr・‘沼＄北閉拷ぼ改t;l.’It 

13 ・ 1 ・ 28．四 lmi (）＜iT.l．応学祁A棟Itj問池系妖射外給水行改修―r.1t

13 ・ 1 ・ 3() 1認2 (）＜il:））<i［地区RIき改尻外給水弁取t;．I.1t

13 • 2 •7,8 1233 （本荘中）医学部旧ポイラー室煙突徴去工事
12,13 

、＇r.会瀾介

．＇，．会，J.9tt 

`•9 会，，可 h:

，t会、関：f
＇．，．会，月 K•

、＇，．会，月：i

、・,会凸：r
兌招，、可Ir

遺消 • ,l'11りなし

遺1,．，R物なし

磁沿

年IRI9

年報19

年紐19

磁硲 年Hi19

7”"li 古代・近）Itボ ・ピット ・I釧11,:； ~ i(l!g::; ~ |ij 本報；liX 

磁t:； • HI:it 
lHn{ jaw．退物なし 1i湘 19

l(X)llf 古代・i,ift序グ<i) 1,9;-J1I -幼 ~ 溝（保（I: ） ~ り消l19 
ピット 2-I：帥悩 ~ 珈g．岱

7:I,7ni jti1,1，jU1りなし 年報19

120!) （木＂［中 ）図'f部・｝紅応研究棟II棟；！M（処iliに伴うJ.：滋'，I1i. ，・［会泣げi. t17II{ 

1210 1i;（町）附属小学1文給水本竹補拷 l.‘li 、‘f会Aft :!..In1 

1211 IJ；し町） 5父1ドc;!：部filk§巾牛佼雨何17ュ．ンス改作」・・’It ,`f．会，；』fi. :l2nf 

1212 (I’ぺ制）西崩棟西側道路陥没復Ill」21i ,'r．会，、1介 (i!）nf 

1213 I本91:Jt）本；11:北地1刈駐）F.I易既成配1fl?ll 、.1．会，；月ti. ・I（沿111

1211 (,t項：北） ，•I. （似lf. ,10易新脅その他上’li (I．会，．＇出 ff 224.：III{ 

121.1 (J,が東）教ff学祁附I・ふ幼惟t91射外JIiよガ；；.配行改修T.Tli ・'(会，冴ft 35IIi 

1216 (J;i町）if1屈小学校体ffln，各続排水,,.,改9ぃ：’lt 、'r．会,'Ai,: :!!fi.ni 

1217 I灰科） 9E’I(1易整情U控空改修慣{R,＆{qI:m 、.f．会，月Jc •I. Inf 

1(l(1,3n1 

3り，9II{

1 2 n1 

1 7 1 IIi 

汎I~ . 浜物なし

氾情 ・滋物なし

i)11h'it物なし

遺1胄．il'l物なし

沢 I~ . 消物なし

磁悩 • I• t it:； 

))11, ~ in物なし

2nI胄．il'l物なし

,Ill~ · 遺物な し

ピソト ・1▲t;； ・困磁t:;

,titR ・ }l'I物なし

丑情 ・渇物なし

;l'I t鼻~遭物なし

•l(lII{ iin, 11:Iti19 

l0j911{ 古代 ・近!It1鼻 • %9て(1.1，ヽ；址 • !U 、•I.!HI物）止． 4；恨；9；x
l:ht・ピIト・li製品・ 1;tt岱 ．
1/l恵む・囚磁む • .l·· 礼，g， • 以匁
M, ・ ftし竹

，．I．会潟た I llin/ ,!!Ill • illlりなし

、tiゞ見・, :116111 ;a1鼻．，n物なし

、‘1.；吐置fr 22II{ InI鼻’
梵担訊；t

、,（会製 1•r 271j11i 遺18．遺物なし

．`I．会潟l・r. 276IIi ,'；代 i1i人は{II、'；址？

91会；渭；r 2591i in!,．Jtれ9なし

,M ;t 5.2II｛古代 ピ I ト ・ !·.M討 • !（l.，g岱

，．1．会晃；r 祁：iIIi ,lll,．遺物なし

：1．会，月：r 1 2IIi 渭1,．逍物なし

立会閃査／ 9.3rrl 古代 ビット ・土師器

発掘隕査

り消l19

年11i19

年汁し19

年11!19

年報19

年11i19 

年糾19

年骰19

年lffl9

年骰19

q:hi19 

年恨19

年骰19

年糾19

り・骰19

年紺19

年紐19

年恨1り

q: rl19 

年Ri19

年Hl9

年恨IY

年舘19
本情

19 



3. これまでの揺，j1tと本・11F収録の辿跡
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3

3

3

3

3

3

3
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I

I

I

I

I

I
 

1 3. 3. 1 1. 1 4 

13 ・ 3 ・ ll.、あ

1 3. 3. 26 

2013年度

l'.l ・ 5 ・ 21-7・27 

13 ・ 5 ・ 21-7・10 

12:H (4'，1i:.lt) I公学部[t佑Jf1J「(i&I'，’Ji 

12お (I公病） lit 19,1 1f ス ,·,•緊，急i“'tlい1f

り．会，渕fc/ 24.I 9lt古代・近litI：坑 ・1:r.5硲 ・1/i恵悩 ．磁憐 年tit19
梵1し」，月fr. J•AIit 

、［会，況fr

12:16 (!.l．I’t.Iじ）教ff学t1;9忠~Iりt,，tfItr.’It 、‘1．会，月fト

1237 (/.I.\~111) l'I！学部：l:; h\'1 1!J lltl'凡験Jid兒物 irtJ↓, 1:•11 lゞ会関ft

訟沿 (.9.I．l~IIJ) 屯気 I'l動 II(II(／,1（新‘i:('L 'ド 、＇（会，．りft

1239 (IKIM) !l'II1、,．lf'/‘↑1緊．急i月9EI'・’IT 、［会，渕ft

12•1() （：．IVE Iti) ！：学部[9じ叫 1:•11 、'（会，月ft

訟11 （ぶ（ llf) 教ff学部[(I狐小学枚I~令 IIB 飩＇がな(,Jll{il,a （日1f{，t 1; 、・（会，．日化
・11 

12,12 （心fl ， I• ) 動物'kilt研究JUI 梵聞究柚，＆ィ、創19r(iIII地！’・タンク 1位 、・1．兌刈fr.
）；に伴うヽ，1．会，．り，'f

12,i:1 (，，;il:It)） fiffがれ！fli lf.屯閲）訓1~11 .&'1切位）； l？li

訟14 (4<．lLIt) ｛．t•印i，IItii令 1 隋院I)·)1佑ffRI改修 ,~,'は設 1q |．’li 

、［会；月1c

、‘1．年．＂f

1. 1 1 1 t 

0.（｝ 9 1 i 

(）．0ni 

I l.2nf 

8.0I I { 

2. 7 1 11 

27.2nJ 

29,8nf 

お11f

1 8Ilf 

逍1/1/・ill物なし

inIR. il'l物なし

ii'!llf・遺物なし

ill!作・沿物なし

迅1/1/．itl物なし

は1/1/．逍物なし

道1w.in物なし

ifil，1・氾物なし

迅11'/・il!物なし

洪情 ・汎物なし

年iI!19 

年骰19

年t1!19

年it!］9

年報19

年骰19

年根19

年紐19

年11!19

年計119

13 ・,, ・ 21-6・12 

l:J ・ 5 ・ 2:i.:!I 

1:1 ・ r, ・ 17.21.2;, 

13 ・ 6 ・ 18-7・1l I鴎 (:.1＼心北）附属19111}析；巾央館外I,¥1:・1, 

13 ・ 7 ・ 19 I漢17 (:).¥,'りti)1け林佐飢西閲間1胄1l19Er.'99 

1:J ・ 7 ・ 19 Ì‘郎 ()<i l:．It) •あ ••1:fぶ(nド 1 とりこわし L'Iヽ

13・8・8-10・7 Iぶ1) （:l.！41Il) 1•I関 ，r（新技術研究代．点柏，,Z新·ftその他 I••’It

IJ ・ 8 ・ 6-
15 ・ J ・ :N 

13 ・ 9・2・1-10--1 

1:l ・ IO・ 11 

13 ・ 9 ・ 13 

13 ・ 9 ・ 2 

13 ・ 9 ・ 12-
1-1 ・ 3 ・ I-1 

13 ・ 10 ・ 28 

l:l・ 11 ・ I-
12 ・ 18 

13 ・ II ・ I -
12 ・ 18 

I:!・ II• I-
12 ・ 18 

13 ・ II・ 20 

13 ・ 12 ・ 9. 
l•I ・ 2 ・ 25 

J,J ・I・ 17-
2 ・ 12 

1301 (.'!,＼だ．It)fIIlil•;l ;1}飾 I'央餅（樹木!t!S1:•11 、‘1．会，iifト

l:k)2 (,'t1忙．It)［II↓応1,1}師11,）噸改修和1t,，屈符1:ll ,y．た、月ft/ 
兌拇，関介

i:J()3 （，'.l"t.It) i11 伍I•'1,IF館中央ffi改t酎tt9(，;t憫 1. ’lt 、'r.il月1，t

1:m (：，I.¥久!.It)1i．沿j,心念伽i;／iWA浪 9tl.,＇lt 、7，会，月3c

1,、I(),3 (！!．":l9i) hlr,11i餅技術研究I~,＇，'！施設祈‘i・：； 1 こ it• う文rJ,>I:)/ A< i; 、’,•会，川 ft
1ft,.,)'1..＇li 

1:i10 （り＼べWi)-） （フう（ン1WI,• （船水設｛i,jぶ）1．’Jt 

131:l (,'l.¥'!.'.lt) ・rースコート改t;[li 

1311 (.'.I'，忙北）匁1命衣改りtr.’II 

、．f．会」11t / 13r800n1 古代 i青
兌柑閤ft

、t会、・月，＇C Iヽ.IOn/ 遭情 ・遺物なし

、．1．会，月fi 、17.0:lnl iii情 ・遺物なし

、t会Afe/ 632.00II｛ 近現代 IX・現代遺物
兌柑，．1，.t

、1会，；＂r. 5'l.75冒6()nf 近 lit ・ 占 9l．屈• It ・i< • IE. fl.l t3沿．t.臼年糾20
兌阻潤／c 代・縄文 硲・組．，L,·岱 ． i知骰・縄文 i：お ・ 1—-i

硲

1311 （り＼忙ItI)1•Im，r、新技 ilr研究促．，·’f始は祈営に1f •i ば陳配;fH• ［ヽ会凸ft
I・．り1

1312 (／l＼尺北）UI命吹給水汗場水i月9:I?It 、.“ヤ月1t

、9!.i:Att 
、t会，員ft

1315 (!•I.I だ．lt. !!_1べIti)郡rli,iti"i'IIY: 中部／えひり（部処汗l{1li水 ；l会、渇／c
叶じfft1汗 (C-:J. I.: -4),.'lii l.’It 

1:i16 ox1m中央診iRiい(9日沿水桝＆Jf(設[II 

1317 (Ji./t中））↓on引日 (I'I衣兌寃，；t（日） l'・’It （地ドタンク）

V．会ぶヤ

',L全，a_;i.
公規潤允

1318 ({；北中）ふ幹芍i日(ll衣梵iti政情） l．'Jt （梵屯1̀;uiil ,•I．会，月 1.t 2:l6.-10Irl ，り（t 住9、,;.i青．!t.穴． 1:的お ・1/l恵糾 年報20
兌揖出1t

1319 （本．ir中） 格りi’"3(「I'ぶた軍，＆{,II 1:'JI（月は力虻行） ：1．会滋．ic
兌批渭た

1320 ,i>泊り） Jnl11.9{a (9|,"＂’I[iり9.'I.['fl,r,;;・ I鼻込物閲{f') 、［会況た

1:m （本．IIル） l• lr.l先渭I\‘f·研究拠点新1：仇必(;tiar. 1t ,•1．会；，4i.t

1333 （し、 1ふ）、ほ{m行Fl' 1東ポイ・1 — ,IHI 鴫3 1?lt (1(iIII地／・タンクi ，1・i？,Aft 
祈．iり染t:J)I栓J;) 梵拙，関：t

公8.(J(）IIf

；n；；.（Xl119,hit 

97.00nl 

0.45II{ 

I力'.Ii()IIf

101.00n1 這!If・遺物なし

0.8!5nf 遺1鼻，遺物なL

6.48n1 遺lll・iill'lなし

•11.915nf it1,．遺物なし

5.60nf i!illt・近代困沼岱

0切Ili 逍情 ，遺物なし

llXJ.!Oni 古代 (I:I、,;• I昇 • I t9・(, J:tb岱・ 1i.'↓！岱3

Iお9)II9 ，り代

3．四．80n{

75 26ni 

JO)茄111 』1;rt

滋情 ・選物なし

(tl.s・ ・ H:,·cJ.:~tW ・ /（池岱

遺情 ・逍物なし

遺惰 ・遺物なし

逍情 ・遺物なし

l.I：店 ・ 1糞 • It穴．上的岱 ・須・，gぉ

遺t,．遺物なし

遺情 ・直物なし

I t•It. .l··Ct t;．gn・'↓じぶ

年fl氾0

年1!!20

年骰20

年1眩0

年恨汲）

年1!120

年Hi公）

年柑20

年報20

年i!l20

年廿l20

年符l20

年1!120

年代20

年9!l20

年1!!20

年骰公）

年祖X

1:1 ・II・ 15- J:l21 ll>、1、'1）m)II.笠Ia(9!”"計1I『lij 坪）「•＇1[ （）、1L・ r:i水1月保） ：1．会.JI!le !189.5011/ 古代 仕Iヽ ・ 溝 •l.l:穴 • .t.ht 年恨訊｝
11 -12. ・ 9 兌抱汎fc

13 ・ 11 ・ 15- 1322 (I'，；hり） m境竺iら（t間1LII（場＇令） 1．’It （樹木r5if:） J．年：~ic i3.00ni 遺9角・遺物なし 年鉗20
l•I ・ 12 ・ 2 

13 ・ II・四 l323 (IX科） ii 9奴改9Eln！屯ほI日1.’lt ,•I会，月 fi .175ni in(9，遺物なし 年恨20

13 ・ 11 ・ 19 132-1 (11,1,り）設情汗珂u:I(fフー，；引悩` SI:’lt （配ifl?II） 立会潤；r 17.7Orrf 遺1鼻・遺；りなし 年1!l20

13. II. 20~ 1325 (lXI,'1））””t（日（窟知ぶa) l?li ,tiが刃；t 4⑱.IOn1 古代 lti;. I•釘お 年f!l20
II ・ 13 梵氾渇{t

13 ・ 11 ・ 21.'辺 1326 (lXI村） 111it話交換＊改修1代1會t設{ar.1t ,•1．会潟た 13.78nf 遺1,．遺物なし 年lfL勾

l:J ・ 11 ・ 21.22 l32i (i'>;li/J Ill瑶ふ交換＊改9;r.‘It ,•1． 会，94fc 祁-10111 il!III ・,i'l物なし 年紐ビ0

13 ・ 11 ・お．26 1328 (t孔り） （/＂釘的 la行射外ガス配if改IJ['II .y．会講1r. :≪1.:io111 遺溝 ・遺物なし 年骰訊）

13. l l・凶 l：四） （4：iE北）駐1I『湯ゲート ｛ンクー：Ìン移品l:'ll ,•1．会逍た 2'2(i0n1 遺構 ，遺物なし 年骰ざ

13 ・II・ 28- I；!3(1 （岐東町）教ffゲ：部附は幼I(（161竹秤！“ゞ 改tBその他I?lt v．会~ic 208 ・19n1 遺1鼻 • ill物な L 年報れ）

1'I ・ 2 ・ 7 

l:l ・ 12 ・ 9- 1331 t},<11．中）1 ヽl関先沿1',;;i研究l~.'•1耕営itt9til{91.’lt 、91．会占fr &1.5lId 遺lA・逍物なし r.f:l火）
14 ・ I ・ 1・1 

年Hl公）

年1!l20

l•I ・ 1 ・ 21 J :l3•1 (:!,＼戻．It·!！，＼閃Iti）欠j,h安介給ぶ瑣新 I.. ＇It ,．f.i9A fi l塾I11近現代 切磁岱 年軒120

l•l ・ I ・ 31 1333 (kiLlt) I'11 S史改 I?II ;［会潤Jc 0.6111/ 遺情・遺物なし 年泊ぬ

1•1 ・ 2 ・ 5 1:~lG (J戌東）9iff'各部附属幼稚1~竹J'l1 棟守改,~その他 1.’It (Ìht ;9．会』ii 529,IOn1 逍I青． j!l物なし 年報20
設1日L'1i)

l•I ・ 2 ・ 10 1337 （い刹）外屯，，ら燎棟枡党閃！・.t,;i1;i:-11 ;［会』た 10.G2nl 辺渭 ．迅物なし 年根20

l•I ・ 2 ・ 17 l:J:l8 (/,I.＼べ．It)1:ヽ．i：致ff棟 (ctk)ス1J_-/If{はじII ,‘f．会関,'i. 57.GSnf 遺Ill・遺物なし 年紐20

l•I ・ 2 ・ li-2G 1:1:m (/A\~.lt ・ 1ff) /.\{外</イン 6祁11:•11 ,、［会汎,., 196.()On! iftl情・遺物なし 年t1!20

14・2・28 1:1-10 (!.（＼閃．It) !•1.\t .Itfnl(A (19 1外l•I人柑令）改{tl?II ;1.：社Uc 没氾Onf 遺情 ．ill物なし 年骰公

11 ・ 2 ・ 21 1:111 o:,ar)教ff学部HI属中学1えl"I恥改り51••II V.:％月1t 加()()n1 il'lin. j1l物なし 年11120

20 



I H/11)、J逍跡と晶11籾）概災

1•1 · ~ · 25 1312 (j;,•町）教ff学部(f/i£小学校休介館改t§その他 1?li :1．会，凋tr •18.7011( 沿梢 ・遺物なし

;nt1, • 迅物なし
3 ・ 13-17 

1•I. 3. 12~25 1.143 （東町）教ff分培叩J属小学校fi.； fi館改9多その他 l••’Jt (1専代設 ：1．会，月{f 邸8(X)nt
{q:r．’9l) 

1・1 ・ 2 ・ 2-1-:l·I~ 

1-1・2・2:l-:l・l2 

l•I ・ :l ・ 6ヽ 3・17 

11 ・ :l ・ 6 

11 ・ 2 ・ 27 

11 ・2・27-]・17 

1・1 ・ 2 ・ 28 

1・1 ・ :i ・ 10 

1・1 ・ 2 ・ :!,,', 

11 ・ :1 ・ 6 

l•I ・ 3 ・ 6 

1 • I. 3. 7 

11 ・ 3 ・ 7 

11 ・ 3 ・ 7 

I I・ 3 • 22 

11 ・ :l ・ 19 

J.I ・ 3 ・ 19,:!(I 

11 <l ・ 27 

11 ・ 3 ・祁

2014年度

11-4・3 

J.1・1・11 

1 •I • 4 • 1 •I ~ 1 6 

1 4 • •I , 1 4 

1 •I ・ 91 ・ 1 7

1 •1 • •I • 1 8.5 • 1 9 

1,1・5・.＇悧

14・6・9 

1 4 • li • 2• i 

14・6・20 

J,!・6・1り．26

I:} I•I I以町）教ff学部Hi属小学！え(tff餡改1ぼその也I..’Ii

13-15 （勾！：中他））§泣整i日 （袷水ぷil'.・)'I r:•Jt I本{i沖地区分）

13-16 (.'I.¥".'.内）柁合研究棟 (..[学系）改修じIt

1317 (！,・1梵,ti)松合研究棟 （工学糸）改9;FI[ 

料18 1:.,・'，"...Wi）杞合研究棟 (r．学系）改9知屯＇・［ぷ日1:1[

13-19 '.'l.IQWil 姓合研究棟（」玲•：系改；E即•tは1笞 1?l[

1350 (JK•町匁液樹科如；

1351 {J..9・ロr,tm(rh1（祈設

1あ2 K利［町教イ砕瞬滋幼1訊プ(1ック塀改修r.’I[

I:l31 .,.＇.\',l北l'.I"せ北{l[1し＼改修I~!-<ぶ;n:、ド

1355 ]＇℃北 9日 ;,h•I（新は

:r.会，ぷI介

.1．会9,11jtr

，＇f.会凸ヤ

．̀f会品'，r

9.“'’r 

，＇I．会必／r

，9!.会具fr

,•I.令J4;r 

、'I会a;r

'［会占1・r

， f`，会 .::!,•r

7(l2!)(In9 ,l'ltn. jrt物なし

！籾．IXln/ 心IIt 凶磁路 ・占銭

公•15ni ,R渭 ・遺物なし

132!)(ln9 汎情 ．，n物なL

187(;119 ,I'!t,．n物なし

：如．IXIn9 ,'iIll ・近代困Ill~; ・ 1[ ・ il~1fri {・ 

57 11)II9 jl'I渭 ．遭物なし

I I I (X)II1 ,g!,．inがりなし

巧2(X)IIi 遺1,．遺物なし

1)．liOni 逍1青・逍物なし

52只rli 道情 ・遺物なし

1356 kiT.．北 届牛部北r'I人lI樹像設閃 l.’ll ,［会虎1・r l.（XJllf i.l'IR. in打なし

1お7 （大江北 fq出trt-f(新よ ,•1.;,.~,r 2・1',o111 i.l'lfll・iftl'!なし

13:,8 (）＜iL北 よ閃樹屈餃夫 ，t会~ir l8!1(1111 ,ftf青，n物なし

13.ぅ9 ('l',"'北）仮よMII(jりJR立 1:1l ,.（会AK ,127.（籾1i 遺fll・,ll物なし

1360 (！I！だ北屯要文化UIIiぶ品念館9紺ふ夕断?務 ,7.;,:,;, :/0. 10111 近代 囚ば岱．1t

1361 (,'じなけj ,r（安文化RIl：学部研究fi打館紺哀ふせ双1月 ，＇（会，＇胃； i l(X)111 近代 囚田t;

1362 )臼町教ff学品？）浜中学校卒そ，，2．念5},1介，，引nr.'J9 ,•9 会，ふ,r. l.()(）IIi ,I'!情 ，遺物なし

lぬ （！！＇，閉酎也 茄,tiガスメーター取{i•1:1t ,［会，、日t 22(k)IIi .1lt,．，!1物なし

1-101 (!！＇だ北） ［9しd[9]古館中央館酎水排水ポンプJn;21.’Ji i会、岱，・r 1,•II 11( なし 』I8，渭物なし

1 102 （大ii：北liiTr館改t}その他 I•••It ,•1.i]ぶr. W:',/)11/ なし ,nt~ ・,11物なし

1403 (Kil:．It) 1が介館改t}その他I?It(t剛如対bI?lI) ，•1．会，、〗 l’r ,114.()(）ll{ ,1i(t i:ttt:； 

1位 l (Ml.北）｛けf餓改修符気よ（日 I.1t ,•1．会占北 、14公）llf なし 遺I青，れ物なし

14()；； (Jii町）教ff学祁附比1叫斗交卒茫品念樹／り1川卜月 ，•L 会，，Wr ,l.IX)llf なし 』I胄，＇ll物なし

M06 （本荘中） l•I際先沿l父学研究1t.9,＇濁i‘itその他T.9ド（外W I?li) ，•1．会，材た 16727(）ni なし ，RI肯，＇l'l物なし

14(）7 (）K町）教f匹：；，；；HI属小学校対；ft七ンクーとりこわしに伴う ，r.会，悶fr 3:,0』1f なし ，nI村・遺物なし
よk1配行撤、た1:9F

1408 (.'.I'，嬰Iti)木部 (IIl’li務！4本館））EEi・titt ,•1．会，Sifr 21.（k)IIf 近代 ，A．!!l!Jd,1み）I，促

1409 [(li必幼椎141プール茫光ネット取付 、‘1．会，関，'i l．li()ni なし ，I'll/Ii．渭物なL

14IO (、’1.'，伐北）mMI叱り陀中央館≪!Ii補修l:’Jt ;I.会曲fi (）r,(）nf なし inI村・迅物なし

J.111 ( ）;し•町）教 ff学部附属小学校奇hitl・ンタ ーと I).:.bし1..’l1 ,•1．会 ，tHr lli(X)11! なし j月1/II．れ物なし
(I代代，＇がGi)

年lf!2(J

年報2(J

q••t!!20 

年1t2(]

年lf!2()

りCIU2()

tf.tu公）

q.H!3) 

年1!!20

り濱t公）

年!!!20

年紐20

年代2(I

年恨2()

年訟）

年lt!20

年れ！2()

年lf!2(1

年恨20

年i!!20

fけ！！20

年州21

年代21

fl: Ni21 

年代21

年穀21

年Rt21 

年1!121

年11121

年11121

年IIし21

年11!21

1•1 ・6・ 19.2(; 1•112 (Ji町）教ff学部[ijは小学校給ft・!;・ンクーとりこわし i:・11 ,［会、悶ft :；!）Ii 7(Iil！ なし 1 ••閲 1.:; /暉21

1•1·7·8.1-1 141:l (I父刹） 中央ぶ燎1屯東悶環／g整Ilii_l:’It ,M．会，．？Ifト 22541)州 なし 迅I≫・迅物なし 年11121

1•1·7·8.1•1 1414 （仄／社）中央，，夕燎棟A（閲J.;lJ立？t1付（恨械，！ダ1(JI |．1I J．会，．nff 21.Ii(Ini なし i/II柑．jii物なし 年11121

1•1·7 ·2:i 1415 i:.1．！度北） （仁'(1館改修俎気，没佃 1:・1,(（反，和l,'.il9.l 、’I．会 ，•\'jif. 2.(Xlnl なし ittl柑・遺物なし q•• t1切

1•1·9 ·•1- l•IHi (.,!＼’i.lt)武近場` ．が改炉護械，没1間1:’It ,•1．会 、,1J ir I.I叩7.31Ini 古代 • ;,L11し ピ•, I・, /,/1恵器 ・1:［5 i:; • 山磁 年11121
l!i・ヽI• 1 5 料・欽t}

14・9・11- 1417 （京町）教訂学部附屈小学校校舎新営その他工事 （建榮工m)立会謂査 747.90rrl 弥生 ・古 住駐 ・溝 ・ピット ・建物基速．弥 年報21
15・6・ 10 発掘謂査 代 ・ 近世 • 生土器・土師粒 ・ 陶磁器 本密

近代

1•1·9 ・ 1 6-11 ・20 1'118 (~WTITl ~I尿屯新技術研究拠点柏設新·i,',, tl'tl屯ぶ灯 I'.’JI

1,1・1()・10.14 1-119 (.'!.,；咲lti)fil際氷祈技術研究拠点抱，；が記沼E気、'11"， I:1i

l・l・ I0・ 14 1・120 （本i[iti)1k,{f館改t多憤快よ情r:1L

1-1・ I0・ 14.15 1421 （本荘1h)1仁fi館改t多 1 :•11

l・l・IO・l・l 1・122 I本荘,ti)f{;fl館改修屯気よt"T.1[

l・l・IO・l6- l-12J 的 kI'毀桓慎熊｝J医学'；i泡．鈴按OFケープ1い改';じli
1:i・9・2 

、91.f叫{ff 532(KIni 近現fI: J•Jii & • 斗 {.i. i↑壺，はJ磁器

，ヽ1．公，il,↑f 49.:•( I1t なし ）f!I昇，逍物なし

'［会占fe 26U)IIl なし il'I情 ・遺物なし

,z．会必i’i .3AI.（J2n｛ なし ）nl,．；n物なし

＇，1．会J11E 6•18IIi なし ,111~ ' 渭物なし

、［会J,'j1i 1・18.26ni,1,代 溝 ． t••Cり t:； • 須恵岱
梵柑J,'j,'i

年祁21

年1!!21

年恨21

fr．恨21

年報21

q:t{!21 

II・IOがJ̀1 1 •26 142I t9咽枯木往恨It採来務 ，．f．会31,e 21.16IIt なし 遺111・,ft物なし 年恨21

14・11・21- 1425 （本荘北）臨床研究棟新営その他工事（地下蜆体Ill去 ・擁坦立会謂査 1,655.00rrl 古代・近 住居 ・溝・ピット・建物基遠．土 年籍21
15・7・29 I釘rt) 世 ・近代図料 ・須恵雑 本そ

14・11・17,12・24- 1426 （本荘北）臨床研究棟新営その他工m （本体工Ill) 立会謂査 2.(41.00rrl 古代 ・近 住居 ・溝 ・ピット・建物基磁土 年報21
15・ 11 ・2 発掘謂査 世 ・近代師雑 ・須恵器 本拷

II・II・18 1 127 .9,I内吃北 {tff館改ts工’Jl 俎ば’;「 Sll (X)IIi なし 渭IA・遺物なし 年恨21

11'11・19 1128 f,.町他教ff'盆；；~Iii:教fi‘J:ttIt．令tン9 咋外郎改t§ l. lt ,'f．公渇it 7.lX)111 なし 遺111・,lllりなし iHI21 

II・12・12- I 1'2'J '..I¥'¥揖i 本部g1木泊孔l：その他l→.1[ ,［会閲た お2.Ill191,Iift.ii f1.1,9；人は渇 ・ピI卜．，紺；N:Kf,iみ 年恨21
1'>·7·~1 た拙Aft 1！し ・近fl. ，肛~と． 1：tう：；； • HI!l,・t9・出は岱

l・1・12・12-
15・7・2・1 

1 I・ 12・ 15 ・ 16 

1-1-12・18-
15・6・2・1 

l•l· 12・ 19 

1、1・12・22

1-1・ 12・22 
l:i・l・l!i 

I:i・ I・7-fi・2 

1・130 '！！＼梵llil/~/；；；民外ス t) ープ取泣」―.1I 立会3;t 195・77rl｛ 古代 ・近 、か煉JUnみ）Kは 1;t9ど・瑣心、 年11121
兌批．'.~ Ii IIし・辻f¥. i・;.凶磁む

1・131 )：［町，教fi','，部附伍小＇， 9：佼！え令所岱その他・,E気ぷ日 1..1I 、.r.会』fr 12汝）91i なし 渭情・漬物なし り消121

1•132 :l父病管珂t:e,(i知その他1;’ll「!＆t:I 姐五mfr 279.71)99t なし 丑情 ．，II物なし り紐21

1•133 医約 1 案内l1仕雑t党務 9ヽ1.fむむr 2()(）n1 なし ，a情 ・遺物なし 年1¥121

1431 黒.. :itil開'lt1liSI守太悶光梵屯シスナム）！ふミ.J:i7/その他 ，［会潟；t 7790111 近代 I・硲I¥・.I~物）はミ 年1!121
J.:1i 

14ぷ I!!．ぼ1/il.'.I.'度1/iSI.：~ i.斗し光発'，Eシスナム）k岱設mその他 I. ＂．会，,/l,'r •l6.IXl11f なし ，II！,．．．II物なし fr.ft21 
'Jl 遠ク（没fl.I

1.1:l6 .I¥'JTl!I木部エレペーター棟州格I:19 :1．会逍fr 印．1(I11i 古代・近 •A9 煉J£Iiみ）［！ふ l.［つ器・ iiI.,L( fI:Hi21 
梵拙占fr III. jifI. 硲・困磁岱
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3. これまでの調在と本苫収録の追跡

15・1・! 1-9.i 1437 （閲な111)｝ぶ部改9}その他!:ti心拉渇J:’li

15•2•9 1138 (：A"at)稔合研究棟 （飲f学系）改{5その他J.，"

15・2・9～打 1439 (9＼だ北）終合研究棟 （致ff学系）改仔慣！a，；2tar.1I 

15・2・ 10.3・4 1•110 ( '.!I'~北） （tff俯改修電気位f~.I：市

15・2・ 12 1+11 （本荘北）臨床研究！屯新竹慣！々迂fa1.1I 

15・2・25-7・3 1442 （医病）管理棟改修その他工事

俎吋mt 1(）2(）11t,Iift・近 か諫lut；人居I.:. t的硲 ・!JI患 年恨21
梵！U講,・c I!,・ ．近代 お ・困田む

屯会潤i'f 159.IOnl なし illlll・,II物なし
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本告

15・2・26-4・16 1443 （京町） 教行学部附属小学校新営その他憬械設傭工事（その立会謂査 241.80d 弥生 溝 ・ピット．弥生土器 年報21
2) 本書

15・2・27 

15・3・2-3・6 

15・3・ 18-23 

15・3・3 

15・3・1 

1 4. 1 2 • 24 

15・3・16 

14・5・2 

2015年度

15 ・ 5 ・ 11、

15 ・ 5 ・ 18.19 
16 ・ 11 ・ 1 

14•M （開尼北）払学部サークルH！新ftその他r.’Ii

1-145 (!!,＼生北） m填整債 （駐IIrjりぷ）にIfう樹木芍9;！れ叉務

1446 (/II唸北） m境整f!i（駐は場＄）1．9," 

14•1i (:1.1尼他）民外サイン設情工11[ （火il9.）

14-18 (//,¥安他） ／せ外サイン設ir/r:1t (：・1,1だ）

1449 (：!Mと北）令名教介柚h！外ガスilol洩Hi9EJ9•IIl 

1お0 （渡IJ¥[2)渡胞柑令駐lI[jらln，没l：’It

1,151 （本：IE11!)ボンプ，；｛店i1t及び船水設{alm:-CIIt 

1501 (！!.,：尼北）1i，岱品念館前庭植l'(除1J！叉務

1502 ()ん{l:」じ）臨9米研‘J1:H潅背’心な（，没協T.1I

，9,・年3:t (；18()11｛ なし illt/11．,n物なし

`̀／．会潟fi 部O()nJ なし n!,．in物なし

:l会頃」•t 191.()(）II1 なし 逍構 ・逍物なし

'［会，3「i 32.(j(）n1 なし 1:1ウ岱

'［会渭：C 57.80n1 なし 遺1,．』物なし

.'［会潤：i ：i.（)()n1 なし 遭情 ・遺物なし

，．f．会,.lllfr. 21160,rl なし 沼構 ・逍物なし

り．会関fi l 8()•OO19i なし 遺溝 ・遺物なし

＇，1．会汎f :l(l.(Klnf 遺1/11．遺物なし

，1．会具}t 77.87ni iaIn．逍物なし
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1503 （木；i[北）臨床研究棟新',tlttht設佃I?lt（その公） 立会汎化 19.00IIi 4湘j J{ 年殴22
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年1!!22
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年t1i22

年tl!22

年t1i22
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¥5 ・ 7 ・ :!O I訊)7 (:.1,1嬰北）北地区学生会館I¥！屯IYIt．肋＇i』修 I..＇It 、＇（会しりfi. ¥:,()()(In{ iU1/1/，il'l物な し

15 ・ 8 ・ 7.12 ・ 18 1508 Cバ度．Iじ）校令 (Ill北地1m改）改t;I?JI 、［会h"i. 測7(）Ill 迅1'1・氾物なし

15 ・ 8 ・ 20 150'J (MUt) A棟．It側凩外粕水iii籾！I？lI 、'（会ぶft 28•OOnf 迅WI・渭物な し

15 ・ 9 ・ 11 1510 (,'!¥緊It1他）台風151J・に伴う1対木復l|li1深(:!.¥嬰） •I. 会消代 、12.：灼11｛古代 逍I青，遺物なし

15 ・ 9 ・ l<1 151 I 人文社会科学匁i釘祈成iII.I?li ，．1．会.111/ 12．仇Itf

15 ・ 9 ・ 15 1512 (.'.I.＼梵rli他）台／気15 サに伴う 1)／木1~ 11 1作況 ()<ir.） ，14ii.,Ifc IヽI.IX)It(

15 ・ 9 ・お 1513 (4,,t[.lt) 臨床研究1点祈‘i:,·仮oxt!1:lh11• 1.！" 、‘1．公，i,.I1i !）．II()nf 古代

t5 • 10 • 26- 1514 (！』駐北）校舎（旧北地区食堂）改修機械餃憐工m 立会開査 78.90ni 
29-3 ・ 1 

15 ・ 11 ・ 26 1515 (.'.l.\~Jt) 北地1が和19．会館9"i!. インターロ ・J キングゾu.J ク 、．1．会よIl't 19(i()IIf 
復Ill('JI 

+．ti i:; • i/i！しり柑・ 1f'f!!22 

洪構・遺物なし 年報22

沿,~ . ill物なし 年報22

住居 ・溝 ・ピット． 土師器 ・須恵 年雑2
器本1!1

遺1,1．in物なし り；t1i22 

15 ・ 11 ・ 26 1516 (、'.I.I,.1北） 1.I．\~北El ( ',.：学教(fi是） Ill/ 即インタ ー u'/ キン、［会，．り fi n.：k)Il9 遺11'1・遺物な し 年報22
グプLIックWIiiエ',,

15・11・30 1517 ('j：留(;)・が1ii令共通1屯男（・浴屯冴改狂和屯没{RI..11 ,．1．会戊ic 9.291i illl,．ill物なし 年11122

15 ・ 12 ・ 8 1518 (ノトi［北）凩外サインはirt」:,,, ,.［会，月{i 32.5II9 1:ti岱． l/恨．（t:; 年恨22

15 ・ 12 ・ 7.9.16 1519 （本荘911他）民外サイン設iiil:'JI :1.会.,Illft 5・IAII1,Ii代 遺1,・ ill物な し 年紐泣

16 ・ I ・ 4.6.12 1520 (・＇）．＼，..北他 ）屯））デマンド守，1h11シ入テム （屯気 ・ガス ・水．r．会』ft 172．5()rr/,,;代 逍1,.jlJ物な し 年糾22
道）取設工9lt(！l＼尼）

16 ・ l ・ 14 1521 (!.I＼吃北）武火I9．せり (TL益：E念館聞）7.Lンス復lrlI』.1i :f.会,llfr 5&9n9 近代 )11111・ 迅物な し 年11122

年恨？216 ・ l ・ 18.19 1522 (.'!.,1Q北f也）花）J"i‘マンド守tti!！システム （f訊＼水 ・ガス） 立会潟廿 、10.311( 遺情・れ物な し

取＆r9,ft （火ir.）

16 ・ 3 ・ I l 1523 （忠呪li/）出'，)11111'7排人よ償改ff1:・11 ＇［会 uuft l(）C,(),rl 

16・1・5-2・29 1524 （焦駐北）校舎 （旧北地区食堂）改修工事（外1青工事） 立会謂査 412.Joni 

16 ・ ! ・ 25.2 ・ 1.2 1525 （ ~9牡t他） 符））デマント→r,,1而システム （電:,{ · 水 ・ ガス 1 ,．（会 aft 93和ni
取設」：’JI 本,i•中｛也）
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H｛復InI:，＂ 

16・2・1 1527 , :1.＼な北他） 屯））デマンド了，Iぼ1 シス・テム （霞沢•水 ・ ガス ） 、．1．会.:ili'r 12.(X)n( 
取設_[’It（本ii：北）

16 ・ 2-12-22 1528 (I.II硯北）総合研究棟 （贔髪北N9)改修工事 立会謂査 311.oom 
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16 ・ 2 ・ 12.19 1530 (＇）、naし｝柁．合研究I#.c:1.1,.1北N9)改IEIn！ぐ設償 I?li ,'［会ふt 22()()n! 

16 ・ 2 ・ 3 1531 CkffJl:)妬滋飢東閲児設ガ；；，和iWi'11.I知汗l:’lf ,•[1芯胃た 200ni 

15 ・ 3 ・ 7.8 1532 (）,.c荘III)IEII[Jb柑．張I?Ii,•L会，lll ft 凶()()n!
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11 .'.I.’嬰北地区の調査

1. （黒髪北）教育学部文法学部本館改修機械設備工事に伴う発掘調査
(0836調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調究は熊本大学（！じ髪北）教脊学部文法学部本館改修機械設イliii工事に伴う発掘調壺である。黒娑

地区は黒嬰Il「I辿跡群 （熊本市埋蔵文化財包蔵地図 No.8-88)に含まれ、弥IIこII寺代の甕棺蒻や古代の

梨落が存在している。93条）川出の結呆2008年6JJ ll 11に発枷櫂1'；j府との1111答をうけ、 2008年12月22日よ

り発掘調壺に収り掛かった。総調杏而梢は456.53nfである。

b．調査の経過

2008年12月22「I 甜1j?tlhl始。 11凶2区の表土はぎを行う。

2008年12月24U 1区調創朴l始。

2009年 1月9日 1区調査終了。

2009年1JJ 13 Fl 2区叫l究I翡j始。

2009年1月22n 3凶淵壺開始。

2009・イド1月26日 21メ砒l査終 j’。

2009年1月271-1 3区調査終了。

2009年1月281::l 6区ii/ilイt1i}j始。

2009年2月101] 6区調森終 j’。

2009年2月121:I 7区東側調究l}｝l始。

2009ij::. 2月161:I 4区調査l削始。

2009年2月17日 7区叫麟l介終了。

2009年2月23日 5区調布開始 ・終 j’。

2009年2月241」 4li調壺終 J’。61メの一・；'ill(iJIき込み部分）謡l1t終了。

2009年2月271::l 7区調脊開始 ・終了。

2009年3月1017 7区東側の一部 （引き込み部分）調脊。令調究終了

C.調査の組織

調査貝：江如俊介

事務担当．・中川木綿子

発掘作業具 ： ―•本尚之 ・ 伊藤千代子 ・ 伊藤宏II{1 . 1fi：野ヌイ子 ・ 末吉美紀 ・ 高野＝千代 • lfl中香苗 ・

淵渕俊 f・ • 中 I l l仲ー. . 福 Ill久美子 ・ 松崎艶子 ・ 松水lil-美 • 吉永孝夫 ・ 山祝早苗 ・ 渡遊

勇

(2)調査区の基本阿序

本調究地点の位ii1i:する黒髪北地区は、立II」山南麓から1.LI川に1｛りかって緩やかに頼斜している。調究

地、1灯の標高は概ね23mから2lmである。キャンパスの最も北省りに位削する 1区と 4区では、舗装の

直下に黒褐色II甜食士、地表下30cmに黒褐色包含！怜 (lOYR2/3)、地表下60cmに賠褐色包含層

(7.5YR3/3)、地表下約 lmで橙色のロ ー ム l'，、•1 (7.5YR6/8) となっている。II紆褐色包含料の上部に住

23 



(.'.I.＼髪北） 教ff学部文法学部本館改修機械設iiii-[1iに伴う発掘，;ii~1f. (0836，湖杏地，,.'n
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図2-1 黒斐北地区西半における調査地点位囲図 (1/2000) 
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11 黒嬰北地区の調壺
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I. （よし渡さ北）教ff学部文法学：f|図項＇i改修機械設備T'l［に伴う発柑！品）11'(0836,J.i)11'地．点）

）酋婢の辿構がある 。 また、ややili に下った 2 1凶では、地表下l.5m にローム /f•1 、 その上に20cmほ ど黒

褐色鉱含／暫が残存しており 、それから上は撹乱を受け、 残存していない。さらに南方の7区では、舗

装の下に割褐色包含I',＼‘i 、 地表下60cm ほどに1火褐色包含1~1 (7.5YR4/2)があり 、住居等の辿梢が掘り

込まれている。この灰褐色包含／i,','iは、北側のII[/i褐色包含／罰と同様のものと考える。7区では地表下

1.5mまで掘削したが、ローム},;tiは確認していない。おそらく南へ1｛りかってより傾斜しているか、 河

川によって削り取られていると考えられる。

(3)検出追構

狭小な調杏区であったが、竪穴住）舌2棟、溝2条、土坑l碁、自然流路l条、ピットが検出された。

1区1号竪穴住居 （図7)

l区lサ竪穴住居は 1区西側の調究区が折れrIIIがる部分にある。31界から検出している。軸は北。

床而までの深さは30cm程炭。平而形状は方形である。東、西、南壁は調究区の外にある。規校は4m

四方かそれをやや上回る大きさと考えられる。1才<i(liの壁際以外の所に硬化而がある。硬化面の下はす

ぐに住居の最下而である。床而に石や）火の塊がいくつか散在している。8世紀代の土師器が出土して

おり、辿構の時期を示している。

7区6号竪穴住居 （図7)

7区6号竪穴tt}｝｝は7区東側にある。検出は31怜上而である。軸は北。床而までの深さは50cm程度

である。平而形状は方形を呈す。東、西、I辛i壁は調究区外にある。北壁に砲がある。術の東に転がっ

ている石は袖石とみられる。炉穴周囲から束と南に硬化而が広がっている。南側にビットが一つあり 、

祖主穴の一つと考えられる。 住居埋士、鼈、床而などから多くの土器が出土しており 、辿構の時期は、

8i仕紀代と考えられる。鉄鏃が2本1,I一にI:している。

4区 1号溝 （図8)

4 1凶1号i.;'li:は4区中央に位i在する。軸は北である。3)¥'1上而から掘り込まれている。断而は四角で

ある。溝．J且土の上面で石塔の水輪が出七している。追物はこの石塔1点のみであり 、辿構の時期は中

世以降と考えられる。

4区2号溝 （図8)

4区2号溝は4区中央にある。庫庸は東西である。4)fり上而で検出した。深さは 1111である。ここか

らlOmほど両の97年）文F調究地点でも同様の辿構が確認されている。土師器と須恵器片 l点ずつが出

土しており、辿構の時期は古代以降と考えられる。

4区3号土坑（図8)

41ヌ3号土坑は4区東側にある。4101」-．而検出である。深さは5cmほどである。規模は直径80cm程

度である。追物の出土はない。

2区4号流路（図8)

2 1X.. 4 号流路は 2 1凶北側にある 。 西北西から東南康に流れている 。 4 1杓上而検出である 。 且l!•土は基

26 



II 黒嬰北地区の調査
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ll ,［I,＼炭北地区の調杏

4区1号溝 4区2号溝

; ① 
＿t
と

1
U

LH=22. 70m 

.1,1,1
,1,1,1
 

2
2
2
2
2
2
 

I
I
I
I
I
I
 

3
2
2
3
3
3
 

u"R""u"
＂""＂ 

器
器
器

•••••• 7
7『
1
7
7
7

.1

.＇
,＇
,1,1
,1. 

．．

．．．．
 
↓
 
．．．． 

窟
5
,1

屯
麿
翡
翡
．．
．．
．．．．．．．． 

＇
，

．
侶
似”

1
2
3
4
5
J
6
 

①
~

”
①
 

/
/
‘
,
、‘
ヽ

’
~
i
!
‘
、

殴

12Rz12Rz12
翁

>
,
3
y
3
y
2
/
I
 

5
R
5
J
R
5
R
2
2
 

,y
.
y
.
y
R
t
"
 

7
5
7
5
7
5
y
l
 

(
t
(
t
(
t
1
0
1
0
 

し
ヤ
士
~
土
ー
，

9
，

_
'

9
上

褐
仏
栂
侮
麿

瓢
闘
闘
闘

▲
~

●

●
會

~

▲9
対
柑
lrI

1
2
3
4
5
6
7
8
 

4区3号土坑

g
 ”
 

三
二

Ut=22. 40m 

口

①
 
↓，ーニ 3 X• 20~ ̀' ―Ul=21. IOm 

2区4号流路 IM:!.1.＼褐色t:(1orn2n) 

a
~
81『

9• 29 9ヽ9

8 

ロニニ三□三
LH=21. 30m 

三
合厨蘭累息全i悶l:j誇YH6/8) 2m 

図5 2 区 4号流路・ 4 区 1 号溝・ 2号溝 • 3号土坑実測図 (1/50) 

29 



l. （黒髪北）教脊学部文法i`咄［本館改修機械設1iii| ?l tに伴うり輝！泄•]1t (0836調在地点）

本土｝料の 2}fり（黒褐色包含罰）のなかに4}fi1（ローム地山）が巻き上げられている。角の取れた30cm

大の礫が大虻にある。南i晶の傾斜がやや、急であり 、北岸の1瑣斜は緩やかである。以上から、 2区4号

は自然流路であると考えられる。調介地、1位の後秤地は立1:1:1山に向っていくつも小丘陵が連なる。その

中で現在小峰硲地となっている丘陵から東の4’.『別支援学校地区にむかって流れている沢の支流と考え

られる。古代から中ill:の上悩が出土しており、中1せまでにはj・！I!.没したことがわかる。

(4) 出土追物

狭小な訓究区ではあったがコンテナ l箱分の辿物が出士した。多くは7区6号竪穴住居からの出土

であり 、土師器、往徳器、鉄製品などが出土している。1は1区1号竪穴住居出土の土師器の甕であ

る。内而に不明瞭だがケズリが施されており 、古代の所迎と考えられる。2は1区1号竪穴住居出土

の鉄鏃である。茎部分とみられる。3~8は7区6号竪穴住屈II'，土辿物である。3は須恵器の盛、 4

は須恵器の碗である。5と6は土f:ili器の杯である。5は阿転ナデを有するが、6はナデのみの調整で

ある。7と8は土師器の甕である。9と10は2区4り流路出の瓦質土器である。9は壺、 10は火鉢で

あり 、中批後期の所胎と考えられる。

(5) まとめ

今回の調査では、8世紀代の竪穴住｝，叶と古代の構i:、中1仕の溝約が検出された。8世紀代の住居は黒

嬰北地区一幣に展開しており、調査地から東方100mの9407地点では、81il：紀から9世紀の竪穴住居

や掘立柱建物とともに、「馬」「小衆」と併かれたヘラ瞥き土器及び渇料•土器が見つかっている。 駅の

迎営に関わった在地豪族を中心とした集落が当該地一幣に広がっているというこれまでの調査成果を

追認する結呆となった。また、中世の溝や流路が検出された。当地の中1仕の土地利用については、未

だ不分明であるが、今後解明されることを期待したい。
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lT 黒嬰北地区の乱'i]4t
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表3 0836調査地点出土辿物一院表-- _ ＿ ＿ _ ・ 一 ・言 - - ----
図 番号 n 物 種類（器種） 法量(cm) 残存平 特 微 色 綱 出土遺携 儡 考

I 1/f 内 •I• デ．ケズリ 内． HueIOYR; I 
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2. （開嬰北）校令 (III.It地区兵咲）改修J.:’li．に伴う ，ヽi.会消杏 (1514・ 1524調布地．I．9!.）

2. （黒髪北）校舎（旧北地区食堂）改修工事に伴う立会調査
(1514 ・ 1524調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

文学部 ・法学部 ・教育学部が所在する馬嬰北地区は、黙髪町辿跡群内に所在し、立仕illI南麓に広が

る白川右；怜の河梓段丘」：に位i性する。今同の調在は、黒炭北地区の南東部にある旧北地区食堂をグ

ローバル教育カレッジ棟に改修する工事に伴う調究である。近隣の主な調壺としては、附屈図書：館南

棟 ・放送大学熊本学晋センター建設1埒に行った0425調究地点の調査があり、古代 (7世紀後半～9世

紀前半）の竪穴住）』•30軒や掘立柱建物 ・ 溝が検出されている（坑2007) 。 また黒髪北地区ボイラー室

改修工事に伴う0854調壺地、しせの調査でも 7・llt紀の竪穴仕屈や古代末の土坑が発見されている （小畑・

大坪2012）。 しかし巣髪北地区の南東部は立会調査が実施されたのみで、追構等の検出はない。

今回の調杏は校舎 (111北地区食棠）改修機械設備工事に伴う調査と 、校舎 （旧北地区食鎚）改修工

事（外構工事）に伴う調壺がある。前者の工事は111北地区食詣の全周に及ぶもので、熊本市の指祁に

基づき、2015年10月26nより、 1514調壺地点として、建物の東側から立会調壺を実施した。11月11日

建物西側の掘削の際、辿樅が検出されため、11月13「Iに熊本市教育委員会文化振典課の許可を得、立

会の中で記録することになった (1。後者は建物南側を中心に実施されるもので、熊本市の指祁に基づ

き、2016年1月5IIより、 1524調究地点として立会調究を行った。1月26日に南側にて辿梢が複数検

出されたため、1月28日に熊本市教宥委且会文化振典課の許可を得、立会調査の中で記録することに

なった '”。 したがって辿梢の調壺は1514調究地点西部および1524調壺地点南部で実施した。

b. 調査の経過

2015年11月13「I 1514調査地点の追構確認、辿梢：掘削。

2015年11月1611 1514調究地、'・聞の測屈、写真撮影。

2016年1月281」 1524調査地点の辿構確認。

2016年2月8l::l 1524調査地点の作業貝による辿構掘削ljfl始。

2016年2JJ151 I 1524調杏地点の測拙、写真撮影。

2016年2月1611 1524調壺地点の全体与真撮影。

2016年2月2911 1524調査地．I訊調査終了。

2016年3月1H 1514調査地、1杖調査終了。

C. 調査の組織

調査員：松Ill光太郎・吉留広

事務担当 ：大崎窃美子 ・濱!Jl春美

発掘作業員：森川征子 • 森川 詭

32 

整理作業具 ：井上裕美 ・江口 路 ・鬼Jゑ美枝 ・小山正子 ・後藤 恵 ・首藤優子 ・末吉美紀 ・園田智

子 ．j:＇怜J|：弘：：f

(2)調査区の基本庖序（図8・ 9) 

1524調査地、1!,［南部北墜で確認した。



rI 黒嬰北地区の，J,',jft

I陪：撹乱 ・現代埋」；

I b附 ：黒褐色十．（7.5YR3/2)

II附 ：黒褐色上（7.5YR3/2)

lll陪：暗褐色土 (10YR3/3)

IV I科： II脊褐色土 (7.5YR3/3)

I b lr-1 は図 8 • 9 : 2/~1 。 硬く転）［されたと考えられる土。 II 附は図 8 : 3 ・ 59 ・ 6011'7。硬く転

圧されたと考えられるが、古代の辿物を包含する。illI科は同図61/f1。1V附よりもやや明るい十。調査

区の束端で僅かに検出された。l¥/)¥"1は地1J10Ill ・ IV膀は無辿物陪。

(3)検出追構（図7)

構3条、竪穴仕），叶ll非、土坑3非、ピット13基、その他不明逍構 1基が確諒された。

＜溝＞

7号溝（図11)

1524調査地点面部西半に存在する。輻1.4m、長さ0.8mが検出された。主削I|I方位はN-20° -W。

1524調査地点は西端を除き、晶l杏したのは、掘削の及ぶ地表下0.7mまでである。そのため本辿梢に

似lしては毅土0.3mの深度まで調＿杏し、それ以下は謂壺していない。毅土は黒褐色土をこi_:_1本とする。

辿物は81It紀中菓～末の上器が出土している。2・ 3号土坑に切られるが、9・ 12 ・ 13号竪穴tl:.)I’}を

切っている。12号竪穴ti;）占より新しいことから、 8tIt紀末の所産であろうか。

16号溝（図11)

1524調在地点南部西半に存在する。輻0.6m、長さ0.6mが検出された。主庫III方位はN-12° -E。悛

士は黒褐色士を中休とする。追物は出士していない。

33号溝（図12)

1514調究地I!［西部に(f在する。幅l.Om、長さは総延長4.7111検出された。1514調査地点では、掘削

範囲が分岐する交、1．闊部分のみ深く調査しており 、この交点部分において深さは最深で0.55mあること

を確認した。主I咄方位はN-15° -W。毅＿十は黒褐色士からなる。辿物は8廿［紀代の土器が出土して

いる。なお本社1,iは34・ 40号ピットに切られていた。

＜竪穴住居址＞

1号竪穴住居址 （図10)

1524調奔地点l扉 11東半に存在する。東側は撹乱、西側は8号土坑と巫抜し、不明瞭であったが、直

線的な南辺1.2mか検出された。方形プランをなす。南辺はN-73° -Eをさす。｝没土は黒褐色上から

なっていた。毅土は0.3mほど掘り下げたところで、床面と思われる硬化而が確認された。掘り方は

掘削深度以下であったので、調査していない。8号土坑や15号ピットより新しいが、6号竪穴住居に

は壊されていた。辿物は須忠器甕の胴部片が出土したのみで、詳細な時期は不明である。

6号竪穴住居（図10)

1524調査地、,.'.(、南部東半に存在する。東側は1位乱の彩評を受け、不明瞭であったが、直線的な南辺2.5

mが検出された。方形プランをな し、南辺はN-85° -Eをさす。裂土は馬褐色を呈していた。 1号

33 
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図9 1514 • 1524調査地点土府断面実測図2 (1/50) 

竪穴仕居を壊していた。追物は出土しておらず、詳細な時期は不明である。

9号竪穴住居（図11)

lll=20. OOm 

2m 

1524調査地点南部西半に存在する。東半を 7号溝に壊され、南半は調査区外に出ているため、 北辺

のみ0.5mの検出であった。住届の北西側に砲と、思われる張り出しが確認できた。方形プランをな し、

主1,111はN-25° -Wをさす。毅土は黒褐色士、龍付近は灰黄褐色土からなっていた。12号竪穴住屈よ

り新しく 、7号溝より古い。辿物は出土していないが、切り合い関係から、8世紀末頃の所産と考え

られる。

10号竪穴住居（図11)

1514調査地点西部南端および1524調在地，＇！．i:南側西半で検出された。南北及び西側は調究区外に出て

いるので規模は不明であるが、直線的な東辺1.7mが確認された。軸はほぼ南北を向く 。毅土は黒褐

色土からなっていた。ピッ トを布する。11号竪穴住店より新しく 、21号竪穴住居より古い。詳細な時
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図10 1524調査地点南部東半迅構群実測図 (1/50) 

期は不明である。

11号竪穴住居（図11)

1524調査地点南部洒半に存在する。西側を10号竪穴住｝舌に壊され、南北は調査区外に出ているため、

東辺のみ0.6mの検出であった。方形プランをなし、車庸はほぼ南北を向く 。毅土は暗褐色土と[lー！褐色

士からなっていた。12号竪穴住｝廿より新しく、 10号竪穴仕｝』・ ・ピット 14より古い。古代に屈すると思

われるが、辿物は出土しておらず、詳細な時期は不明である。

ランは不明。

!．[＼褐色土からなっていた。

12号竪穴住居 （図11)

1524調査地点南部西半に存在する。西側を11号竪穴住），，｝に、東側を 9号竪穴住居により壊され、プ

応 (Iiと息われる硬化面を布し、ビッ トも北壁際に 1基存在していた。毅土は暗褐色土と

11号竪穴fl•: }， 叶. . 9号竪穴仕屈より古い。 出士辿物より 8世紀末頃の所脱と

考えられる。

13号竪穴住居（図11)

1524調査地点梓i部洒半に存在する。西側を 7号溝により壊され、南側は調壺区外に出ており 、方形

プランをなす竪穴住）舌の北東隅が検出された。検出された底さは北辺0_6m、東辺0.8mである。主刺l

はN-25° -Wをさす。竪穴住屈内には1未而と思われる硬化而が存在した。毅士は黒褐色土からなっ

ていた。7号溝よ り古い。辿物は出土しておらず、時期の詳細も不明である。
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2. （黒髪北）校令 (Ill北地区食堂）改修 l?ltに伴う立会調ft(1514 ・ 1524，凋4<地点）

｀
 

(

．

u
)
 

3 り•J.:杭．

B
 

7号清

→ ‘̀ ’’ 
!JI}竪火fl91，1:

< /N( 
g•竪穴(ti,;

， 
: 10サ竪穴住居
， 
＇ 

111}堅i(0：居

(
.u
)
 

1

1

(

、
入

n

L
S
 

ー-
'＼豆守
占し

は

監

6~ 

1,9 ; 

ヨ

ふ」魯
7

8

翌
l

．
盆
き
＊

I

OOE

L

P

ご

凸
闘
〗
噂
国
“

[〗
疇
胆
匝
ぃ
賛
庫
贔

6-
〗

〗
疇□叫

上位 下位
E

8
・o
z
11
H
1
 

2号土坑 3号土坑 21号竪穴住居

LH=20. OOm 

A A' 
I —- _l— 

I柏 ：！．し＼褐色 I'.(iluo IOYl12/2) 

L11=20. OOm 

8 I B' 

一
C 

lk，，：黒褐色 le(lluo I OYl12/2) 

!,11=20. OOm 

c・ 

1 2 

3―-=＝-.’ク
1,v, : !.II褐色I:(lluc7. 5YH3/2) 
2"1: iff褐色 I:(lluc I OYH3/3) I：而掘り）ifl!J.:

翡g盟翡魯上饂翌器認翡 陪贋翡り）国土
0 2m 

図11 1524調査地点南部西半逍構群実測図 (1/50) 
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IT 煤嬰北地区の調ft
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図12 1514調査地点西部迫構群実測図 (1/50)

17号竪穴住居（図11)

1524調壺地、1!.i、南部西半に存在する。西側を 7号溝・ 13号竪穴住居、東側を16号溝に壊され、南北は

調奔区外に出ており 、プラ ンは不明である。｝防1：は暗褐色土と黙褐色士からなっていた。7・ 16号

溝 ・13号竪穴住），りより古い。追物は出土 しておらず、詳細な時期は不明である。
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2. （黒嬰北）校舎 (III北地区食党）改條じliに伴う立会調査 (1514・ 1524;凋介地、1•Ii)

21号竪穴住居（図11)

1524調査地、1,'［南部西端に存在する。北側を18号ピットにより壊され、南および西側は調壺区外に出

ており 、東辺1.2mのみが検出された。iI叫はN-25° -Wをさす。2時期重籾の可能性がある。上而も

のは黒褐色土を覆土にもち、掘り方覆土は暗褐色土からなるものである。下而は床而と思われる硬化

而が存在し、その下位にはII附褐色の掘り方毅土が存在していた。なお本辿描は上而を20号辿梢に、北

仰lを18号ピッ トにより壊されていた。10号竪穴住居より新しく、 18サピッ トよりも古い。辿物は9・11J:

紀代の辿物が出土しており 、当該期の所産と考えられる。

31号竪穴住居（図12)

1514調査地、1,¥西部西端に存在する。大半が調査区外に出ており、前線的な辺0,6mが確認できたに

すぎない。1111|！はN-26° -Wをさす。『立土は暗褐色土であった。32号竪穴住居と巫複するが、32号竪

穴住居を切っており 、本竪穴fl.. ：居の方が新しい。出土辿物は8世紀末～9ill：前半の須恵器が出土して

おり、当該期の所且伶と考えられる。

32号竪穴住居（図12)

1514調究地点西部西端に存在する。西側は31号竪穴住居に壊され、北および南側の大半は調査区外

に出ている。さらに削平を受けていたため、辿構確認をした時点で硲に伴うと思われる焼土がi柑出し

た。焼土以外の毅土は黒褐色を呈していた。本竪穴住居に関しては、住居が検出された段階で、施工

方法の見直しが行われ、 1又112:断而c-c‘ 以南を確認面下0.2m掘削するだけで施工は済むことが確

認された。 したがって術は調究せず、保存することにし、C- c'以南を確認而下0.2mまで調査した。

調究の結呆、焼土の四側に深さO.lmほどの掘り込みを確認した。焼土に隣り 合うため、術に伴う掘

り込みの可能性が考えられる。本竪穴住居も辿物は出土していない。時期は31号竪穴住居より古いこ

とが判明 しているだけである。

く土坑＞

2号土坑（図11)

1524調究地、1,IIIfi部西半に存在する。 0.70X 0.55mの楕円形をなす。狡土は射褐色土からなっていた。

枷削深度の関係で、殺土を0.3mほど掘り下げたところで調壺を終了した。81lt紀末～9世紀前半の

辿物が廿けしている。7号計／iより新しい。

3号土坑（図11)

1524調究地点南部西半に存在する。0.60x0.55mの隅丸方形をなす。9号婆穴仕届よりも新しい。

8号土坑（図10)

1524調孔ミ地点南部東半に存在する。大部分を 1号竪穴住居により壊されていたが、隅丸方形をなし、

その南西隅が検出された。骰土は黒褐色土からなっていた。1号竪穴住屈よ り古い。

くピット＞

ピッ トは13J,譴l壺した。規模は小さいものが多かったが、特節すべきもの2基の所見を述べておく。

18号ピッ トは1514調査地点西部南端および1524調査地点南部西半の交点付近に所在し、0.9x0.6111の
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図13 1514 ・ 1524調査地点出土迎物実測図 (1/4) 

開丸長方形の規校を布するもので、柱痕も確認された。1基しかないのでピットとして報告するが、

掘立柱建物の可能性が高いものである。＿且illlはN-53° -Eをさす。21号竪穴住居を切っており 、9

ill：紀代の所産と考えられる。34号ピットはl5]4調究地点に所在するもので、直径0.4mの円形ないし

は隅丸方形をなす。本ビッ トも柱痕跡が確認できた。辿物は出::-1-.しておらず時期は不明であるが、8

・II［紀代に）溺する33号i.,'lj:を切って梢築されていた。

くその他＞

20号遺構（図11)

1524調壺地点南部西端に存在する。図9:Y-Y ・、 Z-Z'に見るように土塊を含む12)烈 （暗褐

色土） が凹凸をなし、その上に11／i"'i(；Lじ褐色土）や101邑 (II府褐色士）が畝状の分布をもちながら堆梢

していたものである。これは自然の貨力によ ってできたものか、人為的な土の撹拌によるものかは判

断できないため、その他辿梢として取り 1：げた。21号竪穴住）？｝の上位に存在するが、18号ビットによ

り切られている。

(4) 出土逍物（図13)

7号溝出土追物（図13:1 ・ 2) 

1は土師器J不の底部1ft料である。2は須恵器盗である。2は柿平な器体と、下に短く 折れた端部を

もっている。径はやや大きい。8世紀中菜～末の所産。

33号溝出土追物（図13:3~5) 

3 ・ 4は土師器杯である。3は胴部で屈1111する もの、4は）lIiil部で丸く湾llIIするものである。5は須

恵器l•木で口縁部直下にくびれがみられる 。 胴部が直線的ではないため 、 8 世紀代の所脂。
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2. （黒嬰北） 校令 ( 11 1北地区 ft•::,: ) 改il多じliに伴う立会調究 0514 ・ 1524,J'，l在地．I！.i.）

1号竪穴住居出土追物（図13: 6) 

6は須恵器の甕である。外而に格子目状のタタキ痕がある。

10号竪穴住居出土追物（図13:7) 

7は須忠器の甕である。内而に同心円、外而に格子目状のタタキ痕がある。

12号竪穴住居出土迅物（図13:8) 

8は須恵器のJ不。胴部が1崩かな膨らみを持ち、 n縁部が直線的に1mく器形をなす。8・111:紀末～9・IIJ: 
紀前半の所産。

21号竪穴住居出土逍物（図13: 9) 

9は須恵器坪のLI緑部望t料である。外反する口縁部と前線的な胴部を有する。9世紀代の所産。

31 号竪穴住居出土泣物 （図13:10 • 11)

10は毅土出:J・の須恵器である。外反する口縁部と直線的なllliil部を有する。9世紀代の所胎。11は住

居付近出土の、高台を有する須恵器碗の底部である。w:j台は底部の角についている。

2号土坑出土迎物（図13: 12 • 13) 

12 ・ 13は須忠器の杯である。12は口縁部、 13は底部質料である。どちらも直線的なll|iil部を有し、8

•世紀末～9世紀前半の所蔽。

18号ピット出土追物（図13: 14) 

14は須恵器甕の胴部狩料である。内外而にタタキ痕を有している。

20号逍構出土辿物 （図13: 15) 

15は土師器J・不のLI縁部骰料である。

その他出土逍物（図13: 16 • 17) 

16 ・ 17は包含陪出土辿物。16は土tiIi器杯の底部骰料。平底の底部から直線的な胴部に連続し、広く

開く器形をなす。8Ill:紀末～9 •世紀前半の所産。 17は須恵器甕の胴部1f:i:料。 内外面にタタキ痕を有 し 、

内面のタタキ痕は同心円状をなす。

(5)まとめ

1514 ・ 1524調究地点の調究は旧北地区食堂の改修工tjiに伴うものであった。本地点は黒髪北地区の

南東部にあたり、従来調壺があまりない所であった。過去の調査はIH北地区食微北側と南側に分けら

れる 。 北側は旧北地区食幽玄I¼］および駐車場一幣で災施した1339 ・ 1445 ・ 1446調査地点の調査がある

（柴田2015・山野2016)。1339・ 1446調査地点の調究は掘削深度が浅く 、現代埋土内での掘削で終わっ

たが、1445調査地地点では地表下0.9111まで掘削し、地表下0.35mにて暗褐色土、0.6111で褐色料i質土

を検出した。この1隋褐色十は辿梢面であるのか、現代嬰土であるのかは、結論はでなかった。

一方南側は0864・ 0112 ・ 0739 ・ 0216 ・ 0608調壺地点の調究がある。旧北地区食堂のすぐ南側で実施
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II 黒嬰北地区の調森

した0864調査地点3エ区は地表下0.35mの掘削、 0112乱1,1涜地点は同0.5mの掘i'iりであったが、検出され

たのは全て現代埋土であった （大坪2002・ 2009)。また北地区門衛所東側の0739地、点では地表下 lm

まです／』削したが、現代狸土であり 、北地区南側石疸北側の0216調査地点では地表―卜・1.5mまで、石垣

南側歩追の0608調査地，点では地表下2.0mまで下げたが、共に現代埋土であり 、包含府はいずれから

も確認されなかった（小'W12003・ 2007 ・ 2008)。

旧北地区食堂周辺の過去の乱/,]ftにおいて辿梢は検出されておらず、食党北側では地表―Fo.35mで時

代不明の暗褐色土ないしは褐色粘質土、南側は現代J里土のみが確認されていたことになる。今回の

1514 ・ 1524調査地点の調壺は食党の外周全体をトレンチ状に調査した。本内には辿構の調査を中心に

罰'i• したが、 辿構を調オtする前の段階で、 食堂北半では地表下0.25~0.4rn以下において、南半では0.5

m以下において、118褐色粘質土を確認した（松田2017)。これは本霜でいう ill・ lV !fo1である。1445調

査地，1!．，1：で確認された暗褐色や褐色判i質土も当該層に相当ないしそれに起因する可能性．．があろう。

また今回の調査では辿h府が検出されたのは食盆の西および南側である。検出されたのは8世紀末～

9批紀前半の竪穴住居やii靡であった。黒髪地区の至近で古代の辿梢が多数確認されているのは北地区

附I，岱凶苦館南棟のある0425調杏地点と南地区自然科学研究科 ・理学部総合研究実験棟のある9810調査

地，1.間である。前者は本地，1位の西側70111に位附し、7111：紀後半～9世紀前半の竪穴住居が30基発見され

た。 また後者は本地点の南東10111に位悩し、同時期の竪穴住居が24基検出されている （培2007、小

畑 ・大坪2009）。 また0425地点と今回の調査地点の間の1302調究地点東南部でも竪穴住居の検出があ

る（大坪 ・柴田2015)。今111|||］北地l凶食堂西佃lおよび南側での辿梢の確認は、こうした黒髪町辿跡群

の古代の辿梢．の広がりが患髪北地区南東部にも展開していることを示すことになったと言える。

注

(1) 1514調査地点の調査の屈出的に関する文書をまとめると以下のようになる。

文化財保設法第93条第1項の届出 熊本大学熊大施企第88号 （平成27年8J J 26 l=J付け）

上記）iTi出に対する通知 熊本市教育委員会 文振発第938号 （平成27年9Jj 9日付け）

(2) 1524調壺地点の調杏の/1り出令りに関する文：iりをまとめると以下のようになる。

文化財保殿法第93条第 1項の届出 熊本大学 熊大施企第237号（平成27:年12月11日付け）

上記届出に対する通知 熊本市教育委員会 文振発第1516号（平成27年12月21U付け）

［主要参考文献l
大坪志子 2002「北地1を食樅南側テラス整備工事に伴う立会調査 (0112)」「熊本大学埋蔵文化財調査

室年報8 2001年度j 熊本大学埋蔵文化財調杏室

2009「翡坊＇し整イiiii( iJI•水的）工事に伴う立会調杏 (0864) 」 「熊本大学埋蔵文化財闊査室年報

15 2008年度j 熊本大学埋蔵文化財調査室

大坪志子 ，柴田 ；応2015「附屈図古館中央館改修機械設備工ijiに伴う立会調杏 (1302)」「熊本大学埋

蔵文化財調査センター年報20 2013年度」 熊本大学狸蔵文化財調査センター

小畑弘己 2003「焦嬰団地北地区外灯設備工事に伴う立会調究 (0216)」「熊本大学埋蔵文化財調査室

年報9 2002年叫 熊本大学埋蔵文化財調査岸

2007「前而歩追I叶じ竹補修工事に伴う立会調査 (0608)」「熊本大学埋蔵文化財調査室年報13

2006年度』 熊本大学期蔵文化財調査室

2008「出）車注，＇・；；i:灯収成工事に伴う立会訓J1t(0739)」『熊本大学埋蔵文化財調査室年報14
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2. （黒髪．II'..) 校舎 (IH北地lift党） 改修T..’J iに伴う V．会，J~1f. (1514 ・ 1524調介地．1位）

2007年度j 熊本大学埋蔵文化財調究室

小j:IlI弘己 ・大坪志子2009「理学部自然科学等総合災験棟新‘営工事に伴う発掘調査 (9810調究地点）」

「熊本大学構内辿跡発掘調査報告V」 熊本大学狸蔵文化財調究室

小畑弘己 ・大坪志子2012「北地区ボイ ラー空改修工事に伴う発掘調査 (0854調蒼地．点）」 「熊本大学

構内辿跡発掘調査報告VIlIj 熊本大学埋蔵文化財調壺室

れ＇，｛ 佳克 2007「1青報ネットワーク館本体工事に伴う発掘調査の概要 (0425調壺地点）」「熊本大学構

内辿跡発掘調査報告皿』 熊本大学狸蔵文化財調究室

柴田 亮 2015「屋外サイン設i四工事に伴う立会調杏 (1339)」『熊本大学埋蔵文化財調究センタ一年

報20 2013年度』 熊本大学埋蔵文化財調査センター

松田光太郎2017「校舎（旧北地区食此） 改修機械設備工事に伴う立会調杏 (1514)」「校舎 （旧北地区

食幽） 改修工事 （外構工事）に伴う立会調杏 (1524)」「熊本大学埋蔵文化財調査センター年報22

2015年度j 熊本大学埋蔵文化財調究センター （印刷中）

山野ケン協次郎2016「環瑳整備 （駐車場等）に伴う樹木等移植業務に伴う立会調査 (1445)」「環檄整

価 （駐車場等）工事に伴う立会調査 (1446)」「熊本大学埋蔵文化財調壺セン ター年報21 2014年

度」 熊本大学埋蔵文化財調究センター

表~4 ・ 1 524調査地点出土迎物一院表
図 番号 il'1 物 種類（器桶） 法lll(cm) 残存 量 符 徴 色 罰 出土辺情 偏 考

11m I1、1[1 91 9J: •I· •ア 11、IIIしIC7.5 Y 1(6/6 底部に切り悶し！いのfht・溜り腹あ13 I 1:m:; 杯 底径 60 底部1', 7 ';;•i/1i321;! 
滞祁

外 i"lk)・・，， 外lluc7.5Yl!6/6 り
II径 内i"i+i・J--,' 内，lluじi,5Y6/22 須忠器 社 底径 17,l I Iti tii/ t 7サ淋32/cl
器存 外 ， i"I転•I· •J‘ 外lluc2.5YG/2 
II径 内'[991転・｝寸‘ I}、I.1 luc 7.SYRG/6 3 i:t5器 杯 底ft 11粒～ル1部｝ヤ 33サi#
器高 外 ' \99\♦パナデ 外lluc7.5YR6/6 

「l径 内.lluc 5YR5/6 
Iヽ i:t5器 杯 底径 I I~部）\·

内 l"I転•J· •i‘ i.SYRG/6 33号溝1昂 内外血か色化粧f:
路岱 外 ' i"i転•I•デ 外，lluc5YR5/6 

7.5YR6/6 
lift. 内・ I9919えー／プ 内lluc2.5Y7/2 5 須息岱 杯 底径 !IN郎）ヤ 33サ溝
硲店 外： I991會云ナ7' 外．lluc2.5Y7/2 
II径

内 1991921•デ 内llue25Y4/2 内面に‘りてJi摂・外面に1/f(・ II文
6 須恵芯 』＊ 底径 明郎／i 1,;-竪‘K{l：屈 あり

む高 外：ククキ 外• lluo IOYR5/2 外面にfl然仕あり
II径 内：クタキ 内Hue2.5Y 内 llii に l•l •L• Iり文外由に I~ f-11文7 須屯器 吏 底径 引郎1'，・ lO号竪穴u,店1>2
路，灯 外：タタキ 外lluc2.5Y あり
II径 13.7 内In(9:｝)．i’ 内 •I lue 2.5Y7/2 12•サ竪穴(tI，れピット

8 禎恵．荏 杯 底径 89 I :l 底面に阿転ヘフ切り痘し扱あり
器科 38 外． l!!Iむ•Iヴ' 外．Hue2.5Y7/2 1 ・ 43層
ntt 

内 'Iul転•/· ·,' 内：Hue2.5¥612 ， 須忠器 4: 底tt IIN部）;• 21サ竪穴住／凶15~~
若窃

外 ' I991 ♦:; •I• •9‘ 外：lluc2.5Y5/I 
111¥. 

I1、1 ,1°1転•Iデ
内lluc2.5Y5/I 

lO 須忠器 M 底径 I INllliJ\• 外llue5Y6/l 31サ竪穴仕屈
,ぃ"·99、•.•,9, 外 19 91転•J・・7‘

N5/0 

I I tt 
内 ． i"I忙•J デ 11,1 • lluc ~.5Y6/ J 

底部に切りばし恥り
II 須恵器 碗 底径78 底部／i• 31>}竪穴住居付近 内ifi底部形成いびつ

,9,9"，"＇9“9 ' 
外．i"I転・）・デ 外lluc2.5Y6/J 

11/ii•i' ，灯台

11径 内'i"I枷・）・・i' I)、Illuci5Y6/I 
12 須忠器 均、 底径 l l i i tii/＇, 2 ;}i：坑

路9ii 外 19 91位・）・・1' 外．lluc~.5Y6/ I 

II径
11.1 • i"I似ナ・）‘ l'l • lluc 5Y8/2 13 須患．器 杯 底it 9.6 底部1'，・ 2号土坑 外面底部に切り鰈し＃｛あり

甜；灯 外： 19 91 りKI• .，， 外 • lluc 5Y8/2 

11径 内 タタキ 内lluc2.5Y5n 内lfliに1』9]心Pl文・外1付にI'li直線
IヽI 須忠将 史 底径 胴r.1;11・ 18ザピット

g:;科 外タタキ 外llueIOYR6/4 文あり

II径 IKI I9919J; •J· •I‘ 内flue7.5YR6/6 
15 上店硲 斗 底径 I ii~部）ヤ 20サ遺情

硲高 外 ． ［"i転•I·.I’ 外Hue7.5YH6l6 

II径 内，l"i転・r・i’ 内．Hue7.5YRil6 底郎外1面以外に赤色化杜!:
16 上師侶 J.f: 底径9.6 明部～Ji（部片 包含泌

笞窃
外 l"I転•/·.,、 外lluc7.5YR7/6 底面にlu]転ヘラ切り霞し頂あり

uif. 内．タタキ 内．lluc7.5Y61! 内面に 1991•L•Iり文 ・ 外面に格 f·LI文
17 須恵::; 甕 底往 削g,;1; 包含屈

器在 外．タクキ 外，llucIOY7/I あり
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If 黒嬰北地区の辿崎

3. （黒髪北）総合研究棟（黒髪北N9)改修工事に伴う立会調査
(1528調査地点）

(1)調査の目的と経過

a. 調査地と調査経緯

今回の調杏は、黒髪北地区の北部にある教脊峙部西棟 ・総合研究棟（黒嬰北N9)改修工事に伴う

調究である。

本調オt地、1灯に関しては、2016年2月12・ 1911、熊本市の指導に払づき、 1528調究地点として、掘削

工事に伴う立会調査を実施した 1。2J J 1211に実施した総合研究棟北側の調1tでは現代埋土のみで

あったが、1911午前に西側を掘j'jljした際、1辛i北に延びる煉瓦建物の基礎が検出された。当該部分では

練瓦建物悲礎を掘削 しないでも」．．事ができるとのことであったので、煉瓦建物基礎の位脳を記録する

だけで、iD,',l1tは終了した。1911午後、総合研究棟南側の掘削を行ったところ、煉瓦建物基礎が広範囲

にわたって検出された。当該部分ば煉瓦建物J店礎を取り壊さないと工事ができないことが判明したた

め、2月2211、熊本市教育委日会文化振興課の許njを得、吃会調壺の中で記録保{fを行った。

b.調査の経過

2016年2JJ 22n 辿樅．’i)[lj：化、与真撮彩、辿構掘削。調在終了。

C. 調査の組織

調 奔具 ：松田光太1.9!I5・古留広

事務担当 ：大崎喜美ー（・ ・濱田存美

整理作業貝 ：井上裕美 ・[l:|1 路 ・鬼塚美枝 ・小山正・子 ・後藤 恵 ・ 首藤擾—（・ ・ 末吉美紀 ・ 位1 田智

子 ・増：）1:弘—J’·

(2)調査区の基本層序

今回の立会調引tでは大部分の掘削深／斐が地表下0.2m、最も深い所でも0.5mであった。掘削によっ

て確認できた七で基本『i／手と言えるものは撹乱 ・現代埋：I:のみであった。

(3)検出迎構（図14)

近代の処物基礎2基が確認された。

く建物基礎＞

1号建物基礎（図15)

調査1凶藷．）東部で検出された。 •J,1とも高い所は地表・ト0.15 111 で 1 ．．端が検出 された。 111f.\0.7m 、長 さ 4.5 m 、

ほぽ東西方向にわl!llI をもつ蛉方形の煉瓦梢建物非礎である 。 今同発見の基礎は地表而下に有••在するも

ので、非礎の北側および枠jiIlilには基礎の掘り方と思われる．［I．＼褐色土が存在していた。煉瓦は4段確認

された。栢み方は根梢を採Illしており、上から 1~3段1」までは同じ幅で利tまれており、 4段Hは幅

が広く粘まれていた。）：東瓦は、 芋継を防ぐために、長手段と小II段が交互に煎なるイギリス梢で利tま

れており 、‘J凍此の継ぎ1-1(1-1地）にはモルタルが詰められていた。使われていだ陳瓦は殆ど全てが将

通煉瓦 （おなま）であり 、隅を切り落とした隅切形が1個だけ存在した。工事の影評を受ける 1~3

段目までを掘削し、追存状態のよい［東瓦24個を無作為に抽11111し、分析 ・保存用に持ち帰った。本基礎
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3. （黙髪北）総合研究棟 （黒髭北N9)改修 I..’ltに伴う立会調究 (1528iJ/,l布地、1.9f.)

ヽ

①
 

教行学部何棟

11}紐物）．ぽ礎 -
ニ`・",00

゜
10m 

図14 1528調査地点迫構配四実測図 (1/250) 

は明治21-23(1888-1890)年の築造である。

2号建物基礎（図14)

調査区西部に存在する。地表下0.2mで煉瓦租建物基礎を検した。教育学部西棟 ・総合研究棟（黒

髪北N9)西側のスロープを疫に、その北側と南側に分かれるが、両者は主il叫が一前線上に並ぶ一連

のものである。北側のものはllliiio.7m、長さ4.8m、ほぼ附北方向に王軸をもつもので、1箇所、幅0.5

m、長さl.8m東へ突出する部分をも っていた。南側のものも南北方向に主刺lをもつもので、西側が

縁石のため調在できなかったが、1111,i0.6111、南北2.6111の長方形をなすものであった。西側を調査すれ

ば幅は0.7mになると思われる。工事に伴う掘削は煉瓦直上で済んだので、本煉瓦基礎は辿構確認を

行ったのみで、掘削はしていない。1号建物基礎と同じ明治21~23 (1888~ 1890)年の築造である。

(4) 出土辿物（図16~20)

1号建物基礎出土逍物（図16~20)

1号建物基礎を構成していた）：東瓦から持ち焔った24個の辣瓦には全て刻印が確忽された。そのうち、

刻印が判読できた23個を図示する。いずれの煉瓦も、長さ ・輻 ．）梨さからすると将通辣瓦 （おなま）

に該当するが、19のみ角を斜めに切断した隅切形であった。出土時は全てにモルタルが付滸していた

が、刻印を観察するため、図19: 20を除き、モルタルを除去して図示した。

煉瓦のうち破損した；資料の短ii哺破断面を観察すると 「平」に平行する方向に胎土の隙間を確認でき
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II •[l.＼嬰北地1メの調森
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図15 1号建物基礎実測図 (1/50)

る（凶18:15の短i|lII断而）。これは原土を捌枠に入れた際の原土塊のI隙間と思われ、「手抜き」成形で

製作されたことを示していると考えられる。

また全府料に関して 「平」両面には、 1史i|lII方阿に直線状擦艇が存在する。また少絨であるが長庫III方

向に直交する/11li1,が見られるものがある （図16:1 ・ 5、1又117:10 ・ 12、図18: 14 ・ 16、図19: 20) 

この擦痕は小 11および • 長手而には存在しない。 これは「平」を平汁｝にするため 「撫で板」を長庫ill方

向に動かして撫でたことに起因する可能性が考えられる。小IIおよび長手而は型枠が接していたため、

そのような擦：）氏は付いていないのであろう。「手抜き」｝成形煉瓦の型枠には 「底あり」 ・「底なし」タ

イプがあり、九州には「Ji.（あり 」があったようであるが （水野）999)、本例は 「平」両而が撫でられ

ているため、 「底なし」タイプではなかったかと思われる ：。

「平」の片l(liには、約3.9x 1.7cmの長方形刻印が押されている。これは「平」の直線状掠痕の上から

押印されており、衣f(ijの成形後押されたものである。長方形刻印の枠内には文字が1肋刻されており 、

文字が判読できたものは全て、「熊本監獄製造」と印字されていた。熊本監獄製造刻印は「平」の中

央付近に、長1!111に平行して押印されるものが大半であったが、稀に斜位に押印されたものも存在した

（図17:7、似119:22)。また長方形刻印の枠は角張っているが、中には角の丸みが強いものがあり

（図20:21)、刻印は複数個存在したことを示している。

この長方形の熊本監獄製造刻印の他に、カタカナ刻印も有・在した。カタカナ刻印のうち判読できる

ものとしては、「口」3例 （図20:2 -2、3-2、20-3)、「ハ」 1例 （図20:4-2)、「ホ」

例（図20: 6 -2)、「チ」2例（図20:5 -2、7-2)、「ワ」3例 （図17:8、1区120:9 -2、11

-2)、「力」 2例（図20:10-2、13-2)、「ヨ」 3例(|当120: 12-2、15-2、17-2)の7種が

存在．した。カタカナ刻印では 1種の刻印が2個押印されたものが3例あった （図16:4 ・ 6、図19.

20)。またカタカナ刻印以外のものと しては、 「X」2例 （図20:19-2、20-2)、武111菱l例 （図

20:1-2)が確認でき、判別不能の1111みが1例あった。サイズに関しては観察表 （表5)に掲載した。

胎土はオll砂や細礫を含むのを甚本にするが、灰色の不純物を含むものが少兄あった (l:i<ll7:9、図

18: 16)。また焼成は概して良好であった。小口の片而や長手の）＇II(IIに微小の光沢粒子の付約が見ら

ー
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3. （黒髪北）総合研究棟(.'．l・し））1北N9)改修T-¥に伴う立会淑1t(1528,J:,l1t地．点）
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II 黒嬰北地14の湖1t

れるものがあり（図18: 14)、表而が）火色に変色したものもある。この粒子の材質や変色の成因は明

らかにできていないが、粒子の有在や変色の度合いが一個体内でi!IVi移的な変化を示しているものがあ

ることから、焼成時の状況が関係している可能性がある。

(5)まとめ

今回の調査は、教育学部西棟 ・総合研究棟（黒髪北N9)改修工事に伴う調査であったが、校舎南

側および西側にて煉瓦秘建物非礎を検出した。南側の 1号建物甚礎は東西方向に庫IlIを、西側の2号建

物i闘礎は南北方向に軸をもつもので、「第五高等中学校一閃は (1890年）添付の第五高等中学校全岡や

その後の第五高等学校の1‘又lifli(:Id',9:jii已念館I図l録編北委貝会2007)と照合すると、前者は厨房、後者は

浴至に相当する ことがわかる。第1i.l','：高：中学校建物を設計した久米．w．迫氏による 『第五高等中学校新
築落成報告』(1890年）にも厨房 ・浴立は記されており 、それによれば、両建物は第五麻等中学校の

1}｝j校に合わせて、1889年10月に起こLし、1890年 1月に竣工した建物であった。両建物は煉瓦造りの平

屈であり 、紫涙新報の1888年3月の記事によれば下立田村にある監獄畑瓦製造所において第五裔等中

学校川の煉瓦を製造していたとあり 1、熊本監獄煉瓦製造所は1888年から1889年にかけて存在してい

た（新熊本市史編紅委員会1997)。今llllの調究における熊本監獄製辿刻印付陳瓦の発見はこうした文

献記録が発掘調森によっても確認されたことを窓味する。

監獄での煉瓦製造は沖縄 ・•Lミ III裔 · 名古｝星 ・ 東京（小菅鋲治監） ・ 仙台 ・ 北洵迎など全国的に見られ

（水野1999、上原2016)、煉比製造は1ム1人男性の作業になっていた（「監獄則 同施行細則』1889年）。

当1時九州鉄逍は熊本まで未竣こI-．である一方、熊本1i説獄は同じ熊本市内（視手］収本町）にあった。運輸

のイ湘便や骰用の節約から監獄製造が選択されたのであろう （第1i.｝,9:j令が学校l!fl校万十年記念会1939)。

なおこの熊本監獄煉瓦製辿所の場所は本学東側の旧泰勝寺参道下にあったとの記述があるが（第五

邸等痒：校開校五十年記念会前掲）、熊本大学・7［高記念館客貝教授の磯Ill桂史氏が現リ デル ・ライ ト両

女史記念館付近 （熊本市黒嬰 5丁11)にて熊本監獄製造刻印付煉瓦を採染したことにより、同地に

あったことがほぽ確実になった。

本調査の出土品は辣瓦のみであったが、煉瓦の殆どに刻印が押されていたことが大きな特徴である。

刻I:|］は熊本監獄製造刻印、カタカナ、武m菱、 Xからなっていた。これらのうちカタカナ ・X • 武田

菱は熊本監獄製造刻印と併川 して押印されていた。またカタカナと Xが併用されたものが1例あった

が、武田菱と カタカナは併用されていなかった。 こうした組み合わせをみると、熊本監獄製造刻印、

カタカナ ・武田菱、 Xはそれぞれ別の怠味をもつ刻印であると考えられる。刻印は製造会社印 （社

印）や真任I~: |]などと考えられているが、煉瓦の製造が手抜き成）I多から機械成形に移行するのと相まっ

て、四任印→費任印 ・社印→杜印へと 、真任印が消滅していく変遷が見られるという（水野前掲）。

当地点で出土した煉瓦も手抜き成形であることから、熊本監獄製造刻印は製造所印、カタカナや武m
菱は直任印に相当するのではないかと考えられる。

泣後に本調査地点出土の辣瓦の法絨を図示しておく 。今同持ち帰った24個煉瓦の平均法批は長さ

23.0cm、輻11.0cm、1厚さ6.0cmであった。法．似の長さー幅の分布、｝駁さの分布を図示したのが図21であ

る。図中には平均的な長さ ：l|Ihiの比率も斜線で図示した。また法婿比較のため1905年頃日本で牌及し

ていた 5種類の練瓦の法姑と1925（大Il-7.14)年に定められたH本1票準規格 (JES)の寸法を同図に表

示した（大高1905、{,9:j柳他2004)。これによると本調在地点出士）・東瓦の法もしは長さー幅の規格がJES

より大きいこと、 1905年当時の 5種類の陳瓦の中では東政形が最も近いと言える。このうち JES規

格より長さ ー幅の大きい練瓦の存在は占い煉瓦によく見られる傾向であり（水野前掲）、大嵩氏の記
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3. (.'I¥嬰It)総合研究棟 （黒髪北N9)改修t:jJ.に伴う立会調査 0528，よlft地点）

述にも合致する。また東京形に近いことは、第五高等中学校の建設が国の事業であり 、その建物が文

部省の技師山1_1半六 ・久米正迫両氏によって設計された束京ルー トの建築（磯IH他2012)であること

と関係していると息われる。
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注

(l) 1528調査地、,,'i．の調査の届出等に関する文』をまとめると以下のようになる。

文化財保護法第93条第1項の届出 熊本大学熊大施企第82号 （平成27年8月101:I付け）

上記）iri出に対する迎知 熊本市教育委貝会 文振発第808号（平成27年8月18「I付け）

(2)このほか、長手 ・小口は佃かに中央が凹むが、「平」は凸状IIII而をなすものが多いという領向が

見られた。この長手 ・小口と、「平」では而に差異があることは、両者における成形の辿いを反

映しているのかもしれない。

(3)紫涙新報1888年3月181二1の記事「練瓦の好結呆」
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u 晃虎北地区の調究

表5 1528調査地点出土追物一覧表
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m 黒髪南地区の調壺





Ill 、'．I.＼嬰1|)地区の，JI.I介

1. （黒髪南）南地区福利施設支障配管替工事 （追加）に伴う発掘調査
(0806調査地点）

(1)調査の目的と経過

a. 調査地と調査経緯

（黒嬰南）福利施設支1硲配符枠T.iji.（追加）は、黒嬰南地区にあった食党 ・購買店を取り壊し、新

しい福利施設を拡張して建設する工事に1祭し、1旅害となる配管を敷設しなおす＿T．事である。

調壺地点は、黙嬰南地区の南東に位iiりする。黒髪南C4 （共用棟黒髪2:旧工学部8号館）の南

側にある緑地幣にl甘留柏を設ii/i:し、貯留梢から南地区福利施設まで南北二つのルートで新しい施設を

囲むように配管した。南側のルー トにおけるり』削では、いわゆる辿構面である地山を検出したが、や

や砂質で辿梢は確認されず、辿物 (_-I-．fii|i器片）が数点出土したのみである。貯留槽の設i性予定地と、

北側のルー トにおける掘削では、辿物包含),;,_1および辿梢面を検出し、辿梢も11＇（1噌忍された。本杏では、

追梢が確認された箇所について約IH¥する。

b. 調査の経過

2008年6月251こ！ 貯留柏予定地の1図の一次掘削。

2008年6月261二1 作業はによる発掘澗望淵l始。撹乱除去、辿物包含席の掘削、辿梢面検出作業開始。

1号翌穴仕），止、2号竪穴仕屈検出、掘削Iifl始。

2008年6月27日 1け竪穴住居、2号竪穴住居掘削完了、写真 ・測拡などの記録。3号溝とその他

ピッ トを掘削。

2008年6月30日 令1本社'tin}、令休写真を1蔽翡多。配管部⑤区 （緑地幣内）の撹乱除去、辿物包含／科の

掘削、辿構検出、 逍梢掘削を開始。写真 ・測燿などの記録。5区の調査完了。1

区の測絨を1}fl始。

2008年7月l!"I l I凶の測・:1し。 11凶の調壺完了。

2008年7月28n 配符部2区の:tl:1¥削、 辿梢検出、 追梢掘削、写真 ・測批等の記録。調査終］ 。

2008年7月29日 配秤；i|；5 |凶（緑地幣以東）の東半部を掘削、追梢検出、 辿構掘削。写襄 ・測砿等

の記録。

2008年7月301二1 配行部51ヌ （緑地帯以東） の西半部を掘削、辿梢は検出されず。調究終了。

C ．調査の組織

調 壺貝 ：大J平志子

¥ji ]分 す且 当 ：111111木綿子

発掘作業貝 ： 伊藤千代子 ・ 建•褐敗美 . II!中香荀 ・湘淵俊子

整理作業員 ：井上裕美 ・江II 路 ・鬼塚美枝 ・小11 |.w．子 ・首藤悛子 ・末吉美紀 ・長谷仰子 ・i1；1井弘
-{-・ 1l1 祝•1,.1.1'1'i 

(2)調査区の基本庖序（図23)

1区は6X6mの範問であるが、 北側半分がすでに破壊されていた。周囲もほとんど批乱により破

壊されており 、土l1・1はかろうじて1位乱を受けていない南壁の西端部で確認でき た。 1/「＇1：黒褐色土

(Hue10YR2/3)は表土で砂や小石、炭粒が多く含まれ、21¥S:馬褐色士 (I-IuelOYR2/3)は近代以降
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I . （黒嬰I—f.j ) 南地区福利施設支隙配管；替工：Ji. （追加）に伴う発掘調査 (0806湛］企地．1¥)

゜
iOOm 

図22 黒髪南地区における調査地点位置図 (1/2000)

の土l¥'!iで白っぽく見え、少し粘性がある。31悦：黒褐色土 (HuelOYR2/2)は古代の追物包含陪で、

4)悦 ：黒褐色土 (HuelOYR2/2)は31界と地山（辿柚而）との漸移思である。

2区は、アスファルト ・バラスの下は山砂で一度工事を行っている。山砂の下で古代の辿物包含陪

が検出された。地表―Fo.7m程度である。そして、地表下l.Om前後で地山が検出された。2区より、

辿梢検出レベルがやや深くなっている。

5区も全体的に既設配管が多数横断しており 、ほとんどが拉吼であった。迅梢が検出された箇所の

南壁では、アスフ ァルト ・バラスの下の 1倍 ：黒褐色土 (I-IuelOYR2/2)は混入物のないきれいな古

代の追物包含陪と考えられ、2/r-1: 11音褐色土 (HuelOYR3/4)は地山の土が混ざった土陪、3陪 ：黒

褐色土 (HuelOYR2/2)は古代の辿物包含陪で、辿梢の迎土である。

(3)検出追構

検出した辿梢は、 1区では竪穴住居と構．、ビッ ト、 2区では溝と土坑、 5区では溝である。以下、

調壺区ごとに記述する。

1区

＜竪穴住居＞

1号竪穴住居（図24)

1号竪穴住居は、調査区の辿梢検出範囲の北東に位置する。 北側も南側も大きく破壊され、東側は

58 



＂ 
E
ニコ
平
亡ニコ
諏
亡ニ
コ
0
8
0
6
11
区

9 C V . 9 z . 1 1 A  

o c v  
・
g z 、I I A

9 u v . 9 ~ . 1 1 A  

0 ~ ＜
．
9 ~ ＇1 1 A  

9 - V . 9 N , 1 1 A  

o w . 9 N , 1 1 A  

9 0 V . 9 N , 1 1 A  

X=
-2
0
.
 
76
5 ~  

X=
-2
0.
 7
70
 

X=
-2
0
.
 
77
5 

X=
-2
0. 
78
0 

一

) ＜ <
．
9 ~ ＇1 1 A  

9 C P
.
s 8 , I I A  

o c v . g N . 1 1 A  

-r  

A'
 

A
 

L
H
=
1
8
.
 7
0
m
 

I
 

゜
1
0
m
 

B.
 

L
H
=
1
9
.
 O
O
m
 

B
 ア
ス
フ
ァ
ル
ト

二
／
―
-一
4

） ） ） ヽ 贔 ' ‘3 3 2 2  I I I I  2 2 9 - 2  R R R R  

Y Y Y " ｀  0 0 0 0  l l l l  c c じ C

" " u u u  

( （ （ ' , ‘  -”
- · ·-•
-

色 色 色 色

l l l l l l u  

1 1 , 1 1  I“ ー “ , A I "9 . I . I . 9 .  

． ． ． ．  

妍 M l f i 析

1 2 3 1  

バ
ラ
ス

ー
--
--

―
ー
ペ
こ
二
二
二

k i 刈 屈

1 2 3  

!・
'.
＼氾
色七
O
lu
e!
O¥
'R
2/
2)

研
褐
色
七
(i
lu
c!
O¥
'R
3
/
・I)

黒
褐
色
七
(i
lu
c!
O¥
'R
2/
2)

2
m
 

5 9  
0
8
0
6調
査
地
点
調
査
区
配
匝
図
・
土
陪
断
面
実
測
図
(1
/
2
0
0
・
 1/
5
0
)
 

. g 翠 ヤ i 逹 ＿ X ] 7） ,J M W .
図
2
3



1. （1.l,＼嬰南）南地l)(..fii利施設如布配竹替I:’lt（追）Jll）に伴う発掘潤fl'(0806調介地点）

調森Ix：外となるため、住居の南壁の一部が残された状態である。掘り込みが浅くなだらかなことから

住屈と判断した。南壁の状態から、 1号竪穴住居の主軸は北東ー南西を向いていると考えられる。現

状では、2.3XQ.6m、深さは0.3m前後である。追物は、細片が多く凶化はできなかったが、士f:lli器や

須忍器の破片が出土している。

2号竪穴住居（図24)

2号竪穴住居は、調奔区の中央に位・i性する。住居の北側は破壊されており、住屈の南側1/3程度が

残された状態である。西側では 3号溝を切っている。主1111|！は南北を1句いている。現状では、2.3X 0.9 

m、深さは約0.25111 である 。 辿物は、細片が多く図化はできなかったが、 —+．師器や須忠器の破片が出

土している。

＜溝＞

3号溝（図24)

3号溝は、調ィt区の辿構検出範囲の北西に位四する。東北東ー西南西の方向に流れている。幅は最

大0.9m、深さは0.27mである。辿物は、図25:1の須恵器碗が出土しているほか、十．fiiIi器や須恵器の

破片が出士している。

19号溝（図24)

19号社lj:は、 1区の東側の突き出た部分で検出された。配箭部で北側が破壊されていたため、幅l.lm、

長さ0.34mのみが確認できた。深さは0.25~0.35m程で南に向かって流れていたことがわかる。辿物

は土師器の細片が出土している。

1区では、このほか20個ほどのピットが検出され、それぞれ土師悩や須忠器の破片が出十．している。

2区

＜溝＞

1号溝（図24)

1号溝は21区のやや南側で検出された。東西方向に流れるi11i:である。l|liiは約0.6111、深さは0.16111で

ある。辿物は図25:3の土師器斐が出土している。

く土坑＞

2号土坑（図24)

1号溝の北側、半分は調究区の西壁にかかる形で検出された。現状で0.6x0.3m、深さ0.38mである。

性格は不明である。

5区

＜溝＞

2号溝（図24)

5区の東側で検出された。調壺区を東北東ー西南西に横断する。現状で長さ約2.3m、輻は約l.Om

と1fii定される。深さは0.24111である。途中に段差があり 、西南西側が低くなっている。追物は、細片
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I. (.'.I鳩紐i ) 南地区n杯lj施設~,咲配竹枠 I:’li （追加）に伴う発掘、→J/,lイt(0806必111':地点）

が多く図化はできなかったが、土師器や須忠器の破片が出土している。

く土坑＞

1号土坑（図24)

2号溝の東側に位ii/i:し、2サ溝と並行に調査区北壁から西南西に舌状に延びている。途中で途切れ

ているが、溝の可能性もある。現状では長さ0.9111、輻0.22111、深さは5cmほどである。

(4)出土迎物（図25)

出土辿物は、非‘1：;tに少なく 、その中でも図化に耐えられるものはわずかである。

1区3号溝出土追物

図25:lはl区の3号構i：から1LH十．した、須屯器の碗である。

2区 1号溝出土迅物

3は2区の 1号溝から出土した、土師器喪である。頸部がしまり 、肘部がやや張っている。8・1仕紀

中業～後半の所硝と考えられる。

包含層出土追物ほか

2は1区包含lf1から出土した土tili器器である。いずれも 8・1仕紀後葉の所産と考えられる。4~6は

縄文土器である。4・5は縄文時代後期後菜の太郎迫式、 6は縄文時代後期末の古閑式である。7~

9は石器である。7は敲石、8・ 9は多くの面に磨りの痕跡が残る磨石である。

このほか、辿構のところで述べたとおり、細片が多いために図化していないが、土師器の杯や甕、

須恵器の杯や壷などの破片が出土している。

(5) まとめ

本調究地，,.'.,:は、黒嬰南地区の中でも 、蔽も白川に近い地点の一つである。今回掘削した配狩のうち、

南側のルー トでは先述 したとお り辿構が確認できなったことや土が砂質で辿梢を形成するには適さな

いと考えられ、本調査地、1,’.［と次章で報告する地，,.'.,．．の住居が狛落の南限付近に位骰すると想定される。

ただし、これが埋蔵文化財の調壺対象の南限ということではない。次章で述べるが、通常地山 （辿梢

面）と認識する土I悦は、以前より縄文時代の後晩期の土悩を含むことが確認されていたが、2015年に

はこの土I門のさらに下位の土INから縄文時代後期の土JJ廣硲 ，配石蒻および縄文人廿が検出され、縄文

時代後期の文化｝料であることが明確となった。縄文時代の追構の範囲確認については、今後の課題で

ある。

本学のI;fl発事業に最も関連する古代の埋蔵文化財の範囲について、目安の一つを街たのは大きな）成

呆である。同時に、深部の縄文時代の辿柚に対する注意の必要1生が出てきた。これは、換言すれば事

業規模、特に枷消Il深炭に拠った事業計両に対応する牛lj断基準の一つが具1本的になったということでも

ある。今後の事業と埋蔵文化財保設にとって、有益な調森成果である。

62 



Ill!］．＼愛Iti地IX：の，iり1t

\~ .:--I~ 、
/ • • :：¥ I 

2
 

：／f.＼鴨`轟9
＼ 
ぷ＼＼只包'4 喜り皇

F.. “ぷ~-A ~丑工辛＊セニニエ

3~戸／亨：ウ忍 6

0 0 

r 

，
 

゜
10cm 

図250806調査地点出土追物実測図 (1/4)
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2. （！！．浚 Iti)Iti地区福利施設:-11咲配竹枠 1::Jf（追｝)112)に11・・う発掘，i:,Jイi'(0806II，机，j1t地、1!i.）

2.（黒髪南）南地区福利施設支障配管替工事（追加2)に伴う発掘調査
(0806 II調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本調究は熊本大洋（患嬰）南地区福利施設支熙配符枠工事（追加2)に伴う発掘調究である。2008

年6月6日より 1}i-l始された立会い調査の結呆、 6月23日以降各地，点で辿構が検出され、その都度発掘

調究に切り粋えて調究をおこなった。12月41:1と12月18日調究分を以下に記す。

b．調査の経過

2008年12月4n 追加2調ィtl凶調ィt開始。

2008年12月18|」 追加2調査区で溝 ・ピッ ト約を検出。

2008年12月191:l 掘i'jlj・実測しfJI，l究終了。

c.調査の組織

調査頁 ：江頭俊介

事務担当 ：中川木綿子

発掘作業貝 ：小山正子 ・末吉美紀

(2)調査区の基本府序

当調査地点は1打川の河川堆秘により形成された1、1然堤防」'.にある。辿物 ・辿構を含む罰は2陪の黒

褐色土、 31,1、1の褐色十である。それ以外のI杓には、辿物 ・辿梢はない。調究区の南西側半分は2陪と
3/r'Iはなく 、現代且l！土や樅乱の下は砂l,：，1であった。調壺区の北東半分のみ2.3陪が存在し、辿構が

検出された。地表から70cmは既設竹による掘削に伴う山砂や、近現代の樅乱／円である。地表下70cm

から lmまで包含陪がある。その下は3罰である。辿構は31翌」潅Iiで検出される。

(3)検出迫構

溝 l条、ビッ ト9基、土坑l碁が検出された。

1号溝（図3)

1サ溝は調究区中央に位m:し、調究区を東西に柚切っている。幅80cm、深さ40cmほどである。平面
形はiI'［線的である。I訴面は逆台形を星する。埋土は4),:71に分かれる。砂と土が交互に堆栢している。

席石が1.i:'り出土している。

(4)出土追物

1は回転ナデを有する十．1':1li器J禾である。底面に糾：，りを伴うが、判読不能である。2は近世とみられ

る1；糾器のJIilである。祝乱から出土している。3は紅＇（！島器の壷である。他含陪から出土している。4は

弥生時代早期の深鉢である。IlIIIl部に亥llH突幣文を布する。内面はミガキが施されている。5は縄文時

代後期後葉の深鉢である。内外Ihiにミガキが施される。4は包含／屑から、5はローム上而からの出土

である。6は完形の）を出である。5而すべてがJ咲耗 している。1号溝からの出土である。
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2. （：.I])）1南） If.i地区｝叫lj施設支1咲配竹科」 •_ 9|i. （辿／Jl12)に伴う発批J判t(0806 IT,ii,'，j1f.地．I、＇f.)

(5) まとめ

1 号溝は辿物が少なく 、 磨石が 1,1•I.［出 L しているのみである。 そのため 、 II抒期は不明であ る 。 7 号

土坑も辿物の出土が無く 、時期決定に至らない。包含／悦等の辿物から椎測すると、縄文時代後期～弥

生時代早期と古代の辿構が当該地にも展l}}lしている可能性が高い。

I 

/l 
ミ三二二72

am//g 
rヽ

4芍鯰1/1
5
 □6 
゜

10cm 

図270806 Il調査地点出土逍物実測図 (1/4)

表7 0806 II調査地点出土追物一院表
図 番岳 ill 物 種類（器種） 法量(ca) 残存絹 特 微 色 訊 出土遺情 偏 考

n径 139
内 1991転•I•デ 内 lluc75YR6 6 底面外而に＇！！古か27 I l約岱 杯 底径 i.O 約II 外 1991転•J7' 外 lluc7.5¥"R6 6 

・ぷ地．9tak)2
，A；色化粧j・・路店 3.1 

n径 11.0 内 19lヤ:;•I•デ 内'lluc7.5Y8 •I 底郎1勺面に1’I.,!.；伯付れ2 困ぽ； Inl 底径 61 1 3 
外 1•91 転1•デ 外 llue 7.5Y8 4 

追加2・ぷ撹乱
内面にAif](V押し根）器高 2.05 

「l径
11-1 :1"1転•I-1‘ 内 Hue5Y61l 

3 珈↓(t:； 咄t {•t)こ径997 財部1i’ 
外． i"ik/·•ア ． 削 I) 外 llucIOY5/0 

追加2.U含k1
閥，：？j

II径
内 ． •J·i' ill さ I人1.1-luじ IOYR7/'1,1 椛文 I・船 深11ヽ形 1：器 底径 桐部1} 追11112・ e/.含k1 剌II突情文あり

,''"・ "'P"' • 
外 ． •I·•I‘ 外 HueN4/0 

I lit 
内‘ナ,',Ji!さ 1J.1 llue 2.5YY 4/I 5 純文t:},; 深it形i：路 底径 Ji(tlol: 外＇・/・,，，,1朽さ 外 lluc2.5.1／4 

如地点＼lー1、1・.1fli
器窃

iとさ 9.95 
l'・J 内 llue(i { i t; 1/1 fi t』 6.6 完彩 外： 外 '11uc 追加2・ SDI ,f(:hl36lg 

It1さ 3.85
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Ill .＇．l.l，嬰南地1メ．の，J肪介

3.（黒髪南）福利施設樹木移植工事（追加）に伴う発掘調査
(0809調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

（黒愛南） 福利施設樹木移オi(I．工事（追加）は、黒髪南地区にあった食此 ．)!//i買店を収り壊し、新し

い幅利施設を拡張して建設する工事に際し、障害となる樹木を移柏する工事である。

調壺地、•.',(は 、 黙髪南地区の南束端付近に位協し、最も白川河川 に近い。 現府はマンションが建設さ

れているが、かつてはII艮前に白川の堤防が見えていた。

本1i業では、Jオ予定範囲内の 5本の樹木を移植することとなった。まず、移植先を先行して掘削

し、埋蔵文化財調究の要不要を確認したのち、移柿元となる樹木周問の掘削と抜根作業を行った。移

植先は、埋蔵文化財への影牌を可能なかぎり同避するため、辿物包含J,;,1および辿構面の検出レベルが

深い地，l,1［を選択した。この結果、移柚先では埋蔵文化財の発掘調究は不要であった。つづいて、抜根

のために樹木周問を掘削していたと ころ、5本中 1本 （樹木②） の周llt1において辿梱が検出されたた

め、発掘調究へ切り枠えた。発掘調査の範囲が狭く 、辿梢も少なかったため、作業には大坪があたり 、

測貼等は江頭俊介とともに行った。ほかの樹木の周囲では、辿構而を検出したが追構は確認されな

かった。

なお、樹木の番号は、屈け出図而の番号ではなく 、掘削順である。

b．調査の経過

2008年6月2311 移植先の掘削立会1}｝l始。

2008年7月1日 移梢元の掘削立会開始。樹木②⑬）の間を掘削、 樹木②の北側を掘削、 甕を検出。

2008年7月3II 樹木②北西側を掘削、発掘調査開始。批乱除去、辿物包含！悦検出作業とともに、

調引t iメ：西半の近枇以降の土坑臨と、思われる姐構、大社Ii:などの辿物包含f1」 •而iの辿

梢掘削l}｝］始。 1号竪穴住居掘削。

2008年7Jj 4 1:1 2サ構掘削。完掘写真撮影、 土I邑ll)前lil又l作成、 ・i!!Ijhしなどの記録。調香終了。樹木

④ も平行して掘削。終了。

C ．調査の組織

講j ←1t il ：大坪志子 ・、江頭俊介（現久留米市教育具会）

事務担 当 ：中川木綿子

発tl:1！作業ll:なし

整理作業員 ： 1 1••土裕美 ・ t「.lこ1 路 ・ 鬼塚美枝 ・ 小 1I ！正子 ・ 竹藤（硲子 ・ 末吉美紀 • 長谷偕＇子 ・ 増井弘

了・ ・ 111褐早藉

(2)調査区の基本層序（図28)

本調企は 、 樹木の抜根を 1す的とした掘削から開始した。 樹木の周l•用を隅丸方形～不正円形に掘削す

る過利で検出 された辿梢の発掘調究をおこな った。 このため 、 本調査区では調ftl凶北 • 西樅の辿梢に

かかる部分について土）料を記録した。

緑地として利川されていた本調査区は、1 ・ 2 ・ 4 ・ 51悦より上は、近1Il：・近代の土）円である。
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3. （,l.l判紐i)f叫l」施設樹木移植J-．事（追加）に伴う発掘調杏 (0809謳1杏地，r位）

l ・ 2 ・ 4 ・ 5府直上は、少し砂が混入するl,1.-1＜しまった土附 (HuelOYR2/2)が堆梢しており 、IIf1

和28年に発生した洪水による堆栢物である可能性がある。

1 ・ 2 ・ 3 ・ 6陪は 1号竪穴住居の埋土である。 l/rt (Huel0YR2/2) ・ 2 J,:•1 (HuelOYR2/2~2/l) 

は古代の包含附で、2陪は炭が入るため黒い。31円 (HuelOYR2/3)は21,•サと地山 (HuelOYR3/4)

との中間荊である。 4陪 (HuelOYR2/3)は、混入物のないきれいな近1Itの土｝悦である。 51芭

(HuelOYR2/2)は、砂と地山の土が斑状に少し入る土Ir,1である。6/f•1 (l--luelOYR2/2)は51料と類似

するが、6屁のほうが明るく分1円できる。7附 (HuelOYR2/2)は61悦と類似するが、こちらのほう

が黒い。8陪 (HuelOYR3/4)は、地山の土に 6・ 7 IMが影牌したのか、やや黒くくすむ。

(3)検出逍構

検出した辿構は、古代の竪穴住居の一部および溝1条である。

＜竪穴住居＞

1号竪穴住居 （図28)

1号竪穴住居は、樹木②の北西隅で検出した。掘削は樹木②と樹木③の間からjjf.j始した。削北に南

側から諏機で掘削したが、ここでは予定の掘削深度までは樅乱ゴ••.Jf-1 であ っ た。 北側を掘削している際

に古代の辿物包含陪を確認した。このため、匝機による掘削を止め、手作業で辿物包含府の範囲を確

認し記録写真を撮影した。その後、移植で辿物包含｝界を掘削すると辿物（甕）が出土した。）討囲で辿

構プラ ン等は確認されなかったため、甕の出土状況を記録したのち取り上げ、さらに辿物包含！界を掘

削した。その結果、住居のプランを確認でき、甕は住居のIり月に位附することが判明した。甕の上部が

欠担していたことから、住居は上部が削平され、ならされたと考えられる。現状では、方形の竪穴住

屈の北東隅の部分が0.9x0.9mの範囲、深さは約0.2cmである。住屈の南側は2号社1;：によ って削平され

ている。

＜溝＞

2号溝 （図28)

2号溝は、 1号竪穴住居の南側に位樅し、住居を切っている。東西方向に走っており 、東側は樹木

の下を通過し、その先は攪乱により破壊されている。幅は厳大0.8m、深さは0.4mである。

(4)出土追物（図29)

出土辿物は、辿構を検出した樹木②の地点、およびほかの樹木周皿lから古代土師器、近世～近代磁

器、縄文時代石器が出土している。

1号竪穴住居出土遺物

図29:l ~ 3は1号竪穴住居出土の土Iiii器の杯と甕である。1は杯の（波片である。2は小型の甕で

8世紀末～9世紀初頭と考えられる。3は甕の胴部の破片である。

2号溝出土逍物

4~7は2号溝から出土した土師器の甕と甑と杯である。4は1と同じ小型の甕で、5も甕の口縁

である。7は把手がついた甑と考えられる。4と7はLI縁がJ阜手で、短くやや鋭fりに屈1ll1する。5は
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図28 樹木②追構配匹図・ 1号竪穴住居 ・2号溝 ・調査区西壁土層断面実測図 (1/100・1/25) 

iiり手で1罰曲も緩やかで 1..|ilJきとなり、 1時期が若干下ると考えられる。

曲がある。古相を畢しており、 7・111:紀代と考えられる。

6の杯は、深さがあり途中に）閉

包含層出土逍物

8は、樹木①の周間で11,1土した土Iiili甘桧杯の底部片である。9は樹木⑤の周問から出土 した近II|：磁器

の皿である。10~12は今IIll報告の樹木②の包含W1から出土した縄文時代に屈すると考えられる石器で

ある。

(5) 

本調査地点は、黒嬰南地区の中でも、畝も白川に近い地点の一つである。本調査地、し月のlOmほど南

では、砂に近い地質となり、迅物包含1悦も明確ではなく 、辿構も検出されない (9709調査地］．Ii)。白

川の蛇行により南に突き出る敷地の西側では、本地点よ り50m南側であっても近世～近代の畑跡が検

出されている地、1¥(9909調1t地，1.'.(:現ベンチャーラボ ・衝幣極限棗境実験棟、衝腺尖験棟、 0203調査

まとめ
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3. (.',I.\ ~詞i) 福利施設樹木移植上’li （追加）に伴う発掘調企 (0809，凋査地，19,i.)
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図29 0809調査地点出土追物実測図 (1/4)

地点 ：現インキュベーションラボラト リー）があるほかは、やはり砂に近い地質となり古代の人々の

生活の痕跡は見当たらない。おそらく、旧河川敷に相当するのであろう。このような状況からすれば、

本調壺地点は先述した0806調壺地点とともに、古代の染落の南端付近に位ii1i:していたと考えられる。

古代の駅「蚕投駅」のl~l連施設と考えられる建物跡や溝が確認された0204調査地、1.’.I: （現黒髪総合研究

棟）から南に延びる0302調査地点Il区 （共同溝敷設）の成呆では、 0204調査地点から南へ32m付近が

段l了．．状にな り白川に向かって落ちて行き、段丘付近には堀が東西に掘削されていることを確認してい

る。この掘は、本調査地点より少し北側に位附する。この堀の北側には辿構 （ピット）が分布し、南

側には無い。0302調究地点Il区は削平が著しいこともあるが、この堀が「蛮必駅」の関辿施設の南端

を示す可能Itも考えられる。おおむね、本調究地点とこの堀を結ぶ東西のラインが、黒嬰南地区にお

ける古代集落が分布する南限のH安と考えられよう。この南限と考えられるラインより南側の範囲に

おける今後の注愁：、1点・課題は、縄文時代の追構である。2014年に縄文時代後期liij窃との土器と人骨が出

土した地、1!.［は、現地表より 2111ほど深く 、南地区の中では白川に蔽も近い地点の一つである (1310調
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壺地r!．I.)。現在確認している同じ時期の姐物が出J.:.する地、1,'\ は、 1310訓杏地、1:~.（の東側に 1 ケ所あるが、

白川の堤防を11艮前に控え、辿物が出一十するのは2mほどの深さである。地表下2mに縄文時代の文化

li,1が存在するという事実や認識は、 1310調奔地点の成栄により明確になったばかりである。黒嬰南地

区においては、白川に近い地点は古代の追柚がないこ とから、掘削が2ml前後の工事の候補地として

選定してきた。 砂地であるため 2m以下の掘削も、おそらく屈猜•限はないものと考えていたが、縄文時

代の文化1¥"iに対する注意が必要となったのである。

今後の描内における1り1jfl発事業の際には、こ うした成呆を／又映させていきたい。

表8 0809調査地点出土迅物一覧表
図 番号 遺 物 櫂類（器種） 法塁(cm) 残存率 特 徴 色 隕 出土潤情 備 考

nif 内 Iul転➔•7'. nり•) l1.I I I\l(• 7 5Y K7 •I 
29 I I tつ諮 v,: r，ttf 底部片 1り竪穴(II、,;

匹¢,
外hl令?.-J--i'M、1 外IIm• 7 5 ¥’R7 •I 

I lit 16.5 内． I；,1 りム••/·ブ． h~9) 、） 内． lluc10Yll6 l 全1.‘i)
2 上ti2'： 史 /if径 74 2 3 外l:91転ナ7‘.1• デ． 外!Iし1cl(IYl{6 l 位含屈 内外曲・記1:,、ス(.J行

岱，¥':; 148 ハケII 外1h1・t.""塁
U径 l人1.t・•r nl] 1) 9’1 9 1u9• 2 5¥＇6 3 Iり登穴iIII: 

3 し-t出訊 史 1，'（it 用茄1:•
外， •r •，，. Iヽ'rfl 外II ll9• 23 Y3 :l 2ふ青

外du舟記にススf,"r
荏店

nif 19.6 内 lnl,5•I· •i'h,) り ,,、IJiu,、:iYIW6 2 :；1/1/Pl 
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IV 4心ii：北地区の』，ilft

1. 本荘団地北地区（医病）基幹 ・環境整備に伴う発掘調査
(0411調査地点）

(1)調査の目的と経過

a．調査地と調査経緯

本荘団地北地区 (I歴）iKi)），し幹 ・翡'i炭賂備は、平成15年度に計画された事業である。既存のRI実験

棟 ・ポンプ牽 ・地下の各種水柏約を解休 ・撤去し、新しく受水槽 ・ポンプ室等を建設する事業であ

る。

本調査地、点は、熊本大学l災学部附J戒病院敷地の南西隅に位骰する。附屈病院の敷地内では、 1996年

から再開発半業に伴う発掘調森が実施されてきた。そのうち、敷地の北西側では、西病棟建設」:ili

(9901調査地点） （2014「熊本大学梢内辿跡発掘調壺報告xj)、第3井入水桔建設＿T．事 (0006)(2010 

「熊本大学構内辿跡発枷！調1t報告＼I[』）、共詞溝建設工事 (0104調査地、,,'_,:)(2010同）、I仮療川ガス供給

設備工事 (0119)(2010liil)などの地、しいにおいて、古培時代と古代を中心とした濃密な追梢群や辿物

が確認されている。本調査地、1.1!．周辺では、これまで本格的な発掘調究が尖施されておらず、包含悩や

辿梢而を検出する深さや辿仔状況が小明であった。熊本市文化振典課埋蔵文化財調乎渥をによる試掘調

奔を実施したところ、辿物包含悩および辿構Hli、土師器や縄文土器などの辿物を確認した。辿物包含

陪や辿梢面を確認した深さが、既往の調引t地点の成呆と比較すると深いため、辿跡の辿存状況は良好

と判断された。

本事業では、まず受水柏 ・ポンプ奎等の建設予定地内にあるRI実験棟 ・ポンプ李 ・地下の各種水

槽等を解体 ・撤去、支障配竹の切り枠えに際して立会を行い、その後、発掘調査を実施した。さらに、

給排水 ・i彫気の新設配竹の付幣 l-．事については区間を区切って実施した。観察表の「補」は付幣工事

区間を指している。本苫では、そのうち辿構が確認された区間の調査成呆について報告する。

本調森地、1訊では、古代の辿物包含陪の上而で、一度辿梢を検出 ・調査し （第一而）、その後いわゆ

る地山と呼ぶ追構而で、再度辿構を検出し、調査を行った （第二面）。古墳時代および古代の竪穴住

店と溝、畑跡が検出され、多数の辿物が出土した。追構番号は、種類に関係なく 、辿し番号を付した。

b．調査の経過

2004年8月1711 ガス岱切替 • 水逍プラグ止め工事 ・ 既存建物解体工事に1半う立会開始。

2004年11月l1:1 受水札"i・ポンプ臣本1本部分の発掘調査開始。辿物包含屁の上而にある赤褐色の土

1,；，1まで、重機によ る一時掘削および人力による批乱除去 ．ii'i・掃 ・辿梢検出作業1}fl

始。

2004年11月317 辿構の札l!i'ill |｝i•l始 (1 り·~ 3 号i.;'lj:、ピットなど） 、 ili掃作業。

2004i-f.l l月8|」 30 ・ 33り・i/lj:検il',、掘削開始。

2004年11月1511 30 ・ 33り溝完il』、写真 ・測虻等I}fl始。

2004年11月1911 古代の辿物包含/1水の掘削、辿梢面検出開始。

2004iJ'-l l J J 30 11 1:111的亦['(l濯忍、0) itii’iil |｝fl始。

2004年12月3LI 占代 ・古瑣の住／叶の調査開始。畝の土穣サンプリング、測丸し。

2004年12月221:1 掘削作業終了。作業貝解散。

2004年12月23H 調杏区十Ji•11又I1ffi採図、その他記録等。調査終了。

2005年1月27n 付僻丁．事③区間の調布淵始。
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2005年1月28日 住居、滞を検出。 掘削、 および図而 ・写真 ・測鼠などの記録。

2005年2月5日 ③区1}ilの調査終了。

j¥l 本荘北地区の調壺

2005年2月14日 付帯工事⑧区ー 1区1―！りの調査開始。住居とピットを検出。掘削、および図而 ・写

爽 ・測姑などの記録。

2005年2月17日 付幣工事⑧区ー 1区間の調壺終了。

2005年3月4日 ⑧区ー2区間の調査間始。住居、社Iiを検出。掘削、および図面 ・写冥 ・測塁など

の記緑。

2005年3月9日 ⑧区ー 2区間の調査終了。

2009年3月151:I ⑧区ー 3区間の調壺開始。住居とピッ トを検出。掘削、 および図面 ・写真 ・測梵

などの記録。

2009年3月16日 ⑧区ー 3区間の調査終了。

C ．調査の組織

調査貝 ：大坪志子

事務担当 ：前m知迎
発掘作業員 ：岡田イツ代 ・奥村カ ・奥村洋子 ・河野直美 ・河野義勝 ・木村洋子 ・白石美智子 ・杉村

昇 ・ 高山はるよ • 田中爵理子 ・ 谷優美子 ・ 1王1部孝子 ・ 土谷順子 ・ 鶴田峯子 ・ 中島公

子 ・ 西山チカエ • 浜田百合子 ・ 早田咲百合 ・ 番山明子 ・ 堀川貞子 ・ 前原タツ子 ・ 松井

昭子 ・ 宮村邦子 ・ 森川 1i臼'~ • 森川護 • 森田登 ・山本朝子

整理作業員 ：井上裕美 ・江口 路 ・鬼塚美枝 ・小山正子 ・古賀敬子 ・後藤恵 ・首藤優子 ・末吉美

紀 ・ 園出智子 ・ i留渕俊子 ・ 早田咲百合 ・ 増井弘子 ・ 山菩早苗 • 吉留広

(2)調査区の基本層序（図33)

本調査区では、本庄辿跡の中心となる古代の包含）舒や辿梢而（地山）が地表から深く 、沿干の撹乱

ば受けていたが逍構の追存状態は良好だったと言えよう。

調査区西壁では 11習から 31図まで、南壁では6屁までが近批～現代の埋土である。西壁の4陪（南

壁9罰）は、赤銅色の鉱物が沈殿 ・凝固した陪で、5陪（同10)愚）は粘土質陪が固まった陪であり 、

水田の床土のようである。 61邑（同11屈）は5)図と基本的な土質は変わらず固まっていない陪で、

5 ・ 6恩は本来同一の古代の辿物包含培と考えられる。7罰（同12罰）は、上屈と下の地山との中間

陪である。

付帯工事区間は、調査区壁は土留支保工により、矢板を設樅せざるを得なかったため、全体的な1習

序の確認はできなかった。付岱工事区間における土9囲の特徴としては、水田の床土のような粘1生の高

い土罰は検出されなかった。また、本荘地区や黒髪地区での基木的な陪序は、古代の黒色の辿物包含

層の下はアカホヤの二次堆粕と言われる褐色の土1罰となり、この陪を地山と認識している。しかし、

付幣工事区間では、古代の辿物包含陪と地山の間に赤味の強い土1界が1形存在していた。観察表の

「赤」とは、 この陪を指している。
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IV 4ゞii：北地IX．．の，J,(j究

(3)検出磁構

受水柏・ ポンプ産本イ本部分のii)l,j杏で検出された主な辿梢．は、近111:～近代の溝4条、柱’穴群、古代の

畑跡、溝 3 条 、 i’}:ILVAl建物 4 棟、 竪穴住｝叶• 3基、l"札時代の竪穴仕），叶 3基がある。これらが検出され

だ詞ltj(J j は」 ・・ ド 2 面に分け ら れ、 近Ill••以降の溝と柱穴群お よ び古代の少111跡が上I(iiで 、 古代の構．、 竪穴

仕J1叶、 古瑣時代の整知叫 ：．いは下I(Iiで検出された。1寸ヽ|似|．．事の各区間でも、イ：I・：居やii’It、ピットなどがそ

れぞれ検出された。受水柏・ ポンプ立本1本部分の調4t)戊呆から記述する。

受水槽・ポンプ室本体部分の調査成果

＜竪穴住居＞

古墳時代

174号竪穴住居（図34)

調究区南東部で検出した。174り竪穴住居の面部が調壺区外で、現状で約3.5X4m、深さ約0.65mで

ある。1主I"｝の直lIIは北を向いている。fl・:Iけの中央やや東より に、炉跡と考えられる、細かな炭の陪が

堆梢した浅い窪みがあった。既往の調1tで確認した炉のような、ある程度の深さを持つものではな

かった。その周問には硬化而が広がっていた。住居からは邸杯などの古式土師器が出土した。古墳時

代前期後菜～中期初頭と考えられる。
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IV オ心／i:北地区の調査

175号竪穴住居（図35)

調査区中央、やや東よりで検出した。現状で約3.6x4.2m、深さ約0.5mである。住居の主軸は北を

向き20゚ 程東に振れる。174号竪穴住居と同様に、イ主居の中央付近には、炉跡と考えられる細かな炭混

じりの土の陪があり 、周辺に硬化而が広がっていた。174号竪穴住居と同じく 、通常の炉のような深

さのあるものではなかった。住居からは、詞杯や甕などの古式土師器が出土した。古墳時代中期前葉

のころと考えられる。黒II料石の破片も廿七I:．したが、これは流れ込みであろう。

200号竪穴住居（図35)

調究区中央、やや北よりで畑跡の下から検出された。畝を検出する際、周辺で特に辿物の滉入が多

く、土質も異なったため、下に辿梢があるものと想定していた。175号竪穴住居に類似した一辺が長

い住居である。現状で約5X3.5m、深さは0.2m余、住居の主！I哺は北を向き20゚程東に振れる。住居の

東壁中央部で、炭と焼土の塊が検出されたが、特に炉や術状の追構にはならなかった。他の住居同様

に、住居の中央部には炉跡と思われる江みがあった。住居からは、高坪 ・甕などの古式土師器が出土

した。これらは、後世に畑の間墾の影靭で、一部は住居外に倣在 ・散逸しているようである。古墳時

代中期前築のころと考えられる。

207号竪穴住居（図36)

調壼区南西隅で検出された。本調壺区において古墳時代のものでは最も大きな竪穴住居である。現

状で約5.4X 5.7m、深さは0.6mで、主ili1hはほぽ北を向き、若干東に振れている。住居の南西隅が、調

査区外である。207号住居にも、中央やや南寄りに炉跡と思われる窪みがあったが、その周囲にさら

に四角形の浅い窪みがあった。硬化面は切り取ったようにこの窪部分にはなく 、その周囲に広がって

いた。辿物としては古式土師器の高杯や甕、鉄族などが出土している。古墳時代前期末～中期初頭の

ころと考えられる。

古代

78号竪穴住居？ （図37)

174号竪穴住居の上に、カマ ドの部材片と考えられる砂岩塊や焼土が散在していた。これらの焼土

と部材片から推定されるカマドの位散と、検出されていた174号竪穴住居のプランに整合性がないた

め、別の住居と判It}「し掘削した。174号竪穴住居の上に、 f益を持つ古代の住居があったと考えられる。

辿物は図化しなかったが、土師器の甕の口縁やll|i,l部の破片、裔杯片が出土している。須恵器は伴わな

し‘

゜

120号竪穴住居（図38)

調査区南東、東壁そばで検I-IJIした。現状では約4X4.5mで、削平により、深さは20cm程度しか残さ

れていなかった。住居の主庫間は北を向き、東に20゚程振れている。住居の南壁中央部、やや西よりに

砥が作りつけられており、砲の前而には硬化面が広がっていた。120号竪穴住居からは、 6世紀後半

~ 71It紀代の土師器の杯や甕などが出土した。

165号竪穴住居（図32)

調査区の北西部で、東壁下に住居の南洒隅のみを検出した。現状では、 l.6111の南壁と西墜が確認
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図37 78号竪穴住居実測図 (1/50)

できるのみである。この住居は、位附関係から後述する539号竪穴住居と同一の住居と考えられる。

辿物は土師器などが小絨出土している。

166号竪穴住居（図38)

120号竪穴住居の東側で検出した。西側は120号竪穴住居に切られ、北西半分は調査区外である。削

平のため、深さは数センチしか残されていない。166号竪穴住居に伴うと考えられる術の袖石の破片

等が散在していたが、住居内では砲の掘方は検出されなかった。追物は土師器片が出土している。

く掘立柱建物＞（図32)

調壺区の北東部で確認した。調査時には柱穴の配列を把握することができず、測兄図で確認した。

全部で4棟あり、すべて 2間X2間の掘立総柱建物である。掘立柱建物の各主！li1l1を見ると、4号掘立

柱建物がおおよそ北を向くほかは、 2号 ・3号掘立柱建物が東に大きく振れ、 1号掘立柱建物は逆に

若千西に振れている。古代の土穣は大き く2時期に分けられることが、既往の調査で確認されており、

このうち古い土嬢が辿梢内に雄粘している2号掘立柱建物が最も古いと考えられる。建物の主軸の向

きと位囮から 1号掘立柱建物と3号掘立柱建物が同時期あるいは近い時期と考えられる。 3号掘立柱

建物は、柱穴の状況から、 同じ楊所で建て替えを行っているよう である。主軋IIがほぼ北を向く 4号掘

立柱建物が最も妍しいと考えられる。

＜溝＞

古代の溝

33号溝 （図31)

調査区北西隅を南北に走る、 30号溝の中で検出した。30号溝の底を検出する際、溝の底部の東側に、
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1, •本11: I,t1地北地I><: (I戻：）1i,i)），し幹 ，J虹災整備 (()41 1,i/')1t地，＇•Il)

社／i:の祖！111 に沿った掘 り込みがあることが判明 し 、 33号•i.illl\．として掘削した。 30号i)，Ii:の底而レベルでの溝

の輻は約 1m、深さ約1.3mで、1111,iに対して深さのある、狭長な溝である。この構iの続きは、 翌年実

施 した (I！応崩）基稗 ・環桜整備 （曳き家 ・移動先）に伴う発掘調杏 (0509調査地点）で確認されてい

る (2016 「熊本大学梢内辿跡発掘調杏報告 XlJ 熊本大学且l !•蔵文化財調府センター） 。 辿物は、土師器

や須忠器の砕片が出土した。8・111:紀後半～9 •世紀前半のころのものである 。 また 、 動物骨片（顎 ．

1,）:i)も出土した。

111号溝（図32)

瀾究区北壁中央付近から南へ、南北に走る溝である。70号溝が東に振れるのに対して、 111号溝は

西に 5゚利振れている。後1仕の畑跡の西端に位骰し、畝に切られていた。南端は次第に浅くなり、自

然に梢滅する。辿物は、図化はしていないが、古式土r:ili器の破片、土師器の破片、ミニチュア土器が

出上している。

170号溝（図32)

調壺区東陪の中央やや北から、調究区南西11/J}にかけて南北に走る溝である。東に15゚ほど振れる。

輻約0.7m、深さは約0.3mである。底部が狭いV字状の溝である。当初は175号竪穴住居との切り合い

が不明であったが、 175号竪穴住店を豹ード掘削したところ、170号溝が切っていることが判明した。古

瑣時代の古式土師器や古代の：I沸ili器 ・須恵器が出上している。

202 • 204号溝？ （図32)

調究区の、丁度南西隅から北に伸びる溝状の辿構である。207号竪穴住届の手前で土質が変わり、

底が立ち」こがるように浅くなる。蒻坑のようでもあるが、狸土中に埋非の可能性を示すようなものは

確認されなかった。 202号溝状辿構は、 204サ溝の北に続くが、上述のように二つの溝の橙には段差が

あり、 一辿の溝であるかは明確ではない。

近世以降の溝

1~3号溝（図31)

調査区の南を東西に併行して走る社lj:である。現状で輻は 1号溝からそれぞれ0.76m、0.46m、0.78m、

深さは0.22m 、 O.lm 、 0.3m である 。 東端 • 西端

ともに現代の批乱によって破壊されており、不明

のまま調査区外となる。3条とも咄冬然と並んでい

るが、調究区西側で1サ溝と 2号溝．の間の立ち上

がりがなく 、一体化しているようだった。 追物と

しては古代の土liili器や須忠器などの破片があるが、

埋土から近111：末以降のものと考えられる。

30号溝（図31)

調査区の北西隅を南北に走る滞である。現状で

幅約4.5m、深さは約0.9mである。埋士を除去 し ゜
5 },：り上而レベルで検出した。I祈而の様子から、後
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1¥1 本荘北地区の調在

述する本来あった33号溝の上部を近世に再度掘削し、拡張したようである。底 (33号溝上而レベル）

には鉱物の被狡があり 、水の作用が強く働いたことが観取される。辿物は古代の土師器や須恵器のほ

か、近批末以降と思われる磁器の破片等がある。本調査区の北西に位脳する0509調査地点では、30号

構の続きが40数mにわたり確認 ・調査され、多罹の辿物が出土している。

85号溝（図31)

調査区の東壁にそって南北に走る溝である。溝の東側は調査区外であり 、正確な幅や深さは不明で

ある。出土辿物は土IiiIi器片や須恵器片と陶器片がある。近世末以降と考えられる。

＜畑跡＞ （図31)

近世の構などを検出した最初の辿構面は、鉱物が沈殿 ・凝固した野で毅われており 、その下には枯

性が高く、かた＜固まった土の1蜀であった。このような堆粘状況からは、水田の床土と想定される。

この土を掘削すると、畑の畝が筋状に検出された。検出した畝も、おそらくは水の作用をうけたのだ

ろう 、非常に硬く固まっていた。

畝の配列には3方向ある。調査区の北槌中央音IIから南に向かって、ほぼ東西を向いた畝の列が一つ

（①)、調査区中央付近以南には北東ー南西向きの畝の列が展開するものが一つ（②)、ごくわずかで

あるが、調査区の長辺と同じ北北西ー南南東を向く畝の三つである（③）。③の畝がもっとも新しい

ものである。①と②では①が先である。畝は北側ほど高く 、辿存状態が良好であった。調査区中央部

から南部にかけては、畝の重複が激しく、また畝を毅う上陪との分）悟が困難だったため、畝の検出が

困難であった。畝を構成する硬い土が、調査区南部では浅いピット状に地山に入っていた。整然と並

び、長庫庸の向きが②の畝と同じことから、これらは畝と畝の間lに入り込んだ土で、この辺りまでは畝

が存在していたと考えられる。調査区の南壁付近まで、上述のピット列を西端として②方向の畝が帯

状に広がっていたと考えられる。畑は本来、調査区の北側、そして南側まで、広がっていたと考えら

れる。畝の中や［り］から古代の辿物が出土している。

くその他＞

173号粘土 （図41)

207号竪穴住居の上面で、薄く四角形に広がるベージュ色の粘土を検出した。粘土は、ほぽ207号竪

穴住居の中心部に位附し、形も住居を意識したようである。粘土は、調査区内ではこの地点のみで、

人為的に敷設されたことは1iI・j迎いない。本荘地区では、他に1ケ所、古墳時代の辿構の上部に、同様

な粘土が堆梢していた。古墳時代の辿梢が廃梨される際に、こうした所作をすると椎察されるが、古

墳時代の辿構全てではなく 、ごく 一部である。177号祭祀（？）辿梢との関辿は注目される。

177号祭祀跡(?)（図42)

207号竪穴住居 ・173号粘土の上而で、須恵器の高杯、土師器の丹塗りの高杯、甕など逍物がまと

まって出土した。 また 、 長さ約20cmの刀子• も出土 した 。 刀子は刀身の半分程で折り 、 刃先側の半分を

茎のほうに向けて協かれていた。これらの梯子から、何らかの祭祀行為の跡の可能性が高いと考えら

れる。207号竪穴住居の上部を173号粘土で封じたのちに、 177号出土辿物を用いた祭祀行為が行われ

たのではないかと考えられる。
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図41 173号粘土範囲実測図 (1/50) 

勾玉

古代の包含陪中から出土した。出土地，1,1,1：は、L75号竪穴仕Iけの南側で170サ溝と切り合う付近で、

170号溝の真上である。頭部や尾部は優美な1111線を描くが、頭咋11と胴部のくびれがなく 、やや形態が

退化 した感がある。灰色の滑石製である。古瑣1辟代以降のものであろう。包含附中で単独で出土した

が、 177号祭祀（？）辿構から移動した可能性も考えられる。

276号縄文土器群（図42)

調森区の北壁付近、1号掘立柱建物の東側で縄文土甘祝がまとま って出土した。辿梢は検出されな

かった。複数の固体の破片が集中しており 、接合しても復元可能なものはなかった。黒色磨研系の土

器など、縄文時代後期後業～晩期にかけてのものである。熊本大学黒髪地区及び本荘地区では、既往

の調査で縄文時代の辿構は確認されておらず、縄文1辟代後期後業～晩期の土器片が、追物包含附や地

山上部で散発的に出土するのみである。本調府の骰料は、個体の復元には至らなかったが、このよう

に縄文土器がまとま って出士することは、本学構内辿跡としては珍しい事例である。辿梢を確認する

ことができなかったのは、残念である。ちなみに、縄文時代後期前業の辿構（配石硲 ・土堀墓） およ

び人骨が、2015年に黒髪南地区で、初めて確認されている。
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1.渠ii：団地北地lX;(|’ぺ術）基幹 • 印J立腋備 (0411 ;凋介地．I•If.）

付帯工事区間の調査成果

③区間

③区間は、受水槽 ・ポンプ室本イ本部分の北西隅から北il!ll（白川側）へ排水管を敷設する工事を行っ

た区間である。このうち、辿梢が確認された範IHIについて報告する。以下、追構の位附については、

阪143の③区間の範囲を基準とする。

＜竪穴住居＞

古墳時代

504号竪穴住居（図44)

504号竪穴住居は、③区Illlの南部で検出された。住居の主刺lは北西を向く 。住居の北西壁と南東壁

が検出されているが、西南壁と北東壁は調在区外である。現状では南北2.6m、深さ0.3m弱である。

炉跡は検出されなかった。本住居は、 508号溝より若干上位での検出していた。この時点で、 508号溝

が本住居を切っている様子は確認できなかった。また、本住居の土思断面図では、中央部にある円形

の掘り込みが508号溝の上陪に相当するように見えるが、幅等が一致しない。これらのことから、 508

号溝との切り合いは、本住居が切っていると判断される。l'廿土辿物は、古式土師器の甕と高杯がある。

叩不は調壺区の東側壁から2/3ほどが露出した状態で出土した。土1界では、本住居の埋土を掘り込む

.:Iサ邑内にある。掘り込みと同時に流れこんだものか、掘り込んだときに本仕居のものを巻き込んだも

のかは明確ではない。

古代

513号竪穴住居（図44)

513号竪穴住居は、③1区間の中央部で検出された。住居の主刺lは北を向き、やや西に振れている。

504号竪穴住居と同様に、住居の北西壁と南東壁が検出されているが、西南壁と北東壁は調査区外で

ある。現状では南北約5111、深さはもっとも深い場所で約0.7111である。本住居は、北壁も南壁もや

や緩やかな立ち上がりである。検出時、住居の南壁上面には焼土が確認されおり 、術が付近に存在し

ていたと考えられる。出土辿物は古代の土師器や須恵器で、 8世紀後半のころと考えられる。古瑣時

代の古式土Iiili器がわずかに滉入している。

＜溝＞

501 • 502 ・ 507 • 509号溝（図44)

501 ・ 502 ・ 507 ・ 509号構は、③区Ilflの南端に位i位する枡設附部分の北側で、重なり合って検出され

た。いずれも調査Iiを横断している。厳初に検出されたのは501号構：である （土陪図の3陪）。その南

佃jに、古代の辿物包含陪の土のようだが、若干ガリガリとした堅い土の範囲があり、これを502号溝

とした。土）芭図では3)科の右の破線より右の部分である。壁面では確認できなかった。502号溝の土

堀を除去すると別の土嬢が溝．状にj.it秘しており 、これを507(503)号溝とした （土屁図の5屁）。 501

号溝．の埋土を除去すると、その下にはまだ別の辿梢があった。507号溝を除去し、501号溝の下の追構

を完掘したものが509号社Ii:である。土壊の辿いが、平面上で明確に把梱できたことから、それぞれ別

の溝として掘削したが、同一社Ii:の陪位である可能性もある。各構から出土した辿物は、古代の土師器

や煩恵器で、8世紀後半～9世紀初頭のころと考えられる。
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IV 4心ii:、ItJ也I区0)謳11f.

508号溝 （図44)

508号ii’Iiは、504号竪穴住居の北西檄の中央に接し、そこから北西にイl|lびる。南側は、 504号溝に切

られている。現状では、幅約O.Srn、深さ約0.25mである。辿物は図化していないが、古式土師器の

甕の破片が出土している。

510号溝（図44)

510号溝は、504号竪穴住居と513号竪穴住居との中間に位i対する。調査区を横断しており 、おおよ

そ東西方向を向く。現状では、幅約 1rn、深さは0.6111程疫である。出土辿物は、土師器や須恵器の

高杯等がある。7世紀代～8・1且紀後半のころか。

くその他＞

512号土坑？

512号土坑は、 513号竪穴住居の南側に接して検出された。確認できる辿構のプランからは、主軸は

北東ー南西を向く 。大半を513号竪穴住屈に切られている。現状では、深さ0.15m前後である。土坑

としたが、溝である可能性もある。加・:il]器や須恵器が出士している。

⑧区間

⑧区間は受水梢 ・ポンプ室本体部分の北東隅から東側へ排水竹を敷設する工事を行った区間である。

このうち、辿構が確認された範囲について報告する。符路は2本あり 、誰l'.i't順に南側を⑧ー 11凶1iil、

北側西側を⑧ー 2区間、 東側を⑧ー 3区間とした。以下、辿柚の位'i;りについては、1如143の⑧ーl.⑧

-2.⑧-3区間の範囲を基準とする。

＜竪穴住居＞

古墳時代

522号竪穴住居 （図45)

522号竪穴住屈・は、⑧ー 1区間の西端で検出した。確認できた北煎と西k府から、住居の主抽は北を

向くこ とが分かる。北壁の東側は、樅乱によって破壊されている。束煎と南堺は調究区外である。現

状では、削北1.9m、東西2.5m、深さ0.25mである。1土｝』内には、硬化l(］が広がっていた。出土迫物

には、土師器の甍や壷、讀j杯がある。古墳時代I|l)UI中築のころと考えられる。

古代

525号 ・526竪穴住居（図46)

525号 ．526号竪穴住居は、⑧ー 1区間の東端で検出された。東南壁と西南墜が確認された。住居の

上軸は、北西を向く 。住居を粕査すると、狸土が異なる住店が重なっていることが判明した。東南壁

阻llで、混入物のないいわゆる古代の包含附の且1!•士のプランの内側には 、 やや向きが異なる焼土粒のよ

うな混入物の多い埋士が広がっていた。西南側ではプランの辿いは確詔できなかった。このため、先

に内側の焼土粒のような混入物の多い埋土を525号竪穴住／，叶と してi1:lii'llJした。現状で深さは約0.2mで

ある。525号竪穴住屈に伴うと考えられる焼土が、住居の南東隅のやや内側で検出された。住居の南

東隅に硲が設けられていたと推察される。525サ住居のJ!［土を除去すると、下から山代のきれいな埋

+．が検出され、これを526号竪穴住居として掘削した。現状では深さ0.2m程度である。掘削すると、
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IV 本荘北地区の調資

526号住居の僅の内恨ljからは、水切りのためと考えられる、深さO.lm程の小溝が検出された。525号

竪穴住居の出土辿物は、土師悩の甑や鉢、壷などがある。526号竪穴住居の辿物には、土師器の甕の

口縁i伶11編と細片がある。須恵器はない。

535号竪穴住居（図45)

535号竪穴住居は、 ⑧ー 2皿区間の中央で検出された。東壁と考えられるプランが南北方向に確認

されため、以西を掘削したところ、硬化i面が検出された。住居の主il哺は北を向く 。東壁から1.6mの

地点より西側は樅乱によって破壊されており、西壁は検出されなかった。住居の規模は504号竪穴fl.^:

居と同規模程度と拙察される。現状では深さは0.05mである。出土辿物はない。

537号竪穴住居（図46)

537号竪穴住居は、 ⑧ ー2区間の東端、 ⑧ー 3区間との境で検出された。枡設悩部分と三叉に管路

が広がる部分である。北東壁が確認された。住居の主軸は北東を向く 。現状で深さは約0.1~O.l5mで

ある。北東墜では術を検出し、硬化面も確認された。住居全休のプランとしては、525号住居と同一

の可能性があげられる。ただし、南西壁の続きが、⑧ー2区間の予想される位悩で確認されていない。

535号住居の北側には、住居と考えられる落ち込みが、確認されている。これが、 537号竪穴住居の西

南壁に相当する場合は、図46のように一回り小さい住居となる。調査者は後者であると推察する。 出

土辿物には土師器の高坪や甕、須恵樅の器や杯などが出土している。7世紀前半と考えられる。

539号竪穴住居（図45)

539号竪穴住居は、⑧ー2区間の西端で検出された。西側は535号竪穴住居と同様に東壁と考えられ

るプランが南北方向に確眩されたため、以西を掘削したところ、硬化した床而が検出された。住居の

主軸は北を向き、 若干東に振れる。西側は536号溝と1翡乱により破壊されている。柱穴が検出されて

おり、 4本の柱のうち南東に位附すると考えられ、住居は北西に展開すると椎察される。現状で深さ

は約O.lrn程度である。出土辿物は、図化していないが土師器の杯や高杯の脚と思われる細片がある。

551号竪穴住居 （図45)

551号竪穴仕居は、⑧ー3区間の西側で検出された。竪穴住居の西壁と考えられるが、樅乱により

北側を破壊されている。また、東側も樅乱とピットなどとの切合いのため、東壁も確認できず、詳細

は不明である。住居の西痙と考えられる立ち上がりより東1則、つまり住居内に位悩する地点でわずか

だが硬化而が検出されているので住居と判断した。現状では、深さは0.05m程である。出土辿物は土

師器の甕の口縁部片や胴部片がある。須恵器はない。

＜溝＞ （図43)

536号溝（図43)

536号溝は、⑧ー2区間の西端で検出された。謂壺区を柚断し、北西ー南東方向を向く 。現状では、

幅約 lm、深さ0.15~0.2程度である。東側に位樅する539号竪穴住居を切っている。出土姐物はない。

540号溝（図43)

540号構は、 ⑧ー2区間の中央やや西寄りで検出された。539号竪穴住居の東側である。東西方向を
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W 本荘北地区の調査

向く。現状では、幅0.5m、深さ0.3m程度である。出土追物はない。

(4)出土迫物 （図47~56)

出土辿物は、古式士師器、古代の土師器と須忠器が辿構および包含l悦から数多く出土した。また、

鉄器、石製品、上製，’,｛，、 縄文土器、弥生土器、縄文時代石器も出土している。

174号竪穴住居出土追物

凶47:1 ~ 9は174号竪穴fl.：．居出十．の古式土師器で、高J不と甍、手捏土器の壷 （甕？ ）である。 1

は杯部の下方に段を残し、全体が直線的に大き<|.if-lく。2は、段の痕跡をわずかに残し 1よりは丸く

深いJ不部である。l,・’:j杯はいずれも脚部を欠く 。4は手捏土器で壷もしくは甕を模倣したミニチュアで

ある。5~8は甍である。5は直線的で立ち上がった旦縁、6は直線的で大きく開く口縁である。7

の「i縁は1}、li窃すると考えられ、J,iは張らずに下に下がる。8は球形の胴部になると考えられる。古墳

II.：『代前期後菜～中期初頭のころであろう。9は掛内のある土師器の碗である。文字は判読できない。

土陪からの混入である。このほか、写具のみであるが、砥石が1、I}！，出土している。

175号竪穴住居出土逍物

図47: 10~ 19は、 175り竪穴住居から出・-t．した古式土師器である。杯、高杯、甕などである。10~

13は直線的で大きく間＜詞杯で、10・ 13は杯の段が明瞭である。14は太鼓状に膨らむ高杯の脚部であ

る。lffJ1!11は怠で制はほとんど浮かない。15はスカート状の高杯の脚部である。16は強く内湾した小型

壷のII緑部、17はJl|IIlが張った小型壷の胴部である。19はih：線的に削<LI縁を持つ、倒卵形の甕である。

恰淋は少し古相を示すが、全休と して古瑣時代叫り前業のころと考えられる。このほか、写真のみ掲

載したが、 ifKもしくは甕の把手と黒II料石の破片が1,-IJI_-I_：している。これらは混入である。

200号竪穴住居出土追物

図47:21~34、阪1118:35~41は、 200号竪穴住いから出土した古式土師器と須恵器、土製品である。

1均 J•不、小捌丸底壷、甕、手i打i _-I'：器の：ir1: （甍）などである 。 21~23は大きく開く裔杯の杯部で、 21は下

部の段が尉噂である。24・ 25の高杯の脚は太妓状には膨らまない。26・ 27はスカー ト状の高杯の脚で

ある。もう 1個休脚部の写真のみを掲載している。28は手捏士器で壷もしくは甕を模倣したミニチュ

アである。29~31は小型丸底壷で、29は1_1縁部が長く立ち上がり、 30は内湾するものである。32~34

は短く前線的で吃ち土がる「l縁を持つ甍である。35・ 36は長く開＜ lゴ縁を持つ甕で、36は一段屈rIIIし

て外に1mく。37は内高気味のII緑に球形のll|ij部の甍で、布留系と考えられる。38は二重口縁を持つ大

きな壷で山陰系と考えられる。同様の壷がもう一1『i|1本ある。写真のみ掲載している。古墳時代中期前

菜のころと考えられる。39は須忠器盗の天井部片、 40は士錘である。41は甑の把手である。これらは、

本来は本住肘には1半わない。

207号竪穴住居出土迎物

図48:42-46、lil49: 47-50は、207・1)竪穴住居から出土した古式土師器と須恵器である。42・ 43 

は翡杯で、42のJ不部は外反し、下部の段が明瞭である。脚部は太いが太鼓状にはならない。43は内湾

気味の杯部で、段の1J込跡がある。44は小型丸底壷の胴部である。45~48は甕である。47・ 48は内湾気

味の「l緑部で布留系の特徴を示す。46は首から11縁が大きく丸く外反し、ほかの甕よりかなり新しい。
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49は土師器の碗である。長い翡台がつく。50は須恵器の大甕の胴部片と考えられる。全体として古瑣

時代前期末～中期初頭のころと考えられる。

120号竪穴住居出土追物

図49:51~56は 、 120号竪穴住居から 出土した 、 土師器のJ不や甕などである 。 52は J•不で 、 1_1縁部が

肥駆する。53は小開の壷、54・ 55は甕である。56は、移動式術の庇と しては小さく 、形状から甑の鍔

の部分と判断した。6世紀後半～7枇紀代と考えられる。

165号竪穴住居出土追物

図49:57は、165号竪穴住居から出土した土師器の甕の胴部である。竹視墜は彫く 、大型である。

33号溝出土迫物

図49: 58 ・ 59は33号怜＇l:出土の土師器のJ不と須恵器の碗である。本調究区の北に位ii/1'：する0509調究地

点では、多情の辿物が廃梨されていた。8世紀後半～9世紀前半のころと考えられる。

170号溝出土逍物

図49:60~65は170号溝から出土した土師器の高杯と甕、須恵器の泊j杯である。61・ 62の高杯およ

び63の甕は古墳時代前半～中頃 、 60の高杯と 64の甕 、 65の高杯は 7世紀や 9 •世紀の古代の所涯のもの

である。図化しなかったが、多くの追物が出土した。古式土師器は、本溝．が切った古墳時代の175号

竪穴住居に屈する辿物であろう。

1 ・ 2号溝出土追物

図49:66~69は1号溝と 2号溝が結合している部分から出土した辿物である。土師器の坪や甕、甑

の把手など61仕紀後半以降の辿物である。70は2号溝から出土した須恵器の甕のLl縁部と考えられる。

このほか、士tili甘杵や須恵器の破片が出土している。

3号溝出土迎物

図49:71~76は、3号社Ii:から出土した土師器や須恵器である。71・ 72は土Iiifi器の甕で、71Il：紀代と

9批紀前築と考えられる。73は須恵悩の壷の頸部と考えられる。74・ 75は頒恵悩の杯で、81仕紀末～

9世紀初頭と考えられる。76は須恵器の甕の頸部である。このほか、多くの土師器 ・ifi恵器が11+11土し

ている。

30号溝出土迎物

図50:77~87は30号溝から出土した、土師器と須恵器、土製品である。77~82は土師器の坪や碗で、

81の坪の詞台は、中実である。82は黒色土器 Bである。83は党の口縁部である。84~87は須恵器の蓋、

邸、高杯、甕である。88は不明である。断面はカマボコのように半円で、平而部の半分には刻みがあ

る。8世紀後半～9世紀代の辿物である。古代の追物は、本来、下位の33号溝に）屈する追物である。

177号祭祀跡（？）

図50:89~102、同51: 103~108は177号祭祀跡（？）から出土した土師器と須恵器である。89・ 90 
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は土f:i|l樅の杯で、89は）：111111部を持つ松倣J不で71仕紀後半のころか。89は半球形のJ不である。91~95は

土liiIi悩の i',::j杯である 。 91 は古式十訓澤の i','：淋である 。 J不•i{|iは丸く深みをもち、脚部は太い。 96~103

は-1・.r:ili猫の甕で、103は把手が付く 。104~105は一1て1':iii器の',、il（である。106は須忠器の杯、107は高杯で

ある。107は長大化した脚部が特徴で、 lli瑣への贔lj汐柘'1111として盛行する61仕紀後半の特徴をよく示す。

108 ・ 109は須也器の党のII緑部と)ll,ij部片である。これらは6・1_[1：紀後半を中心に71仕紀前半のころと考

えられる。

その他の迎物

図51: 110~ 130、|1'l52: 131 ~ 137は、受水押i・ボンプ至本イ本部分における住居や溝などのほかの辿

構 、 および辿物包含/f•1,' I', --Lの辿物で 、 古瑣II寺代や古代の辿物のほか、 近I ll: ・ 近代の辿物も出土してい

る。110~112 ・ 115~ 118は第一而で確認したピッ ト出十の辿物である。lllは墨苫があり 、「ふ」と読

めるが、その前後の文字は不明である。中批以降と考えられる。113・ 114は］号溝の中のピットから

出士した辿物である。ll9~137は i・：に古代の追物包含IF1/1,'上の辿物で、古瑣時代および古代の土師器

や須叫器が多い。128・ 129は173り粘士およびl77り祭祀跡 （？）の近く、 207号竪穴住居の北西隅近

くから出土しており 、本来は177サ祭祀跡 （？）の一辿の辿物と考えられる。131~ 137は畝の間や畑

跡周辺から出土した追物である。133は南九州でみられる、杯の底部につく突起と考えられる。134は

本来200号竪穴住居に伴う lll能性がある。136は、 177号祭祀跡 （？）から耕作により移動した可能性

がある。

504号竪穴住居

図52: 138 ・ 139は504り竪穴ft}けから出土した、古式土師器の邸杯と甕である。古墳時代中期前菓

のころと考えられる。このほか、小刑壷の破片が出--I:.している。

513号竪穴住居

図52: 140~ 155は、 513サ竪穴仕｝，］から出上した、土ti|i器と須恵器である。140~146は土師器の杯

である。140は「l緑部が肥駆し、半球形と捩ill1杯の中間的な形態である。141は屈rlt1をもち、口縁部が

わずかに外反する。71且末～81||：紀初頭と考えられる。l45は底ririに、細い線刻がある。140・ 141以

外の坪類は、おおむね 81仕紀中菜～後・‘|'••のころと考えられる 。 148は土師器の鍋である 。 149~152は

頒恵器の胚で、149は6・111：紀末染～7111:紀1W|'・・、他は8・1仕紀後半のころと考えられる。153は高杯の脚

部である。154（ま牛角状の把手が付いた短頸壷である。155は古式土師器の応j杯の脚部であるが、これ

は混入である。

501 ・ 502 ・ 507 ・ 509号溝出土追物

図52:156~ 160は501サ溝から出」：したもので、このほか501号溝からは土師器や須恵器の細片が出

ゴ．している。161~ 162は502切膵から出土、163~164は509号溝から出--I`．． した土師器の坪や甕、須恵器

の硲やJ:不である。8111：紀後半～9ii［紀初頭のころと考えられる。507号構からは図化していないが土

師器の細） ＇l ．が出 ．— | ：してし ヽ る 。 頒恵悩はなし沿

510号溝出土迎物

図52: 165は、 510・)燿1;:i11.-1一．の須恵悩のi,・’:jJ和1)脚部である。 このほか、1送1化していないが、土師器の
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翡杯の脚部や7世紀代と考えられる杯、甕、須恵器の甍の破片鈴がある。また、写具のみ掲載したが

担曜石製品もあり、溝：の掘削時と埋没時における辿物のiJ.り入がみられる。

512号土坑？出土逍物

区153: 166は512号土坑？から出土した、須忠器の節である。器翡は邸く 、つまみはない。7枇紀前

半のころと考えられる。このほか、土師器の甑かと思われる破片や、須恵器の壷かと思われる破片も

出土している。

522号竪穴住居出土遺物

図53: 167~ 169は、 522号竪穴住居から出土した古式j潅iii器である。甕の口縁部、小型壷の頸 ・肩

部、高J不の脚部である。古墳時代中期中業か。このほか、写真のみ掲載したが、川途不明の土製品が

ある。

525号竪穴住居出土遺物

図53:170-176は、 525号竪穴住居から出土した土師器である。170・ 171は杯、 172は小型壷の口縁

部である。173-175は甑である。174は173に比べると把手がかなり低い位ii'i:につくと考えられる。

176は甑の底部に付けられる桟である。7世紀末～8世紀前葉か。

526号竪穴住居出土追物

図化はしていないが、 古式士師器および古代の喪の破片が出＿—|―:している 。

537号竪穴住居出土遺物

図53: 177~ 189は、 537号竪穴住居から 出土したこI •• r:li器と須忍器である 。 177 ・ 178は高坪のJ不部と

脚部、179は杯である。180は壷の口頸部である。181・ 182は甕の口縁部である。183・ 184は古式土師

器の翌砂不の杯部と脚部で、これらは混入であろう。185は盗で、かえりが付いている。186は競、

187 ・ 188は杯と碗、 189は甕の口頭部である。このほか、赤色化粧土（丹）で丁宗に仕上げされた、

i,・':j杯の杯部の破片が出土している。7世紀前半のころと考えられる。

その他の追物

図53: 190~ 194は付帯工事区間のうち、③区間の包含陪から出土した辿物である。土f:ili悩の杯や甑、

須恵器の蓋、坪で8世紀代の辿物である。195~201は⑧区間の包含陀出士辿物である。土師器の甕や

須恵器の蓋、杯、高杯、甕などである。6世紀後半～71_1l：紀のころと考えられる。図54: 202~217は、

その他区間の辿物や撹乱出土の辿物である。中世以降の辿物も含まれる。

218~223は金屈製品である。218は207号竪穴住届から出土した圭頑鋭である。219は177号祭祀跡

（？）で出土した刀子である。220・ 221はピットから出土した鉄製品である。刀子のようでもあるが

不明である。222は、カップ状の野銅製品である。何かの飾り金具かと思われるが、用途は不明であ

る。223は樅乱から出土した党永通宝である。背而には 「文」や「波型」はなく無紋である。224・ 

225は弥生土器の壷の底部である。

226~241は縄文土器である。226は後期後業の太郎迫式である。227・ 228は御領式の浅鉢、 229・ 

230は御領式の深鉢の口縁部、231・ 232は胴部である。l'l-155: 233は御領式または天城式の深鉢の胴部
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と考えられる。234は233に類似するが、不明である。後晩期の浅鉢である。235は天城式の深鉢のLI

縁部である。236・ 237は古1来l式の深鉢のLi縁部である。238は古1器式の浅鉢の口縁部である。239は黒

川式の鉢の口縁部である。240・ 241は後期後葉～晩期の鉢であろう。242~250、1部56:251 ~253は石

製品 ・石器類である。242は滑右製の勾玉である。形態からは古墳時代以降のものと考えられる。243

は紡錘車、244~246は砥石である。247は打製石斧、248・ 249は磨製石斧である。250は尖頭器の未製

品と考えられる。251・ 252は1科り右で、253は石illLと考えられる。

(5) まとめ

今回の調査は、本荘北地区を南北に分けるII爵渠を培にすると、南側における初めての本格的な調壺

であった。辿構の深さ ・分布状況 ・内容を把握することができ、その後の0509調査地、1!iほか周辺での

開発と調査において 、 布）—I」 なl,i'i報とな っ た。

暗渠北側では、今I且1検出したような水田の床土状の土陪はない。また、先に報告した0509調壺地点

においても確認されていない。しかし、2004年に実施された本荘中地区における0402調森地点 (2007

「熊本大学梢内辿跡発掘調究報告ll」)では、先んじて類似の土府が確懃されている。これらの様子か

ら、周辺では本調査区以南で水田が耕作されたと考えられる。2007年に本荘北地I>{において確認され

た0707調査地，点の古代の水ITIのように (2011「熊本大学構内辿跡発掘調査報告VIIIj)畦や区画、年代

は明確ではない。 しかし、lOi仕紀以降の辿物が極めて少なく 、この時期から集落ではなく耕作地に

なった可能性は考えられるだろう。

本荘北地区のなかで、 11{f梨より北側に掘立柱建物が集中し、暗渠より南では掘立柱建物はほぼ存在

しない点を、 0509調杏地点の報店・時に指摘した。本調査地点では、2X 2間の掘立柱建物が確認され
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IV 本荘北地区の濶引t

たが、北側で確認されるものの規模と比較するとやはり小さい。また、北側の掘立杜建物群の主軸は

おおむね北を向くのに対し、本調壺似の掘立柱建物の主庫1hは、北から大きくずれており 、本格的な大

型の枷泣柱建物の一段階前のものである様相を呈す。古瑣II寺代の住居においては、北側の住居は古瑣

時代前期未業～中期前半のものが中心であるが、本調壺地．I!．l:は古瑣時代後期末葉～古代への過渡期の

住屈や辿物の存在が特徴として挙げられる。北側の古瑣時代の住居は、白川沿岸からの土地の傾斜に

対して亜直方向に住居の主ilil|Iをとっているが、本調究地、点の住居は概ね北にならっている。このよう

に、本講隣地、1.JIの古墳時代のイ：I・・：｝苫は、条里にならったプi|fl]1生を見せている。1翡査を経なければならな

いが、白川沿いに古代の公的建物詳が築造されるようになり、染落は逆に白川から離れるようになっ

たと考えられよう。古墳時代の終わりのころから、白川沿いに公的な建物を整仙する方向性があり 、

集落はそれにならって移動したと考えられる。

本i:E地区における発掘調査で、砒構が確認されるのは、古培時代以降のものである。弥生時代の追

梢は、社Iiが3か所（おそらく同一の溝）で部分的に確認されているほかは、いまだ検出されておらず、

辿物もほぼ皆無にちかい。縄文II、If代は辿枯の検出事例はなく 、迎物と して土樅や石器が包含陪や後1仕

の辿梢、 4'it乱から散発的に出上するのみである。このような状況から、本荘地区における弥生時代や

縄文時代の辿柚の検出の可能性は、かなり低いと考えられる。 しかし、本調究区においては、縄文土

器がある程渡まとまった状態で出士した。このようなことはこれまでになかったことである。276号

縄文士樅群がそれであるが、120号竪穴住居と174号竪穴fl・:It}の西側でも縄文士器が梨中する傾向に

あった。縄文1時代の住居の検出は困難な場合が多いが、その際辿物の楳中箇所から探ることが有効な

手段となっている。本調究区の辿物包含野は、粘性がif:jくまた、水の作用によると考えられる鉱物の

沈尻りもみ られ、水田 として利川 されたと考えられる 。 また 、 ‘J:III となった時期もあり 、 耕•作による撹乱

や削平の影聘は深刻であり 、辿存は非常に厳しい状況であったと考えられるが、もう少し縄文時代の

辿梢に対する注意を払っておけば、把握できた可能性があった。今後に活かす、反省点である。

この調3'tにより得られた）成朱、特に古瑣時代から了・1.i代にかけての白川沿岸のナ地利川と変遷は、古

代肥後におけるもっとも大きな研究課題の一つである、1宝l府の位附と造移を考える上で、有用な情報

になるだろう 。
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1V 本荘北地区の調究

表9 0411調査地点出土迎物一院表
図 番号 n 物 種類（器植） 法且(cm) 残存平 特 徴 色 罰 出土遺構 偏 考
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I. 本荘Ill地北地区 (I仮病）基幹 ・閑槌整備 (011]澗布地、'.’i.)

図 番号 ill 物 種類（器種） 法量(cm) 残存平 特 徴 色 罰 出土遺構 磁 考

「l径 4.5
内， 1991転•I7'nllり，

47 公
ミニ•I・ュア

史 底if I 4 
ハケII 内： lluc7.5YR6/I 200サ竪穴住11;- スス f•Hi

上ti
硲窃

外'I9,Jし・•I· •I’. hllり． 外 llucIOYR7 3 
IヽケII
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削り． IヽケII 1'-J ・ lluc IOYR616 
200サ竪穴住l,lNo42 ・祁！J．＼安
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200サ竪穴it1凸
削り

「¥{を 13.0
l)・J 1.7'，hlり

却り・竪穴住Is

32 ，り式Iヽ．師路 烹
最大桐部径

約2/3 外ナデ．削り 、
l},1, I Iし1(、2.5YGl3 籾り竪穴住1＆上柑

内外d1i・部にススf,J,'/
17.0 外 lluc2.5Y6/3 200り竪9titI』付近

器窃
ハケII

消掃

II径 15.0 l /•I 、 1°1転→・ •9' ．削り I1、Illuc IOYH7/4 
200り竪穴仕1、,汁la30

:13 , 1,• Jし1•．師盛 9』と 底径 I li及～附部）;・
外 [991転ナ・J’JヽケII 外 llucIOYR7/•I 冷49 外1l1iにススf,t̂＂

岱窃 200り竪穴itl,,；

I l t怜 ll.O
内， 1991化；ー／・デ、ナ・9‘,

100>)-ij)、東
:l4 古式・t．帥岱 史 底径 II松～肘部1ヤ 削り IJ、I・ Hue 7.5YR7/6 

2()()サ竪穴仕｝，，；.
路窃

外， I991転ナデ，ナプ， 外 ：II訊：7.5YR7/,I
2OOサ竪穴(EI,9沿ul3

ハ'III

n径 15.0
内． 9991転・/・・r.nIIり 内 ：1/ucIOYRti/1 籾り・竪穴（I：屈l・fll

48 必 占式J.:帥匹 売 底径 nN-引部9i• 内外1/1J-•部にス 7，付必
岱窃

外． l991転·I••r ．ハケ LI 外 ，llucIOYR5/4 200り竪穴住屈

U径 153
内 lnJtf.・/・デ，削り，

却~-竪穴仕屈幽 ・
36 占式I：帥硲 央 底径 3/ i 

指・tサ．r. 内'lluc7.5YR6 ・I 
泣 I ぬ61・＆必3 内外面にスス 1•Iれ

呂店
外·固転・｝・・i'·J•i' . 外 II19e7.5YR6/ •1 

200り竪穴住/1,
ハケII

内：折ナブ削りハ
Ult 17.0 ケ111,ョコナ7’・ 内： llucIOYR5/I 

37 古式 1:£9お 売 底径 約112 指・!4)エ IOYR7 3 200サ竪穴仕I/; む'?が；りい
笞窃 外．．）・デ SIコ・トデ． 外・ lluc IOYRfil-1 

IヽケII.If'/さ

98 ・ 99 ・ 100 ・ 100東 ・
102 ・ l03 ・ 136サ畝邸

II径 23.2
内： ：iコ・）・デ，ハケII. サ竪穴住I＆泣．1112.1-1.

38 占式l.tuぉ ）く 海
1代径

315 指！サエ
11、I: lluc IOYR5l3 15 24 38 42 •l<I •18 51.52, 9.Ill[あり

荏高
外．ココ•I デ．ハケ II

外： llueIOYR:,/3 東 'l' IH~. 西 半 11 層 、
最大径46.4 lllj半畑出し北半IV層

中央束墜撹乱、中央西半
¥]下キ．撹乱．畑ペルト

n径 1’、1, 1991曾JrI・•r . Jヽケ11 内'lluじ75Y6/I ;l¥) i/（忠t:; 祉 底1（： 天JI：部）｝
外 1991転•I·←9’. hllり 外： llue5Y5/I 

200サ竪穴(EI、,；沿41
岱窃

J:さ 31
内， ｛｛i抜さJr.(り I’•I 40 I・.師悩 ・l: if tM 325 1/2 
外 •I・i'. /illり り卜 11119、I(）YR6/4 200乃怒穴(iK;• ススI・/沿

I'/さ

UI洛 11•1 ,l"I転•I••9‘ .nIり
内 ，ll11c7,5YR8/J 

IヽI l •. t i岱 甑 底径 把手 外， ．J-デ，削り，
外 ：lluc7,5YR7/4 

200り竪穴,wぶ133
器狂 Iヽ'， II

II径 17.2
内 ： i"i転•J·デ 、 •/·7' ,

・12 古式1:tう器 店杯 底径 11.0 、115 削り 内 !Jue75Yll6/6 
207サ竪穴住I占泊l 外ilii一部にスス1•t{f

外'19919i: •J· •r . n:Jり． 外 lluc7aYR6l6 
器窃 12.8 

ハケII

「l径 1•I.，t
内 '[991 転•/·デ ． が1 り．

4 3 古式i•印岱 岱 H 底径 I lt没郎9;•
ハ'rII 内 llue7.5YR7/•I 

207サ竪穴住店
外 ： ［9919r..J・デ．n：1ヽ） 外 lluc7.5YR7/6 

器店
ハケLI

n往
内 1,Jt. .J••r.nl)り．

•M 占式 I•印侶 小,1丸1,"f出 底径 l (•I 閉Ai;―i；；ハケII 内 lluc7.5YK6 6 公）7サ竪穴住居 舟部9が色ftt[t: 
外： I司転•I• プ． nlJ り． 外・ Huc 7.5\•R6 6 潟it区,tj酉悶．3

若在 ー記ハケfl

n径 14.0
内 1ul転ナデ．ナ・i'. 207サ竪穴住居ふ14・ 

91 5 占式-tr.5硲 甕 底径 約l16 削り 内・llue 7.5YR6l6 15 21 22 
り卜瓜i一部にスス f•l {t

岱/,;
外 'Ilil転ナi',・/ 7', 外． llur7.5¥'R6 6 207り吝紗、•ii：居ペルト下
削り．ハケII 一括

17ft 内． 19tl転・）・デ．削り
1'・1 ・ lluc 7.5YR7 6 

16 ば針柑 央 底径 姐～桐部I¥・ 外 ' [991転・)・デ．hllり． 
り>・ lluc 7.5YR7/6 

207サ竪穴{l:I8 赤色化柱1:
器窃 ハケII

口径 16.2 
内 'I991転•/"7' 削 IJ,

49 1ヽ7 占式1：師骰 甕 底径 II枯～粗郁片
ハケII I1、I.llue 7.SYIW/4 

207サ竪穴fI:Iし：•Nol3 外1!11•部にスA1•i r, 
外 'I991位•I・r. ・/・・f'. 外： lluc75YR6/6 

器窃
ハケII

I1、1ナ7‘・ ョコナ・，，・
9ヽケll /t EIご1-1・ •9', 

口径 1(i.5 ョコ•)・i’佼ヘフ状
内 IIしIl• 5YI{5/4 21)7ザ竪穴{t1、,；111>5Ii 

48 古式 I•t1i }§ 甕 底径 約315 r. J↓.1/(．削り ，Iii
外 llue10Yll5/3 8 12 

t；；，岱 ,j ・1/・:r． 
外 ヨコ •J··r . ハケ I I .
ハケIll＆へうli・，さ

n径 内 ． 1991転•/·デ ． 削 I) I人，．lluc7.:iYR7/li 
49 七師t；； 詑 底径 8.6 底部）＼ 

外： i"I転•l ·,' .M り り卜 ．lluc7.5¥'R8/4 
207:;・竪,',(ti討

’9゜● 9^•9＇9． 

nrt 
内： 1・ •r, IIiオサエ，

5(J 須恵岱 央 底(t 厨郎J¥・ 'l'ifクク.¥・ 内'lluc:S,I 0 
207サ竪穴住I占め3 109と1bl-俣体の’'「能性

外・ •I!ti タクキ佼カキ 外-: Hue 5¥"6 I 
路窃 II 

nit 11・1. ➔•プ 内 lluc5YR616 
51 1:r.;お 社 liHf. ）こ井郎片

外・手怜ちヘブni)•I 外・ flue 5YR6t6 12()乃竪穴仕居
路窃
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IV 本；／4：北地区の調杏

図 番 丹 ii'1 物 種類（器植） 法lil(cm) 残存9" il 徴 色 調 出土il'I格 偏 考

I llf lo.7 
I)、I | 9 9 1転 •I .，ヽ． 削 り．

49 52 I仙 硲 J~・ 底{f l l t i t i;) } ~ If'Iさ 内 1111cl.:iYIM/8 
120り・'li¥i¥:U:／心 ぷ也化椛1:li'｝か）

外 i"i転•I•I'．削り． 外 lluc 2.5¥＇RII8 硲，！勺
II？さ

I 1/f 内． I99 1転 •I·•r . hlj 9;l 内 ，lIlIC 2.5Y•I I I 
5:1 1: i i :1; 4ヽ{l、,・,, JK i f 応I祁1", 

り卜． I9 91れ9,•I • I‘ hlIり 外 IItIl• 2.5Y4/ 1 120り竪穴(EJ、9:
硲，灯

I I t t J I.＼) l'・J 1"11,：;・/ i'. ~IJ り 内 1 111,•f>YR7'6 
5・1 I • t i阻； 交 底t't 11,#i;)¥ 外． Iulれ）•9’. hiJ，）． 

外 IIut• 5¥'R7/6 12Uサ竪＇火(l:I，ふ:,;,1
硲，9？i ,、，III

I I i f l 6 ; µ•I '9991 転·/響·r . NIJ り
I1、)＇llucIOYINn 

72りピッ ト
55 I• rell岱 庄9• liC!f 1/!i 外 '9991転•I•デ．削り，

外'Iluc 2.5 YJ/2 
12(}り・̀19・((191,'；カマドぬ

料，りj ハケII 2. ilil勺
I I t f 内 ： 9ヽケII

内 llu,• 7.5Yl<8 •l 
祁 i,r，リ岱 柾 底tt ”1:,•;分 外 I991転•I •I' ． 削り ．

外 l!ll(• 7.5Yl<7/•I 120り・">¥,¥:fl:），,；ふ7 Fihiスス 1•t ,9i
岱，りi ハケ II. 指ォ•4}.r.

I i!f 内 lulれ． 1•/，hJり
内 flu,• 7.oYR7 ・I 

57 t'.r,uお 』直 底if 桐祁n・ 外 Iul転•I· •I’. hIIり．
外 ll1w7.5Yllii I 

l(iうり怒9尺住I,.； Lのi筏 赤色ftt,,tt 
岱，ti ハケII

I l i f 
内 InI転•I••r.

汲｝ t:糾2; u、 liHf 1』t郎1ヤ I•91転へう lf1 さ ,,.,. 11 し19~•5Y R(i (i 
氾りi昇 (3()り溝rI・)) 内外面赤色化粧I・,

外 lul~. ・I ・ア． 外'Il ut• 3 Y I{fi (； 
応；l,)j112 IJ 

I↓91K．へ•／ I/？さ

I l it 1 2 8 
11・1 l"i,,c.1• •,' . nIIり 内 11uc 5Y6 1 

59 l/t忠む 碗 底往 I Iiゞ1li;i'，
外 1991転・J・i'.Mり 外 l111,・5Y7,I :l:lり溝 (3()り•i1ilり）

iふむ

I flt 14 7 l1、Il≪lt:、・/・i'、1仔さ 1<1 llu<• 7.5¥'IHi (i 
60 l·~li芥 ,(r, I{, Ji,'f 1 IB,lG!; 外 lnJ転）••I' , hI) II 外 Iluc 7.5YR7 6 170り溝

船，名

I lif 
内 l"lk/・・t'・/・_，， 内 lluc7.5YH5 I 171)りii'/」t1 iJ; ）,•；より

61 I.凶t；； 科り・ 即似tf52 印祁9i•
外 Iヽ峠：．-/・-r'. M 11 外 lluc10¥'Ro •I 北）

岱窃

l l i f 
I’、IIヽ91東d・i'.・Jデ．
削り 内 lluc7.5YR7 ti 

似 l [3 ti 店 H・ 底it 12.8 約I.I
外 lul 転•/·，，ヽ •9·•9’. 外 lluc7.5¥'117 ti 171)m/II 

岱応
削，1

I l if 1 6 (J 
内 1991転）・・，，．削り 内 lluc7.5¥'1<7 I (;:I 1. ［t l；； 

虫^  I9,（if I 1/:,~•J:· 
外 I9919:． •J・f . 9ヽケII 外 lluc10Yl<6 I 

17(）：；i青 内外面一部にスス付1f
岱杯

I lit :11.；； 
内 1』91転•I· •r. hi)’’ 11・1 lluc 7.,¥'117 6 

6: I••f.3 岱 売 1,tif I IHR•I:· 
外 [991 し． •I· •，，・ 1 ヽケ II 外 lluc75YR6 6 

17(）サ溝
岱店

flit 
内． I；99 転•/·・，，．削り 内 llue2.5¥'6 2 f1然袖が全面に付'{/.炭化物？

応 ;fl恵お ぶり・ Ii.if ~! 1、2
外 1』II會え・J・・r.Mり 外 ll u(• 2 5¥＇（; 2 170け溝 付l'l硲r.:,

llit 内 1991し•/·i' IA l lut、10¥'1<7 •I 
茄 1. tう硲 1,j. Ijcif (（;1) lj(紀）i

外 !al♦r.ナ・ア． •17‘ 外 IIm: 7 5¥1(7、1
I・ 2り溝9i,f討；;; 底部にttt:切り耀し1!!あり

t'；応

I I i f (15 2’ 内 Iヽ91転•/··i'
11・1 llu,・ 7.5Yll6 6 I・ 2り・ikい合邸ペル67 L[9船 史 Ii(i t IIH-訊部片 外 Inl會9.•/• i‘. 
外'IIuc 7,5¥'R6 6 トf'li"）w:,n; 指すサ．r.

I I tt 内 199l+;.)・・,,.n11,, 内 11li(•5YR6 1 
I・ 2りi鼻粘合郎 （ペル邸 1.tìど 』躙 /』tif 1 1 9ゞf,GJ¥

外'i"i転・r•7‘• ノヽケ II
l (）Y R I 2 

ト西飼I
内面にススf.j,r,

むr.:, 外 lluc5YR5 1 

I I i t 
内 r,,1 ♦ぃr ・，，． n；J り．

69 .l:D)2；； 低 底H: 把 f
IヽケII 内， !!ue5¥'R66 I・ 2サ内結合部 （ペル

内面にスス｛寸:r,
硲祁

外.,..,,.n:1り． 外 lluじ75YI<7 ! ト1"i油）
9ヽケII

I l{f 178 
内 19919:,•J → .r.hIIり 内 11l19、25Y7:I 7(I 須也器 ... ^  9』'（if IIH部1i 外 19919:; •i一 ．，’ .削り 外 IIut• 2 5Y(;,1 がりi鼻

硲高

I l i t 
内阿わナ・，，011り 内 lluc• 7 5Y l(6,1 

7 1 I: tうt;
』“ ,，t{ t I 1/~ -;lt郎片

外 Iul+：：ナi'.ハク II 外 'Hu,・7 o¥'H6 ・I 
3り溝西ペルト西閉

990 S 9̂ •99 
I lit 内 1991転•I デ， /jljl) 内 11uc 7 5YI<6.1 72 9: t i t:; 売 li(lf 項～柑祁l;

外 '1991転•I.,,. IヽケIi 外 111107'iYR6 •I :ll}!/1/ 石代を多く含し・
沿(.lj

I l i f 内 1ltl む•}• •i‘ 削 ヽ） 内・ llu,、25\•7 2 
73 i(I忠岱 戒 /』,（if 頴茄）｛

り卜． 199l転•J ·i'.f\lj り 外 lluc5¥'7 l 3り湛l"ペルト内f．日tふRi

I l i f l 2 (I 11、1 1•91 +9. •J • J』.n:J, } I’・l l lue 5¥'7 l 7,1 l/i，屯笞 M・ /j(jf- i.6 2 3 クト＇［ヽ91 わ． 9／• / hiJ 9 9 外．Il u,. 5 Y 7 1 3り溝9i(
岱，名：i．5

I l i t 1 2. 9 1 
内 1•91 十えナ・，，．削り 内 lluじ2.5¥'（;2 ?5 ill恵,; H・ li,lt 6．り 2 <i 
外 I・•l +i:ナ 7'.M り 外 Jiuじ3¥'6II 3リ；肩西ペルトl"i閉i;/，li 365 

1 9 9 f l’・) [； 91わ •I・f'.ni!IJ 内 '11III• 7 5Y5 1 76 lfl屯硲 央 ;[l t1i:i f24.4 瑣糾1; 
外 Inl9J. •I •I' .hlI I) 外 lluc7 5Y7 1 3りIR西ペルト西閲 外面に1'I然！直あり

硲店

I I i f 9 2..， 
内 Itil転ナ9‘．削り 内 ' 11IIt• 5¥'R5 6 50 77 I:的硲 M・ 底1f. 8 1 I 5 
外 [9Il lヽ• •J• ，，．削り 外 Iluc 5¥. R5 6 汲v;ik3N ,···色化柁 I••

t',;，¥．5 2 95 

11/'f. 12.9 
内 i"ltd・・r.削り 1J、II I91(• 5Y R5 (； 

78 t・CDむ j 1・ 底if. 82 3 5 
外 i"i卜J，ナデ，削り り卜． I I 9 9r• 5 Y R5/6 :!Oサ1月3kf ォ1色化粧上

硲，~j 28 

I llf 
内 Inl転➔ ・7'.filJり I1,1 : II91c 5YR5/6 

79 I・!μ岱 し宛 ,,~if (¥(¥ Ii(ti; }'1 
ク>・l"I転•I •i’ . hIIり 外 llnc75YR7/1 :M11;-i~21,_~ 赤色化粧I••

岱，窃

l l f f 
,,、lI↓91 9」.•J.9’. hIIり 内、 IIし19,7,5Y l!7 (i 

以） 1.tt岱 ！社 底if 7 1) ／9℃部1「
外 l«I 船； •/· ·,',hil り 外 '1111,、7.5YR7/,I 以：；・1貸3M 底,r,i・外Ihiにスス付ふ

路窃
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］． 本荘団地北 地rx:(I哀射）基悴 ・閃洸整iiii(04 l l,JI，J介地、1.’i.)

図 番丹 潤 物 種類（器種） 法量(cm) 残存平 付 徴 色 謂 出土illi青 伍 考

I lff 
内 Pl転ナ，，

50 81 .l:ti t} 碗 1/J;['t 6.9 底部～!ill\じ） i•
り卜 [999 *i 1•プ' (liEf.f.l. 内． llurIOYR6'4 

30り清3ki
l'I盤状（允実）店fi’

i；；店 I991転ヘラ切り 外 llucIOYR6/,J 底部外UJiにスス{,tれ
饉し後指•I••ア

:，I.I色l匹
I llt, 12.9 内． ［991転ナ9’.Ii9さ

内 I l ut• 11)Y2/1 内u1i'l'.1紺にスス付石•82 (Bj/i) 
J.{: 底if 6.0 Iヽ/；； 外'l"I転ナ・r.削り

外 llue5YIく(i/6 :lOサi胄3ki 外lfii1こ赤色化粧上
岱tr, 3.5 ＂うさ

1 lil 
内： Iul*i•9•7‘ 内： lluc75YR614 83 1．師船 甕 底往 I I倉ゞ～ ,n郎）；• :JOりi/1/3柑

お1:,; 外 1«1転•I·•I’· IヽケII 外'11919、75YR7/4 

l l it l/•I IIII転•/·デ．削り I)、I.llu(、5Y7/2 84 “ug.!：； ¥ 底if. 11:i 双）リ清：•l~1
祉，岱

外 ' 1°1船 •I•ア．削 I) 外， IIlIe5Y8/2 

I lit 
l)•I' It 『l*J. •I• 7‘, hIIり l勺 lluc2.5Y6/2 郎 須忠悩 J,f: I):(1̀t 75 底部｝i :IOリ・溝3M

此',勺
外： Iヽ91転ナ・；‘.削り 外 'llucGY7/1 

1111 11・1 l«I転•I• •i‘ ． 削 り 11,1 ・ llur NG/0 
邸 須恵器 硲杯 JiOt Iヽ10 即部｝i 30:.; ih (．It) I K¥i 内面に1'l然柏あり

悩，t：i
外： I991転・}・デ．削り 外 1111c7.SY6/I 

Iii¥'. l'・J [u[転•l·i' 削り IJ•I , l It1c N6/0 87 須忠料 究 剪iffi;it22,6 判tii}'， 外： ［"I転・）・デ，削り， :11):;•消2k•i ク(1(1iに1.19/.；袖あり
岱，＇,＇：； タクキ

外 llue 10¥'1く4/2

11m 
内 ＇ナ・J' I)，I I IIIC IOYR5/4 88 J L it -I：器 不明 底径 小1リ1 :≪)り・i/II[lljl;(I: 剣みIIあり

?＇̀’~9'9ヽ9J• 外 Iiiさ 外 ，IIし1p10¥’R5/4 

I lit llJ 1'・1: [ul ♦d·ブ． 削り ．

89 上t1坪：； v.: IKit 、1/5 "1さ 内， 11IIc 5¥’R5/8 
177り9』3りじlかNv1

内外1f1i済iにスス1,t杓

岱，Ri 4 5 
外 1991*； i• •9.，． 削り ． 外 IIし1c5¥’R5/8 赤色化粧—I:

＂うさ

I l i t 1 2.4 
1•1 '1,』I 島： •J· ―’ヽ． 削 り 11・1: lluじ25Y5/6 スス付ズf慎） t師器 杯 底托 I l l-/.郎1 ',• li7サ祭Bじ胚N<¥8

沿窃
外 1991恥；・/・・!'.削り 外： IIし1じGY616 赤色化粧上

I l it 11、Il"I*;：ナ←9‘,hIIり 11・1: lluP7.SYliGI~ 91 古式Uli船 ,','；i u: 底i(: H；部！ヤ 177りf，{Aじfがfoll 、か色化糀 I・
岱，岱

り卜， 1991転 •J··j' ．削り クト： I IIIC 25YI{iV'（｝ 

l l i t 1 3.7 
l’、I Ii91 りJ、 ➔·-,'.・)・・!'. 

92 上師~; 高 H・ 底1t 8.8 5/6 
削り 内 ：I Il1(• 2.5YR616 

177り梵叱跨ふ9 赤色化粧.I:外 Iu(9えナデ •/·テ’. 外： IIし1r25YR6(6 硲，＇，ii l 15 
削り

I I I t 1 3.8 
内 'i"I転•J··r . 削り、 177サが祀扮ぬ4・ ・も8.6

93 L師岱 ,rr, 杯 底if. 11.0 、1/5
,:,1さ ,人]'llut• 2 5YR5/(; -~ . Jt/ 1"i悶7h.,iド1r Iti 全1fd赤色化tti;（I}） 

悩窃 12.0 外： i"iti:・J-Y.りI)り． り[: lluc 2.5YR5f(i 西悶i,＂3．清扮硬化1fti内外！f1i一部にススけ府
If!さ 1:．1 73 :;• t1』1;

I lif. l:l.2 
内 I9919ふ／ブ， I・•9’· 

91 上[b匹 tr, M・ 1,H咲 1 3 ＂りさ 内： llu,・2.5Yll5/6 177り・:,.＂む '(;r,;沿 令U蒻；色化粧I:Ur) 
t9窃

外： （99(9,r)7』.nI) i)． 外 lluc2GYR5/G 
li!さ

I I tt 
内・ [9919:;•I• •i‘. nIJり 内'llut，7 5YR6,1 

95 t・.tf岱 窃勾： 底仔 12.2 約I3 177り”̀ じ杯 赤色化併I:
悩店

外 19919:； 1・ •I’. n，)り 外'llue7.5YR6 4 

I 11.t 16.7 
内： I991転•I••I'niJ り

96 J: fう:; 央 底It,1.9 :1,、1 IヽケII 内：lluじIOYR8'1 17•1 り竪,··:(ti、iめ10 ススttft

笞/.'1i 17.25 
外 1991転・｝・・，， hilヽ）． 外．Iluc5¥'R7/8 177 り：,~叱跨冷4 赤色ft柱．l:
ハケII

I Itt 156 内． I991転 •l· •ア．削り 内：I luc 25YR5 6 97 I：店岱 吏 li(i t I Iti部／i 177り・r,,祀片滋 ,"．色ft杜j:（月か）
硲麻

外： I9919.r.1.，，.n,1り 外 lluc2.5YR5 6 

I lit 17.5 
11; i"I転・）・デ．削り． 1.:1サ I胄 • ¥1 hi 1•• N内．

偲 上t1}｝ 甕 底tf I II~祁片
ハケII 内：IIll(• 5YR7 6 ¥lW内．177りりt；＂結ゼ杵ふ

t;(./j 
外 Inl転•J- •9’. hIIり． 外 IIll<、7.5YI(6、1 11,15,1 2りi箕 ft郎
ハケII （ペルト付開）

ntt l•M 内 1"1•砂· •I' ． n,1 り
内 ’llu(•5YR7 6 99 l：白笞 甕 底if nw硲ii• 外 19，J転•I う’.n:J I)． 
外： llue75YRfi 4 

177りt,11eW,alI 
沢窃 ハケU

II托 17.1 内 I・9l転ナプ．n,1り
内 IIllc7.5YR6 4 

100 上口岱 甕 必径 lll~Rr.J: 外 I・9l転•J・デ削 IJ
外 IIue 5Y7 6 

177:；m.［防．も8 内面指頭庄痕
ぉ，切 ハ1rrl

l l if. 1 8.2 
内 flue5YH61・1 

101 上印答 甕 I,ttt I IIt～胴郎
l’i. 1991転ナ・r.削I) 5 ¥'R 6 6 

177リf，1叱91，冷10 外WI一茄にスス付れ
外・ I99l転 •J· デ．ハケ II 外 lluc5YH6 I 

お店
5YR(i G 

ntt 内 ． I991 ♦ir)ー・"i'.n,JI)
内 lluo5YR5 6 

!Ol l-.95 t:; 甕 底lt 11.2 1 2 外 loJ転・J・ •r. nl) I)． 
外 'lluc5¥'R6'fi 

177り・:，"［99ぬ6 ススf.Jr, 
9“qn.... .., ハケII

I lit 29.2 内 I991転•I••，，．削り
内． lluc7.'iYll5 •I 1771}f，1叱銹泊10.＼1ki. 

l03 .J:[i'iti 甕 底径 5 6 外 I9919云ー／ーブ．n1)り． 内外面にスxtt行
硲/,¥, ハ'rII.llT・I ➔/エ 外． IIし1c7.5YR5 6 11M1llts~,11J西悶清岱

{i kif.、15.3 II•I'I991會i:-J.i‘.h:1り
内'lluc 5YR6 6 

51 1().1 i:t出i; 紆 /,Ht 刷祁 外．［991令：：ナデ．n1J11.
外， II¥IC5YR7 6 

177り”祀y,na6 内lfiiなIt
t；；店 ハケII

1 1 1 f: 内， I9919£ナ・r.hllり
内： lluc 7,'＼'R7 6 177り・t,l祀跡泊．1 内曲2耗している

105 ！：げ岱 恢 底lt 1・1.9 底郎I¥・ 外： ［99J亀rI・•r. hlIり．
外： I IlI(, 7 5YR7/6 西IIi悶清給 内外瓜iスス f•t符

討窃 ハ'rII

n i冷
内： I991転•I•デ，削り 内： lluc IOYR7/4 

106 ，，h恵t:; M; 底it 71 Iヽ3
外： ［991転•J・←，，．削り 外： lluc25Y6 2 177り{"じ跡:,08

沿心i

I ilt 113 IA1 91l転1• し，， 内： lluc5¥'6¥':i/1 i 内1MIこtか）棋あり
107 l/1恵器 応杯 底it 13.5 完形

外''"'転1・・，， 外'11 u0 25,Y 5 1 177サ梵i[l午Ml 脚部(1.1外I(1IIJfl然袖あり
i:;r.; 161 511 

LI it 24 2 
,,、I i"i転•I・デ ， 削り 内'lluc 5Y(; 1 

108 ク(I恵路 売 底tt 11じ部}¥・
外 'M転•I..，， .n11 り 外 llucil::!IO 

17iり松9Cl符;,12
硲応

116 



IV 本斗［北地区の調企

図 番号 迂 物 種類（器種） 法量(cm) 残存率 特 徴 色 紐l 出土内構 偉 考

II径
内 平行クタキ I 2り溝結合部（ペル
(‘りて具Iii) 内 llueN4/0 

ト1/!j部） 50と同一1肘1本の可能性51 109 須恵磁
以^  底抒 捐祁｝＇1・

外 ―l'frタタキ後カキ 外． lluc2.5YG/I 
177り祭祀跡泌13,}II'J,・I，’ .. ̀’ 

LI 

111:t 内 t,r:1111 IJ、Illuc 5YI<311 
褐袖(!!.＼褐色）後褐色釉

1 IO 存J.J＂ すり針 底iそ 10.9 ri.（部Jヤ クト削り此if渾lりtli外 llue5Yl<211 20りピッ ト
窃台に砂l]跡"" 器窃 し IOYR.1／3 

171全 I!、I l"i転・r •ア 払lliuc 75Ylく6I6
23りピッ ト !!＼i'l-「ふ●」ろorるIll 1..t i器 杯 庇径 l l i・文部）i. 

外 1999K砂•デ り> lluc 7.5YR6/6 
悩高

l ltt 222 内ナデ、指ナデ
内 lluc2.5Y4/I 

26ザピソト112 瓦れJ..料 コンロ 底iを II杖～胴部｝ヤ 指オ・,,エ
外 llueIOYR6/! 

器窃 外． Iifさ

11径 103
II、Il≪I転ナ・ア潤蛉後施

31 ・ 32リピ I ト (li;• i//i 合成コパルト粕、蛇のII釉掻き 内 lluc7.SYS/1 
1 13 磁硲 湯在み茶祝 底ifc 41 はぼた形

外 'I司|ぷナデ潤．整後妊 外 'Hue7.5Y8/l 内） プリン ト
料屈 5. 4 5 

伯削り出し高台

I―Itt 25.7 
I)•I I9I I転•/·テ， I・テ’

31 ・ 3lり・ビット (2り溝削り 内 llue75¥'1{7/6 
1 1 4 t．師岱 、tt油li. 1,H,t 兌形 外 l!!I転-}・プ＇ ー／・デ， タf1111じ7.5YR7/6 J'-J) 

邪硲 、1.4
削り

II径 I)、I(1f1ili) l行オ→）、エ I/，) llue 7.5Yllfi/,1 43サピッ ト 外面に黒とけの顔科が残る115 七製品 芥白(II 底径 ナ心 形
外利押し 外． lluc7.5Yll614 

諾高

nit 13.8 I人1回転ナデ．削り 内 Hue5Y6/I 
349りり清• ビッ ト 外面に白然祐あり116 須恵料 必： 底径 l/2 外 9 (i,1転•I・デ， fllji) 外 Huじ7.5Y6/I

路，＇,9：i41 5 

II径
内 i"|ヤ云ナデ，削り I1,I I•iuc 5Y5/1 59サビ・ノ IヽI Ii 須ゼ器 閥 t-1: 底径 脚部片
外 ["[転・トデ削り 外 IIlICsy6/1 

'＂"シ'["99J 

長さ ：13 内 l"i転ナデ削り
内 lluc2 5YR2/I 72 i；・ピI 卜 すり鉢和JJII118 掏 'y• 破片Ikif ti』1 3 3 外 回転ナデ削り
外 lluc2,5YR2/I ub 

I’I：さ 095 it1U 

口径 11 7 内・ |991転・）・デ削 り 内 1[u[: 5¥’69’2 VIKS1 119 社1'↓（器 る 底往 17椋部）ヤ
外． Inliv：ナ・ア 削り 外 llue75Y7/I 

謡窃

I It洛 9.0 内・回転｝・・i,．削り 内 Hue5Y6/2 
¥1削1l ~O 須凡り揺 必： 1氏径 II枯部）： 

外 [991転ナデ削り 外 l•lue 5Y6II 
盛高

II径 lOl
内阿躯ナデ．削り 内 ・llue 7 SYGII 

¥1ki l 2 l 須屯器 必 底径 U粒祁Ji
外阿転ナデ削り 外 lluc5Y6/I 

茄窃

11径 l)•I In)転•J・デ削り 内 'lluc5Y6/l 
¥1JK1 タ~,針に f19!；れhふ）＇）122 須恵器 必 底抒 1/3 

外同転ナデ消IJり 外 lluo5Y7/I 
器高

I I{{, 内,..,転•I••ア削り 内 Hue7!iY6/I ,1,央＼りK.,i123 {（（屯器 ？芯 均、 底径 1/4 
外 199l転•/·テ’削り 外 I•iue5Y6II 

'，＂と0 い,勺l 

II径 141 
内 i"i令云ナテ',fillり
ハケLI I)、I1-luc 5Yl<6/1 

Ill必1 24 I・師器 甑 底径 底部片
外 ， l!!I令ぶ）＇デ ，hii り 外 Hue5Yll6/G 

諮謀 ハケ11

ut冷
内 'l"I転ナデ，削り，
ハ1,.11 内 lluc5YR7/1 

北東\~培＇．し＼125 古式土師器 I~ 杯 底径 11 7 脚部J',
外 1991転ナデ．hl)9) 外 IIUC 7.5 Y RS/,J 

岱謀 ハケII

内 ヨコナデ I.J↓才 l'J lluc 2.5Y5/2 
ミニチュア

nft (43) 
→)エ IOYIW/,J 

東’Iと1"け下 (¥ll)lllこ） 成形いびつ126 '，i i 底径 1/3 
外 ヨコ・）・デ． L.Jしオ 外 llue5Y4/l 上硲

器窃
サエ後・）テ' 75YR6/4 

LI径 12,1
I'、II可転ナデ削り 内 Jiu,,N410 \•l/cl I：酉半畑出し

外而に線秘）あり127 1/！屯器 石 底径 1/J 
外 l"I転ナデ削I) 外 Iluc5Y・'lll 泊1社vlMl:li>l 

器高 3 65 

nt冷 内 l"i転ナテ’月ljl) 内 llue5Y5/2 19851 (207り竪,·,(J:1山•.
128 ，，R忠器 高杯 底径 脚部！t

タf [oJiec・/ーテ’ fillり 外 lluc5Y6/I 仕｝，，｝の外）.u,,},l,•.,•J , 

II径
内 l"I~ぶ）・デ ， 削り /1-J llue 7.5¥5/1 19851 (207サ径穴住1五

1公 須忠岱 硲 !,j: 底径 IO.I 1/3 
外． I991転•I｀デ ． 削り 外 Hue75Y3/I 仕｝，Sの外）

硲，＇，・r,

11往 I人l [nl 店云 •I• •ア 、nl） り
V・l Hue 5Y7/I 

130 須、9リ器 出t 底径 I 8 1/:l 外 19911：伝 •Iヴン ， 削り 、
外 Hue7.5Y7/I 

19硲I
り99'，".9A••9 • 9ヽケIi

IO.1り畝
I Iii¥ 内 lnltfi:ナ・ア，削り l'-1 II uc 2.5 Y R5/G 123り畝

赤色化粧I・(Haか）52 131 上帥硲 邸杯 底径 胴部～封i部}¥・
外 lnl転•/·デ ． 削り 外 llue2.5YIM/8 VIk， 

粋，沿
＼りk"（下半） 11lj半

I _I tf 内阿転ナデ削り
内 lluc7.5YR7/6 

小型132 ,.師硲 央 底径 把 乎 外ナブ、削り，
外 IIし1じ5YR6/6

畑ペルト
器，り； IヽケII

II径
内 内 llueIOYR8/3 l町1,.¥JIlt1上畝Il：しl沿 上帥器 j it 底t't 底蔀1i•
外ナヂ削り 外 llucIOYR8/2 

挫，9；，

I Itt 166 
内・ョコ・J・デ．hilり
9ヽケ11 lkj, Ilue IO¥＇I<5/3 

中央1肘半W附下半 外面II杖部にスス付ii131 山式上帥器 史 底径 U緑郊｝i-
外ヨコナデ， 外.llue IOYRS/2 

'9”9し l’9—,】、
指オ 4)・←L

II径
内 Isl転ナデ．削り 内 llue公5Y7/l 1州i'•(lllk,lの上）畑出 し1:15 須屯器 高杯 底径 脚部片
外 i"i転・）・テ’.hiIり 外 lllICぷふY6/l’u9,"し’,’.'r, 

11径 内 l991忙｝・.r.削り
内 HucIOY5/l 

\•lf.>i 
151・り畝 内血に‘Iiて！し1J！あり136 須凡1岱 '.!.U・『{ 底径 122 1/8 外 Iilf；；ナデ

外 llucIOY5/l 
15:lサ畝器，•：i JヽケII

117 



1.本；il:H1地北地 1人． （阪病） 基幹 • Et境呟fiii(OIl l l，汎I布地．I．9i.）

図 番号 n 物 種類（器種） 法量(cm) 残存串 特 微 色 謂 出土辺構 伍 考

％り・畝．Iり'I.;＼1hi
1 llf. 22.6 

内 ． ［"i転•)・デ 11,1 llue 7SYR7/4 19＆切 <XJI I (I••岱塊）
52 1 37 須恵岱 k 甕 1，t径 1 IH-,n郎）｝

外 I99ik •I••ア 外 ilue7.5YR7 / •I 198.57 ・(X）ll (1:2,lrr) 3点イi（楼合しないI99Iー憫体）比l':i Illサ清． 1J1i'I`冒M畝／ll
し

6;；・ピソ ト 、33り•I糞 リi VI
殷火it約420 内 •!'I i タ タ -I・ 1•1 lllll、IOYIくGI、1 ~H .97·98 I()()． 

1 37 姐恵；岱 人・売 Ii(径 財部）¥・ ('りて）｛艇） 112 13 1 り 畝 ~東 'l,• Iii 3.'・'i.1i （接合しない1991・仰ik)
~Mi 外 ．1,・trタタキ クト'lluc l(）YR6/2 

K、i．り［’iし11k1ドI)'l"i'i'
¥'iik対如I¥し

内： I`（tiタタキ 98サ畝．l,R(:1)5J3f;り咲穴l l i f. ("iてJし1/0.1:Jし
内'llt1rIOYR7/3 住1、,;10675のI‘會137 須，＇ど 岱 ）＜梵 Ii~! (: h℃部／i •I .9' （ ハケ II>) 3点（i（接介しない阿ーf>II休）

岱，＇，吋 外.・1,・ t iタタキ 夕t,I Iut、IOYIW/:l .It'1: ¥11 k1..It 1と1]K1 ・ 

（r水な）•I••ア I’り ’I••In k‘i．畝 I：（r

lilt 18.8 
内 1991転•I •J' ．削り 内 '1[u0 25Y7/6 1,0(；9和1り・堅9・((IJ、[;，1府138 II1)~t 1.tIII岱 .i; M : liO'I¥ 14 2 516 
外： i"I転•I· •1’ ．削り 夕t,9 1し1(• 1(IYlぐ81:1 , i’ 外1ui一部にスス{,1lt

沿，＇,)j 1:1．ヽI

I !ff l:l.!i 
内 ．II91W•J ．ア ．削り．
ハ'rII 11・1 • 11111、II IY R7/6 l:l9 占式 1師：岱 完 ’’〔径 11松fllil:・

外 1, ヽl転•/· -,' ，削り， 外 ：IIしII、7.5YR714 補('1'50•1 り!,19·((I:I,9:.
牒はi

I ヽ 'I• II

I lit Iヽ1.7
内 へ •JIi,1 さ V・J • II 11r 2 :iY R:i/(i 140 I・師悩 u: 底径 I II~-桐郁／ヤ
外 ・ヘフ1/)さ 外 ：I l u(• 25¥’l15/8 t,II(9、51 3 r;」トti'(（t1,9;，が 内外1fli lこ赤色化粧•l: （月か）

悩f.lj

内， Ilil,;•I· •ア ，
I llf 1:1.9 ヘラIi1さ

内'llucIOYl<7/3 141 上げ沿 H・ 底if l 2 2 IIH～)肘部）i 外 ：I991島；・）・デ，ヘラIf1
外‘llucIOYJ<7/3 

iil'：Iも13サ竪穴(EId赤 胴 ((t)部内外出iに黒斑あり
諮存 さ． f，i.\• r，ヘラ削

り

1-'I予 9.4
1’•I : I0I転•I· •J‘ , •I• f. 

112 I.師岱 jイ・ 底if 7.3 )13 削り fAJ、IIしIC5YR7/(i /JI,a fi13',,' •,< 1・, fl, I,•:· · 

岱邸 4.2 
外 、[99lり訂・7'.ナ・9’. 外 lluc5¥'1<7/6 l（沿67
削り

Iii(: I :i(） l’・l l99)転ナ7‘.―}-9’. 

1 43 I••閲硲 杯 liHf. 6.5 I (i 削り l1、1,I lllt, 7,5Y l{616 補,.151:lり'M,・(ti),,}

岱硲 、IG 外 ' i"l♦i.·/--/' .・/ ・,'. 外 ・line 7.5¥'116/6 l()(j72 
削り

I l i f l (i. 7 
11-1 l"i転•/··j' . 削り I1、JIIしIC7.5YRG/6 111 上聞硲 J.j. ，，℃ t,f． 1 (） 2 •I ヽ5 浦3513り竪9・¥仕16

t:；(.:j ・I.¥) 外 l"I転•I.,, 削 り 外 !ill(、75Y R6 6 

I lit 126 
1'・1 ・ i"i転•J·•ア ． h:）り 内． lluo5¥'R7/6 1,15 1:f5芯 J,f: 底ff6.0 1,2 補310673 /』知位iiこ貌刻

閻店・105 外： l"I転•II', n1)り 外 ．IIut 7.5YR6I6 

I l i f 1 39 I’•I : l991転・／・，，.削り 内 ：llue7.5YR7 6 146 l. t9路 j,1: ''<1f. 80 ・115 礁3513り竪9tiE1,，；
t；；，l'r, •II 外． 1991転ナプ．nl/i) 外 llul,75¥ R7 6 

II径 内 I;91転・/・プ‘
I1,1 : I Iuc 7,5¥’I<7 4 1 4 7 上的岱 院 httf 98 胴ti ~11知部）；• 外． lul tf.'/·•ア ． •J・1'. 
外'lluc 75¥'1く7,、1

袖3513りぶり';ft/;),}.: 店台貼り付It
t勺9; I•9li．ヘラ I/} り饉し

9’」 1•.,,' ヨ＿1•)• デ．
I lit. 22.7 削Il

11・1 • llue 7.5¥'116 6 118 i:t5岱 沿 底if. 117 外・ョコナデ．In・/・デ．
りi'IIu(• 7.5Y RI; （;, 情3513 r;9t‘;; （1J,,; 底品外面にスス(•J 行

む、l] 86 I:)し1・う‘.
指•I サ J.

I l!f. 133 
内 'l"I會ti. ➔·i' ． 削り 内 ．""しN5I Hi 3 513り竪';;(I•• 9,9; ・ 1・19 須屯岱 斗 lif t f 7 4 :{ 17 
外： I991転ナ・r.n:1り 外 llucl¥・1 I 108万岱.(1; 52 

r l i f 1 2 • I 
内 199lt：:ナ・i‘．削り 内 ' Iluf•2;,GY5 1 情 3513り芍穴it1,9;． 150 須恵匹 碗 底tf 85 3 ・I 

岱店 3.5 外'19919ょ1• •I’ . h;lり 外・ lluo 2和Y•I I 1067•1 

11/t 1:u 
内． I99195 •) •ア ． nrJ り 内： Il91O N5 1 情3513サ竪穴仕I;;(I 151 須息む 碗 底if9.2 I、,I

沿応 1.7 外 ： 1"1転•/··Y . M り 外． Iluc 75¥＇R5 2 l{lt) 

I Itf 15ぷ5
内 '"'転・/・ブ．nlli) 内 Iluc25Y7、2 情、3513サ竪穴仕1,9;．152 須忠:; 碗 底往 92 3 5 
外 I999 ♦.，;ナプ． nlli) 外 IIlIl• 5Y5 1 106i2 thぶ 70

11/t 
内 ：199l転ナデ．n1り 内 flue5Y5 I !Ii J513り翌穴{I:1,,；.． 153 須恵む 麻 H・ 1,'(/f 7.9 脚茄J¥
外： l"I転•I•-i,.nIIり 外 'IIucX5 (） 10672のr

ススf.J:ti 
芯店

把HJ
I li f 9 8 内・ 19tl転・rプ．IJ!JI) 

内 ．lluc 2.5¥＇5 1 情J5 13 り•竪穴 {t店 ・15-1 須也船
屈zn・,i1t 底tf 6.I 

) I,2 外 · r")転•1· ·r.n:JII. 
外 ・llue 25Y1 I 106i5 硲店 I LI タタ・ヤ

I lit 
内 ． J コ・）•プ ． niJ り ．
ハケII 内：liuc 75YR516 I茫 占式ktit; 杯杯 底仔 即茄片

外．・ 1 コ •l·i'． 指ナデ． 外 ：lluc 75YR6 6 
IQ'513サ竪i¥:ftl,,; イ'J'↓9 （断面1勺郡が’!＼色）

t；；硲
ハ'TII

I lit 
内，(,』（転ナ・,.,.n,)り 内 ．llue7.5YR7、1156 1••£t芯 Mヽ 底it 117 1,r部1i 補3ス）1り1員ド 功・色9t杵j.

器屈
外 (uJ転•I••r .nIIり 外． lluc5YR7/0 

I Itt 220 II•I ' [991転•J・デ 、 HI’’ 内： llucIOYR7/,I 157 上回岱 史 底if I I t t tS I ;• hn :I和1}｝i/1/I: ,,)外而にススttn
t:;れ

外， ［9919;,17'，削,, 外 1111c75YR8/4 

I I i f 24 (） 
内： I991転・）・デ．削り 11·! ' llu1• i.5¥'R7/,I 158 1：師岱 甕 底it 111“部）i
外： ［"'転•J.. r.削り 夕f:lhw 7.oYR7 ・I r.113501 り溝 1•' 内外Ifd9こスス f•trt 

む(.:j

I lit 
内 I99！伝J•r. nlIり 内 'lluc25GY(jtJ 159 須思岱 碗 底[t l l.91 16 外， I991転•I•ア， 削り 外 ：lluc7.5Y612 

1月：I和1サ1膏I;
tふti

I l!f 
内 I991転ナデ 内． IIIIcIOY6II 160 が1恵器 碗 ’’t t f S・ I ／，〔氾n・
外・ I9 99転•/·デ．削り 外 し11lIt• N5/1 渭．1501サ［青F

岱iI

111冷 12.:1
内 i"i転•/·デ ． 削 り l'-1 IIし,e7.5YR7/G I O I 上師器 M、 /』tt (• 7.0 I :1 
外 1991t..I..，ヽ ．削り 外． llue7:iYR7/f, 補 ~5()2サi酎ふ2 内外IhI一部にススttん'(

岱点 ：i.8 

ll8 



IV 本荘北地区の調査

図 番号 il'l 物 種類（器種） 法泣(cm) 残存率 特 徴 色 詞 出土ill格 偉 考

I !ff 20.6 内 i"i転・)・デ，削り 1J,J llue 7.5YR7/1 
52 162 上師岱 売 底径 11殺祁li 外 '"'転ナ・r.filll), タ> llue 7.5YRli/2 袖、：沼12リ・i胄ぬI

甜窃 ハケII

U径 22.4 内、 1ill+；；-）・・ア削り
内 Hue7.5Yli7/4 

16:l 1 •. t ii t § 克 底径 1-1柑部）i 外 1991転ナデ，削り，
外 1111c7.5YR814 

1ii(=1訊 P;i魯応3 スス付粕
,9y 9"• W '••9 ハケ1-1

n径 136
内 '|11!転’］・デ，削り l人Illuc5¥'6/1 

164 須忠器 ＆ 底(f 11緑部｝｝
外何転/・デ．削り 外 Iluc 25Y6/3 

補（欽珈：；•溝
船1:1;

IJ径
内阿転ナデ．削り i/・J lluc 7.5YG/i 

165 須恵辟 店 M: 底径 12.6 脚部1;
外 l≪I転・ナデ，削り 外 lluc!iY;i/1 

補93も10り溝
悩窃

「I/I 内 阿転•I・デナデ．
内 IJue 7.5Y5/I 

53 166 須恵器 必： 底tt J/(, 削り
外 IIlle7.5Y(i／1 

補（．祝512サi:）)し上
料窃 外阿転ナデ削り

「,rn16, 内 'I999{!：ナデ．ナデ．
内 lluc5YR7/'i 

167 di式上ti硲 “≫ ` 底径 LI校部）i 削り ，IヽケII
外 HueIOYIN/2 

捕⑧522サ竪穴(I:I•，; 外1tiにスス付{i
9.，9•9•, •9,し●,j 外 1999転•/·デ削り

I lff 
内 '|991転・｝・デ．削り．

168 占式J.:ti硲 小剃）LIiもit底径 洲部一胆部Ji
指オサエ 内 llue7.5Y6/1 •I.ji\8)522•サ竪穴01、,;

外 1りl転ナデハ'rtl 外 llue7.5Y5/1 
樅，灯

後ナデ．hl)1) 

LIi子
内 1991転ナデ削り 内 llurJOYR5/2 

169 古式 1••t1）器 高杯 底径り~゜ 底部／t
外 1991転ナデ削り 外 lluelOYR5/I 

補⑧522り竪穴t191,9;
器，tI

11径 16.1
内 lりl紐J・デ削 り 内 llue7 5YR6/6 捕く8；525•サ竪穴仕届内力

170 上師硲 Mヽ 底径 n序;t1 1；片
外 囮転•}・デ，削り 外 Hue5YR6/8 マド？

赤色(tnt」
器，岱

ntt 14.9 
I)・l |99]転ナデ．削り．
/i1さ 内 lluc75YIi6/4 補R525り竪穴11．居I）、1カ

171 t「it器 杯 底if 10.4 II~ 外 In]転・）・デ削り 外 llue25YR61-1 マド？ 内llllA ；；， 1バ~t'
料，塙 91.9

/iうさ

11径 9,2
内 1"1む；・}デ削り ．

172 上師器 小咽面 底径 LI名i:：Ill¥ 1i1さ 内 Hue7.5YR8/4 補();)525サ竪穴住1.,;上
外面にスス 1•Ifi

器応
外向転ナデ．削り． ク>Hue 7.5YH611 (,A::l:） 
It，さ

11径 333 内 [i"転ナデ削り
内 llue5YR616 補((8）8)Il369 173 上師器 甑 底径 口枯郎）；• 外 I991転 •I・テ‘ .-)・"；’.
外 Huc5YR6/6 補 l1 371) 

外面ii~ スス1·tIt
器高 削り． IヽケII

LItf．が）．I 内 I司転・ナデ 削り
内 llucaYR7/R 惟（オ揺i-1:2）5り竪9tfI:I、,;•K17.1 I tr!i粋 liK 底径 「I/~部）「 外 1019ペナデ削り
りfllue 7.!iYR7 /6 

沿窃 ハケll

「1ft 内回転ナデ，削り
1勺 llue5YR6/(i 

175 上師諾 面 底径 109 底部9:• りI Iり1 +云1•テ‘hll り．
外 ，llue5YRGl{i 補Rl1369

沿高 ハIru 

LI径
I)•I rデ i,1llり，ハケ

甑 II tnirJi’ ナデ． 内 lluc7.5Yll6/6 補R525り竪9尺ft1/；.1•• 
176 上師器 （桟部分）

底径 破)¥・
削り 外：lluc7.5YR6/4 （赤•I..）

内瓜i一部に赤色化粧上
999ど"f99ヤ99 

外ナデ．t具痕

LI 1f 17.6 
内 Iulf分！・デ削り μ、Illuc IOYRfi/4 補@537乃竪穴仕IJ; 外itilm・いしているj 77 上師器 高杯 底径 11,1 
外 Inl転・)・デ．削り 外．Ilue IOYR7/3 

(1!i) 
スス付it

粒泣i 黒 （古代）

l」径 内 !"I転ナデ，ハケII
内 ・llue 5YR6/4 

178 t師器 高杯 底t冷 胴～IJ斡叫 後ナデ，削り
夕lHue 7.5Y~6/6 補R537り竪穴住居 内外面に赤色化粧土

’"999',"¥' • 外 [Uliぷ／・デ．削り

11径 ！27
I}、I ~Iりi:·/•テ’~II り

179 上帥器 杯 底径 II椋部I¥ 府さ 内 ：lluc7.5YR7/6 補（叙537•サ怒穴1w;

器高
外回転•I•デ削り 夕flluc 7.!iYR7 /(i （北） （Iti) 
lifき

「］径 88 内回恥；ナデ削り
内 1111c:¥YRG/6 外面摩耗している

180 I:「rli器 壷 底径 17月点部Ir 外回転•J•デ ． 削り ．
外 lluc2.5YR5/6 

袖⑧537り登火11.K;(W]）
外1hiに赤色化粧土（丹）

器硲 1/(さ

11径 13.5
11、JInlれや）・デ，削り，

181 ばlb料 翌 底径 「l松部）ヤ
ハヶn I人Il-111c 7.5Y~7/4 

補⑧537サ竪9尺1t1占
外同9はナデ．削り． 外 liuc7.5YR6/4 

岱高
ハケLI

l」ff.1 9.6 IJ、1[I91り；ー／ーテ’.fillり
内 ．Hue7.5YR5/1 

182 +．師器 匹Je  底径 II粒部）｝ 外 [ul転•I• •ア削り
外 Hue5YR6/6 

補(S；5374炉登穴 i[I&• スス付If
器I,）; ハヶn

II径 22.9
内 i"iむ•I•デ削り

183 古式上師：岱 高杯 底径 「］杖部）¥・
ハケl] 内］1uc 75YR5/4 

悧R537り竪火fi.I,『;
外 I』転・）・デ削り 外．lluci.5YR5/•1 り＂し',・ず99999‘ 
ハケIJ

「lit 内回転·/•デ ． 削り I1、Illuc 7.5YR7/(i 
181 古式＿1_．．師器 ＇！名杯 底径 141 脚部）ヤ 外 i"I転ナデ．削り．

外 llue25YR.5／(i 
補⑱）;i37サ竪穴fl:I,•; 赤色化粧士．（•Jナか）

器，＇,閤 Iifさ

LI径 135
内 [9919ほ）’デ削り 内 I•l uc25Y7/2 

185 須息器 滋 底径 11枯部）i
外阿転ナデ削り 外 1•I uc 5Y8/1 補⑧537サ竪穴If.I凶（北）~:; ,,.ii 

口径 12.6 
内 1991転ナデ，削り 内 lluc5Y6/l 

186 須忠器 社 底1~f II名点部）;• 外 Iulりえー／一＿r,削り 外 llu{、NIIO 捕R537サ怒穴11e1,]（lti)
器/,Y,

口径 8．ヽI 内，［991転•I•デ i\lJ り 内 lluc5Y5n 
187 ，，fi恵．器 坪 底径 LI粒祁）•i 外 I991転•I・・ア 削IJ タ>: Hue 7.5YR6/2 補R537り竪穴住屈（北）

器，＇,｝；

l」径
内阿転ナデ．削り 内 Hue5Y5/2 

188 須恵器 坑 底径 9.0 底部片
外阿転ナデ削り 外 Hue5Y5/I 

補R537サ竪穴it}、,;
岱窃

「li f 
内阿転ナデ削り 内 llueIOY6/l 

189 i(i忠：岱 史 li£/f. IL! I 1,ii部片
外 1≪1転ナデ，削り 外 llucIOY5/I 

袖⑧537り竪'，<i1.1、9;（北）
器高

11径 12.6 l)・J Inl転ナデ削り 1<1 II ue 7.5 Y Jl(i/(i 
190 上i1i器 M; 底径 8.0 約1/4

外 囲転•I・デ ， 削り 外 Ilue7.5 YR6/1 
簡0)513り竪穴住屈l・・

器店 37 

119 



1. 本荘団地北地区 (I炎崩）基幹 ・哀＇t桜整備 (0411瀾在地，9i)

図 番号 辺 物 種類（器種） 法磁(cm) 残存率 特 微 色 剪 出土辺構 偽 考

nt-t 公）．5
l勺 Nilり 内 lluc7 5YR:i/6 53 191 土師硲 瓶 底径 I If点～崩部
外 ヨコナデ，ハケII外： llue7.5YR6/4 

補(.1;512り上坑付近鳩 外[nit叫．！＼斑あり
器窃

l_1径 120
内.I,-,1転ナ・I’.hijり 内 llueN6/0 1,i@）区：！，!（513サ駁穴仕192 須恵器 社 底径 II柑部片
外 阿転ナデ，削り 外 'Hue5Y612 }＆.LIki) 器窃

I Ill¥ 16.3 
内 [999転•I-•ア．削り II•1. I Iue 7 5Y7/1 193 i/（恵器 五 底il'.: 1/4 
外 '|0庫：ナデ、削り 外 'lluc5Y7/I 

桶③：I．'，
＂’Jと’'.T9いr9 

II径
内 1°1転ナデ．/ii)り 内 lluc7 5Y6/I 194 須忠料 碗 底径 112 1/3 
外 l"I転ナデ，削り 外 llucN7/0 捕＠）［みか器店

II径 io.o 内 ：Ii91転ナデ、削り
内， lluc5YR7/6 195 I.的器 甕 底径 1 1緑~名II)： ~ 外 l"11云ナデ，削り 、
外 'llue5YR6/4 

HiR-3i,'i柑 外面にスス 1•fA咋
”"',,·9,.,••9 . ハケU

nm  1s.1 
内 "j,,J転ナデ，打lIり

196 土師岱 売 底径 「lt~ i tI ;) ｝ ハケH i/,J: ll11c 7.5YR7/4 
補⑧•2 社化1fiiF 外 '1"1転・J・デ．削I) 外 lluc75YR7/1 ’uJ‘し',r99’ず•J 

ハケIJ

11径 158 1'・1 Iヽ91転ナデ．削り．

197 tt:Iit；； 亮 底径 I IB部片 指ifil.J:根 内 llue7.5YR7/4 
補⑧5おり＇竪穴住 I.!)内 摩耗している

器ぷ
外同転ナデ，ナデil'i外 lluc75YR8/4 
し削り ．9ヽケI]

口径 121 
内 阿転ナ・ア．削り 内 llue7.5Y6/I 198 須思器 芯 li.E径 1/2 
外 1可{,J：ナ・rr.11り 外 llue7.5Y5/l 補⑧・I ll372 外,1,i（こ親刻あり

器高 4 15 

Llif 12.8 
I人IIりlw;-/・テ’．月11り 内 HueN5/0 I切 須忠硲 杯 底径 LI緑部片
外 ，い1転-/デ，削り 外． HueN3/0 

補®•3 茶 （黒の上）
り99'，',・、9999,.9 

ni歪
I}、II哨転ナテ’./Illり ,,、I・l-luc 2.5Y7/2 猜補(8)⑱）.2 殴200 ，，月忠器 窃 J不 底径 1/4 
外 ： 柘l転•)· テ＇ ， 削り 外： lluc 5Y7/2 •2.'I\ （占代）器窃

n径 23.1
内 1りl転•Iー デ ， 削 I) v、I・ llue N3/0 201 須忠．席 売 底径 口枯～~Ii部片
外叫転ナデ，削り 外： llucN•l/0 補® •2:i.\ （，り代） 外Ii1)1こ[I然釉あり

器科

11径
内 [iil転・rテ 内． lluc7.5YR7/6 54 202 上的器 皿 底径 l」粒～底部／ヤ
外阿転•I••デ ， ナデ 外： lluc7.5YR8/1 捕 1区赤器窃

口径 内 ， Iil軒，ナデ •I••ア
I'，) /luc 7.5YR6/ ~ 203 土師器 杯 底径 9.0 胴部～底部片 外， I991転ナデ，l!!l転へ
外 11UC 7.5 Y H6/6 

袖 lI双I.¥
器祁 ラ切り詮し後ナデ

n径 18.9 内 ヨコナデ
l'I lluc 10YR7/3 204 古式上師器 高 l,f: 底径 II枯～朕1部片 外 ヨコ •I・デ 、 指オサ
外 lluc2.5 Y7 /:l t1 9黒 （山it) 外Il11（こ！I，¥斑あり

器hi エ．エJ↓眼

LI径 9.9 内』 ョコ•}·デ ， 削り
内 Hue7.5YR7/6 2(）5 占式十師器 小型丸底菰 底径 17粒～!,J部片 指オサエ
外 Huじi5YR7/6

補！、し＼色土 （古代）
りhシ’ '• l,•·.i('J 外指ナデ．ハケII

11径 内 ヨコ •Iーデ ． 削 り
内 llucIOYR5/3 206 上師器 ‘:I” I ( 底径 矧～1；！部片 ハケH
外 llueIOYRG/4 

補Il¥(,J i f t) gii.1；；から」．にスス i•I•ii
器窃 外ヨコ •I•デ ． ハケ tl

口径
内 l叫転・）・デ．削 り 内 lluc2.5Y7/2 207 須忠器 店 M・ 脚某部 57 杯底部～脚部｝＇,
外 阿転ナ・戸削り 夕flluc 2.5Y7/2 

補①Ii.（料）包含k‘i
路，9i

II径 7.8 内 l!'I転ナデ
内 Hue5YR6/6 2⑱ I；師岱 小 llll 底径 5.4 2/5 外回転•J• テ’ ， 皿転糸
外 Hue5YH6/6 

撹乱lti部
,}＂和11 ,.. •i . 12 切り館し

LI径 6.4 内 I司転ー）・デ．ナテ
11,J ・ lluc 5YR6/G 209 」．師諾 小 /Ill 底径 4.4 はl:t尤形 外 阿転・j・デ．lil転糸
外 llue5YR6/1; 

撹乱 内外而l~Ml付，j
器茄 1.2 切り雄し

ntf l47 内 、同転ナデ
内． lluc5YR6/6 210 上師路 llll 底径 8ヽI IIヽI 外 1991転・ナデ．同転へ
外 lluc5YR6/6 

悦乱 底部内外面に川変斑
器窃 公I ラ削り

nt怜 16.8 内 '"'転ナデ 1<J I luc 2.5Y3/I 鉄付ii211 J.:Dli器 Ill! 底径 1 4.4 1/4 外 i"I転ナデ底部削
外． Ilue 2.5Y:J/1 

撹乱
内外Ihiとも黒変？

りu}0... ！， .... ．, 2.7 り後ナデ

nt怜 12.'I
内 1,,1 転•/· デ．」：µ.・）・

デ JIいき． 内． llueN:l/O 内［：1•＇．し＼212 想色上器 碗 底径 7.2 1/3 
外 ．i"I転ナデ．高台貼 外 llucIOYR6/4 

批乱
外1葡底部 n緑茄に！！．I斑あり器窃 5A5 l)f・flt 

碗 1...1径 内 [9,1転ナデ．削り ．

213 -1；師器 (!,(¥色七器 底径 6.4 底祁｝ i• ／むさ 内： Hue!OY2/l 
jj話L

B) 器高
外 1991転ナデ．削り ． 外 HueIOYR5/~ 
庖き

II径
内 Iul転ナデ，fil]I/ 内 Hue7.5Y6/I 214 須恵器 碗 庇径 100 底部1i・ 撹'1L ・

＂,.,ヤ,, 9,••,J・ 外 I可転・）・デ．削り 外． lluc7.5Y6/l 

LI径 G.I
内 l'I転ナデ r}、ll lue X8/0 215 磁器 拓 LI 底径 3.0 lli!',1'.形
外． 阿忙1•デ 外 llueN8/0 

祝乱 染1寸
岱沿； 4、0

11径 123 内 ' Pl転•I•デ濁恵粁妥抱
釉 内 lluc5GY8/I 216 磁路 祝 底径 4.8 1 /2 

外． い1転ナデ湖整後紺 外 lluc5GY8/I 
撹乱 染付

器佑iG.55 
釉

内．位1転ナう＇，1り黙後鉄

口径 6.9 釉を他袖 小代焼
外 い1転•I. .，なり整後．,. 内 ，lluc5YR5/3 茶滓留めの1Lは3個217 囚硲 上瓶 底径 9/10 
半部に飛カンナ｀ 外 lluc5YR5n 

撹乱
底部な図的に削ったものか路店

鉄柏後に白釉を施 スス付'li
柚

艮さ 8.4 
内 内 'IIIIC 

218 鉄製品 鉄紙 船 1.65 はぼ必形
外 外 'IItlC

207•ザぢをク·({I;1,，RN9 4社ii媒
1,iさ 0.7

120 



IV オ,::l-［北地IX：の調介t

図 番丹 ロ 物 lil1類（器樋） 法量(cm) 残存9B 特 徴 色 即 出土旧iB 偏 考

i<さ 212 
内 内 9り 柄とみられる

54 2 1 9 欽快，＼i， )) {・ IK K¢社 1,•I
外： 外

177り祭9じ跡泣
木'itが残w

収さ ()・Ì0,2 

11/f. 内， 内22(I 鉄'Ii,¥/, )) (, 底if iii；・ビッ 9ヽ 部．2破片がれなっている？
悩，n; ク>・ 外

l~とさ l'•J . l'•l' 
221 ii礼品 4、IVJ f:，1 

外 外
I；り・ピ' I・ 

i'tさ
I I t f 2 (）ヽl.I 

内 内・
222 鉗製、',{, 4; 1り 底if I 7 

外 外，
撹乱

悩/,T, ll.li 

銭if 2,1 
内． J'・J' 

223 鉗銭 '立IK通'i' ／9/さ 0.1 ，ん形
外． 外

撹乱（｝と 1•1よざ）
t:；高

l l t f 内 liりさ ~-I lluc・ IOYR6l•I 
224 併；tト．1．岱 .，i1柑 I.’t" 底tf 7 3 I,'（部片 ク> I J し •J・ •9‘hlJ り，

外'lI l Ir• I (）Y R6 /i1 175サ翌・Itil：屈••:-u2·1
岱店 111し、",/さ

I I I f: 内 lllし‘•/·t'?,1/1 さ 内： llu,•7.5YH4 4 
225 弥'1:I. ii ＂貨形 l・l；； ，，t t t 73 底部）；

外 liiさ 外： llu,、IOYR513 276サ縄文土t:;ttふ•lヽi
1,;;,,・1, 

I I tf 内 ・トJ9,Ii？さ 内'IIlll• 5Y!｛6 96 太郎迫式tt:
訟Ii 縄文 t:i:; 深外形t茄 IItt f 別部1;•

外.・)・，，・／i:さ 外、 11 Ul• 5¥'R.3 I、1 西IIr閑清掃 外rfiilこ刺突文． i:t線
岱科

I 11f 19.1 
内 1仔さ 内 llurIOYR6 3 印III式

227 iq文1.t; 浅外形 Il, 底if I I Ii t 1;) ;• 
外 I/':ざ 外 IIしl(•10\'R6 、1

276り滉文上船訂~17
外面U松部に2・条のIu1線

岱高

I l!f ~l.l 
内 1i9さ ikJ. lluc JOYR•l ~ 印れ犬

228 糀t1・沿 , tt卜形 I.沿 底ff・ 111灯い）i
外 111さ 外 llueIOYH:I 2 

195収）
外血nlゞ部に2条の1"J搾

t；；科

I lif J7.I lJ•I. •I· •7’ ．り？さ 内 Jim・ IOYH6 I 276り•縄文 l：路群冷37 ガ煩式
2:i'J 縄 t1.2; 9で5い形1.2;IK if. I lls.t.i;)¥ 

外 II？さ 外： l luc IOYR6 4 276r;．t縄文J:2；肝周辺 外面11柑部ドにスス付ふt; /,.i 

I l if. 
内・rプ1&Ii1さ 内 llul、75YR•1 2 

広U) 褐"t1・2:; i1:f~形 l·l；； liE t f I ll~f.i;)\· 
外ナ・ri必Ii・.さ 外． Ihu• 7.5¥'R,I I 276サ穐文 l••:；群．、凶

t況店

I I t f 
内 •I .，， 1 とIi: ささ 内 llm・ IO¥'R7 I '27(jlJ縄文L岱群冶19・ 

2:i1 墳久 1．料 ms村I;1.t; 底if Ili雑iい胴郎片
外 •I ・ア1&Ii? 外 lluしIOYR61 Nふぅ．＼，1；；i

99れ式
2孔？j

l l it 
内 ・/・デ後1iiさ 内 lluc 2.5¥’(; 2 '!:i6り縄文1：芯群ふ19・ 

232 穐ti:tJ 沢外形1；お IKit I lltt.,;～い部J;
外・ •I• 9’1屯,r:さ 外 1199cl(）YR7 •I 泡35.¥1/;l 伽禎式

2:;/,r 

l l tf 内 •Iプけl さ 内 llucIOYRfi 2 
276りt［文t芯群込l2.

55 233 i罰文 1：岱 深外形 1•お li(!t M茄H 外..,デ．If'，さ 外 II 9 9(• 7 5 Y I<6 3 ふ13.北 ’I'・ii'il；； (V 初れ人よたは｝こ培式
窃ぶ M} 

I llf 
内・ •I• 7', ＂1さ 内 11111• IO¥'R-1 I 'l'/6り縄文i：芥群ゞ 125・ 

2.1-1 滉t!•t9 i-,;Sド形i.t;IKif 柑部）i
外・ •I• •i'. f；さ 外 flueIOYll-1 I 

.~I ・＆•II ・冷43

芯，¥勺 276サ縄文！：19訂一；8

I I i f. l’•I •I• i‘1免H・Iさ 内 lluc5¥'R6 6 )J域式
公 縄文J.t; 深外形It;，,'(i.t I It；茄li 

外・ナ・9‘i&Ii'，さ 外 lluc:iY!l・I I 
情•5-10りi凡

外曲に沈惇文
む岱

I lit ,,~..,..,,.附さ 内 !!UC'75YR66 i[‘I・'11 M.リ［北jl,li/1扮 占l¥'.l式
Z妬 遠ti:t; 深Sい形1．む 底if 柑祁／;・

外：ナデJtさ 外・ lhw,.5YR4I Ii/cl I: 外面に沈線文
t況？；

I lit :11.Y l'・J ナ・,,.け：さ Pi Huc l(）YR(i :； 
占Iし1式

237 縄え I·~, 深外形 1岱 1，tif 11,ゞt:ii
外 ・/・i',1/1さ 外 •IIし19• IOY R(i -1 

北屯11/cl り．＼ 外面にスス付{1.-t；；功池化茫
お高 l _ 

I l i f. 9’、,.・/デ．け？さ 1<1 lluc IOYl<:l l lH I：器即19区{11吊中）
Z$ 縄え 1•岱 浅外形 1岱 底if IIR郎片

外： •I ・1', 1/1さ 外． llut9 10\'lt•1 6 中央＼l府 古閃犬
お杯

11往 '.!2.7 内．•/·•，，れさ 内 11¥lc75YR6 1 
276サ縄文 1:tmf洒・

239 縄文 1.i；； ＄い且i:t; II：~径 IIIi活Ii 外 •J• •9‘!｛,I さ 外 l!Ul'75YIMI 
ぬ7.276サ縄文 l•9討 tr. 黒JII式

硲，＇,； 枯

I llt ,,., ナ・1'.lf;さ l'・J Jluc IOYR6 3 20サヒ.'卜
2.0 縄文 9•t; f卜彬 t・お IKif 引祁9i• 外：ナ7.,9”：さ り>'11111・WYIG I 11層 lい和1！部

tれ了

l lif．公）．9 内 •J·i',lf,I さ 1>1 IIしICIOYRS 2 
211 縄i.l・岱 ＄卜11;L硲 Iktt Ill郊1;J¥ 外 '•/·i' , 1/l さ ク91 1 91e• 1 (）Y 167 3 276サ縄文1：席肝泊8

？，祁杯

！とさ 28 
内 内

2 12 /i”公f々Jl 勾 l: 9d 18 ・ん 形
外 f,月！:・1 外

¥l k1 ボ石
／’/さ 0.7

! tさ (36)
内 内， ¥1-¥3屈 1111船青中央

l•l3 i, i, 石X1hi桑II’ 糾 (•I l l I 2以！・
外 外 け近東r月）

滑6,煎拭24g仝面研1/l
I•/ さ (1,1:,)

Kさ (5:i)
内． 内 紀れの固！，t；か． ，r（浜37R

244 石器 U¥ i, は 5.（）5 l,l 
外 外

撹乱
片面のみ使J1I

＂！さ 1(） 

J!さ 77 内： 内
天1,'，低石？ （nl粒） 1(汰70~. ,~i

2•15 ィit; e¥ I, ¢し＼ •1&5 UI!完形 外， 外
撹乱 面とも使Ji1の1)中央郎が顕杞こ

1リさ 1公25 凹む

長さ 1125 紹粒の砂府．＂ばはt.1顕93名g 
内 ’’1 如葡と下月悶Ikl なけう狽、

216 Ii ~, 砥｛，

“ 
6 8 は1:、ん形

外 外
公）7り凡9穴仕);;•一括

両[rlirhと夷曲は部分的に1i1痕あ
I’／さ 5（i

り

J~ さ 182
内＇ l 1,l' 安111'ij.1fut.13lすg 

2• 1 7 ／， 器 Jr製{j芹 l,)kに10.:l A9製品
りf. 外：

i"<'I,.．Ink1 1・・ 
n然面を多く残

I'/さ 2.2

Jl: さ 10.•15 内・ II•I • 
2,18 { I t; lii製(i斧 糾 7 55 約23 

外 外
:17(iり机文,.器r.f.泣 0 流紋府 ，fばt18lg

I'/さ lfi
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I. 心li:nl地北地Ix:（阪；府）），睾 ・環J如整備 (01111,J/,j1f.地，,,":,:)

図 番号 遺 物 植類（器種） 法量(cm) 残存平 特 徴 色 調 出土遺情 償 考

J~ さ 6.6
内 内．55 249 ii 岱 Ji：代1行f 93 6,1 l /3 
外 外

276 :；•縄文 J·.笞群冷6 流枚府．屯虻IQ.lg
Pi さ 1,•I

！＂先形
J<さ I1.0 

内 内25U (i t} 尖りJ(t9,; ¢ii (；.2 K製品
ク(. 外

19589 titt if（量155g
げさ 2.6 

Jとさ 10.!¥ 
内・ 内． 9附知81g56 お1 Ii 1,；； I/! Ii 糾 10．ヽI 1nJ:I L 2i6りれ！文J.:iふ群泊24

''IさヽIヽI
外 外 安111,ii

J；さ 179(）
内 内 lk汰91ig去2 {j 船 lit { I ¢bI IO.＆5 完形 19591 

r,iさ、1.0 外 外 安lllt; 

Jとさ 11.5 
内' 内・ 砂笞．沢泣1f07if1!15g血

2氾 {, ti (i ml 糾 1 2 2 完形
り,・ 外： 207サ竪穴ltli滋 ｝と夷iliiと 1：下閲面に

,,/.さ 5.3 顕粁な屯’川があり

riff 9.0 
内 •l«I♦吋・デ 内 lluci.5YR6 6 .:'.•.f/ili.. R!~外面に昆袖がかか25'1 凶硲 ＆ 底If. 約1、』•I 6サビ・I卜

岱店
外 '19919祠•デ ． ナデ 外， lluc5YR5f•I る．外面にススf寸杵

I lif 内 ナ・ア
内・ lluc IOYR7,4 

255 !il恵岱 碇 底!"f. I0.0 底伽Ir 外．阿転•I•r. ！991軋9
外 lluc5Y6 I 30り清31rl

ぉ，灯
ヘラI'll)り，肘転 IOYR7/•I 
ヘウ切り霞し

I Iit 
内、平行タタキ 内， Ilue5Y5 2 

焼成1よ打常に良い2祁 iil患2；； K 甕 ,，・(it 刷郎It 外， •F行タタキ 外 llucNii 0 :lOり清31;J
ti9みが大さいむ，名 75YR5 2 

Ll!f 
内：ハ'rlII&3 ::,•J-デ 内． Huc25Y5/2 257 古犬 l••L訊~；

“^ ‘ 
Ij（{f I I!~郎） ‘l 外：ハク Illをヨコナァ~ 外： Hue2.5Y511 

113サ畝
t；；店

l l i f 内・ •トデ
11・1 : !!uc IOYR714 

宏 上的硲 駄 底tt 把 F 外指•I•ア’．ハケ I"1.
外・ llue IOYR6 ・I 

175り・竪穴{l:1,s"冷I ＂け恒な作り
沿況 指オ➔/エ

r l t f. 
内．•}·デ．削り 内'lluc10¥'Ri ・4 259 占式 l:t”；； 邸杯 底往 脚～杯品n・
外ナ・たハケII 外・ IIIIc 5YRfi 6 200「}竪9'-:｛191片泣22；；邸

Im 230 内 ヨコナ・アハケII
内． lluc:iYR5 6 

2001；•竪9・く住1,;~.1
2(i) 1••記岱

）く雇^  底径 I Itt一弧郎）；• 指オサエ 200り竪穴住居．涵 ー・JknR
岱ぶ 外 ：1 コ •J i‘, IヽケII 外 lluc7.5Yll7 fi 200サ竪穴住1.,;四
I I t f 

内 ナ・ア，指•！ ➔)エ 11・1 lluc IOYR7 ol 261 l̀i}し1:tt岱 小'¥"!・,:, lkif. 底部一桝邸J¥
外ヘラ・I・ •7‘. 9ヽケII外： llue7.5YR6 6 ；お011}竪穴tt9、,; クはi潟整が粗遠（刀印

お応

I llt 160 
内ハケ II 後ヨコ •I•デ 内 llucIOYR6 3 263 1̀,)t 1•L5む 売 底往 111ゞ 節片
外ヨコ•/·デ 外'JlucIOYR6 :1 

補．1508 り•i鼻 外面にスス(.nr/
岱/.ii

I I tt 
内 •I• デ 内 lluじ IOYR7ハ1263 I上り岱 店 u: liflt 100 ,m:1¥・ 
外 ナ・ア 外．lluc5YI<7 6 

袖：1510り溝
t出高

Jとさ 30 
内 1991転ナ・I‘ 内'Hue2.5Y3 2 261 囚 t；； 破片lfli{・ .;,I 27 袖・・1513サ竪穴{J:I& lll柑がかかる

/1/.さ 0.9-12 外． In!転ナデ 外．lluc5Y2 I 

I llf. 160 
内：ヨコ •J· •r ．ハケ II 内 11uc75YR7 6 内面！！＇斑あり2（迅 I•閲む 甕 底tt I IIt船9i• 偵 h5223怒穴住1,•;

硲岱
外＇ヨコナデ 外．Iluc7.5¥'Ri I 外Iiiにスス付石

l l if 
内ナ・1‘ 内 Huel0Yll7 •I 266 上[it；； 売 1,tlf 刷郎）t 18H522り竪穴(t1、,; 外面にススi・t行

硲店
外ハケII 外 IIし1CIOYR4 3 

I I t f 内 '•}·7' ．ヘラiK I'. Jし
内 'lluc7.5YllGl,I t1i b6おり・竪穴仕9ぶ上267 、1:ti芯 Jイ・ 1,Ht. ，，て部J'，・ 痕 薄fの七器

岱邸 外． •J• テ‘.Jtt·! •I エ
外， llucIOYR6/,I （赤土）

II径
内·ョコ •I•プ 内.flue 7.5Yli7 6 

祁 •626サ竪穴(I小1,1
2邸 1・m, 更 liHt 11が：部1ヤ

外’ヨコナデ 外 llut• 7.5Y R7 (; 栢 •525り竪穴(I:1,9:-」••
む高 （が上）

I Iii¥ 16.〇 内： J コ •I••ア．ハケ II
内： lluc2.5Y613 Ill •526サ竪穴仕1、9: （IK l69 ！•,約沿 売 底往 II杖郎I¥・ 外·」コ •/·Y. ハケ II.

ぉ，名 指FIエ． 外 lltlc l (）Y li7 •I ド）

I Itf 
内，tさ 内 Huc5Yl<56 27(） 上r.・11岱 ，灯 H・ 1，ttf u. s；；）ヤ
外／f9さ 外'flue5\'~516 補8ふ37り竪穴{LIi住 内外面に赤色問行t祁窃

I I tt 11373 (/;f/lX522サ竪穴

271 L帥岱 仇？ li(if 射郎I¥
内削り 内'llucIO¥'R7/4 ":MI勺t) ハケIJが非官1」紀かい

t；；窃 外’ハケII.指・44)エ 外． lluc75YR6'•I 補 8•I撹乱．525サ竪穴 外し1njにスス1HI
i t1,S I勾

I 11f 
内ナテ’，り）り 1~ナデ 内'lluc7,WR7 6 I IJ7•1 (1~();522サ竪穴'!:12 1.f叫岱 窃杯 li(lf 脚郎I¥ 内外9面に赤色化粧上

｝紅r 外削り タf・ lluc 7.5¥'H7/li ft屈内）

11/f. 
内：削指り後指1→1エ 11,1 : II UC 7.5 Y R6/6 273 l:ti'jt:； 甑 IKi t 把 f• 1%94 

盛，灯
外： •I•デ，指•1 サエ 外 ，lluc7.5YR616 

1 1 1t 11・1 nil り後•J•プ
内 lluc 7.5YR7/6 27ヽI 1．師船 猷 l1Hf 把 r: 外・ n,1り後指ナデ． 19甜7

悩，灯 指•I →)エ 外'lluo7,5¥'R7/6 

I lit 
内． 内 llu（・275 i：礼，v， 4: WI 底it
外： 外 lluc 不明 頂只7.lg

岱，灯

J!さ 2.25 }<. I< IOYR7/,1 276 I:'，rn, 泥Illll.. ¢り 2.6:! 'ん If;
共 夷 IOYl17/-1

.It ̀I.; ＼l M F 1 r ir凶i•60g
，1/.さ 1.07

J~ さ 3.21
iと }< IOYR8/J 277 I疇．製品 此llI I f• 9 i1 232 尤形 復，IL ,f(；；し6.lg

Iヽ／さ 1.17 賽' ?I IOYR8/3 

！とさ 3.23 
｝と： },. 7.5YIW4 278 I••製品 j尼IIlif• 糾 2 39 完形 ¥11. 咲． 7.5YliG/4 撹乱 ”(!it6.9k 

,,/.さ I10 

122 



IV 本荘北地区の消布

図 番丹 旧 物 種類（器lIii) 法lil(cm) 残存率 43 徴 色 調 出土ll1構 傭 考

Jlさ 336 
k l人15¥’R5I(； /（i赤i(8)I5:25サ竪9tit届上279 !ぺ.Mi船 木の灼猿 ¢bi 2 35 頭部のみ ,[(i~\7.2H 

}'/さ 221
裏 1:1・/・i'. Jrt・I 1r.r. 外 ';iYH5/(i ） 

J<さ 259
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2. （阪病） 東病棟新営機械設備 （衛4:．) 」; •j ~ （ 変史） に伴う発掘；凋究 (0835瀾査地点）

2.（医病） 東病棟新営機械設備（衛生）工事（変更）に伴う発掘調査
(0835調査地点）

(1)調査の目的と経過

a．調査地と調査経緯

（医病）東病棟新営機械設備 （術生） T．事（変更）は、前年に本体部の発掘翡1lィtを実施した東；Itf.j棟

新営に伴い、周辺の雨水箭等の整備を行う事業である。

本事業の周辺では、西病棟建設工事 (9901調査地点）（2014「熊本大学構内辿跡発掘調杏報告XJ)、

第3井入水梢建設工事 (0006)(2010「熊本大学構内辿跡発掘調査報告VI』)、共同溝．建設ーT.iji.（JOl4 

調査地点） （2010同）、医療）廿ガス供給設備T1Jf-(0119) (2010同）などに伴い発掘調査を実施してき

た。いずれの地点においても密な辿朴Iiの検出と数富な辿物の出土があった。このため、本事業におい

ても、古墳時代や古代の追物 ・辿す前の検出が十分に予想された。

工事のための掘削は北東側から開始した。最初の6m程の掘削で、追物包含陪と辿物が検出された

ため、発掘調査に切り替えた。この区間を IIX．．とし、発掘調査と施工完了後に次の13.5mの区間を調

査した。これがII区である。IIIメの調吼t終了後、残り 8m分の調査を開始した。これがIll区である。

本調査地点では、予想通りに古瑣時代および古代の堅穴住居と土坑などが多数の辿構が検出され、

辿物の出土も多かった。ただ、共同社I;-．建設時の調査と同じく狭長な調査区であり、逍梢の全体や構築

順序、切り合い等を把賑するのは困難な一「fl]もあった。

b．調査の経過

2008年12月15日 発掘調究開始。撹乱の除去、辿物包含）界の検出、掘削などを開始する。

2008年12月16日 1号竪穴住居やピットなど、辿構を検出、掘削。

2008年12月17日 1号竪穴住居解休、 8・ 16サ竪穴住居などを検出。このほか、ピットなどを検出

し、）頓次、写兵と測械を炎施。

2008年12月19日 全体写具、 測•)1l: 。 I 区の調究終了。

2009年1月13日 1I区の調壺開始。批乱の除去、辿物包含陪の検出、掘削などを開始する。

2009年 1月14日 20号土坑の検出 ・掘削、中央部でビット検出 ・掘削。

2009年1月15日 32号竪穴住居の検出 ・掘削、その他ピットなどの掘削と測拡。

2009年1月19日 全体写兵、il!ij絨、土）r1I公1の作成。1I区の調査終了。

2009年 1月20日 皿区の調壺開始。樅乱の除去を開始。

2009年1月23日 包含席の掘i]Il|｝fl始。42号竪穴住居検出。

2009年 1月29日 47号竪穴住居検出、掘削。

2009:'.f 2月4日 48 ・ 49 ・ 50号竪穴住叫 1{I！削。

2009年2月20日 47号竪穴住店検出、掘削。

2009年2月12日 55 ・ 56号竪穴住店検出、掘削。

2009年2月18日 全体写真。48・ 55 ・ 56号竪穴住居を床剥ぎなど。その他の辿構の測批。

2009年2月19日 56号竪穴住），止の）米測ぎ・柱グく確認 ・測岱。66号硲跡の採図。ID区の調究終了。
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IV 本荘北地区の調在
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2.（医病）束崩棟新‘i:（機械設備（衛生）＿T．，`li. （変史）に伴う発掘調介 (0835iJ/J布地，1¥)

C．調査の組織

調査具 ：大坪志子

事務担当 ：中川木綿子

発掘作業旦 ：岡本武士 .1青 III奇仁 ・ 建薪• :！既美 ・ 値野ヌイ子 ・ 1主村弘幸 ・ 湘渕俊子 ・ 早） II 翔 ・ 増 田理

予． J：1；-（1田由美 ・松崎艶子

整理作業具 ：井上裕美 ・江口 路 ・鬼塚美枝 ・小山正子 ・後藤恵 ・首藤優子 ・末吉美紀 ・園田約

子 ・ 翡松あゆみ • 長谷弁り了・ ・ 増井弘子 ・ 山祝早荀 • 吉留広

(2)調査区の基本層序（図58)

本調査Iヌ周辺の地勢は、東から西へ向かうに したがい辿構検出而は深く なる。また、本調査区の皿

区で辿構が面に分布し、複雑に切 り合っている。床と息われる硬化而のブロックの散在状況から、把

握し切れなかった仕居などもあったと考えられる。このため、土庖断面図は、I..II区は比較的堆桔

が単純であるが、町区は多くの細かな土）悦があり複雑である。

局辺における既往の調査では、古代の士層は、黒色 (lOYR2/2)で混入物がない、しつとりとした

綺脱な土と、茶色 (10YR2/2~2/3)で、オレン ジ・白 ・赤などの粒が全体に入りザラザラとした土

の二つがあることが判明している。前者の土が古く 、後者が新しい。本調査区IIII凶では、後者のザラ

ザラとした土を、明るい茶色と少しII鉛い茶色に分けることができ、前者の明るい土／名のほうが古いこ

とが判明した。

I区東樅（図58上段）では、31杓以下が古代の土屁である。 1・ 2附はともに黄色の砂質土で、洪

水砂の可能性がある。調壺現場では「A/f,'i」としており、辿物観察表の「A陪」はこれに該当する。

辿物がなく 、明確な時期は不明である。3肘が古代の新しいザラザラした土で、調査現場では I,／閃

とし、さらに芳干の色調の辿いからa、bに分罰 した。 IIヌでは明確な区分は困難だったが、 上部が

I ・a I芭、下部が I'bIMである。11／門は32号住居内の埋土に相当するが、3)罰と大きな差はない。 I

区の範囲内では分／悦が困難であった。古くしっとりとした古代の土陪が4・ 6/Mで、調査現場ではII

I科とした。4g,,iは周囲の9層の影牌でやや砂質である。10/f,1は地山とその上のIF1との漸移｝界である。

III区西堅 （図58中段）では、l ・ 2陪は近 ・現代の埋土である。3陪は緻密な砂質の10で、洪水砂の

可能性がある。4陪は、新しいザラザラした古代の土）科の、さらに新しい段階のもので (I・a屁）、

5層が古い段階 (I'b陪）である。8・ 9 ・ 13)罰も、古い段階のザラザラした土肘、 7・ 11 ・ 20 ・ 

26陪が黒くしっとりとした古い古代の土）r,,: ( II ~) である。 古い古代の包含陪が、 20 ・ 26/科のように

下方の辿構埋土としてのほかは、7・ 111影のようにプロック状でしか残っていないのは、頻槃な辿構

掘削の影評であろう。皿区東壁 （図58下段）は、1~4陪は西壁と同じである。25/Mは、ザラザラし

た古代のlr1の新しい段階 (I・a附）、23・ 27/IT1が古い段階 (I'b陪）に相当する。古代の古い黒色の

怒 (II陪）は、9・ 12 ・ 13 ・ 18 ・ 22 ・ 24 /\~1が相当し 、 33 ・ 34 ・ 42)料は地山の土や焼土を少し含むなど、

古代の土）界に混入物がみられる。18~21／門は56号竪穴住）i＇}のjilに上、14・ 16陪は47号竪穴住居の埋土、

56 ・ 57罰上部の硬化而は54号竪穴住／，りの硬化而に相当する。28~46/悦までは、焼士や龍の粘こLを含む

土府で、 49号盛穴住居付近で縦を構成していたものと考えられる。81邑は水田の床土のような粘性の

嵩い土陪であったが、部分的で付近に水田が広がっていたような状況は確認されなかった。

(3)検出追構

検出 した辿構は 、 古墳時代の竪穴イ：l:． ）苫·l 砧、 古代の竪穴住）舌•13甚と溝 2 条 、 土坑 l 某、 掘立柱建物
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2. (I袋病）束病棟新‘甜機械設備 （衛生）エ市 （変史）に伴う発掘，J!，11f.(0835,vt.lk地点）

1棟、ピット群などである。古代の竪穴住居は、皿区において建替による重複が激しく、床（硬化

面）が散発的に検出される事例もあり 、住居のプランが把握できなかったものもある。

古墳時代

＜竪穴住居＞

56号竪穴住居（図59)

56号竪穴住居は、1/3がII区、213がlil区にまたがる。II区の範囲となる住居の東側は、辿構の密度

が低く、住居のプランが明確に確認できた。一方、東側は後世、古代の住居が少しずつ位罹をずらし

ながら何度も建て替えられた地点のようで、古代の竪穴住居の埋土を除去したのちに、プランを確認

できた。一辺が4.lm程度の大きさであったと考えられる。北西部は、投乱により破壊されている。

住居の主庫庸は、北から西へ20゚ほど振れている。住居の中央には、炉跡と考えらえる焼土が詰まった

掘り込みがあり 、その周囲には硬化而が広がっていた。辿物は図65:1 ~ 5のような古式土師器の高

杯や）経石が、炉の周囲で出土した。

古代

＜竪穴住居＞

1 ・ 17号竪穴住居（図60)

1号竪穴住居は、 I区の北西隅で検出された。北側と東側は調究区外に延び、西側・南側は既設筈

56号竪穴住居 四 -で`．
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図59 56号竪穴住居実測図 (1/50) 
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IV 本荘北地区の調査

による破壊を受けている。このわずかな三角形をした範囲で、一而に硬化面が検出されたため、住居

であることが判明した。このような状況であるため、 1号竪穴住居の規模や向きは不明である。既設

管による撹乱を1火んだ南西側には、竪穴住居の壁の立ち上がりと考えられる追梢が検出されたため、

これを17号竪穴住居とした。西側に隣接する共同溝建設に伴う調査地点（以下0104調査地点）では、

北西隅のみが検出された216号竪穴住居があり 、17号竪穴住居はこの住居の続きと考えらえる。この

住居の復元からすれば、 1号竪穴住居と17号竪穴住居は一つの住居であると考えられる。17号竪穴住

居の壁沿いには、焼土とが占土など瑚の存在を示す箇所があるが、 0104調査地点の216号竪穴住居の北

壁では、砲が検出されており 、17号竪穴住居が216号住居と同一の住居とすると、今回検出された爺

の跡は本住居のものとは考えられない。

8 ・ 16号竪穴住居（図60)

1号住竪穴住居の南側に位泄している。 1号竪穴住居の硬化面を除去し、掘方まで掘削したところ

で、8号竪穴住居らしき一段低く掘削された掘り込みを検出した。掘削して測拭等の記録を行った。

ピッ トのように深くはならずに10cmほどの浅いテラス状になったため、住居の可能性を考えた。さら

に8号竪穴住居の南端が、掘り込みがあることを確認した。掘削すると、この掘り込みもテラス状に

なり 、ピッ トのような深いものではなかった。そこで16号竪穴住居とした。次の32号竪穴住居と関連

する可能性が考えられる。辿物は土師器の甕が出土している。

32号竪穴住居（図60)

I区と Il区にまたがる竪穴住居で、住居の南西隅の部分がIl区にある。 I区内では、住居のいずれ

の壁も確認できなかったため、包含／罰を掘削しているのか、住居内の埋土を掘削しているのか、判断

が困難：であった。1区の南半東1llIjでは硬化面が検出され、辿物がやや硬化面の範囲に偏る傾向もあっ

たので、住居である可能性は認識していた。便直上、既設管以南の I区の東側で硬化面上部付近を 5

号、西側を6号と分けて辿物は取り上げたが、 Il区で住居の隅を確認し、総合的な状況から一つの住

居であると判断した。現状では、住居の主軸は北向きで東にやや振れている。住居の南西隅の様子で

は、住居内に幅約20cm、深さ12cm前後の溝が巡っていたようである。この住居の規模については、多

くが調壺区外になるため不明であるが、 8号竪穴住居および16号竪穴住居が北壁に対応する可能性を

考えておきたい。32号竪穴住居は l・ 17号竪穴住居に切られており、8・ 16号竪穴住居は1・ 17号竪

穴住居によって切られている（その上に椛築されている）。前後関係には矛盾等は生じないので、可

能性は祐；いと考えられる。住居内の壁際に溝を巡らせる際には、南西隅のように滞の片壁が住居の壁

となるが、場所によっては二段掘りになる場合もあるため、8号竪穴住居が北壁で、 16号竪穴住居が

溝となることが考えられる。辿物は土師器の杯や甍が出土している。

42号竪穴住居？ （図61)

42号竪穴住居は皿区の北側、47号竪穴住居の南側に位樅する。本調査地点ー幣は、地山が東から西

に低くなり 、I区北端より 皿区は20-30cm低くなる。皿区の包含屁を順次掘削したが、 56号竪穴住居

上而で西側が砂質土に変化し、さらに粘性の高い土穣に代わるなどしたが、これらは明確な平面プラ

ンや掘り込みを示すようなものではなかった。この結果、包含／習および56号竪穴住居の埋土との切り

合いや範囲を明確に区分できなかった。一方で、粘性の高い土壌は西側で直線的な範囲を示したため、

42号住居として範囲を記録することとした。II区の調壷時に、 56号竪穴住居に掘り込まれた土坑状の
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2. (I碑 ）東射棟新‘酋機械，設備 （術It) 1?lt （変史）に伴う発掘，J輝 (0835,.1紐底．If.）
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図60 1号 ・17号 ・32号竪穴住居実測図 (1/50)

掘り込みを確認した。II区と皿区の椛に位jiりしていたため、不正系の1，-・円状である。埋土は水田の床

土のように粘性の高い上壌で、42号竪穴住），叶と類似しており一辿の辿構の地土である可能性がある。

記録した西壁と推定するプランは南北を向いおり、 56り竪穴仕），叶とは3/4程度巫複する形で掘削され

たと考えられる。土師器の杯や売、須恵器の杯などが多数1,1,1十．した。

47号竪穴住居 （図61)

皿区の北東部に位四する。住届の北l)り隅の部分が検出された。1上）凸の大半は調杏区外である。現状

では1.6X 2.36mで、 主庫庸は北を向いている 。 J~1 .-1：はやや明るい茶色で、白・赤 ・ オ レ ンジなどの粒子
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IV 本；ii：北地区の調布

が多く含まれる もので、黒色で混入物がほとんどない占代の包含｝＼＼＇｝より 、妍しい時期の古代の土棋で

ある。辿物は須恵器の藍や杯が出土している。

48号竪穴住居（図62)

48号竪穴1主居は、illIヌの中央付近に位附する。包含｝iりを掘削しつつ、49り竪穴仕店の西側に住居の

プランらしき土嬢の変化点を確認し、また4m程南でこれとは附行する方向の土壌の変化，点を確認し

た。この間は、包含層の上位から辿物の出土が多かったため、それぞれ東監と南壁をなす一つの住居

と判断した。隣接する0104調査地点の辿構は位附図を照合すると、0104調W:地点の276号竪穴住居と

同一の住居であると判明した。南北約5m、東西は4.5m杓＇．度で 、主1li1liは北を向く住｝凶である。住居

内は、多くの土器煩と術の部材と考えられる焼土や砂岩、粘土が散乱していた。北西寄りに、硬化面

が検出された。東墜中央に相当する部分では、術の跡が検出された。辿物は土師器の杯や斐、須恵器

の盗、杯、甕が出土している。

49号竪穴住居（図61)

49号竪穴住居は、皿区の中央、48号竪穴住居の北側に隣接する。1主）けの北西隅がわずかに調査区内

で確認された。現状では0.5Xl.3mである。術の部材が出土したが、隣按する50号竪穴住居との税に

は多くの焼土と術の部材が散乱しており 、本住届に伴うものかはオ渭lである。辿物は土師器の杯や甕、

須恵器片が出土している。

50号竪穴住居（図61)

50号竪穴住居は、皿区の中央、42号竪穴住居の南に位・iifi:し、42号竪穴住居とは入れ子状である。42

号竪穴住居の埋士が水田の床土のような沿lj'性の高い土壌であったが、本住）けの埋士は、 47号竪穴住居

と同 じく古代の新しい段階の土棋であり 、二つの1主居は明確に区別される。本住）凶の埋没後に42号竪

穴住居が掘削され、本住居の東側の状況は不明である。50サ竪穴住居と、 49号竪穴仕）凶が切り合う箇

所で、焼土や粘土の塊、砥の部材と考えられる砂岩、土器などが船中して出土した。しかし、龍の梢

造を示す掘り込みなどは確認されなかった。本来の砥の位ii/［は、49号竪穴住）舌側であったと椎察され

る。辿物は、土師器の甕、須恵器の甕の破片が出士している。

54号竪穴住居（図63)

54号竪穴住居は Il1 区の南に位樅する。 北側は48号竪穴•(:t}汁に切 られており 、 南側は樅乱により破壊

されている。東側は調査区外に延びてお り、現状では住居の西壁のみが確認できる。西壁からは、住

店の主庫訓は北を向きやや東に振れるよう である。壁近くまで硬化而が広がっていた。辿物は土師器の

杯や高杯、須恵器の碗などが出土している。

55号竪穴住居 （図63)

55号竪穴住居は、50号 ・42号竪穴住居のように、54号住居の内側に位i性する。54号竪穴住｝叶の床を

剥ぎ、掘方まで掘削する際に一段低い掘り込みを検出したため、 55号竪穴住居とした。西壁は、ほぼ

54号竪穴住居と並行するが、南側が緩やかに東ヘカープしているようであった。辿物は土師器や須恵

器の小片が出土している。
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2. （医病）束•}祖•東新‘貨機械；設:11iii （術生） 1．．事 （変史）に伴う発拙；0/,j査 (0835;U:,J :1't地、点）

42 ・ 47 ・ 49 ・ 50号竪穴住居位臨関係
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IV 本荘北地区の潤4t
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2. (I笑柄）束病棟新＇甜機械，股佃 （衛4:．）」’li.（変史） に伴う発掘，淵森 (0835,J,\J1f.J也 ．＇•9f. )

＜溝＞

43号・ 44号溝？ （図63)

43号 ・44号溝状の辿梢は、皿区の南、 48号竪穴住屈の南端付近に位1性する。皿区の包含府を掘削し

て追梢を検出する過程で、 42号竪穴住居の埋土のような粘性のある土が溝状に検出されたため、 43号

溝として掘削し、測似を行った。その後、周囲を掘り下げていくなかで、再度、粘性のある士の範判

が検出されたため、 44号ii，1iとして掘削し、測拭をおこなった。上下の位四閲係にあり 、この二つの斗礼

性のある土は一辿のものであると考えられる。また、44号は社1此というよりは土坑のような形状であっ

た。隣接する0104調杏地，1罰では、これに続くと考えられる追構は検出されていない。これらのことか

ら、本当に溝のような機能をも った迫構であるかは不明である。辿物は土師器の坪や碗、須恵器の杯、

碗、壺などが出土している。

く掘立柱建物＞（図64)

掘立柱建物を構成する柱穴と考えられる、南北に並ぶピットを I区で確認した。31号ピットと37サ

ピットである。隣接する0104調査区の辿構は位・i附屈lでは、 31・ 37号ビットの北側延長上に、同じ間賑

で二つの柱穴らしきピットが並んでいるのを確認できた。南北3間の建物である。0104調査地点では、

西側に展開する柱穴がないため、東1Jlljに展開すると考えられるが、東佃lに存在するはずの柱穴は、オ此

乱や調査区外に相当し確認することはできない。

くその他の追構＞

41号土坑 （図63)

41号土坑は、 47号竪穴住居の北西隅付近の上部で検出された。47号竪穴住居の埋没後に掘削された

ものである。本調究区では、ピットが多く検出されたが、 一回り大きなものであったので、土坑とし

て掘削した。半裁しながら丁寧に掘削したが、特殊な辿物などの出土はなかった。土師器の杯や甕、

須恵器の碗や甕などが出土している。

3号ピット

I区の西壁中央に位i;／［する。半分ほどは、調査区外で半）j状である。普通のピッ トであるが、上部

から漁網錘が故l.1.iまとま って出土した。本調査地点 IIx-．に隣り合う0104調究地点IV区の204号ピッ ト

の上部から、同様に10数）．忙の漁網錘が出土している。当時の概報では、まとまった数の出土、状況から

漁網をピットに収納したものと考えたが、漁網の保符法として適当であるとも考えにくい。祭祀に関

連するとも考えられず、このような出土状況の理山は不明である。

(4)出土迫物（図65~69)

出土辿物は、土師器と須恵器が辿梢および包含／悦から数多く 出土した。また、古式土師器や鉄器、

土製品が出土した。そのほか縄文土器、弥生土器、縄文時代石器も出土している。

56号竪穴住居出土追物

図65:1 ~ 5は56号竪穴住府出土の古式土師器の高J・不と小型丸底壷、手捏土器の壷である。1は杯

部の下方に段を残し、 全体が直線的に大きく1}}lく。2は、段の痕跡をわずかに残し、内湾した深い坪

部である。高杯はいずれも脚部を欠く 。小型丸底壷は、類部」．．方に段をもつ口縁部が開くもので、胴
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2. (I仮崩）東・崩棟新営機械設仙 （衛生）工事（変更）に伴う発J).1じJ.'，I1t (（）835訊，1杏地、1•Ii.)
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図64 掘立柱建物跡実測図 (1/50)

部以下を欠く 。これらは布留II式段階と考えらえる。5の須恵器の碗の小片は、本住｝円の上に限複す

る古代の住居に屈するものの滉入であろう。このほか、古式士師器の甍など糸Ill片が出土している。

1号竪穴住居出土逍物

図65:6 ~ 7は1号竪穴住居から出土した土f:ili樅である。6は直線的な1_1縁が開く小型の壷で、細

かなハケ目を残す。古式土師器と考えられる。7は彫い口縁が大きく外反する甕の「l縁部である。7

世紀～8世紀前半のころか。これらのほか、土師器や頒恵器の細片が1|'，こ卜している。

5 ・ 6 ・ 32号竪穴住居出土逍物

医165:8 ~11は、5・ 6 ・ 32号竪穴住届出土の土師器鉢、高杯、手捏土器の壷、姐忠器碗である。

土師器の鉢は、内外ともに丹と考えられる赤彩が丁宗に施されている。10は杯のようでもあるが、脚

との接合をうかがわせる箇所があり 、高杯とした。内而は赤色の化粧土が施されている。須恵器の碗

は断面三角形の高台が付いている。81仕紀前半のころと考えられる。これらのほか、土師器や須忠器

の細片が出土している。

42 (45 ・ 46)号竪穴住居出土追物

図65:12~34は、 42号竪穴住居から出土した土師器と須恵器である。12~17は土師器の坪や碗で、

15は盤の可能性がある。20は鉢 （鍋）、21~24は土師器の斐である。21~22は匝い「I縁で古い要索を

もち、 23~24は薄くなった口縁がやや上向きの外反する新しい要素を持っている。25~28は古式土師

器の甕の口縁と高杯の脚部で、これらは本米、下位の56号婆穴住屈に）,外するものと考えられる。29~

30は器で、 29は極端に扁平化したものである。いずれも直径は13cm強ほどで、小型である。31~32は

杯で、 32は低い麻台が底部の端部についている。33は前口の短類壷の訂部か、長頸壷の訂部と考えら

れる。34は長頸壷の肩部である。 これらはおおよそ8批紀後染～9世紀初頭のころのものと考えられ

る。

47号竪穴住居出土造物

図65:35~37は47号竪穴住居から出土した須忠器の盗と杯である。 8・111：紀後半のころであろう。こ
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IV 本荘北地lメの調査

のほか、 ：k|iiIi器の甕の破片など数、1・＇．I:が出 —|： して しヽ る 。

48号竪穴住居出土追物

図65:38~4t!、図66:45~61は、 48サ竪穴ft)けから/l',-1・.した土[iili器と須恵悩である。38は閻坪の杯

祁と考えられる。39~44は、」消ilir,怜の柘で、41~44はヘラ崩きが顕著なものを挙げた。46は高杯と考

えられるが、脚の径が小さく J不との接合部も紺く 、古式土師悩の翡杯や器台の可能性がある。48は鉢

（鍋）で、49~54は甕である。49~51は1梨手の11縁が外｝又する古い要素を持ち、52~54は池い口縁が

やや上向きに外／又する新しい娑索をすかつ。55~61は往＇l見澤である。55は盗にかえりが付いており古相

を昆する。7・ill紀後策のころと考えられる。J不は短い此j台が内側に付いており、これらは8世紀後半

のころと考えられる。61須忠器甕のII頸祁である。これらは、8世紀後半～9・111:紀前半の所面と考え

られる。

49号竪穴住居出土泣物

図66:62は49 り竪穴(1•：居から II '， I·. した上師器の杯である 。 内外而とも にヘラなでが罰著であり 、 外

面底部には「x」のヘラ記号が付けられている。このほか、土師器の坪や甍、須恵器の甕の破片など

が出土している。

50号竪穴住居出土追物

図66:63~66は50り竪穴住屈出士の一I:f:i|i器と須恵器である。63は士師器の杯、 64~65は甕である。

65は 「く」の字に外）又し屈1111部が）l他）岸するII縁部であるが、 64は均ーな）厚さで兵っ直ぐ下へ延びる形

態である。66は須忠器の甕の胴部片と考えられる。81Il：紀後半～9世紀前菜にかけての逍物である。

これらのほか、」:.I':ili器や頒忠器の細片が出七してしヽる。

54号竪穴住居出土追物

図66:67~70は、 54号竪穴1JJ叶•出土の土f:li悩と須恵器である。 67は土師器の高杯で 、 J不部は盤状で

ある。68は頒忠器の碗である。兵っ直ぐ立ち上がり深さがあり、紐い詞台が見の内側につく。これら

は、8・11［紀前半～中葉のころと考えられる。69は古式士iilIi器の小型丸底壷の「l縁部、70は古式土師器

の翡坪の脚部である。これらのほか、十．師器の党、須恵器の塙や甕の細片が出土している。

43号溝出土沿物

図66:71 ~74は、 43号溝から出土した土1':Tii器と須忠器である。71~72は浅くまっすぐ1姐＜杯のようで

あり、 73は底の端部に低い高台が付く 。74は長頸壷のJ,i部と考えられる。81Il：紀後菜のころと考えら

れる。

44号溝出土過物

図66:75~79は、 44 •i]·溝から出土した士f:il喝と須忍器である 。 75は J不の底部で立ち上がる部分の断

面が、 ＝角形に）I凹即する特徴を見せる。76は1J、Ji府気味に．一＼．． i．ち上がる口縁であるが、下方が,11,がってす

ぼまるようである。9世紀後半以降のものか。77は須忠器の盗、 78~79はJ不である。79はかなり低い

高台が、やや内側についている。8lit紀後業の所韮と考えられる。
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2.（医・）iり）束制棟揺訪機械設備 (i1,i砂．） T．’lf. （変史）に件う発掘謳隋 (0835[Jり在地．I．'f.）
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lV 本荘北地区の調在
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2 （医術）束術棟新営機械設fiih（衛生）工事（変吏）に伴う発掘調:tr:(0835誤l在地，点）
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W 本荘北地区の池'，lft
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2.（医病）束病棟新‘料；機械設備 （衛生）T．'.ji （変更）に伴う発掘謀l介ミ (0835，湛l1t地．1¥)
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IV 本荘北地枢の調査

41号土坑出土追物

図66:80~84は41号土坑から出土した土師器と紆l恵悩である。80は坪で「1縁部にススが付約してお

り、燦明1111．として使用している。81~83は甕の口縁部で、81と82は1晶手、83は蒟手で」囁Ilきに外反す

る。前者は8•I It紀後半～ 9 ·1 11:紀初頭のころ 、 後者は 9 llt紀・Iiij半のころと考えられる。84は須恵器の碗

で、非常に低い1,・':j台が底の端部の少し内側に付いている。81It紀後築のころと考えられる。これらの

ほかにも、土f:ili器の杯や甕、須恵器の碗や甕などの細片がi'l¥-1・.している。

55号住居出土迅物

55号1主居では、図化できるような辿物はないか、土師器や紅＇［恵器の細片が出土している。

その他の逍構出土追物

図67:85~86は3号ピットから出土した、須恵器の碗と土錘である。86の土錘には、表而に非常に

細かい布の跡が残る。87~88は4・¥J・ピットから出土した頒恵器の器・・とJ不である。85~88は8世紀後築

~9世紀初のころと考えられる。89は9サピッ トから出土した頒恵器の壷の口縁 ・頸部である。90は

11号ピットから出土した須恵悩の碗で、高い高台と大きく具っ直ぐ間く身が特徴で、 9・1||：紀前半と考

えられる 。 91は20号土坑から出士した古式寸． ［iiIi器の翡J•不の脚部である。 92は31号ピット 出土の土師器

の坪である。

93~112は、 I区の包含屁や投乱などから出土した辿物である。土師器の蓋、杯、甕、土錘、移動

式龍、 須忠器の器、杯、 碗、 斐、 ¢:jJ•不がある 。 96の土1ili器のJ不は 、 高台からーイ本とな って身が立ち上

がるもので 9 世紀後半かと考えられる 。 甕はいずれも 1駁手で外反するもので、 8 •II t紀中葉～末のころ

と考えられる。須恵器の船の102と103はかえりが退化した状態で残っており 、7枇紀後半代と考えら

える。107は杯の底部が下方に続くようで、高杯のようである。109~110は大型の碗である。109は途

中に段が付き 、LI縁が如意状に外反するタイプの碗の底部ではないかと考えられる。

113~138は、JI区の包含／苦や投乱などから出土した辿物である。古式土師器の面や甕、古代の土tili

器のJ不や甕、甑、須恵器の盗、 J:不、 1,9:j杯などがある。113~119は古式土師器である。113は小形屈llll

口縁鉢、114~119は甍の口縁部や）lInj部である。120~134は古代の土19:iIi器で、器、林、碗、高杯、illL、

甕、甑などがある。135~138は頒恵器の盗、杯、高恥である。71It紀末～8世紀中菜のころと考えら

れる。

図68:139~ 174、図69:175~185は[ll|ヌの包含陪から出土した辿物である。j潅ili器のJ不、甕、盤、

高杯、短野ia'Eがある。坪の多くに、底部に丁廊なヘラ磨きがほどこされており 、143・ 144 ・ 146 ・ 

158 ・ 160 ・ 162 ・ 165 ・ 169 ・ 172にはヘラ記号が付けられている。147・ 157は底部に閲杏があるが、文

字は不明である。須恵器は疵と碗がある。

186~198は、批乱および出土地、1知が1リlのもので、同様に止I'：iIi器の杯や碗、高杯、甍、布日瓦、須恵

器の碗、 応j杯、 •長罰嘩 、 盗などが出土している 。 187 ・ 189 ・ L90のJ不にはヘラ記サが付いている。

199~201は鉄器で、 199と200は）J了・、 201は鏃と考えられる。

202~206は縄文土器である。いずれも土器の表面が良くltiかれている。202・ 203 ・ 204は太郎迫式

の深鉢形土樅のII縁部である。205は太郎迫式の深鉢形土器の頸部から胴部への屈1111部である。206は

浅鉢形＿一I-．器の11縁部と考えられる。I_J緑部には、縄文もしくは細かな刻みがあり 、その下には細い沈

線が施され、さらにその下に沈線が施されている。磨きや）lfに卜などは、他の太郎迫式の土器と煩似す

るが、形應や文様の施し方などは類例がなく 、型式不明である。
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2.（医病） 束崩棟新‘蒻機械設備 （衛生）」：事 （変更）に伴う発批JI)1f (0835 ;JI,)企地、1!i)

207~214は石器である。207と208は、扁平で丸く丁睾にみがかれており 、碁石と考えられる。209

~214は磨石である。

(5)まとめ

本調杏地点は、0104調査地点に隣接しており 、0104調究地点の発掘調査成果と同様に、古瑣時代前

期末～叫り初頭の辿物と辿梢、8世紀～9世紀前半を中心とする追物と辿構が確認された。予想され

たことではあるが、この一幣が近年取り壊された11-13病棟 ・旧5病棟以外の撹乱をほとんど受けてお

らず、辿跡の保存状況が良好であることが改めてfi＇(1碍忍された。

本調究地点では、少数ではあるが、艇因土器や布l=I瓦の追）j|l狩料があった。墨・書土器や刻瞥土器の

出土は、附属病院敷地の北東側で多く 、「4久本寺」などの文字もある。掘立柱建物は2棟しか確認さ

れていないが、氏寺や公的な建物があったのではと拙定されている。一方、敷地の南西側では、現在

の西病棟を建設した際の9901調査地、点で、大型の掘立杜建物数棟と、「主帳」の刻芭がある土器や図

許土器が数点確詔されている。今回の調査成果は、敷地の南西側にも公的施設があったことを補強す

るものである。病院敷地内の白川沿いには、一般集落とともにこのような施設が立ち並んでいたこと

を示している。

本調査地点は0104調査地点に隣接していたが、両地点を比較すると本調査区は0104調査地点より而

梢の割には辿物の出土批が多かったように感じた。特に48サ竪穴住居や54号竪穴住居の上部付近で辿

物の梨中的な出土が顕著であり 、この付近には別の住屈があったのではないかと考えられる。0104調

壺地点と本調在地点の両地点を同時に調査できたならば、確認できた辿梢、特に住居はもう少し数が

増えたのではないかと、狭長な範囲を調査する際の不利な点を改めて痛感した。辿跡の保存状況が良

いだけに、その、しりが惜しまれる。

本謂究地点の報告をもって、附屈病院敷地の南西部における調壺地点の報告が一通り完了となった。

今後、 各誂l杏地点の総合的な検討を進めたい。
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IV 4心i.［北地区の調在

表10 0835調査地点出土逍物一院表
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lll[i. l’61 ＇が色 化粧J.17 上師卯 林 底径 98 約1/4

外 Iul*J：ー／・ •9‘ 削') 外 IIue5YR(VI> 
器科 7.3 

I Jff 
内：阿転1ツ'NIJI) V-1 flue 75YH6/6 

lu I{45 :； i /，l.1"<'1"¥¥ 外1f1iに，~：色化粧I••18 上tm; 碗 底径 105 底部片
外 ＇阿転ナ・，， hljり 外． lluじ5YRIVIi芯，岱

11径
内 [991転ナデ，削IJ 内 ：I l uし、7,5Yl<7/6

In 1ん15り11,1:19 t-．師器 r.r, ~; 底径 90 脚部9r
外 [991転ナデ．削り 外： I Iuc 7 5¥’I<7 6 辟r.:i

Ult 18.0 
内 l991転•I••ア ijII9J 1<1, lluc iWla/:l 

1111,,12り・!i',・(l 1• 1,i tk t•• I I I~を削り lw/とのようにしてある20 1・印悩 f上（鍋） 戒径 UN部片 外 In19」;1.,,.削り 外， llueSYR6 4 
岱高

「ltそ 167 内 I991 ヤえナ•，， ナ7'
内 JIul、75YR6 4 

lll li.42り竪穴(I:1,,;. 内外111 ・部にスス i•I t;・ 21 上的船 甕 底ii I 1ft祁片 外 19919ぷI・，，．削
外 lluc 7,3Y R6,1 

’"゚fヤ9••9 り

II径 25.0
I―IIゞ部片

内 1Ul転・ト・r.h1り 内 11ue 2.W 、1
1111{、12り竪9.＜iLI,9;t1,I. 22 J:［5岱 “』̀  底径 外阿転•I..，， n:1 ヽJ 外 llue52Y5:1 答岱

llll{12り竪穴住1、,;・ ll 
11径 26.5

内 r,91か．ナデ削，）
内 lluc75Yl{6 6 

I(•12 :；竪9くり：},,;ド屑指•!</.r.
rn ll,15:; 11, 1: mt （赤色化飩I:23 r．朽炉 亭̂  底径 1ヽ2

外 ： 19919ぷ｝・デ．nIJI) ，外 lluc75YK7 6 1も3.m r< l9630) F 硲窃
ハケ11

ml{ PI(l:i ・ m1, PI岱

I」if 20.0 
内皿転•J··r.·1·-r 内 llueSYR7 6 

IllIl•12 り '!,<1;{1,,,;2 1 l: tうお 亮 底径 II杖部9ヤ
外 1991転ナr.・1・・r 外 lluei.5YR7 6 硲高

l」it 160 内 1991 転 •I・デ． hlJ
ni) 1J I人lllue 75¥'R(i (i lill(l2リヘ｝穴01,,;東

1’ り卜IliIIiit51: x xti rr 25 占A l•印む “ 」 底径 I lk郎片 外． fuJ♦:;·/· デ．
外 illll'i5Yl<6I Iti11 

硲窃 り

n佳訟4
内 i"I 転•I• デ l'il)1) 内 1199C 7 5YR6 6 

UI I <,12り翌穴{I•9ぷ Il! '|',1、1面一部にスス付符26 占式f・C:5好 史 底往 LIi点茄片 外．［：91わナ・,,削り 外 llu,、75YR 6 1i 
器窃

Ll[f. 
内： I991転ナデ．n1JIJ 

内 11lI{• 5¥'R616 Jtさ
DIIん12:；竪穴(I:Ia;＂ti 27 占式 I••[5硲 高 Z 脚記往8.0 脚部1',•

外．［ni転•/·デ削り 外 lll1(• I OY R7 6 器，t；
Illさ

r1径
内・ l"i転ナ7',削り I’•I. I IIIc l(IY I(7,1 

II [ (Pl(M お 古式 1．仰器 応江、 h.'径 店部）ヤ
外 1«1転1 •デ ， tiII:) 外 llucl(lYR7 1 

O"`'，‘,”.’】‘ 
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2. (I辰病）束1酋棟新‘酋機械設備 （衛生） 1．．．事 （変更）に伴うり砂1!;J:i:i't(0835鼎抒祉恥'.i)

図 1番号Iill 物 I種類（器種）I 法量(cm) 残存率 特徴 色 関 偽 考

65 |凶 須恵器 II枯部）t 内： Iul東吋・•J' , hI) II I内： l luc 7,5Y5II 
外： l可転ナデ．hl)I) 外 ：llucIOY5 I 

30 

3l 

須氾．比 内：::::釦•i‘ ． 削り 1'’1: Ilur 25Y7 1 
りi: 1991令f,-/-.，‘.hlJ I) クト： I luc 5¥’5/1 

須恵笞

出土遺情

り1 1~·12り翌穴 ll:K;th l•• 

Lllf部片 皿凶12サ竪9対1Jとドk・J

I l i i t5) i• 内：:::1転ナブ．hlJi) 1内： lluc 7.5¥＇7 1 
外 ： '"'令云 1• デ． n,1') 外 ： lluc 25Yi I 

lll l〈,12サ竪‘9・.:｛I.I,,；

32 須恵岱 内 ： ::::仕J・テ’.hlJ I) |内 : l luc 5¥'(； l 
外： l991転 •J. .，‘.n1JI) 外： llucN6 0 

33 須必器

3 須恵器

35 

37 

:!8 

39 

40 

iil恵若

底郎g・ m I・{.42り竪9tiEIt；屯・ド

胴郎片
内： I，和•デ． nIJII I内・ lluc 25\•5 1 
外： Itり転•I•デ．削り 外： IIllc 7.5Y6 1 lll l < I’l (y2 内面に[1然は (ti状）付で

内： I9999ょ •I· •r. nl) II, 
「lti~1,1部）¥・ I 当て暉 I内： lluc N6 0 

夕t: P19:、 •I• rヽ.nI) I)．外： lluc:S6 0 
クタキ

ml{P71 外dIIに1.19Afi付杵

LIt出邸Ir 内： ［:::転 •Iデ，削:; |内 : l[uc 5Y7 l 
外： ［ult：ナデ，削り 外： lluc5¥'61! 

IIl l {47サが9tfEI,9;

36 須．屯答 火）t-部）¥・
ー

5
6
 

Y
Y
 

5

5

 

c
c
 

u
 

..• 

，
 

内

外
り
り
Ilil 
n*" 

• ブ
プ
ナ
ナ
転
転
阿
旧
．．
 l
t
 

仏
’
夕

須恵答

m1{,1;りが'I•'fl/，り

II柑祁｝i• 内： I：源J• デ． nII') |内 :IIur 7.5¥＇512 
りt: In19i••J•テ’.ni, りク> : lluc 5Y5/l 

上邸将

lll [4 17り竪9・¥fE/』11'ド

I It~部片 内： 国:t；ナデ ．~:l:; I内：Ilue 7,5¥’l{6Iヽ
外 ： IしIIt;•J・デ ． hI)i) 外 ： lluc 7.5YIW ,1 

1••nt将

Ill 1~•18 り 竪穴{ I. ）i,｝焼 I··
坑

nt軒部）t
内： Iul転•I••ア 、 ” |内: II皿 7.5Yl{7/6
外：阿転ナデ， •I7’ 外 ・lluc 7.5YH6/6 

Ill 1{·18 り怒9•，； ( I; J，ヽ｝屯 '1:
ドII' |ク(1111・ II枯部に入スf-1'1

t．師岱 底部I;• 内：:::転•J•デ ． nI)1) | V•I: IIuc 7.5YR7/6 | 111 1.(．中央•18 り配'<il:｝、，；
タf: ¥"¥＊,;・)・テ‘.nlJI/ 夕f: llue 7.5YR6/6 I,I('I' 

41 土[5器

国 f. 13.9 
h 11紐
岱応

nm 13.s 
五 I底径

9“で
・シ9999

ロlf. 12.9 
均： IIKif

詞碗 II碑 11.2
器店

11径
壷 I胴部径2・1.6
邸

1,l部径20.0
逼 1底径
翫

uit 138 
li I底径
舒祁

み 1量
「l径 12.5

i:r, I底径
壁
ulそ 136

窃 1f: I底径
牲病

n径 13.（）
1f: Iii紅径

9" f 
心 I99)

l」径
1f、 |19紅径 9.0 

旦
LIlf 

1j: 1,氏径 9.4 
ら'9ヤ

'"'"' 

42 上げ器
口径 139 

l1: 1 99.径 8.6
粋r.r,2.5 

43 上師器

LI tを 14.（） 
J.i: l1iHt 9.0 
器況 2.9 

44 

66 I.15 

47 

上師器

t師器

底部｝ ;• 

1/1 

2/3 

上師器

17径 13.65
杯 l1i.E径 855
器窃 3.3 

17径 17.3
杯 憶径 112
器窃 90 

類部径3.91
,:r, 杯 |li燭

岳店,杯 |lidそ 13.6
器茄

1/2 

約1/6

内 ：『I*砂デ，ヘラ
II5さ 1'1、1: Ilut、5YR(；1(i

夕t: I9 91東． •I• テ’ ,n!Jり，タト：IIuc 5YRSI(｝ 
ヘラ11・1さ

内 ： l991・KI・デ，hIIり， 

:::,さ I ~、1 : I Iし1じ7,5Yl{6/91
外： i"I令Jt)ーデ、削り ，外 ：IIし1し`11)Yl{7/3 
I/!さ

内： I991転ナブ．hlIり，
::,1さ I内： IIue IOYI{8/4 

外 ：19 9 1転•I••f ,HIり，外： lluc'/.SYl/7/6

三[[[]；［::/［／

lll li.48サ緊,,!ti，＇れfl/ I 外~Ii iこ赤色化粧J:

l[I Ii.48 l)•竪穴 ll'．），9;i’ijト
K、i

Ill 1,(48が胡刈1••1,9池1:i l りh(Iiに線刹あり

IIl l4 P 1 2 9 
1111{中央48り緊火11:11:・I赤色化粧I:
9！（＇f.l・.1l1i 

III Ii、18り怒'J¥fl:J、,；西ふ
2 

I,A池化祉上

46 上師器 類邸／i 内： ［:::転 •I••;: 削り 1'1、1: llue 7.5YI(7/6 
外： l"i転•I••ア．削り外： lluc 7.5YH7/•I 

Ill Iん（I火18り＼り・(i(91,9}
屯’IS

脚部li
lU l{•!• 央48 り 竪,·(!」:lt
4('t |＇が色化り tl:

・18 上ti器
「It至 29.4

鉢（鍋） I底径
.，99.^・ ＂ン』"』

50 土莉硲

52 t tうi；；

l/8 

49 上的路

51 +．［う荏

53 上氏お

n佳 13.8
亮 I底径

器/.~

U径
吏 II氏径
器嵩

口径 268 
甕 I底径
器店

ロif. 212 
甕 II9xtf:
答店

ロtf.32.5 
売 1底径
答邸

II枯部）ヤ
m 1<4Sり9杓t(t1,，；内’Ii
FIf 

I II$茄片

Ill [<'.48り竪穴(EII.；池121 内外血にスス (•Hf
内仇iiIt}fiII：頂

LI秘～胴郎）＼

ロ
ロ

UI I<•18 り製穴住1,，； :V.I
内外1面にススtt.行
I,;,．色化柁J-

Illl<918り9,{,t(tI,9；西ふ6
ml 〈中央•ISサ•,!•1,flJ,,; 
東'I;

IIN祁Ji IJJl-<・18サ竪穴（（：,,,;.出II

内： I9,1転•1··r.l\ll り
nN～卯郎）t|クt• I9,1転・J-・r

ハケIl 

内： 11110IOYR7/,1 
外： lluc!OYRi 4 

lll µ、18サ竪穴ltiiげり r•
M 

;;1 I 土師符
U径 20ふI

史 l底径
笞高

1/・1 

ml.(A8り竪穴9EId•ふ7

仇：● ：：：:t:｝字・悶：；． I内： IIuc lOYR6,1 1 " F•18り·螂9ヤ1,9:•出16
ハケU

外・ I IllC l(）＼'1く63 InI{48りや穴91:1,9；.泊181 内外血1立スス f•tれ
1111{•18サが穴9t1心焼 1••
坑

55 

｀
 

一

麟

謬
須

須

IIN部）； 内： I9919印' |内 ：lluc 25Y7 •I 
外：「＇l転・｝・デ．が1り 外： llu,、2.5Y512

祁

m 1418り·怒穴 9191{;•西 '1し
t―! r 

IヽI 内： ［::::砂••ア ． 削 I) |内 :llur 7.5Y5/1 
外： i"i転•I•デ． hIJI) 外： llucN510 ID[~48サ梵穴(I·.I、'；1'oll
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IV 本荘北地区の調4t

図番 号潤 物 !Iii類（甜種） 法lil(cm) 残存平 4" 徴 色 割 出土氾捐 燐 考

I Ii(・ 1.S.I I)•I. l9 91 1 ►，; •I· •I’. HI l) 内． II91cN(i/() 1111-".48り竪‘k(I:1,9; 4[1" 66 [17 tiug ?,'.； 必 底i(' I Ii ; ：ii出
外 lul転•I••I‘. hiJりり卜： IIlw sy6Il 1t1・ 

硲1::;

lltf. J,J8 
内： I991り：：ナ・,,.n,)り 1 I.J lluc-7,,YS/1 

In I{48り‘Mク又(191,9;.1川'1し隅 クil,、ど硲 必： li(i f I l松部片
外 [991転・）デ，削り クト、11l10 5Y6/2 l,；，！？i 

I 1/f I1、1,|9IIt.） •9‘ ．りll'’ I';. llucゞ 51()
IIl li•'18り·'l}.穴{ti、9:．ぬ 1059 iJI'↓（；岱 況 li(if 8.1 底部1'，＊

外 1999も．I・•I‘hll り 外 Ilul'XI 9(） 
船店

l l t t 
内， l"i転•I・i', fillり 内 ．llllt'!iY5ll 111 1 {,18:;-~,く (I:Iふ川ドIii.I 姐・,gi; 桜 底it 8 8 h℃m;1;・ 
外 l"I転•i7.，. hlIり 外． lluじ2.5¥'5IJ 1fii 

岱hi

I !if 12.ヽI
内 'IIll転•I •i‘. nlJ II I 1・1. llu,・ !Ov:J I JIii｛中央48サ竪穴ltJ1;I l,Jlfiiに1.19A柚付I(61 姐恵堺 売 底it I Itゞti:li ，，ト i"i+,、 •I・1'. NIJり りtl l u,, 7 5Y7 / 1 ,i [＇IC 

岱ぷ

I lit 18.0 
内 19ll 転•J· •I‘. hllり

lll lA:•19サ緊9,；（1;1,9:Ii9さ I1、1'IIue 2 5¥’Iiii/6 
赤色化粧 I.（以 1. tJ i t} 斗 li(/f 9.2 1/2 

外 l"lk/・,'・/・1' 外 I It11• 5YR(; （; 1111<" Pl:! tふ灯 •I (）5 
削19,9iiさ

[ I tf 
内 ， 1999りと・｝・・,',MIJ 内 'liue 5YR6 6 

III Ii.49り竪穴ft1,9;1 1ii 
線/tlJありIll l4a)iP¥•1,( （ I:1,9いぶl
'，；色化粧土

（沿 I帥岱 外 li(if 95 I‘3 
外 19919:； •I· •i‘. h l1,1 外・ llu<・ 5YH7 ≪¥ 

lll F.53サピ J 卜i... t,1j 

I lit 222 
内 I"! 転•/·・i' Iヽケ
l l ，へ—／ hlli) 内， II li(• 75 Y R(; •I 

IIII45()り形9\itl、•ぶa7r}1 I• i5 t,； 児 1i,it l lt出茄9i
タト'(:9(＊1, •} •7‘· が1 ヽ） ， 外 flue5YR6,fi 

硲店
ハ'rII

9’、I i"i転•/·ブ ，が1 り）
1111べ.'iOI}怒',tfI:1,9}泣

I l if 25 8 
l’i l lut• 75YR7 1 III I a々w•c,99尺m,,ぶ)().1

じ3 1. t3柑 央 底tf I I t i ;）1; I r 外 1991転•Ii'n:JlJ 
外 IIu,. 7 5Y R7,1 1111,(50サ竪穴it)，9代免K

ti店 Iヽ'III
I勾

1 llf 内 19919J. •J.7’, nIIり 内 llueXIi 1) 
nII45()i;•,\,'穴 lt1,•;．~I 外面に自然社あり祁 i l i恵ti “ノ̀  底tf 覗郎）ヤ

外 i"if,. ·J·•ア，削り 外． II ul • 7 5Y7 1 
俗祁

I I ! t l (）．I 
lり 1991転・/・7'.niiり 内 lluc 5YI<7 (i Ill l,<51サ竪‘;＜ {f. I,9; 

，A：色ft吐上67 j. t)む 科 M・ 底tt 1 2 
外 l"I転・)・プ．nIIり 外 lluc5Yl17,,I 町{51り竪穴(1．析冷6

払名

1/it ll泊 l’•I I991転 •/··i'.fillり 内 ll u`• 7 5Y5 1 
lll1451り怒穴{l:1,,；t<>I 外面に11然釉あり岱 机屯t；； 碗 底{f 9 5 2, 3 

外 i,,Jti.・/・・1'niJり 外 lhw75\'•I I 
岱邸 5 •I 
I Itf 96 内． 199l 転•I •i.、 nII り 内 lluc IOYR6 6 m 1々ふ1サ竪9'：｛EMIKIょ69 ,1, 5t l▼tb岱 l,f. ,,・elf IIB邸9i• 

外 Iul99.、I・ •r. nllり 外 llul，10¥＇R6(i ざ岱邸

lilt l’、J i")転•I· •9‘. nI)、I 内 'IIlIcIO¥'1<6 1 0I IGIザ翌穴(J:I}；め27(） 占式1.［b岱 店斗 ,i（it 脚11;;1¥・
外 [9:II9. •I· •9' 削り 外 lluじIOYH8・I 岱，¥'r,

l l i t l • 1 (l 
内·卜9)転 •h'.n1J,1 内 11uc 5YI{6 6 mr;,1:i:；-I貴71 1. tゥt:; H・ II,E｛f 1 llt ~ 胴部1·,•
外 1.il転•I•7'．か1り 外 lluc.WR6 6 t社｝

I >if 120 内 (991転•J.r.nIjり 内 llue75YR76 
Ill I<. I~り溝ーI』• I.約船 u. 9』i(if I U-;.一胴t訊

外．（99(9よ‘I・1',n,Jli 外 IIt1t• 7 5YR7 6 
岱窃

l l i f. 内 l991転 •J· •f 内 lluc5YR5 Ii 
m 区•13 り 1青 赤色it！を1・・73 f. t5船 洸 /,.，tt !1 2 lj(砿I¥・

外 l99)＇:;i- ,, .~;JI/ 外 llue5YR5 (i 
’＂9,.'’' .. ヤ, 

頑t..itlG
内 lul転・I・r, ~:J り 内 1191c7.5Y 1 1 

1111,.13リ溝7•1 }（OL,・む !gil ... 3 ,i(i t jil記9r 
外： l"i會f:・/・・1'、h'ji) 外 ． IIIIし・ IOY6 I .9,9 .. 9 9~9•9 ・ 

I lit 
内 'luJ転•Ii’. n1 •I 内 Hue75¥'R7 I 

mfq4サ，＂75 1．的岱 沐 Ji(； f 8 2 底郎）t
外． [aJ転ナデ．削ヽ ） 外 Hul,10¥'R7 2 硲，灯

I lif 11 
内 l"l♦:. ·J・ •9‘.nijり 内 llup 7.5¥'I<6 6 

Ill 1<41サI胃 赤色化柱．t76 I：切岱 斗 liCi f IIli～判祁）；
外 I99l"． •JI’. nIIヽ） 外 llu(、7.5YR66 

硲応

l i i t 1 3 7 
1’•I Iul ... `ナ・1’ 内． IIuc7.5¥'6 I 

IIIIJ.•11 り溝77 須1,!_r硲 l,_ 底if I I~灯応Jヤ
外 Iul9J•ナ・r'.i\lJ り 外． IIuc 7 5¥'5 1 ’">999 9,9’9・・9 

I lif 95 
内 l991転ナ・r.n11り IJ、II IlIc 25(；Y ! 1 

ll!J<•I Iサ1貴78 泊恵岱 i 1• r1℃if 11 1対郎1;•
外 1991転・j・・r.nijり 外 Hしle7.5Y5 I ::，＇，勺

I l i f 
内． I：91転•/・i'.M1J lkJ I III(• 5Y8 1 

I11 1i••14 サ11'17り “H.（お 碗 li(i(・ り．（） hむ部片
外 Inl転•J·i' ．削 99 外 1111(、25¥ 7 2 硲/,T,

I l i f l •t (） I1、IIul転ナ・7’,WIり
内 'IIm~ 5YR6 6 

1111ん41 ;} 1••Jん
nht部部にスス{,trt80 I:「ウ岱 J.f. ,i,if. I It此1；片 外： I’ 1̀ 転•)·，， hII り

外 lluc-5YR6lfi 、が色化札i硲im 序さ

I I tf: 
内．［"it.,.・/",',MIJ 内． Ihi<'7.5Yll7'・I 

In 1 4 •1 1りI:坑SI 1 •. tt t;; 史 底if I l i i部1,'•
外 Iul転ナ・ •r. hIIり ，，ト 11 I I t• 7 5 Y R 6 I •I 2,,'，）i 

;n :）1; i f. l 9.（） 
11・1'i"Jt1、ナi'.flljり 内 11 9 1l, I OY I(6,1 

III I {•1 1 :｝ 1．坑氾 1. t1l }：； 史 9i(i f ≫h tぃ：• り卜． ltl/9£ ナ・9'•-9 ・ •i』 外 llt19• IOYI(6,1 t昇勺

I I i f 2 1.(） 
11・1 l«I転•I• •r. •I •I‘ l’、Illut・ 7.SYR6 G 

III I,(．4 1 リ• I..JA 83 Lt巾糾 完 Ji(t f I Jf,;.i,i~Jj· 
外： l"lk/・・r削り 外 ． IIし1t•7.9Y R6，1 岱，りj

I lif 
11・1 l"i転•/·・，， ,,、II Iuc lIIY5 1 

1111,(、IIり・1:）jL割 3fl恵，悩 碗 底径 10.2 li(i11; I i• 
外 Iul’“aI・・，，，削り 外 II u(• 7 5¥＇5 1 りuヤ' 9 ’,’•',』

llif. 
内 1991転•I,.r ,NIり 内 ，llue5Y5 I 

I [{3リビ／ト67 &3 灯i.9gl'； 碗 底ft l(），（） 底部/)・
外． l"I+.,, •I.，，.nll l) 外 llue5¥'5/1 船科

J~ さ 52
んヽ 形

内 1{：IKさ取り i/・J lllll'2:,¥'7 I 
1 [<3サビッ I・l:1fli泌2外iliiに布痕あり8(j I•礼品 I 鉢

“ 
II 外）•I', hi)り，lflさ夕~ llt11・75Y.1ll 

I'/さ 11
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2. (I火崩）東崩棟新‘闘機械，設備 (i{it4:．） T.：ji. （変史）に伴う発ihi,J.¥）'i'f.(0835』お杞地点）

図 1番号Im 物 残存平 13 徴

内： l"I~研.,,_削り
外： l"I転•/·デ，削り

色 謂

i/・J: 1111<•7.5Yli/1
外： l lut•N5/1) 

出土ii'!構 偏 考

67 | 87 | 1月忠路 11粒部）ヤ I I双 り•ビッ ト

88 |が1四；； 底部｝i 
IJ•I : |991Wr)• 7' 
外： l99 1れ、 •J・・／‘ .削り

内： llucSY6/I 
外： lluc5Y5/I 

1 1んIぅ；•ピ ・ノト

89 J/i.，ぷ岱
内： I991位J・デ．削り 1内 ：llur. IOYR6/3 
外： I991転ナデ．h')り 外 ：lllIC l(I¥'R(i/2 

9() I i[（恵岱

91 l：師硲 内：［:::転I..r，ナテ、 1内 ：I Iuc IOYR6/4 
り卜 ：I9919ぇ・トテ,.n,1り 夕f: lluc IOYR7/•I 111［心Oり．j：坑

92 l:m:i 内：::::転•I• テ’ .hl) 1) 1内： l luc 5YR砂
外： Iul転•I..r.nI) i) 外.llue 5Yl/516 I 11 [131サビット

93 1 •. t i岱

釘

-
9
 ，
 96 
97 

98 

99 

i：店硲

1 •. Cう岱

上製品

I・・[i t.； 

l:r~岱

tt~む

I IHfl,J:• 1 149サピット

脚郎li 

底t" 1 i' ,h；色化粧七

約：l／4

/』9祁l;•

I:［う硲 底郎片 工言□I I,(．11凶地ILLII,(．北屯屈I

Ill針＄片 !(<.!!;!撹乱

l(J() I 1l~fl；；片 内； 1991転・r・r．削I） |内 :lfuc 7.5YR6、1| 1 [i. II KV (5サ竪穴化
り卜 19919i•I· •7’· •I・テ’ 外f: flue i.5YR6 、I II、91:） 

IOI I'.m；； 内： •/·デ ， 削り 内： liuc 75YI<6 6 
外 ：•I••r. hIlり 1外 ：I Iuc 7.5YK6 •I I t 1仕北屯悶I

102 iil恵お

10:i I in恵岱

閲蔀I¥・

IQ.I 

105 

IO!l 

110 

9
>
—

須恵芯

須忠岱

侑忠沿

ifi !g. t；； 

1il恵．岱

111 I lN恵器

須恵硲

三 11忙？
社 r,'，rt

岳J;j: 1,暉 9.1
t訟j
I lit 12.1 

亮 lr,Ht
岱1，'{i

I l iそ 12 5 
碗 Iri(it, 7.9 
岱t'5,1.93

刑ti;｛，f:3.6
ぶ M:|I暉

沿店

I l it 
杯 1/9tit 6(i 
岱店
’̀ I I tf 

山 1/9ttt
硲岱

碗 I！晶
料t:i

I lit 
碗 1,,,1t !1:1 
悩窃

Ilit 
碗 1htit 5.6 
2;(.i 

Itさ 205
I: S邑 |'i l2 
17さ 1.2

I l!t 160 
甕 lhtif
岱n;
I Itf 166 

売 1,詞
2諮
I Iit. ぬ（）

史 1,輝
岱店

I I tf 
竃 IIKif:
岱店

I Itf 160 
li: |1lttf 
岱応

I l i t 1 3,2 
と 1’’tit

呈
II径 12•I

K I’’rit 

互I lit 20.•I 
.. 1,,r1t 
花窃

n i f 9~6 
碗 1,尺tf 訟
岱応 、I.I
l l i f l 0.6 

;rr, Lf・ 1,尺抒
岱窃

l l i t 
応 M・ |IIttt 

硲店

l i if 
碗 I底if 116 
岱(,lj

I I{f 159 
筏 Ili（tf
お高

I l if 13 9 
児 IIIXit9 99,ャ
土
I III 16.6 

甕 J,;m
岱1:r,

1/'i 

/』t部｝ }• 

完形

I―11引',.I¥・

Iiiぷiil;

1 6 

C

、＇ 

I It針酪l}

l}、1: ［991転 I・•,:J:::: I内： I luL• 7.5YR516 
クト： ［991加：ナ・f.nIIり 夕>: lluc 7.5Yll6//4 I 111.1 1 り•ピット

工彗二：::::：撹乱

内：暉さ取り 1',.1: llIIc IOYR6/、1 |＇ K II凶 (5サ竪穴(t
り卜： 1・ •7’. 『l り．＂1さ外： llue !OYR61 I I 1,；.I:) 

工

亨

I I~北屯ほ I

I J(I崩

I~北屯隅 I

I I'I層撹乱

l(l.11,"l撹乱

赤色化粧上

II/ifれ灯台剥霞

内外面一部にスス1•Rr

内外面に自然泊f•tぷ

106 | 1(1恵岱 約I6 内：:::::祠•デ． nlll) 1内： IIuc5¥'116 6 
外： ［"I転ナデ．削i) 外： lluc5YR6 8 I I区1杓 中色化粧 I:

107 II枯部I¥・
内： l991 転•/·デ
外： l991転ナデ

内： lluc2.5G¥'511 
外． llucX6 0 I [l北東隔I

108 tii．屯硲 I fi 内：::::転•I· •1’ . 『JI) 1'勾． IIueIO¥’5II 
外． I991転•I·•i‘. nij ;）外． llueIUY6l1 I l; ll ~l 

ti（部）i
l l{ ll M (5サ竪穴(t
1,9; 1 -．） 

I JI~郎）ヤ干 ＼I区IIH
I I tゞ郎J;• 

I INt.C/¥・ II>{ I層撹乱

I J!t l!i8 
113 I,,「)tU~2J I 1111≫111 I恥i,1憶（そ

岱祁
I lii部）¥・ ロ点／：／

I I~．北東隅 I

II区I・1)層ド

11•1 |，1成 1:tt器

115 I,1;,t 1：的硲

1 16 |，9;,tばl虞

1 1 7 1, I ; 5 t 1 •．肋沿

売

＿

史

＿

吏

一

史

＇ ．
 

2

A

q

~

 

2

6

5

訟

Itif
祁
一径
り
号
＂
抒

WI-ififヤ
り

11
底
器

11
底
硲

11
底
岱

11
代
9叫

n1心部I¥

IIHt,r,/¥ 

I l it tI; ｝ :• 

I I I R部i:・

内： I9919ょ•}・デ
外： 1991転ナデ

内： llucIOYR7/•1 
外 lluc~.5Y7/3 

口`

II R I.bN F 

II I4 1.a k・1 A［半

II ({ I―n杓I!［＇IS

II(,/ I'a),_~東 ’I:

内外而 ・部にスス付沼
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IV オ近ii：北地区の調介

図 番号 旧 物 種類（器櫃） 法llt(cm) 残存諄 特 徴 色 "l 出土旧構 偏 考

g{1部ifl (i(） 内 lヽ,,転・)・・,''/iiiり
fAf ll1w IOYR<i/・I 

67 118 ，り式 1・虻i粉 亮 底ft 991部9r 外 'l"i転•/·1' ,
タllhw IOYIW/4 

Illズ 1•5 l’、1面部にスス1Hi
り99'99’ 9’9••,．9 ハクII

I III 
I’・！ ！［9 |転•Iデ ， 削り ，

II I { l’3 
119 古式 I・帥硲 児 底径 6り 11:i 

指オ ➔/.:r. 1•1. 11 UC 5Y li(i/6 
11 It.~! '!'· I'a 1/11. 内外1flilこ入ス f•J沿

'"9'’'ヽ"＇，'・
外 Iulわ•J7’, hilり，タ> ll11c5YHG/ti ll 19.Jli'1¥ 1 1) N下
ハケII

I I if. 18.0 内 1991わ•I・r.fi:Jり 内 'II即 7.5Yla/6
l公 I師粋 必 底tf. 11NM;1•, 

外 ' 1991り人'J・i',n:Jり 外， II99c 75¥’I<7/6 
ll 14 1'；I附東’,.

}；；,＇,ii 

I I t f 内： I911転ナ.i’,.I・ ←I’ I1.l‘I IIIc 5YR6/6 
Ill I:的硲 u、 li(i t,） （） ,,rn:I¥・ Ill.(．I.“K1 t'9; 赤色(U犯i:

悩1:r,
外 1991転•h',n:JI) 外 ，1191(，5¥'R6 6 

I I t f I1,1 19 91 h:; •J・デ， /ill り 内‘ll199、7.5YR7 •1 
1 22 I• tb t,｝ i1. /』・(if.3. • I ／』〖料；I\

外，［"i 転’/’•ア ，削り 外： I Ittp 75YR(i 4 
II lx. I'() { I'a 101 

岱れi

I 1ft IJ7 内， i"lk)・＇J'，削り 11・1 lluc 7.5YH6,ヽ＼
123 I.師硲 M・ 底it I l i.; it 1 ;• 

外， I991♦:, 1’J‘・ nllり 外 '11uc 7 5¥'R6 9・1
lll<.1111:l巾央付近 赤色化粧I.

岱，？i

I lif 15(I I’•I ' I99l t.< •I -7’. IIlさ
内 11ue 2 5YR6 6 

124 I tit:; 月 IKif IIH～制祁1ヤ 外 '[99111; •i· •i‘· h i1り
外 IIuc 2 5YR6 6 

II[,{J附 赤色化粧J:
岱ni li.，さ

I Ill 12.2 内 ・I99l転・)・テ＇．削 り 内 11 ut、i5YR7 6 
125 1．師t；； l,f. 底{f I liか部9'，

外 ・I99lヤ:,•I· •7’ りlI り 外 llut 7 5YR7 6 
II Ii l‘a附東’I;

ぉ，i:,

I IIt 内 ill,9.•I I'削り 内 lluc7 5YR6 6 
1 21; I.帥匹 碗 底i~t,、1 約23 

外 199199. •).I‘ . nllり 外 lluじ7.5YR66 II lA l a M東’I¥
茄高

I Ii~ l'・J i"i転•I-,,. NIIり 内 11tIl,5YR7 6 
lZ !・.帥芯 9,.・:, l,f・ 底i厄 9• I "3部片 外 1991化：ナ-,,.n,1り 外・ llu,・ 5¥ R7 6 

111;1 ・alll屯'l: 内面に赤色化粧j;

'""''パ'9 
ill~ 1-14 I1、1 [999ぃ、 •I· •f. nllり 内 11ul、25¥'R56 

1公 l:tりむ ,~i 杯 1,'（if M・t[IIIiti/i 
外 191令9..J-デ．^ /7' 外 llur25YR66 

ll l~ l'a /A1（半 ぷ・色ft社上
硲応

I Ht 15.0 
内 Iヽ•It,.·/··,'~II り

129 i:f4硲 外 IK if l、II; I IK部｝｝ Jf,iさ 内 Hu,•l5YR5 6 ll I9.lllj’I: ll k1 赤色化粧l:
外 [991いナデ．削,,. 外 lhll'25YR56 t;t:r, 21) 
Itさ

I l i t,  ・8 I1、11991+517'削り
内 11uc 23YR6 6 

l:lO J:tゥ硲 小1，!甕 底it Ilii` 胴t訊 クト 199l＊召デ削り 外． IIm• 2 5¥'R6 6 11 I<・1.aM"[1S 外面に赤色頷れ

む茄 クク4・

11/f 19.0 11•1,l"I転•/·デ． n：)i) 内 IIしt<・ IOYH6 ・I 
1:11 l・f.うお 完 1』tif 111荘訊

外 luJ転•I•デ， •I•デ 外 llu,・ IO¥'R6 4 111< Pl 
悩杯

I lit i:10 
P•I I9919:、ー／•-9’・ •I· •r. 

l:l2 l••印む 完 底it IIN祁）i
削り 内 IIし1eIOYRS •I Ill.(. P5 外出i一郎にスス付"
外 ' Iul小；ー／・ブ． 外 llue75YH7 •I 

t:;ぷ IヽケIt

I Pf 212 
内 'i"f♦f;·l--i'.・I・デ．

1:,l I r./.i?.，； 砒 Ji(if 1 19れ郎）i 飢 ’I I’、ll lul• 7 5YR6,1 
III9 l a柑東'1と 内1hi1こススi'げ(

外 19919:. •J・・r. •I· •l'. 外・ !Im・ 7 5YR6 •I ~; ,,·, 
ハケII

l I i f 内 •I•f niJ l) 
Iり： I l l l \• 7 5 Y R 7 •I 

1:11 1.［9む 低 底if 妃 f• 指頭11孔1£
外 llul• 1(）Y R7.i 11 [1. Iyi 外面にススf,th

岱応 外.)・。，，．h：JIJ

I I t f l4 1 内'!≪It,.・/・i'. nilヽ） I’、I.llue 7.5¥'6 I 
135 9n.'!!.2; k 底{f I I;titli 

外． I991む•/＾●r.nij 9) 外． lluc7.5Y5 I 
ll li l.a附91[1ら

む岱

I lif. 12.2 内.[a)t,'・/・・，，. nI)，） 内 llue5Y5 2 
136 1/1．,L（お と 底{f l l ; i i；；｝ ； 

外．［u).：ナ・J,.ni)，) 外 lIlIcX7 0 
II I; I ・a屈4(I:

硲¢J

I l!f 
内． I 9ヽ1転•I..，， .ffi)i) 11; llu,・ i.5Yl<i 6 

1 37 紅l恵閉 杯 ’',（tf 7 (i !.' •I 外・岡転ナ7’.hi)，） 外 llu(、75Y R 7 1i II I{ l‘6 
岱応

l l t f 
内 1↓9lヤ5-/―’’.h:J，) 内 11uc25¥'6 2 

1:!8 i iI.9.I.'・ t3 店 M・ JJt1f 97 脚郎I¥ II区i,'1柚
硲，＼；

外 lnJ転•I・,'.Nilヽ） 外 I Iut•N5 (I 

l l t~t 1 7 • I 
lkJ I991 9ょナ・7‘,n：Jり 内 1191c5Yl{64 

68 1況） i：凹硲 斗 ljHf I 1g~j;/\ 
外 l9919:.•I.i, . n:Jり 外 llue5Yl!41l

lll l4リ！≫t l.n屈r．部 外面に入ス1.Jィt
＇"）＂'ヽ"＇，』'

I l i f l 4.91 内： I991東,.,..,』.n:Jり 内 1191t• 5YR4 8 
1・10 ttり岱 u、 li€1f 100 I J 

外・ 1991t̀•r 7‘. n1）り 外 llue5Yl/56 nl区屯` I'I・aM I．．部 内外1/rilこ赤色碩料
岱，灯 2&3

I I tf 15(） 
lり 1ul転•I•9’. n:Jり 11・1 ・ llu,・ 5YR6 6 lll Ii: I fcl (42サ竪9ti.t赤色化粧上

1 4 1 l:~rn 坪 Ii(i f 1 19i祁／i
岱店

外： l991転•I-r. N:Jり 外 IIll(• 5Y R6 6 ,,,;u 内面一部にスス付れ

I Jif 1:rn 
内 'l99l*i:ナ・i',hりり 内・ I IllL• 5YR6 6 

1~2 I: ti甜 μ,. ’’℃if I lli1li;J¥ 1111{IIリた 1b hi上9ti 赤色化粧上
岱Ri

外’'"'転 •I・．f. 削り 外 II ll(• 5Y R6I6 

I I t f 
内 ．'"'.,、 •JI‘. nIIり．

1 43 ltb1:； 杯 底if 7!1 I'℃部｝¥・
I/!さ II•I • I I lt,. 7.5\• R6 9 91 

UI I { l'912 
内面に綬刻あり

),':,¥), 外''"'転•I· •r. nIIり． 外 II I I(• 7.5\• R6 94 赤色化tl上
I/!さ

l l i f. 
11•1,l"Iゎ ・）・ ·j'. 削り ，

1 • 1 4 i.t9t:; u. liHf 7•1 I 8 
I/，1さ Ii.1, l iuじ5¥'R7が1

11111 P.11 
力―・色化ntI: 

岱，＇，ii
外 l991東9.•J f, nIIり． 外 ll ue• 7.5¥'1<6 6 外面に統刻あり
li？さ

I l i t 1 3. 6 
内 ， i"I 転・）＇ •i‘,n l1り，

1•15 t ti t; M・ 底it 82 1 1 5 li5さ 内 llur5Yl<7/fi 
ml.{中央I·ah~ I培1; 赤色化粧 I••

外 ： i"i転•J· •9‘hl1 り 外： IIIlC SYR6’6 
硲，:Y, 27 Iffさ
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2. (I炎病）束病棟新‘菌機械設fiii（衛It）工：Ji（変史）に伴う発掘調査 (0835調杏地点）

図 番 丹 辺 物 種類（器種） 法量(cm) 残存率 特 微 色 謂 出土遺情 偽 考

「lit
内 '[991転ナデn:Jり．

68 1 46 ば引硲 杯 ，，〔任 9.0 底郎片
切さ 内． Hue7.5YR7 6 mr~ Pl3 外面に線刻あり

芯店
外 Iul転・/-7''削I),外． llue2.5?•1 3 外面にスス｛．＂｝内面に赤色化粧上

”1さ
n往

内 1ul にナ—"． nj り 内 llue2.5YH66 '！げ弁カ・91 47 十店笞 杯 底it 底部1ヤ rn区中央下げ
i；；高 外 l"I転・rデ．削り 外・ lluc 2.5YR6/6 赤色化村上

I ilf 165 
内 '1'>1転ナデ．n:1り 内． Hue5Y6 6 1•18 l••Eit:; 皿 li~jf 13.2 1』そ茄9ヤ m区中央I・a lM下部 赤色化柁!・.

むt.Y, 2.5 
外． hl 転•/·•ア．剤り 外： l lue 5Y6i6 

II往公辺
内 I・91転•I•プ削り 内． HueIOYR8 3 皿l!.P33149 1••tぅ岱 虫』 l1Hf 「l9t祁}¥・ 皿区P3'1

岱tt
外 Iul.. そ-/--r．削り 外 HueIOYR8I・1

lllfl P62 
11ft 27.2 内 1,1転ナデ．削り

内 llue7.5YR81、115(1 l:c,器 売 ''t托 I I I i 1：t } ;• 外． Inl転・｝・デ．が1り． m区Pl5 内面一部に赤色ft性士
むr.r, ハケH 外 lluc 7.5YR7/．1 

長さ 5.&う
内： H・抜さ取り 内 llue7.5YR8 2 151 •l: tサ岱 L i重

“ 
2.0 完形 Ill区中央ドげ

Iワさ 1.85 外：ナデ．nI)り 外． llue7.5YR8 2 

J:さ 6.0 夷布11
哀'llucl0¥'ll7'3 152 ・1< 1£ ii 1 1 1£ 

“ 
50 破 J;・ K・ナデ．削り． ・祁 Ill{西＇恥＼附

／9/.さ 14 わずか縄tl }, : lluc 5Y6 I 

lとさ 44 
夷・M1 夷'11uc5YR6I3 15.1 平 J£ /ii I.1 1£ 紺 :l7 破 li m1.<中央収北

I'/.さ 195
}i：縄II 1< lluc 2.5¥'6l3 

111f. 14,I 
内 ・1'，1東：ナデ．削り 内 llue5Y7/2 151 i(I思器 五 底tt 112 Ill区lit'!'I'a倍上部

匹硲 3.0 外阿紀•I•デ削り 外 llue5Y7/2 

11径 136
内： Ia1會，：ナブ．削り 内： llue5YR5 G lll Ii•西・ト 1 b hi F祁 赤色化柱士．l茄 I•疇的笛 打 底径 88 I It?~9j£郎片

tあo;3お 外： I司転ナデ，削り 外 lluc5YR5/G 011ihttt 内外雨にススf寸ri

II径
内： I99l転ナデ，削り 内・ Hue i.5YRi/6 m I-{ I ・ b屠(、12サ竪156 l：印岱 f~ /』・m16.0 底部1;

ti高
外： r,9)*Ki•7', hIIり 外： Huei.5YR6/6 穴itl& 1 •.) 

l lit 
内・ [99)転ナデ．nl)9)． 

1 57 r tうお l.f. 1ktt /iG部lt ＂：さ 内． lluc5YR516 
m区世半I'b屑下部 内面赤色化粧上

む高
外：阿転ナデ．削り． 外 IIue75YR7/6 外面に出苔あり
,:,さ

I Iii¥ 16.1 
内． I")... ：ナテ’ 内 lluc5YR716 内外面に繰刻ありI疫 l:tヴt;； 杯 底ff 10.8 「lit～底nbii Ill区Pl38

船，窃 3.05 外'[司転・17’.nIJ I) 外 Hue7.5YR7/6 赤色化陀上

II径 12.8
内： InI*えー）・デ，削り 11.1 lluc 5YR616 IIIU西'f.r"lf (5'Iサ竪159 [・.閃岱 杯 底tt l!Nt.i>I'，・ 赤色化粧I:

芥店
外 '(n(9云ナデ．削り 外． Hue5¥'H616 ,titIA I..Iii) 

I !If 13.8 
内屈転•J•テ’削り 内：lluc 5YR5/6 1(j() 屈5路 杯 /』tit 10．ヽI J/2 皿区Pll2

岱店 ：i．15 
外 t19ぶ／・デ，削り 外 'llucSYR6l6 

I I t t 
内． lul転•1- -,, .n1)り 内 ・llue 5YR5lfi 161 l:t 5芯 H 底rf： 8,•I 底部n・ Ill区中央 I.bkVl:面 赤色化粧J.

'，uと‘’寸999r9 外 l≪I転・）・・r.削り 外・llue 5YR6t6 

I lff 内 '1nl転ナテ’削り

162 上邸岱 4; 底if.8.6 底部）i ”1さ 内 lluc2.5Y616 
ll1区世半 Ibill 赤色化粧I:

路杯
外肘転•J・デ 、 削り． 外 lluc2.5¥618 
1/jさ

I l!t 内＇阿転•I•テ，ヘラ
内 lluc5YR6/6 163 上師岱 H: 底tf.8.5 116 彫さ Ill区西'I'I'bM 赤色ftntI: 

沿，岱 外： I991転ナデ削り 外 ．lluci.5YR6/3 

uif. 
内， I991転・／デ，削I),

1&1 1 :t巾船 u、 I1,(it 8.5 底tb }'， ／仔さ 内 lluc5YR616 m~東'I> I ・a沿ド方
赤色化粧 l・・

器在
外 lnJ転•J· デ ． 削り． 外 'lluc5YR618 ml{中央 ！＇b柑 1：部
府さ

II径 内．囮転ナデ．hllり I)，1, Huc 5YR7/6 外面itこ線刻あり"~' 1:£,j路 杯 底径 10.8 底部片 ＂うさ ml-<i財'I;I IJせ下部
硲店 外 囲転•J ・ア． hlI り 外， flue5YR6/6 介、色ftttt

I Hf. 1•1.4 内： I9i転ナデhllり．

l{j(j 上帥船 外 Ii(i t t).u l/4 ”1さ 内 lluc7.5YR716 Ill[,{ I'b l;-J (42号怒
赤色化粧t

硲，切 2,9 外 I司転•I•デ削り． 外 IItle75YR6/6 穴11'’&」...)
11'さ

I ltf: 
内． fi転•/·デ削 I/ 内 lluc5YH6/6 167 上師路 JJ,. 底it 10.0 底1151「 l)区中央 I'b層上jJji 赤色化粧」

岱窃 外 'l9峠砂・デ．削り 外． llue5Yll6/6 

I lff 13!1 
内圃転ナデ．削り 内 lluc5YH6/6 

IIIli．両＇l'I.b柑ド
le,8 le師硲 4; /i£1を 約2/:l 訂/,{j’り'/'I'b泌F部 赤色化粧J.:

船高 2.9 外 l"I転ナデ．hi)り 外： lluc5YR6/6 
ml£.西 ’l'l 'b~

I llt 
11,1 • i"lt研デ．削り ,,、J: Hue 2.5Y6/S 赤色化粧上169 ,.師硲 杯 底径 7.1 1/6 1111,西‘I:I’b柑下部

tふ高 外 l"I転ナデ．削り 外： Hue2.SYG/8 外面に線刻あり

I Jifo 17.9 
内 llll転・）・デ N11り 内 Iluc 2.5YR6/8 170 1.trli t:; I Ili Ii((!¥ 1225 31,1 Iii 区 V,~-l'iif/ifilf 赤色化粧十

船窃 1．ヽI 外 '!"I転ナデ．削り 外.lluc 2.5YR6/6 

l l it 1 5. 
内 ． 19 91転•I・デ．削り 内 lluc5YR6/6 171 1；師器 JUl lil;li: I 1.0 約1/2 lll 1ズPl16 ぷ{Lil'．粧 I:

t:;，ni l.9 
外 1991転•I•テ’削り 外． IIuc5YR616 

11往 21.0
内 'l"I転ナデ 内 'lluc2.5¥5/6 172 I.師牒 盤 底径 1 8・ 8 nt軒郎）ヤ Ill区中央I'b附上部 赤色化粧J.:

路高 12 
外 1991転ナデ，削り 外 llu(• 5¥’5/6 

I l i.f 
内・ 趾転ナデ．削り Jl,J 11110 5YRi/6 mr{ r131 173 Iヽ．．師料 高杯 li(/t 別祁）¥・ 赤色化nt-I••

沿高
外 !"!転•/·デ ， 削り 外 lluc5YR6/li 1111.{中央I'br.H.i/ii

I I I t 
内： ffilは/・デ，hllり fAJ llue 5YR6/6 174 上師料 ,',・r, J.j. 底{̀f： 1 2. 5 脚部I¥ Ill lol'. PI07 赤色化粧l:

器窃
外阿転•I• •ア ， 削り 外． lluC5YR6/8 
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IV 本斗「北地区の調布

図 悉号 il'l 物 種類（器楢） 法ll(cm) 残存平 特 徴 色 謂 出土遺構 漏 考

111を 2()0
内 1"]転1デ．削り 内 llur 5YRI; 6 Ill I~ I'b祐 (42サ竪

69 li5 士朽器 外 底if l lN1:s1;・ 
む応

外柘l転・/・デけ1さ 外．llue5YR6 6 大{t 1,（I・）

11/t 21.2 V•I I91令：：：ナデ．削り
内'llucJO¥'Rh :l 176 げ？諾

ノ̂̀  fKi f Iii灯四； 外 19り転ナテ’.
外 lluc75Yl<6 6 

Ill(< P51 内外面にスス付で
悩,% ハケII

I lit 公5
内回転ナデ．削9) 内 llue75Yl<7 •l III rI l. b附 (42り・竪

177 i:師器 “， ‘ 1,tif. I It出記）ヤ
岱店

外 Inl転-Jデ．h:Jり クfllu,、1(）YR7 :{ 穴fl·l,•il・）

I l i f 7 1 
内，皿転ナデ，削り ，

178 +．師器 冒1・1t 1,'.~it ;2 2 3 
Iiiさ j/,J. Jiu,• i5YR6l8 III l(. I’49 

内外面に赤色化椛 I・
外， 1991転•I•デ，削 i) ， り(llucWl/6/(i lll |｛l内1・el.b対

硲(.lj 72 
1/fき

I !If. 11.2 
内 ＇いJfi:ナデ，nlり li、Illu,・ 2.5Y!i/l 

179 須忠忠 必 11:'if. II枯部I¥・
外阿転ナデ 外 'lluctf>Y5/I 

Ill I <'\I 附～ \~l,~ 1111
岱，,:,,

I lit l:l~ 
内 Inl転・）・デ，削IJ 内・ II し19• N5/1) 

180 須忠器 必 底it l /2 III I < i’1 39 
硲高 :10 

外回転•I•デ ， n,, り 外'llu,、5Y；；／l 

I l i f. Iヽ＼ヽ＼
内 1叫転ナデ，hllり 内 lluじ1(）Y6II

181 クJi恵岱 五 /1,'i t I'.l In l { P137 
沿店

外阿転•J--r , 削り 外 Hue,X6 0 

I l i t 15 7 内， I991転ナデ削り 内 11IIl•3Y6 2 
182 須恵器 必 底{f. I 6 1111 勺llj'J•. I.b柑下祁

2;，切
外'[99I令Z-t・デ削IJ 外 IIlIC.3\•6 3 

11往
内 1nl転ナ・ア 内 llue10¥'；； 1 

llll 勺"i'I•'I'bl;/ f部
18.1 須恵器 磋 IIHit 82 /if.fl；；J¥ 

外'!nlE・/ーデ．削り 外： llueIOY•l I Illl£tり半Ib~J 外面にr1然伯付行
tふ名 llllL.. 1'109 

I lit 
内： I'll転•I•デ． n:1 り 内 lIut• N6 (） 

l&I 須恵荏 境 IKif 107 底邸11 Ill 「~PGO 内面に火膨れあり

t祁r
外皿転ナデ削I) り(llu<・ 10¥'6 I 

I lit 
内 lul転・）・デ N1Jり 内 lluc:>Y7 J 1111(1出’I'I'bM,.’部

1邸 須恵器 t宛 Ik t f 7 • I 1、5
閤窃

外'Iul転ナデ，Nilり 外 llue5Y(j I lll l{ l'•18 

l l i t 内 i"ifd・デhijI~I 内 1191c5YI<6/6 Ill [<:,t2サ怒火u:I日付近 内外Ifll にスス付府 (II•II(li海か）
186 上[1器 M・ Ii(f t 8.（） 底部1「

岱，t；
外 1991転-J・-f'.hlJ1/ 外 1191r5YR616 撹，i！、 赤色化粧土

LLLF 
内 阿転•1-デ削り ，

187 上肘i路 杯 底IP. G.!I 底部）i It!さ 1<1 1h11、5YR616
III Ii.1t,il}"．泣ilざ

綿刻あり

悩，し？；
外 l991転・}ヴ＇，削り ，外 lIIIr5YR(；I(; 赤色化粧土
1/jさ

I I tf 
内 l991転ー）・デ．削’),

188 l・.師将 M; 底if 7 4 I1,（ti;} i• Ii,iき I人1,l iuc 5YR(；，6 1111.(/lt~l 線刻あり

沿店
外 InI令`9:ナデ，削り ，外： IIlIC広5YR618 亦色化tAt
け5さ

!lit 
内 (nJ転ナデ．が1り 内 11lIoIOYR8 6 

189 l: t,i t; 斗 Ii(if 9•I I汲祁Ji IIIIiht乱l<U•I ざ 線刻あり
む8 外'lnl転ナ・r，削り 外 lI91c 7 5YR8 1 

I llt p.1 回にナデ．が1り 内 IIし1cl()\•R7 3 綬女）あり
190 上的岱 碗 IKi f l(）（） 底部1ヤ m1く投乱

ぉ，,r, 外．阿転1・デ．削り 外 llucIOYlli I 一部赤色化札•I••

I lit r1・J i"l東子）・デ．ni)l/
内 11uc75YR6 •I 

191 土印芯 9 .... ••J 4.,. • 底i'f 99 脚部J¥・ 外阿転ナデ削り
外 llur7 :iYR6 I 

旧ll．ぶ給撹乱 赤色化粧J:
硲，岱 ハケH

長さ Ii 15 
夷 {iu 汎． Ilut• 7 5¥'R(i •I 哀面1叶腎J｛あり

192 •I’ 瓦 介i111£ 0;1 6 5 破片 1111< l'H7 
1,/. t• 1 45 k K IIuc 5YR5 (i 赤色化柱土

l l i t 
内阿し、・/・デ hl1り 内 1/uc 7 5Y5 2 

193 須俎器 磁 底1f. 8.8 底部）¥・ 1111刈t,ILI<i：剥ざ
蹄，！勺

外 阿転・）・デ．削り 外 lluじ10¥'SII

111（: 
内阿転ナデ，削り 内 lluじ7,5YR7/6 Ul li.42り略・I尺ft1,9；.付近

194 上間：硲 高 J.i. 底It 9. 5 脚部）「
り’’"',9••’•• 9 外阿転ナデ．削り 外 'lluc 7,5YI<7/6 撹，t1.

I 1/t 18.0 
内 l"I転ナデ，fillり 1<1 lluc lOYH1;12 

195 須．ゼ器 尺1恥'It 底往 11松部）： 
外 l"I転ナデ．削り 外 IIur7 5YR3 3 

lll IihttL 自然袖1•j•if
翡店

I l!f l5.(j 内 1991ヤ召デ削り
内 lluc7.5Yl<8 6 外血一部にハケnが残る

196 上帥荏 “̂ ̀  底if I Ii%I;H 外＇肘転ナテ‘. hlJ I)， af引附．撹乱
沿祁 ハケII 外 'IIuc 7 3YR8 6 赤色化茫＋．

I JI(-
内阿にナデ．h:Jり 内， 91uし• N(M) 

197 須恵答 み 底it }< } I・'l,;n・ 
外阿ビナデ n:JI) 外 IIlIl• N3 (） 

包含11-l・ 撹，¥L
む，：ii

l lit 138 
内 1991転ナデ．削り 11・) lluc :,16 0 

198 須氾器 五 liHt l l, t ~ 1く）i部I¥・
外 i"i転ナデ．削り 外'IIIIox5 0 

也含K1 撹it
店，名

！とさ fi(）5 
内 内 llu,•

199 鉄器 !) (・糾 12 .i; t1; } i• 
外 外． II ll(＇ 

Inl{ l a層I肝1,.
1,Iさ :10;

lとさ 56 
ゃ～1）Si；片 内外 内 lillt'

叩 鉄岱 }J i・・ ¢1.1 1.2 nlI,( ！ 'a 附jllj•It
l'f.さ (J.55

りtl l l I l • 

長さ ！）8 
内 I'、I.llue 

201 双船 !g(ii.l¥ ;i，1 (）＆e， Ill I<: I 2 
I•/ さ (1.6

外 外 lh1じ

I lrf 
内 ）・デ，）｛iさ 1<1. I Im・ IOY!ili/•I 111 1,/48 りRt •I又 tl9)，t1（半

公）2 縄文 ,.滞 itl鉢形 I1., /』'（ft IIもii:Ii)', 内外面にスス1位Y
｝祝？j 外 •J・デ ， 1れさ 外 lluc l(）YR6fヽI ド1r 

l lit 内ナデ、1gさ I1、1』II91cll)YICLII 1111~中央,18り竪穴fi' J,,:
203 縄文i：器 深外形I:?.,1,Iff I !1~1;;;1', 

席，：、
外 ー／ーデ／i5さ クト 1 1し1t• 1 1) ＼'1< : I :i ,l!’Iし

l l i f: 
内ナデ J行さ IK1, l luc 7 5YR(;,1 

ぬI 縄文i：器 深鉢形t．器 liOf I II~郎1} 
外ナデ 'itさ 外 IIし1(,l()\•R5 ,1 1111(,18り？t<•A: ( t},.;•1"’I·. 

料高

15] 



2. (I医刹） 束甜棟新‘i:t機械設fliii（衛生）」？li.（変更）に伴う発柑！』/,Jイt (0835 ，翡•j介地点）

図 番号 潤 物 種類（器!ill) 法置(cm) 残存率 特 微 色 糾 出土il'I構 偽 考

I Itt 
内 ． •I・ •f’ . li,1さ II•I I Iuc IO¥'R7/4 69 l05 純.i.l：器 深鉢形 1••悩 li(1 f 苅部I¥
夕r.・1 ・r.,:'Iさ 外 'lluc公SY!i/1

llll,(44り溝 内外面に入ス i•I ぷi
岱約

2()(j 純文1・i：； 浅外形 1••i;
1 liI 

1 1代111;）',
内 ：•J.1’, IHさ 内 IIし11• 2.5Y5/:I 111 l!.50「；略穴UI,]・ li9iri縄文t：松？； クi.・}・・,'. J/,1さ 夕i: lluc l(）YR4/2 

Jとさ 1.55 
内 ． 内 ：l lut‘ 207 行硲 i・卜 ／i ¢り l.65 、9・し 形
夕[. 外． lluoNl.5/0 

IIWS15 IKは25g
／9/.さ (1.65

Jとさ 1 ▲6 
内 ： 内 lluc Ill l{48り・竪穴tl1、,;•焼 l: '「濯I.9g2伐3 {, t} I>./, •ノ ¢i 1.25 ,ic 形

1,/.t・ U.G5 
外 ： 外： I luし 坑 ii英

J~ さ 23 I 1、1: l1、I・llue ;J:l!O 
!.¥¥喰址BIi0石.7g 2()9 ii i, (i 紙 糾 I 5!"i 'ん形 Ill I< Sl3 

／’／さ :15 外 外 ：llueN3/0 

J~ さ 1 3,I)5
l'•J 内 ：lluc ,r(Jil6'i7} 6g 21U ,i 器 )｛,/ii 糾 9、:15 完形 Ill「な迅サ竪穴11:I,9ぶ叫

i,/.t•,1.1 外 外 lluc5Y7/2 安1!1

l<さ 8.65
内 ． ~-I : Huじ Jr(ht料175g 211 Ii,,, Ii? { I 船 5.9 完形 111;・東平Ia ~1」こ

P/.さ 2.、1 ク[・ 外 Huc7.5Y6/2 安111

l~ さ 15.1
内 内・ Hue 屯祉1170~212 1 i t:； 1/9 / i ¢“ 9.2 完 形 lll li．氾

／’/さ 53 夕[・ 外 llue5Y5/I 安111む

J!さ 7.95
内 内 Ilut‘ 屯址2府19g 213 Ii ~ Iii /1 糾 5 7 ・ん 形 Ill区SIJ

1，/.さ 37 外 外 lluci.5Y6 I 安山

！とさ l:J.(i 
内 内． lluc 沢品•591g214 (i t; If,I ｛i 似 8.1 llぽ完形 11{5サ翌穴(19/，れh(；

I’iさ 1.¥15 タ>' 外． HueIOYR6/l 安1l1i';
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lV 木荘北地区の調査

3. （本荘北）臨床研究棟新営その他工事に伴う発掘調査
(1425 ・ 1426 ・ 1504調査地点）

(1)調査の目的と経過

a. 調査地と調査経緯

本調介は、本荘北地区の臨床li)f究棟新‘料；その他」；とliおよび同新‘揺機械設備上エli.（その3)に伴う調

査である。当該工事地区は第6:)1，i棟跡地に該当し、20.l1年度に第6病棟および同北側平屋部とりこわ

しこl;’li•に伴い1145 ・ 1120池l杏地点として立会 • 発掘調杏を実施している（石丸2013a ・ b)。今回の調

杏地，1灯は1145・ 1120揺l壺地、1位と平:,tri的には巫複する部分が多いが、2011年度には掘削深度により調査

対象からはずれた部分がある。今InIの調杏は、そうした2011年｝文に調杏対象にならなかった範囲に対

して行った。

第6:}両棟には地 I‘室があり 、2011年炭のとりこわし丁．事では地下記の外壁は残附となった。そのた

め臨床研究棟iii祁；その他丁よliは 、地下室外壁を撤去し、 1只li.｝|」の擁壁を設i行する地―卜躯体撤去 ・擁壁

設附T．事と 、臨I木研究棟の本休工事からなり 、IIili」；小別に文化財保設法第93条の屈出を行い、それぞ

れの」ぴliに対し、立会調杏とする熊本市の指麻があった。そこで両工事とも2014年11月17日より立会

調究を1ifl始 した。そのうち本体丁．事 (1426諜l介地、1・＼l:）は2014年12月26日、 辿梢が多数検出されたため、

熊本市教育委員会文化振典課および熊本県教育庁文化課の許可を得、発掘調査へ切り替えて調査する

ことになった。調ィti(iifi'iは214lm'"。また地下躯休撤去 ・擁壁設附工事に関しては、2015年2月10日

に狭い範間に辿構が確諮されたため、熊本1|i教脊委員会文化振典課へ辿絡し、立会調査の中で記録す

ることになった (1425調オt地、1,',0 ;,o 

この他、臨床研究棟新‘常機械設備T．事 （その3)は1425揺l壺地点の外周に機械設備を設附するもの

で、2015年 5月1811より 、熊本Iliの指森に甚づき、掘削工事に際しての立会工事を行った (1504調査

地点）。調究の過程で極狭い範間に辿構の在在が確認されたため、5月21Hに熊本市教育委員会文化

振判課へ辿絡し、立会調奔の中で記録することになった :10 

b. 調査の経過

2014年12月261」 1426調査地、1位西部発掘謳l杏開始。辿構掘削開始。

2015年 1月71:1 1426調究地点西部辿柑淵IJ.：化。

2015年 lJl 9 1-1 1426,J,'1j究地、19罰西部窮兵搬影。同i'｛|i;j,ij-1t終了。

2015年2JJ 9 11 1426乱恥栢地、［！，1：東部発掘調吼t|｝｝j始。作業艮による投乱掘削、辿梢確認。

2015年2)j1017 1425調1t地］，厄の辿柚確認、、 辿構掘i'ill。

2015年2月1217 1426調在地］，＇，1:東部辿構掘削。

2015年2月171:1 1 426調究地．I'，、1:東部辿樅．測•}化 、 写具撮影。

2015年2Jl 2411 1426調杏地、1・り東側包含Ii,1す）』削。1426乱肪栢地点発掘調究終了 (4)0 

2015年5J J 2111 1504調杏地、1!！：北西部辿梢確認。

2015年sJJ 26 n 1504調壺地、1,¥、It西部辿梢掘削、辿梢測址。
2015・イド5JJ28「| 1504i1J/;Jf」さ・j也、1,1[：Iじ仇i名I¥謂lft紗冬了。

2015年6Jj 4「I 1504調査地、1.'.(詢 東部辿構枷li'ilJ、辿柚．i！！ll批、 写真撮影。

2015年7月61-1 1504調究地、1罰東部迅梢掘j'jlj、ij!ll批、絣具撮影。

2015年7J J 15「I 1504,v,',J'.i't地、1,',1：東;伶|｛調査終了。
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3. （本壮北）臨床研究棟新営その他工事に伴う発掘調究 (1425・ 1426 ・ 1504調究地、’・'I)

2015年7月21日 1504調査地点南東部調査再開。

2015年7月28日 1504調査地点調究終了。

C.調査の組織

調 壺 貝 ：松田光太郎・ 吉留 広、島湘健生（株式会社有明測屈開発社）、阿比留士朗 （株式会

社イビソク）

事務担当 ：大崎喜美子 ・濱田春美

発掘作業員 ：押方富江 ・川元恵子 ・栗崎 強・柴田道子 ・白石美枝子 ・白石美智子 ・番山明子 ・藤

~ 
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図70 1425 ・ 1426 ・ 1504調査地点逍構配置実測図 (1/400) 
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lV 本荘北地1><:o)；憫望t

本龍三 ・ 堀川民夫 ・ 堀部和惑 • 松永一代 ・ 三島多恵子 ・ 水本美恵子 ・ 宮田義則 ・ 村上

親敏 ・森 消 • 森川征子 ・ 森川 設 ・森本紀代子 ・吉永孝夫 ・米光司朗

照理作業貝 ：井上裕美 ・江口 路 ・鬼塚美枝 ・小山］I・＊・チ ・後藤 忠 ・首藤俊子 ・末吉美紀 ・1虹1田智

子 ・増井弘子

(2)調査区の基本層序 （図71)

調究Iヌ東部、1425・ 1426調森地点の東壁 （図71)において、基本／罰序を記録した。

I I',~1 :撹乱 ・現代埋土

]IIi,1 : 11爵掲色:+・.(lOYR3/4) 

IIIIN: II;•竹掲色土 (10YR3/3) 皿 /~1の色調は ]I},;,1より馬味を哨びる

1V罰 ：II行褐色」＿．． （7.5YR3/4) N陪の色調はill・ VI’,、,•,: の色調よりやや明る い

VI,＇ヽ，1:賠褐色士 (lOYR3/3)

Vlli’9,; ：砂質士

li I,；，1は栗石を含む建物基礎に入っている土と1司質の土。ml円は古代の追物包含！科 （l更171: 4陪）。

IV Ir')はやや明るい土で、古代の辿構の確認面と なった。V附は砂殴土 （図71: 8~10陪）で、褐色、

にぶい黄褐色、II行褐色などの色調差を含むものであった。

x・ 

王竺琶包彎焙迄 { 
コン Ul=l3.00m 

I附 ：暗褐色I:(iluc IOYl/3/4) 
2/M : 暗褐色 l : (lluul0YH3/•1 )
105サ建物）＆邁穫 l:

3妍 ：暗褐色I:(lluc IOYIIJ/4) 
105サ建物），9礎穫七

lヽ.¥'1:暗褐色土(llucI OYR:l/:l) 
5hi：睛褐色：I:(llur I OYR:1/:l) 
6/i'l:躇褐色土(IIup7.5YR:I/4)
7柏 ：9行褐色土(ilucI OYR:l/3) 
8屈： Ill色上 (llul， 1 0\•R•1 /（i)
9屈：にぶい貨褐色lc(llu,•10罰1/3)
101/-l:哨褐色 l:(lluclO¥'RJ/3)

。
2m 

図71 1425 ・ 1426 ・ 1504調査地点土府断面実測図 (1/50) 

(3)検出追構（図70)

近Ill：以降の建物基礎6基、古代の社り．3条、鳥尻穴住居7砧、掘立杜建物2碁、土坑2基、 ピット70基

の副：lりが確認された。

く建物基礎＞

32号建物基礎（図72)

調査区西部に存在する。幅は0.7~0.9m、長さは2.3111である。南北方向に直線状に延びるものであ

るが、南側は幅が広い。主軸はN-32° -Wをさす。来石を敷いた砧礎である。近代以降の所施であ

る。
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3. （本荘北）臨床研究棟新‘常その他 l_．．事に伴う発掘瀾1f.(1425 ・ l1126 • 1501I晶l1i.J也．I．'．I:)

33号建物基礎 （図72)

調査区西部に存在する。南北方向に延びる前線と東西方向に延びる直線が・連結し、L字状をなす。

南北方向は幅0.7~0.8m、長さ1.7m、東西方向はl|llio.6~0.8m、長さ2.2mの規模を有する。南北方向

の主軸はN-32° -Wをさ し、32号建物晶礎と平行する。南北方向の基礎は両脇に地山が残っており 、

幅は最大でも0.8m程疫であったことがわかる。栗石を敷いた基礎である。近代以降の所産。

37号建物基礎（図72)

調壺区西部に存在する。

南北方向に直線状に延びるもので、幅は北側で0.6~0.8m、南側で1.0m、長さは2.0111。南側は幅が

広いので、東側に屈折する可能性もある。主韮庸はN-32° -Wをさし、32・ 33号建物砧礎と平行する。

栗石を敷いた基礎である。近代以降の所産である。

104号建物基礎（図78)

調査区東部に存在する。東西方向に直線状に延びるもので、幅0.8m、長さ4.2m検出された。西端

は末端が検出され、幅もほぼ正確にとらえられた。主ilillはN-56° -Eをさす。栗石と共にそれを包

有する長方形の掘り込みが確認された。近代以降の所胎である。

105号建物基礎（図78)

調査区東部に存在する。東西方向に延びる『＇．．線と南北方向に延びる直線が連結し、L牛状をなす。

東西方向に延びるものは、幅0.95m、長さ4.2m検出された。西端は末端が検出され、幅もほぼ正確に

とらえ られた。主軸はN-56° -Eをさし、104号建物基礎とO.lmの間隔を空けて平行する。¥此土は

第71図2・ 3附に示 した。栗石とそれを包有する長方形の掘り込みが確認された。近代以降の所産。

151号建物基礎（図76)

調査区北西部存在する。撹乱により大半が破壊され、幅0.lm、長さl.Omが確認された。主軸方向

は不明。栗石を敷いた姑礎である。近代以降の所胎である。

＜溝＞

11号溝（図72)

調査区西部に存在する。南北方向に直線状に延びるもので、幅は0.35~0.64m、長さ1.90m確認さ

れた。北端 ・南端は撹乱により壊されていた。主軸方位はN-27°-Wをさす。深さは最深で0.45m。

覆土は暗褐色土であった。南端では下部に30号土坑が検出された。古代の須忠器が出土したが、詳細

な時期は限定できない。

107号溝 （図74)

調査区北西部南半に存在する。北端と南端を1位乱により壊されていて、輻0.8mの溝が長さ1.9m検

出された。主ili|I方位はN-26° -W。深さは確認而から0.15mであったが、図74の断而I区IA-A'の観

察で更に0.2m上位から掘り込んでいることを確認した。1没土はII脊褐色土。106号竪穴住居や113号竪

穴住居を切っており、古代に属すると息われるが、辿物は縄文土悩l点しか出土しておらず、詳細な

時期は不明である。
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（本孔北）臨床研究棟新‘陪その他エ~iに伴う発掘調査 (1'125 ・ ]'126 ・ 1504調査地、'.'.O

1426調査地点
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図73 1425 ・ 1426 ・ 1504調査地点西部逍構群実測図2 下位 (1/50) 

153号溝（図77)

調査区北西部北半に存在する。南北方向を向く 。批乱により大半を壊されていて、長さ0.15m確認

された。幅は不明である。深さは0.15mで、底面は平坦であった。東側の立ち上がりのみが検出され

た。毅土は11音褐色土である。古代に屈すると思われるが、縄文土器 1点しか出土 しておらず、詳細な

時期は不明である。

161号溝 （図78)

調査区東部に存在する。幅0.38m、深さは最深で0.20m、長さは トレンチ幅分だけ検出された。

軸はE-33° -Nをさす。毅土はII裔褐色土。 毅土により古代に属すると思われるが、姐物は出土して

主

おらず、詳細な時期は不明である。

＜竪穴住居＞

1号竪穴住居（図72)

調壺区西部で検出された。33号建物基礎や撹乱により壊され、プランは明らかではないが、下底而

が平坦な掘り込みが確認されたので、 竪穴仕居と認定した。確認された範囲は幅0.3~0.5m、長さ1.2

m。深さはO.lmで、最下陪は掘り方と考えられた。覆土は黒褐色土。毅土により古代に屈すると思

われるが、辿物は出土しておらず、詳細な時期は不明である。
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lV 本荘北地区の調介：
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図74 1425 ・ 1426 ・ 1504調査地点北西部南半逍構群実測図 (1/50) 

2号竪穴住居（図72)

調究l凶西爵IIで検出 された。 平 1(li ·)|•クは方形、下底面が平坦の掘り込みとして確認された。 主庫111 は北を

さし、両辺は0.75m、j紆辺はl|lii約0.35111残存していた。深さ0.15m。覆土は黒褐色土であっ た。狡土

159 

‘゚



3. （オ対［北）臨床liJf究棟新‘菌その他エ市に伴う発掘調布 (1425・ 1426 ・ 1504瀾杏地、1.'．I:）
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2m 

図75 106号竪穴住居実測図 (1/50) 

から古代に1函すると判断されるが、 辿物は出土しておらず、詳細な時期は不明である。3サ竪穴住居

を切っており 、3号竪穴住居より新しい。

3号竪穴住居 （図72)

調査区西部で検出された。平面形は方形、下底而が平坦の掘り込みである。主Jlil|！はN-27° -Wを

さす。西辺は0.9m、北辺は0.3m確認され、深さは飯深部でO.lmであった。覆土は黒褐色土。覆土か

ら古代に）函すると考えられるが、辿物は出土しておらず、詳細な時期は不明である。2号竪穴住居よ

り古く 、19・ 26号ピットより新しい。

106号竪穴住居 （図75)

調査区北西部南半で検出された。撹乱が深く、オ此乱土を除去したところ、灰（lil75左の簿網部分）

や焼土（同図の涙網部分）を含む掘り込みが確詑された。周囲に｝禾而と息われる硬化而はなかったこ

とから、術を中心とした掘り方と考えられた。当該部分は長さ1.3m、輻0.8m。深さは最深部で0.2m
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IV 4:,i［北地区の澗杏
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図76 1425 ・ 1426 ・ 1504調査地点北西部北半追構群実測図 (1/50) 

であった。この掘り方の南西側にも掘り方覆土と息われる上が:l；．二1.:.残存していた。8世紀後半～9批

紀初頭の辿物が出十しており 、その頃の所崩と考えられる。107号溝より古い。

113号竪穴住居（図74)

調引t区北西部悴i半の東壁付近で検出された。113け社lj:により切られ、 その他の楊所は撹乱と調査区

外となってお り、阪174の断而図A-A'の観察により確懃された。プランは不明。裂土は黒褐色土で

ありと古代の所賄と考えられるが、辿物はII,1:|．． しておらず、詳細な時期は不明である。

152号竪穴住居（図76・ 77) 

調査区北西部北半で検出された。配笠に伴う批乱により大部分が破壊されており、壁際で毅土の一

部が確認された。調究区西側の墜で南辺および西辺の一部が確惚され、ほぼ南北方向を主庫lhとする方

形のプランが想定された。f立士は壁面で0.35~0.45111であ り、床而と息われる硬化而も存在した。9

世紀の辿物が出上してお り、該期の所能と考えられる。
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3. （本荘北） 1~1;1米研究4•東新‘菌その他 1 ’•’l i．に伴う発掘調布 (1'125 ・ l'126 ・ 1504謂1f.地、'!.,:)
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2m 

図77 153号溝 ・152・ 155号竪穴住居 ・154号土坑実測図 (1/50)
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IV 本：／［北地IX:の調杏
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図78 1425 ・ 1426 ・ 1504調査地点東部逍構群実測図 (1/50)
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3 （本II北）臨床研究棟新党その他l:）liに伴う発掘；J¥l杏 (1425・ 1426 ・ 1504澗杏地点）

155号竪穴住居（図76・ 77) 

調査区北西部北半で検出された。f記の袖と思われる部分が存在したが、全体的に袖直上まで撹乱に

より壊されており、南側と西側には更に深い撹乱が存在し、東側も154号土坑により壊されていた。

袖と焼土の位i社から、西龍の竪穴住居と考えられた。龍の北側では、コンクリートを含む撹乱が、砲

の袖よりも低いレベルまで入り込んでいた。このコンクリートを含む批乱土を除去したところ、地山

と本緊穴住居の掘り方覆十．と思われる士が検出された。覆土はII行～黒褐色士。古代の所産と考えられ

るが、辿物は出土しておらず、詳細な時期は不明である。154号土坑により切られている。

く掘立柱建物＞

38号掘立柱建物（図78)

調査区東部で確認されたが、 一部調究区外に出ている。径0.85m、径0.90mの円形の柱穴が並んで

いる。柱穴の中心間距離は2.lmほどであった。主軸方位はほぼ南北方向を指しているとみてよい。

柱穴の掘り込みは2個の柱穴とも深さが0.6111あり、毅土は黒褐色土であった。柱穴より 8世紀後半

の辿物が1,1,1土しており、当該時期の所硝と考えられる。

162号掘立柱建物（図78)

調査区東部で確認されたが、一部調究区外に出ている。径0.80mの円形の柱穴が2個並んでいる。

柱穴の中心I:ll距離は2.lmほどであった。主庫訓方位はN-10°-Wである。38号掘立柱建物とは主軸方

位がすれるので、別の建物であると考えられる。柱穴の深さは0.30m、0.23mあり 、毅土は暗～黒褐

色土であった。毅土により古代の所産と考えられるが、辿物は出土していないので、詳細な時期は不

明である。

く土坑＞

30号土坑（図73)

調査区西部の中央付近、11号溝の下より検出された。南端を撹乱により壊されていたが、長さ0.70

m、幅0.65mが検出された。隅丸方形のプランをなす。検出した深さは0.07m。毅土は暗褐色土であっ

た。11切府の下位より検出され、 11号溝と長庫III方向が類似するため、11号l1もの下部との解釈もできる。

骰土により古代の所蔀と考えられるが、追物は/11,:Lしていないので、詳細な時期は不明である。11号

溝より古い。

154号土坑（図76• 77) 

調究区北西部北半の東槌沿いで長さ1.5mほどが検出された。隅丸方形ない しは不整円形と考えら

れる。検出した深さは0.7m。毅土はII行～黒褐色土であった。士坑の中心部が批乱により壊され、東

半分は調査区外に出ていた。辿物としては8世紀中菜～9枇紀前半の須恵器が出土しており 、当該期

に屈するものと思われる。155号竪穴住居より新しい。

(4)出土追物（図79)

11号溝出土迎物（図79: 1 ・ 2) 

1 ・ 2は須恵器。1は端部が平坦而をなすため、盗と考えた。2は甕の胴部で、 内外にタタキ痕を

有している。
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IV 4吋［北地区の乱,¥J究
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図79 1425 ・ 1426 ・ 1504調査地点出土辿物実測図 (1/4)

107号溝出土逍物（図79:3) 

3は口緑下に亥lj11突幣文を有する深鉢である。II縁部は樹立している。突梢上にはヘラによる刻み

が付き、突梢の下はナデられている。縄文JI寺代晩期の夜臼I式土器である。

106号竪穴住居出土磁物（図79:4 ・ 5) 

4は姐恵器の盗である。竹片1本は扁‘ドで、径が大きく 、端部が短く折れている。8世紀後半～9世紀

初頭の所産。5は土IiiIi揺甍の胴部である。胴部外面に縦位にハケ 日を有し、頸部直下付近にヘラ状工
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3. （本荘北） 臨／米研究棟篇袢その他J~ ')iに伴う発ii麟l:ff. (1'125 ・ 11126 ・ 1504:J/.J介地．’・[i.）

具による柚ナデが施されている。

152号竪穴住居出土迎物（図79:6) 

6は土師器の器である。器1本は扁平で、端部が短く折れている。9•世紀頃の所斯か。

38号掘立柱建物出土辿物（図79:7 ~11) 

7 ~ 9. llは38号掘立柱建物の北恨lj札：．穴出土。7は土師器甕のI―i縁部で、端部が1|li,i狭く肥1旱してい

る。 8は須忠器J不の口縁部娑t料で、やや1丸約気味に立ち上がる器1本をなす。9は須恵器碗の底部で、

底部錨；部に短い?,':j台を有する。11は底部狩料で、縄文土器と思われる。下端は張り出し、 底而は若干

上げ底をなす。10は38号掘立柱建物の南側柱穴出士の土Iiili器の杯である。平坦な底部から丸みをもっ

て立ち上がっている。8批紀後半の所面。

154号土坑出土追物（図79: 12) 

12は胴部が直線的に外反する須恵器の碗である。8世紀中葉～9 1リ：紀前半の所胎と考えられる。

ピット出土追物（図79:13~18) 

13は23号ピットから出：Iこした赤く焼けた須恵器の踏。器体は扁平で、端部が短く折れている。8世

紀中葉～9世紀初頭の所語。l4は24号ピッ ト1'1,1土の應製石斧である。基部と側面の一端は欠損してい

る。主要剥離而や側面には成形のための剥離があり 、その上にli)f店が施されている。刃部には剥離が

顕著で、刃部．Pi生のための剥離；の可能性がある。15・ 16は110号ピット出土。15は土師器甑の把手で、

把手先端は欠損している。16は半球形の土製紡錘車と息われる。中央に焼成前の孔が1町通している。

17は124号ピット 出土の須恵器。盤と呼べるようなものと息われる。底部から胴部にかけて丸みを

もって移行している。18は165号ビット 1，1¥＿Lの土師器甕で、外反する「l縁を布している。

包含層出土追物（図79:19~26) 

19~23は土師器。19は杯の口緑部、20・ 21は同底部である。19は口縁部が内削ぎをなして尖り、胴

部が湾仙する特徴をもつ。20は平底で、内外面に顕箸なヘラ磨きが施されている。8世紀後築～9世

紀前葉の所産。22は碗で、内洗する胴下半部と短く開く泊j台を有している。内外面とも麿きが顕著で、

内而に黙色処理が施された黒色土器A類である。外i(liも一部黒変が認められる。11世紀の所産。23は

土師器の盗。擬宝珠形のつまみがあることから、 8・IIt紀末後半～9世紀初頭頃の所胎。

24 ・ 25は須恵器で、24は碗の底部で、底部端部に短いILi-ifりの研台を有している。8世紀中業～後半

の所産。25は菟である。器体は扁平で、端部には身受けの返りが付いている。7世紀後葉～8世紀初

頭の所産。26は古代の瓦（平瓦）で、凸而に格子[Iのタタキ：ii認を有している。

撹乱その他出土追物（図79: 27~31) 

27 ・ 28は撹乱出土の土師器で、 27は碗で、胴部に{iiiかな稜をもつ。28は外反する坪である。両例と

も胴部が僅かに膨らむものの、概ね直線的であることから、9世紀後半の所茄と考えられる。29は同

じく撹乱出土の須恵器壺である。外）又する「l縁部に 1条の沈線を巡らしている。30・ 31は出土位皿不

明。 30は須恵器の甕である 。 外面にタ タキ ~J~ を有している 。 31は短く内湾する口縁部に 2 条の平行す

る沈線を巡らした深鉢。内外ITliはよくli）f}i伐されている。縄文時代後期の御頷式土器である。
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IV 本荘北地区の調査

図80 県立熊本病院平面図

(5) まとめ

今回の調査は臨床研究棟新営工事に伴う調壺で、調壺地点は木荘北地区の中央やや北寄りに位慨す

る。当該地点には最近まで第6病棟があり 、2011年度に同病棟とりこわし工事に伴う調査が行われた

所でもある。第6病棟は地下室をもつ建物であったため、建物の地下躯休部分および建物建設時の余

掘りの大部分は地中深くまで掘削が及んでおり、辿梢は存在しなかった（石丸2013a・ b、松田他

2016)。包含居や辿桃：が残っていたのは第6病棟以北および以東のわずかな範囲であり、第6病棟北

側の設備管理棟周辺および第6病棟東側の旧救急棟周辺のみであった。

検出された辿梢は近憔以降の建物基礎、古代の溝、竪穴住居、掘立柱建物などであった。

近世以降の建物基礎は6基検出されたが、全て毅土に栗石を含んでいた。平而形の判明しない151号

建物基礎を除く 、その他のものはみな主庫訓をN-56° -E、またはそれに直交するN-32° -Wに向け

るものであった。1901（明治34)年に新築移転した県立熊本病院は、その平面固（山崎1929)によれ

ば、現在暗渠になっている三の井手の走行を考｝慮したように建物が配樅されており（第80図）、病室

や診療室の東西方向の庫川線はN-56° -Eになっている （5)。 したがって今回検出された建物基礎は県

立熊本病院 (1924年に熊本医科大学附屈医院と改称）の建物甚礎であると思われる。第80図に照合す

ると、 104・ 105号建物基礎は外科診療室付近、 32・ 33 ・ 37 ・ 151号建物基礎は玄関付近と考えられる。

古代では溝3条、竪穴住居7基、掘立柱建物2基などが検出された。このうち竪穴住居は調資区西
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3. （本lJ：北）臨床研究棟新党その他工事に伴う発掘池喩 (l'l25・ 1426 ・ 1504調杏地．点）

部または北西部に限って検出された。時期が限定できる 2砧は811J：紀後半～9 •世紀初頭 、 9 ·1仕紀のも

のであった。調査地点東側は竪穴住居がなく 、81仕紀後半の掘立柱建物が存在していた。本荘北地区

（本庄辿跡）の過去の調査事例により古代の辿構分布をみる と、西側に行くほど竪穴住居の密度が邸

い傾向があり 、当調壺地点の西隣の0712調査地点 （現東病棟）、9901調壺地点（現西病棟）では8世

紀後半から 9批紀前半の竪穴住居が多数検出されている。一方東側の0707謂l引ミ地、点 （現医学教育図碧

棟）では北半の台地上では竪穴住居と掘立柱建物があるものの、南半の谷部には集落ではなく水出が

存在している。今回の調査地点はそうした本庄辿跡内の建物の庄ll密を反映していると言える。

注

(1) 1426調壺地点の調査の届出等に関する文書をまとめると以下のようになる。

文化財保護法第93条第 1項の届出 熊本大学 熊大施企第159り （平成25年11月26日付け）

上記屈出に対する通知 熊本市教育委員会 文振発第769号 （平成25年12月5IJ付け）

文化財保設法第92条第 1項の届出 熊本大学熊大施企第183号 （平成27年 1月91:1付け）

上記届出に対する通知 熊本県教育委貝会 教文第2052号 （半成27年2月4H付け）

熊本市教育委員会 文振発第1266号 （平成27年2月18|」付け）

文化財保隈法第92条届出内容の変更 熊本大学 熊大施企第224号 （平成27年3月1811付け）

(2) 1425調査地点の調査の届出等に関する文書をまとめると以下のようになる。

文化財保設法第93条第 1項の屈出 熊本大学熊大施企第158号 （平成25年11月261:I付け）

上記屈出に対する通知 熊本市教育委員会 文振発第770サ（平成25年12月5日付け）

(3) 1504調査地点の調究の届出等に1具lする文悶をまとめると以下のようになる。

文化財保護法第93条第 1項の届出 熊本大学熊大施企第218号（平成27年3月131こ1付け）

上記届出に対する通知 熊本市教育委貝会 文振発第66号（平成27年4月141:I付け）

(4) 1425、1426調査地点の調査は2015年7月291:1、11月21:1の立会調森をもって終了した。

(5) I公130・ 70は図80と方位が異なる。図30・ 70では1区lの左が、区180では1区lの下方が白川側である。

［主要参考文献】

石丸恵利子2013a 「（医病）基幹 ・ 棗榜整備（第 6病棟とりこわし）工事に伴う立会 • 発掘調究 (1145) 」

「熊本大学埋蔵文化財調査センター年雑18 2011年度j 熊本大学埋蔵文化財調査センター

石丸恵利子2013b「基幹 ・珠境整備 （第6病棟とりこわし）＿T．事に伴う発掘調査 (1145調査地点）」

「熊本大学構内追跡発掘調査報告IXJ熊本大学埋蔵文化財調壺センター

江頭俊介 2009「東病棟新営工事に伴う発掘調査 (0712調査地点）」 「熊本大学構内逍跡発掘調壺報告

VJ 熊本大学埋蔵文化財調査室

小畑弘已 2011「医学部図杏講義棟新営工事に伴う発掘調究 (0707調杏地点）」「熊本大学梢内辿跡発

掘調壺報告Vl1』 熊本大学埋蔵文化財調査センター

小9):Ill弘已 ・大坪志子2014「（医病）病棟 （！胤l)新営工事に伴う発掘調究 (9901調壺地点）」 「熊本大学

梢．内造跡発掘調査報告x」 熊本大学埋蔵文化財調壺センター

松田光太郎他2016「（本荘北）臨床研究棟新営その他工事 （地下躯体撤去 ・擁壁設協）に伴う立会調

査 (1425) 」「 （本荘北） 臨床研究棟新営その他工事 （本体工事 ） に伴う立会調査 • 発掘調森

(1426)」「熊本大学埋蔵文化財調査センター年報21 2014年度」 熊本大学埋蔵文化財調査センター

山崎正歎 1929「肥後医育史j 鎖西医海時報社
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IV 本荘北地区の調査

表11 1425 ・ 1426 ・ 1504調査地点出土追物一腕表
図 番号 追物 種類（器種） 法塁 (cm) 残存位 特 徴 色 糾 出土逍格 偽 考
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外 指ナデ 外 lluc2.5Y6/J 
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"り'}9で99r99 
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1()(j•r;-繁穴{19)苫焼•I.

器窃

「l径 r9•I ヨコナデ．削り
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"',,>"•9" 999 
I I tt l l ~8 
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15lg・-1:）jK3恥

器茄

Iii各 内 1991転ナ・ア 内 lluc5YR5/8 
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内 内 Hut:

前址181研[．刃部に妓打痕あり
14 石器 li§製{i斧 9i 5.：I 213以l.

外 外 llue
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似さ 23 1/1痕あり
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内 I）し1，>7.5YR614

l5 上帥；！，； 甑 底if 把 F)i• 外指•I•デ ．
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9')9.'・5,.. .,. , 指オサエ
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外 1,小転ナテ‘ 外 ：lluc5YR616 
鉱含卜汁

器高

11径
内 9回恥；ヘラ1/1さ I人I,!lue 7.5¥'）・{(j/(i

20 上師器 l1、 底径 7.2 底部片
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包含柁
,999サ’’9'9ヤ99 

「lif li、II司転ナデ I勺： 1luc 7.5YR6/6 
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諾必
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11. (-4ふli：北）竹.111！棟改修その他＿T＿こ）iに伴う立会調壺 (J442i謀在地．＇・'!.)

4. （本荘北）管理棟改修その他工事に伴う立会調査
(1442訃防査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

今回の訓究は、本荘北地区にある旧外来臨床研究棟を笠理棟に改修する―l：事に伴う調究である。本

調究地点は外来診療棟と医学部臨床研究棟の間に位附する。

斜退I！棟改修その他工事に伴う掘削は管理棟の北側 ・中 ・南側からなり、2015年2月25日より 、熊本

市の指尊に碁づき、立会調査を実施したが、6月22日、南側の玄1具l庇砧礎部を掘削したところ、複数

の追梢の存在が確認された。そこで同日、熊本市教育委員会文化振典課へ辿絡し、立会調査の中で記

録することになった "。

b. 調査の経過

2015年6JJ 22日 辿構確認、辿構掘削。

2015年6月29日 辿構測茄。

2015年7月1日 辿梢苺真撮影。

2015年7月31:l 辿梢測紐、写真撮影。調査終了。

C. 調査の組織

調究貝 ：松田光太郎 ・吉留広

事務担当 ：大崎函美子 ・濱田春美

整理作業具 ：井上裕美 ・江口 路 ・鬼塚美枝 ・小山正子 ・後藤 忠 ・首藤餃子 ・末吉美紀 ・園田智

子 ・贈井弘子

(2)調査区の基本層序（図81)

調究区東部、1442調究地点の東壁（図81)において、基本／r,1｝キを記録した。

I陀 ：槌乱 ・現代埋土 ・焼土

rr罰 ：暗褐色土 (10YR3/3)
II［府 ：II行褐色土 (7.5YR3/3)

VII,：1 :砂質士

l I料には焼土が1科状に存在した。II府は11I罰よりやや明るいII爵褐色土 （図81: 8 ~10]科）。 皿附は

II /fo'iよりII音いII音褐色土で古代の辿物包含陪（図81: 11爵）。 VI附は褐色砂質土 （地山）である。

(3)検出追構（図81・ 82) 

近代の建物基礎l基、古墳時代～古代の溝2条、竪穴住居3基、十．坑2碁、ピット 4基の迅梢が確

認された。

く建物基礎＞

1号建物基礎（図83)

幅0.9m、長さ0.4mの隅丸長方形の掘り込みが存在した。輻は本来の輻を示していると思われるが、
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IV 本れ：北地区の調布
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図81 1442調査地点迫構配匹実測図 1 上位 (1/50)

束側の続きは調杏区外に出ているので、本来の長さは不明である。」削 り込みの西端は捉えられた。掘

り込みの深さは0.4111。掘り込みの毅土には栗石が人っており 、建物邸礎と．判断した。辿物は18世紀

後半の磁器綽が出土している。毅土の上面は整地され、その」こに焼土lr4が存在していた。
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4. （本ij：北）管狸棟改修その他 1?liに伴う｛i．会，•J1，j1t (1442調布地，1、1,：）
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図82 1442調査地点追構配匹実測図2 下位（1/50)
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図83 1 号建物基礎• 3号土坑• 4号溝実測図 (1/50) 

＜溝＞

4号溝（図83)

幅0.9m、長さ0.8m検出された。東側は調究区外、西側は批乱により壊されていた。深さは最深部

で0.4mあった。主庫庸方向はN-15° -E。毅土はII存褐色土からなる。須忠器甕片や古瑣時代前期末～

叫切初頭の土師器片が出土。 本辿構は 、 切り合いl½l係によれば、 （建物基礎を除く ）諸辿構の中で最

も新しいものに屈するが、古代の包含}f,'i（阪181: 111科）以下にあるため、古代の所産と考えられる。

但し詳細な時期は不明である。

12号溝 （図82)

輻0.6m、長さ0.8m検出された。東側は調査区外、北illl]は4サ溝、西側は撹乱により壊されていた。

深さは最深部で0.7mあった。主庫庸方1（りはN-18° -E。毅士は11{f～黒褐色土からなる。古代の土師器

片が出土 しているが、詳細な時期は不明。4号溝より古いが、7号竪穴tl.. ：居より新しい。
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IV 本荘北地区の；J,¥J1t

＜竪穴住居址＞

7号竪穴住居 （図82)

調究区全域にイ汀i：する。調査区南東端で1剖i辺の一部が長さ0.3111ほど確認された。基本土陪の断面

観察により1没土は］厚さ0.4m確認されたが、南辺は根痕による税乱を受けており、墜高は0.15mしか確

認できなかった。毅土は黒褐色土。毅：t|噌15には床而と思われる硬化j面が存在した。掘り方も］岸さ

0.07m存在した。柱穴は2碁確認できた。古代の辿物が出土しており 、古代の所脱であるが、 詳細な

時期は不明である。11・ 14号竪穴イ］・：）吋 よりは新ししヽが、 12号構 • 5号ピットより古し‘o

11号竪穴住居（図82)

調壺区南端で検出された。 上方を 6 号•—+．坑で壊されていたため 、 掘り方での確懃となったが、長さ

0.25mの町線的な辺をもつ掘り込みが確認された。掘り方の深さは0.2m。f没土はII粁褐色土。古墳1時代

前期末のi凋杯が出土しており 、該期の所茄と考えられる。7号竪穴仕｝凶..6号土坑より古く 、14号竪

穴住居より新しい。

14号竪穴住居（図82)

調査区南東錨で検出された。北側を 7サ竪穴釦，，｝、西側を11号竪穴1t}苫により壊されており、東お

よび南側は講崎区外に出ており 、プランは明らかにできなかった。毅上は褐色 ・II府褐色土からなって

いた。掘り込みの下底は掘削深度の関係で調査できなかった。7・ 11号竪穴住居より古いので、古瑣

時代の所飴と考えられる。

く土坑＞

3号土坑（図83)

調杏区中央部で検出された。径0.45mの1り}|多の十．坑。西半は撹乱によりti!j失していた。深さは最深

部で0.15m。4だ躙1，．と同一レベルで確認され、 4号溝を切っていた。毅土は暗褐色土。辿物は出土し

ていない。4り溝より新しく 、古代の所飴と考えられる。

6号土坑 （図82)

調究区南端で検出された円形の士坑。西半は批乱、南i!！l]は調査区外に出ており 、規模は確認できな

かった。深さは被深部でO.lm。上部は根痕により壊されていた。追物は1,1,1土していない。 11号竪穴

住居より新しい。

(4)出土追物（図84)

1号建物基礎出土追物（図84:1 ~4) 

1~3は陶器。 1は徳利の口縁からlli祁I¥I．半の1tt料である。比較的長い頚部を有し、口縁部から胴

部上半に鉄釉を施し、灰釉と白泥の流し掛けが認められる。2は徳利の）氏部。外面に涙緑色の釉薬が

施されているが、‘l'}付は釉剥ぎがなされ、砂日が付滸している。 1・ 2は肥前陶器。3は鉢の底部で

ある。1}、Jj(1jは白泥（白色柚）が流し掛けられており 、見込みは蛇の[I釉剥ぎがなされている。外面露

胎である。171L紀前半の肥前陶器。4は磁器染付碗の節である。内而口縁部前下には菱形文、見込み

の万弁花、外l(Iiには5菜の葉の文梯が手：IIFきで描かれている。18批紀後半の肥前磁器と考えられる。
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図84 1442調査地点出土追物実測図 (1/4)

4号溝出土遇物（図84:5~8) 

5は小型扁平のガラス瓶。n縁部にはアルミ製のスク リュー薔が付いており 、側面には型成形の合
わせ目が残る。ガラスは無色透明であるが、気泡が入っており、昭和初期の所産と考え られる。 1’ii乱

士と共に混入したものであろう 。

6 ・ 7は土師器。6は小型丸底壺、7は邸杯の杯部と脚部の接合部の賓科である。6はLI顕部が短

く、口径と胴部径が近いものと雅測される。古瑣時代前期末～中期初頭の所産。8は須恵器の甕で、

内面にタタキ、外面にカキ目に似た条線が施文されている。

12号溝出土迎物（図84:9) 

9は十．師器甕の外反する口縁部骰料である。

7号竪穴住居出土造物（図84: 10 ・ 11) 

10は口縁部が外反する土師器の甕である。11は須恵器の甕で、内外面にタタキ痕がある。

11号竪穴住居出土迫物（図84: 12) 

12は土師器甜杯の脚部。細長い器体をなし、外i(liはハケ目施文後に磨きを施している。古瑣時代前

期末の所産。
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IV 本11：北地IX．．の調介

8号ピット出土辿物（図84: 13) 

13はやや内陀気味に開<rI緑部と丸い胴部をもつ小型丸底壺。内外而とも磨きが顕著な特徴がある。

古培時代前期末の所迎。

10号ピット出土逍物 （図84: 14) 

14は土19:iIi器の高杯の脚部である。脚柱はやや太く、接地面でIItI線的に広がる器形をなす。内外而に

赤色頻科の付灼が認められる。脚杜の器／i,iが薄く 、6世紀末～71仕紀前業の所迎かと思われる。

その他出土追物（図84:15~17) 

15は包含約1,l土の土師器の孔'rー：である。扁平な器体につまみを有している。

16は現代猟土出：：1-.0：：1・.nm器杯であるが、甘栓i',9りが低く 、外反が大きく 、」Illとも言える。1}、jIT旧こ煤が付

落していることから幻明JIilと考えられる。91It紀lド～後業の所産。

17は陶器土瓶の）脚＇f|墳料である。％盤玉の器形の胴部下半にあたり、 三灼錐状の脚が付いている。

内而には灰釉が認められる。近世～近代の藷靡焼。

(5) まとめ

今回の調壺は、竹理棟改修その他工事に伴う立会調査の際、南•側の玄IJ)ol庇基礎部にて辿構の存在を

確認し、立会調在の中で記緑したものである。この玄関庇基礎部は、管理棟改修その他工事 （撤去）

に伴う立会 (1432調査地点）の渡り1廊下撤去部分に当たり 、同調究の際、当該地点は、外米臨）未研究

棟の渡り1［祇下設ji:i:..l事により基礎壁体間は地表下2.4mまで撹乱されていることを確詔した （松田

2016)。そのため調オf地，1.'!．の大半は撹乱であった。しかし基礎壁体の設骰時の余掘りはそれほど大き

くなく、調企地点の東側で包含！1・1および逍構の存在を確認することとなった。

今回の立会調究で記緑した辿構は、近代の建物基磋l基、古墳時代～古代の溝2条、竪穴住居3甚、

土坑2基、ピット 41,1.;である。

近代の建物砧礎は栄石を敷いたもので、悛土の上而には焼土I図が存府．していた。本庄北地区の熊本

医科大学は1945年の空艇で大半の建物を焼失しており（山本2014)、この焼士辟が第二次世界大戦時

のものとすれば、本建物払礎はそれ以前となる。1924年に熊本医科大学附屈病院と改称された熊本県

立病院の図而を見ると、当該地区一幣は病棟と なっている（山llI{il929)。しかし建物基礎を検出した

玄関庇基礎部は病棟の合間の空き地部分に当たり、該当する建物は図而に載っていない。閃而は1929

年以前のものであるため、I叉I而に載っていない小規杭な建物があったのもしれない。

古瑣時代から古代にかけての辿梢は溝・竪穴住居 ・土坑等からなるが、大きく 2つの時期に分けら

れる。一つは古培時代前期末～叫り初頭のもので、11号竪穴住屈が該当し、 14号竪穴住屈もその可能

性がある。10サピッ トからも同時期の辿物が出土している。調査区の南側に限って存在していた。本

壮北地区では、9901甜11t地、1,1,(.0006調杏地点 ．0104調査地点 ．0509調森地点綽、梢内西寄りをl| l心に

古瑣時代前期末～叫Ul初頭の辿梢が発見されている（大坪 ・小少lll2010・ 2014、大坪2016）。今回発見

の竪穴住居はそうした古瑣II芍代前期末～叫財初頭の追構分布の東縁付近に当たる ものと考えられる。

二つ「lは古代の追構と考えられるもので、7号竪穴住居、更にそれより新しい4 ・ 12サ溝、3号土

坑等がそれである。古代の辿描から出土した辿物は時期を限定できるようなものはなかったが、本荘

北地区において古代の辿梢が形成されたこi：・イ本的時期が7世紀末～9・111：紀初めの時期であることから、

今1日発見の逍構に当該時期に該当するものが含まれる可能性は十分考えられる。 しかし今回現代埋士
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4.（本朴：北）行理棟改修その他T.:Jlに伴う吃会溝介 (1442調介地．I．’f.）

から出土した辿物に、 9世紀中～後薬という本荘北地区の古代の追物の中では新しい時期の追物が含

まれていた。切 り合い関係から見て、本調査地点で一番新しいと考えられた3号土坑や4号溝等の時

期は、そうした9世紀代の年代が与えられる可能性も考えられよう。

なお近批以降の辿物について、岡本具也氏（熊本県教育委貝会）にご教示を頂いた。記して深く感

謝II-lし上げます。

注

(1) 1442調査地点の調査の届出等に関する文古をまとめると以下のようになる。

文化財保談法第93条第1項の届出 熊本大学 熊大施企第90号 （平成26年9月5日付け）

上記届出に対する通知 熊本市教育委員会 文振発第460号 （平成26年9月19日付け）

［主要参考文献］

網田削生 1994a「奈良時代 肥後の土器」「先史学 ・考古学論究 熊本大学文学部考古学研究室創設

20周年記念論文集j 龍田考古会

19946「肥後における回転台土師器の成立と展開」 『中近世土器の基礎研究jX 日本中

世土器研究会

大坪志子 ・小よIII弘己2010「（医病）基幹 ・屎檄整備に伴う発掘調査 (0006調壺地点）」 ・「（医病）基幹 ・

珠境整価（共同溝設i社）に伴う発掘調査 (0104調査地点）」 「熊本大学構内辿跡発掘調査報告VIJ

熊本大学埋蔵文化財調究室

大坪志子 ・小、J:III弘己2014「（医病）病棟 （軸）新営工事に伴う発掘調壺 (9901調査地点）」 「熊本大学

構内辿跡発掘調究報告XJ熊本大学埋蔵文化財調壺センター

大坪志子 2016「（医病）基幹 ・環橙整備 （曳き家 ・移動先）に伴う発掘調査 (0509調査地点）」 「熊

本大学梢内辿跡発掘調査報告X[j 熊本大学埋蔵文化財調査センター

桜井準也 2006「ガラス瓶の考古学」 六一i'｝房

松田光太郎 2016「（医病）符理棟改修その他工事 （撤去）に伴う立会調査 (1432)」「熊本大学埋蔵

文化財調査センター年報J21 熊本大学埋蔵文化財調査センター

山lll裔正薫 1929「肥後医育史』 鎖西医湘時報社

山本哲郎 2014「熊本医科大学」『熊本大学60年史通史編J熊本大学
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W 本荘北地区の，凋ff.

表12 1442調査地点出土追物一究表
図 番号 遵物 種類（器種） 法a(cm) 残存 量 特 徴 色 謂 出土lll構 偏 考

l」径 29 内lluci.5Yll5 3 

84 I 困器 徳flj 底tt Illゞ ～雑部J:• 
内•/·デ JOYR,112 

lサ建物屈既 外面に灰柏 •I'I泥消し掛けあり外： •/··,' 外 •llue5¥'4 I 
匹窃

IOYRl/3 

11径
内·)・ •i' 内ll11rJOYR4/2 内Ifii冗佑

2 困邪 佑利 底it 8.1 底部片 外 •I デ 外IIur5Y3/1 
lサ追物某炭 外面に枯あり

器n 応fl1こ砂IIあり
II径 r'・I 内 •lluc 5¥’5/1 

内11rilこ蛇のI!り討IJざあり3 約岱 鉢 底径 75 財部～／i.(・部1;• 外 •I •J’ . h 1Jり． 7.5YR5/3 i :}建物必硲
外rftiili胎器祁 高介削り1liし 外lluc7.5Yl15/3 

I lit 8.fj 
内 ． 内Iluc2.5GY8/I 内1/1ilこ炭形文 ・見込みにIL1HE,1 磁硲 必 底径 3.7 11:1 l乃建物iH税

器在 2.7 
外 外lluc2.5GY8/I あり免f,1

II径 12
アルミ礼社あり

5 ガラス閃品 小WI
底径 2 5 

は1rん形
内 内，IIuc 

4釈昇 ガラス内部にな〔泡あり(1 3) 外＇ 外llue
H殻状光沢あり

器高 635 

ntf 15.0 
内、 1991 化；•I •i‘ 内llueIOYR7/4 

6 上的路 壺 底it 111ぶ郎1r
外 l"I 転•/·，， 外lluel0Yll7 14 

Iヽザ溝
笞窃

II径 M・d)"りの I1.，． 1991*f.ナ・r' 11•1 Hue IOYR81~ 7 tt9路 窃杯 底径
援合茄I¥- 外・ 1991*Ki・.,, 外llucIOYR8'4 

Iヽ乃溝 接合郎の粘上接介11｛あり
む窃

uif 
内 199191ヤ／・デ．タタ 4• 内llucSY・I I 

b 須忠舒 央 底it 胴部片
外’カキLI 外lluc7.SY6 I 

4 ::;・i鼻 内面に，’fiHi’iii；えあり
路窃

I JU- l'・J i") ＊ょ:•I••r 内Huei.5YH6 6 ， 1:幻:; 史 底径 I IIM転片
外．［991 會i:→•7' 外HueIOYR6 ・I 

12号溝
船店

Uif 130 
内． lnJtd・テ’.n11り 内111107.5YR5 ~ 

IO 上白討 小羽完 底{f IJ1ゞ～閉祁）｝ 外． 凹転•J・ア 外ll99c IOYR・I3 
7サ竪穴(KI&tihi 外miin茄1こit緑2本あり

硲在

ntt 
内．タクキ l’•I l l 99(• 2.5Y7 ? 内面に 1'f海波49：文外面に！各{•II 須心器 史 底往 苅船- 1,1 部1\•
外：クタキ 外Hue2.5Y7 2 n;・竪9tii:IB24府 rI文あり

t9窃

n径 内指・/テ‘ 内IJue 7.5YR7 6 
12 上的器 心iμ,: 底it 脚t1；片 外削り ，9ヽ'rI I, 外11110SYR616 n:}器穴住1；；；

,，9と999,9ャ99 11・1さ i.5YR6/4 

11往 II.'!
内． l"i転•9•7’ Jiうさ 1>1 lluc !OYR6/・1 1:i 1・師器 .，呵・:• （ !』,（i.t 111{-;Jlr.i;）ヤ
外 l"I転•J.7’/i9 さ 外，llueIOYR6/4 8号ピット

岱祢

口径 内： •I· •I' ， hlI り
II•J,JIu(• 5YR4/8 I}、llflilこ 1貨Jilh]削I り．夕(1f1ilこ｛仕一• l~I 

1 4 i. tli路 沿j1i、 底径 48 訓I y t，りljl/ 7.5Yll6/4 IO r；• ピッ I· 1i1h)hIIり，l1、)クfrfril岱，'t
9'，』,~9,99ぐ9 外：lluc!iYIH/8 赤色RJitI

I Ii1:. IJ、1: lul転•I・ テ’ , ·/·-,' 内lluc7 !iY5/4 
1 5 t・師悩 li. 底径 つよみ：1Ii

外， 1991転•} •i' 外lluc25Y6/3 包含柑
器高

「lIf.. 140 1 1!~- 底部1; 内 '1991も、•I』 f’ 仏Illue 7 WIH/:l f'.lliiiにススfHf16 上的器 灯朋皿 底It l(）2 1/ •I 外 I991如・h'.りIJI) 外IIuc 75¥'RI/3 
現代挫上 (21/il

タhhi1&tt1こややill雑iな削りあり
答窃 2.5 
I―1径

内； I991転ナ・J' 仏Illuじ7.5YR413 内Itiに11然釉あり1 7 凶器 上舷 底径 底郎｀卯郁｝；•
外・ I999転ナi' 外 •lluc75YR5 ・I 不明 外面脚に7、スf・Jヤ笞名
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V 本荘中地区の調壺





V 4ふii：中J也1£0)，品l1t

1. （本荘中） 医学部旧ボイラー室煙突撤去工事に伴う発掘調査
(1233調査地点）

(1)調査の目的と経過

a. 調査地と調査経緯

今回の調査は、本珀i-：中地区の南西部にある医学部旧ボイラー至の撤去工事に伴う調査である。本調

在地点は本荘中地区サークル棟3の南隣に位闘する。

本荘中地区では、エイズ学研究センター • 生命骰源研究 ・ 支援センター動物府源淵発研究施設建設

丁．事に伴う発掘調壺 (9801乱附在地，＇•りの発掘調究） で、古代の竪穴住居 3 基 ・ 溝 3 条 ・ 近他の溝等が検

出され、生命資源研究 ・支援センターRI総合施設 ・逍伝子実験施設建設工事に伴う発掘調:l'i:(9511 

調査地点の発掘調査） で、古代の座穴 f•l:），叶 5 基 · 溝 3 条 ・ 近世の溝 2 条などが発見されている （小畑

2003 ・ 2009)。また2012年に実施した医学部基礎研究棟 (B棟東側）取り壊し工事に伴う発掘調査

(1205調壺地点の発掘調奔）では近iltの溝が検出され、国際先端医学研究拠点施設建設に伴う発掘調

壺 (1223調査地点の発掘調査）では古代の竪穴住肘29甚や掘立柱建物 l棟をはじめとする多数の辿構

が調査され、本荘中地区の北側で辿梢が談／見に存在する実態が明らかになっている（松田2014a・ b)。

しかしその一方で、本調査地、しせの東約15mに所在する共／1i棟本荘 l （共用実験棟）の建設に先立ち実

施した、医学部基礎研究椋Cオ東J収り壊し丁事に伴う立会謂究 (0724調査地点の調壺）でも、ピット 3

基が検出 され 、 本荘 ,j ！地似南側でも辿49,'りの存在が明らかになっていた（江頭 ・ 小•J:Il |2008) 。

本調査地点に関しては、煙突は甚礎撤去以liりに撤去してあったので、2013年2J J 7日、熊本市の指

麻に基づき、煙突の甚礎であるフーチングの撤去に伴う立会調壺を開始した。フーチングの存在する

箇所をフーチング上面まで11il!i'illしたところ、フーチングの周縁にはフーチング埋設時の埋土が1111,¥0.25

~0.45m存在し、その外側に包含JMが存在していることが確誇．された。フーチングの北側と南側にお

いては、工事の掘削は埋土内の掘削で済んだが、東側は幅約2mの範囲の包含府の掘削を行った (2

月 8 日） 。 包含府上部では姐梢のプランを捉えられなかったが、 •I真重に掘削を進め、辿構確認作業を

行った結果、ビット等の追構の存在が確認された。今同の工事では追構の削平は避けられないと判断

されたため、2月8日、熊本市文化振典課J里蔵文化財調査室に連絡し、許可を得た後、立会調査を発

掘調査に切り替え、発掘調査を行った 11。本調査の調査而秘は9.3面であった。

b.調査の経過

2013年2月8日 追梢確認、4燿礼杏に切林え。辿構掘i'llJIJf.l始。

2013年2月12|］ 追梢掘削、測姑。

2013iF 2月13日 ・i!!Ij梵、写真撮影。調査終了。

C. 調査の組織

調査貝：松田光太郎 ・多賀II介司

事務担 当 ：村l:I]知瑚

(2)調査区の基本層序 （図86)

調壺区北壁で確認した。 1)f1は埋上である。}l,£さ約l.2m。21岳は灰褐色を呈するIII耕作士。3府

も灰褐色土。4陪は黒褐色を呈する 古代の包含lr7i。地表下約1.4mで検出された。地山は黄色幣びる
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l. （本荘中 ） 医学部Ill ボイ ラー室煙突撤去T··liに件う発掘瀾壺 (1233調査地，1•Ii. ）
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図85 本荘中地区における調査地点位置図 (1/2000)
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シルト質の1科。地表下約1.7mで検出された。

(3)検出逍構（図87)

竪穴住居l基、ピット 8基の辿構が確認された。追構

出士辿物が少なく、かつ小片のみであることから、時期

は古瑣時代から奈良 • 平安時代と 1幅広くとらえておくの

がよいと思われる。

＜竪穴住居＞

2号竪穴住居（図87)

調究区北東部で検出された幅約0.6m・深さ約0.4mの

溝状の落ち込みを周溝と考え、竪穴住居の一部と判断し

た。長さ約 1111が検出された。 しかし床面や炉 ・龍は検

出されていないため、他の辿梢の可能性もある。周構i-．の

断而はU字状ないし逆台形状である。他姐構との重複関

係では、 1号ビットにより切られており、 1号ピットよ

り古し‘o

くピッ ト＞

1号ピット（図87)

¥I 本荘中地区の調壺

激：皿l:
2肋 ：灰褐色 l:(lluci.5憫 1/2)
:ik1 ：灰褐色 1:（llue7.5\•RI/ 2) 
、IM:睛氾色＋:(lluc2. 5YR3/2) 
51,'l :阻褐色上(llucI OYR3/2) 
6料 ：烈褐色l:(!Jue I OYR3/2) 

LH=14. OOm 
A. 

7附 ：賠掲色 I:(lluc2. 5YR3/2) Iサビット投上
8k1 : ！，iitb色七(lluclOYR3/I) 2サ竪穴住居摂.I:
9厨 ：にぶい凶褐色 I:(iluclOYI｛ヽ1/3) 2サ竪穴住居閃土
JO附 ：f.1•＼褐色上 (llucI OYR2/3) 2刃・竪穴住居I'll上

2m 

図86 1233調査地点土層断面実測図 (1/50) 

調査区北東部、北墜附下に存在した。平面形は長庫1110.42111、短庫1110.30111の楕円形をなし、深さ0.48

mの掘り込みが確詔された。 ピットの毅＿一I・：は黒褐色土 (2.5YR3/2)で、黄褐色土ブロックを少し含

んでいた。他辿構との重複関係では、 2号竪穴住屈を切っており 、2号竪穴住居より新しい。

3号ピット（図87)

謂森区北東部に存在し、 1号ビットの南東側約O.lmに所在した。平而形は長軋IIO.34m、短刺10.30m

の円形をなし、深さ0.61mの掘り込みが確招された。毅土は黒褐色土 (2.5YR3/2)で、黄褐色土のブ

ロックを含んでいた。

4号ピット（図87)

調査区東部に存在．した。平而形は長削h0.37rn、短庫1h0.36rnの桁円形をなし、深さ0.45mの掘り込み

が確認された。東側は撹乱により壊されていた。ピットの設土は黒褐色土 (10YR3/2)であった。10

号ピットと諏複するが、10号ピットとの新旧関係はわからなかった。

5号ピット（図87)

調査区東部に存在し、10号ピッ トの南側約0.5mに所在した。平而形は長・il哺0.54-m、短軸約0.50mの

円形をなし、深さ0.54mの掘り込みが確認された。毅土は黙褐色土 (10YR3/2)で、黄褐色の砂質プ

ロックを少し含んでいた。
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l. （本荘中）l芍：i第Illボイ ラー9滋哨突撤」叫 Jiに伴う発批騨 (1233田直．’．[）
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図87 1233調査地点追構配匹実測図 (1/50)

6号ピット （図87)

調査区東部に存在し、5号ピッ トの南東約0.6mに所在した。平面形は長軸0.42m、知軸0.39mのl'J

形をなし、深さ0.49mの掘り込みが確認された。ビッ トの殺土は黒褐色土 (lOYR3/2)。
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V 本：Il：中地区の調杏

7号ピット（図87)

調奔区東端の壁際に存在し、大部分は調壺外に出ていた。平而形は長庫1110.5111より・長く、深さ0.32m

の掘り込みが確認された。覆土は黒褐色士 (2.5YR3/2)であった。

8号ピット （図87)

調査区東部の調査Iヌ際に存在し、 6号ピットの南東約0.4mに所在した。南東隅は調査区外に出て

いる。長li1lJ0.38m、短軸0.38mの円形をなし、深さ0.44mの掘り込みが確認された。ピットの毅土は

黒褐色士 (10YR3/2)であった。

9号ピット （図87)

調壺区東南部に所在した。調査区際にあ り、南側半分は調杏区外にあった。本ピッ トは他のビット

と離れて存在していた。平面形は長軸0.42m円形をなし、深さ0.44mの掘り込みが確認された。t復土

は黒褐色土 (lOYR2/2)であった。

10号ピット（図87)

調壺区東部に存在した。平而形は長軋lIO.30m、短刺10.24111のtfiI-l_j形をなし、深さ0.48mの掘り込み

が確認された。東側は撹乱により壊されていた。ピットの悛土は黒褐色士 (10YR3/2)であった。4

号ピットと限複するが、4号ピットとの新ll::1関係はわからなかった。

(4)出土逍物（図88)

2号竪穴住居出土追物（図88: 1) 

1は外反するこ七帥器の口縁部資料である。外反が強いことから、占瑣時代の疵と考えられる。

3号ピット出土造物（図88:2) 

2は内湾気味に直立する土師器の口縁部骰料である。Ll縁断面形は角如状をなし、隆幣が付いてい

る。古墳時代後期以降の移動式砲の破片と考えられる。

5号ピット出土遺物（図88:3) 

3は胴部が湾仙する土師器の杯である。内外而に赤彩が認められる。7世紀中葉から8世紀初頭あ

たりの時期と考えられる。

万
I 

2号竪穴住居

こ 二 三

口ー：口 ＼ 
3号ピット

□/ 

•['/.
3 
5号ピッ ト

’•.. • ・ •’ 

＼ 

一‘
;.．．．．．.．. ・ •.．．.．こ

lヽ

゜
10cm 

図88 1233調査地点出土追物実測図 (1/4)
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1. （本荘巾）医学部Illポイラー窄煙突撤去7'.•Jtに伴う発掘；潤壺 (1233調壺地．I•L!．）

その他出土追物（図88:4~6) 

4~6は撹乱の埋士的磁構外から出土した辿物である。4は土師器の杯である。底部は平｝氏で、jlIiij

部が湾rill気味に立ち上がる。8・111：紀代の所産であろう。 5・ 6は土師器の甕の口縁部狩料である。5

は内外而にわずかなハケ日を有している。6は内而に顕著な削りを施している。

(5)まとめ

今回の調査は、煙突基礎の周りの狭い範囲であったが、地表下約1.3mで、古代の竪穴住居と思わ

れる追構やピットの存在を明らかにした。

従来、本荘中地区では 、 エイズ学研究センター • 生命狩源研究 ・ 支援センター動物骰源淵発研究施

設建設工事に伴う発掘調究 (9801調究地，点の発掘調杏）や生命狩源研究 ・支援センターRI総合施

設 ・辿伝子実験施設建設T．事に伴う発掘調究 (9511調査地点の発掘調奔）、国際先端医学研究拠点施

設建設に伴う発掘調究 (1223調査地，点の発掘調究）や医学部基礎研究棟 (B棟東側）取り壊し工事に

伴う発掘調査 (1205調杏地点の発掘調査）で古代の集落址や近世の溝．が発見され、本荘l|1地区北側で

迎構が多く存在する様相が明らかになっている（小1.1112003・ 2009、松田2014a・ b)。 しかしその一方

で、医学部基礎研究棟C棟取り壊し工事に伴う立会調査 (0724調査地点の調壺）でも、ピッ トが検出

され、本荘中地区南側への染落の広がりもおぽろげながら捉えられていた (‘iJ.：頭 ・小1、:1112008)。また

本荘中地区を含む本庄辿跡の南側は、本珀l：中地区南際を流れる二の井手）：11水を挟んで、南に位1iItする

本珀じ南地区へも広がっており 、本荘南地区0515調査地点でも竪穴住居が存在した可能性が考えられて

しヽる （小畑2006)。

今回本地点で竪穴住居と息われる砒朴Ii:の・存在が捉えられたことは、本荘中地区南側への梨落の広が

りを一陪確実なものにしたと評価できるとともに、本荘南地区への集落のつながりを示す足がかりと

なったと言えよう。

注

(l) 1233調査地点の調査の屈出等にl¼lする文許をまとめる と以下のようにな る 。

文化財保護法第93条第 1項の）司出 熊本大学熊大施企第171号 （平成24年12月3「l付け）

上記届出に対する辿知 熊本市教育委員会 文振発第743号（平成25年 1月23日付け）

文化財保護法第92条第1項の）Ili1＇|JI 熊本大学 熊大施企第206号（平成25年2月1511付け）

上記届け出に対する通知 熊本県教育委貝会 教文第2562号（平成25年3月411付け）

熊本市教育委貝会 文振発第931号（平成25年3月7LJ付け）

【主要参考文献］

網田龍生 1993『大江辿跡群ll 大江辿跡群第3次調査区発掘調壺報告古』 熊本市教育委只会

江頭俊介 ・ 小•J:III弘己2008 「医学部基礎研究棟 (C棟取り壊し）工事に伴 う立会調壺 (0724)」「熊本

大学埋蔵文化財調査至年報14 2007年）文j 熊本大学埋蔵文化財調査室

小畑弘己2003 「医学部RI総合センター辿伝子実験施設建設に伴う発掘調杏 (9511調究地点）」「熊

本大学梢内辿跡発掘調究報約IJ 熊本大学埋蔵文化財調査室

小畑弘己2006 「本荘13・1地 （南地区）駐車場棗埓整備工事（その2)追加変更に伴う立会調究 (0515)」

「熊本大学埋蔵文化財調査単年滓IH2 2005年度J熊本大学埋蔵文化財調査室

小畑弘己2009 「医学部エイズ坪研究センター ・動物咲源 ・開発研究センタ ー新党に伴う発掘調究
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V 本荘中地区の調壺

(9801調査地点）」 『熊本大学構内追跡発掘調査報告V』 熊本大学埋蔵文化財調査室

松田光太郎 2014a「医学部基礎研究棟 (B棟東恨lj)とりこわしエ半に｛半う発掘調究 (1205調査地点）」

「熊本大学構内辿跡発掘調査報告xj 熊本大学埋蔵文化財調査センター

松田光太郎 2014b「国際先端医学研究拠点施設新営工事に伴う発掘調査 (1223調査地点）」 『熊本大

学梢．内辿跡発掘調瑚報皆x』 熊本大学埋蔵文化財調査センター

表13 1233調査地点出土追物一院表
図 番号 種類 器種 法置(cm) 残存置 特 徴 色 即 出土迫構 備 考

l_J径
内 (l,l転ナデ ， •/•j' ドIIIuc 75YI≪6/（; 

88 I t．帥硲；； 壺 /」:~径 u枯部I-i
外 lBl転ナデ．ナテ’ 外 llue7.WR6/6 2 ：兄盗穴im:

’＂9ど’’9'，99̀9 

1_1径 I)•I -）・・ア削り 仏J4 lluc l(）YR6/6 
2 上師器 移勅式寇 底径 LI I,汰部1;・

外 ナ・ア 外， llueIOYRG/6 
3 り•ピット 11緑部に注',j·ill/if•t

器高

11/l' 内 r>I転•J•デ i}，)．Huc 25Y R5/91 
3 I師甜 杯 底径 ’’町部片 外 I991転・1デ，iり）り 外 lluc2.5Yli5/4 5サビット 内外iniに赤色化粧J:

"9'，’'・ /'▲，r 9 

II径 l).I l•I転•/·デ削り I/i l luc 7.5¥'R6/（； 
4 土師硲 杯 底径 6.0 底部）:・

外 ， 1991転・r•ア削 9) 外 11UC 7.5 Y RG/G 小明
器高

1-1径 内 ［叫ぶ）・デハケ1_1内 lluct5Y8/:l 
5 七師器 甕 底径 ut荘訊・

外趾朽ナデハケLl外 lluet5Y7/1 不明
＂'，ヤ＇’99ヽ'．r， 

utを
内ナデ．削り I1、1llue IOYRG/4 

6 1.：師器 氾」 1』ttそ IIも及祁Ji 
外 ナ・ア 外 llucIOYRG/4 不明牒，,・r,
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VI 京Ill［地Iiの調森

1. （京町）教育学部附属小学校校舎新営その他工事に伴う発掘調査
(1417 ・ 1443調壺地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

今回の調査は熊本大学教育学部附屈小学校校舎新営工事に伴うものである。本地区は熊本市内辿跡

地図に京Ill・［台辿跡群として周知されている。1994年には熊本県文化課による9405調査地点、 2007年に

は熊本大学埋蔵文化財調査室による0719・ 0721調査地点の発掘調査が行われ、弥生時代後期の竪穴住

居や近世 ・近代の土坑等が検出されている （小吠IH2003、江頭2009、大坪2016)。既往の調査は西側の

中学校1則に多いが、今回の調究地は9405調奇地点の東約60mの位骰に所在する。

今回の調査地は1417調査地点、1443調査地点からなる。1417調壺地点は熊本大学教育学部附屈小学

校校舎新営その他工事（建築工事）に伴うものである。 2014年9月11日および11月5日に熊本市の指

蔚に基づき、工事掘削に際して立会調査を実施した。11月5日、辿椛の存在を確認したため、熊本市

教育委員会文化振興課および熊本県教育庁文化課の許可を得、発掘調査へ切り替えて調査する ことに

なった。当初の調査而秘は627面。その後、工事内容の追加変更に伴い、747.9面に変更した 11)0 

1443調査地点は同校舎新営その他機械設備工事（その2)に伴うものである。2015年2月26日より、

熊本市の指消に基づき、同校舎新営その他工事 （建築工事）の変更箇所 (1417調査地点北西部）の調

査と並行して、工事に際しての立会調究を行った。立会の過程で若干の追梢の存在を確認したため、

3月30日に熊本市教育委員会文化振興課へ辿絡し、立会調査の中で記録することになった (2)。

b. 調査の経過

2014年11月5日 1417調壺地点発掘閻奇開始。辿梢確認 ・辿梢掘削 ．illl羅 ・写冥撮影開始。

2014年11月26日 発掘作業貝による作業開始。

2014年12月17日 調査終了。

2015年2月26日 1417調査地点北西部 ・1443調査地点調査I}i1始。追梢確認 ・辿梢掘削 ・測揖 ・写真

撮影間始。

2015年4月16日 1417調資地、点発掘調壺 ・1443調壺地点立会調査終了 (3)0 

C. 調査の組織

調査 員：松田光太郎、烏油健生 • 宮崎拓（株式会社有明祉I]祉開発社） 、 阿比留士朗（株式会

社イビソク）

事務担当 ：大崎喜美子 ・濱m春美
発掘作業員：泉 英ニ ・押方富江 ・河野厚生 ・川元恵子 ・小林嗚美 ・栗崎・ 強 ・柴田道子 ・白石美

枝子 ・ 白石美智子 ・ 番山明子 ・ 平山1専之 • 藤本龍三 ・ 堀川民夫 ・ 堀部和憲 • 松永一

代 ・三島多恵子 ・水本美恵子 ・宮里和．TE• 宮田義則 ・村上視敏 ・ 森 消 • 森川征子 ・

森川 設 ・ 森本紀代子 ・ 山道和弘 • 吉永孝夫 ・ 米光司朗

整理作業貝 ：井上裕美 ・iエロ 路 ・鬼塚美枝 ・小山正子 ・後藤 恵 ・首藤餃子 ・末吉美紀 ・園田智
子 ・増井弘子
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(2)調査区の基本層序（図91)

本調究地点の桝での土｝界観察に基づき、基本／［作／字を以下のようにした。

I陪 ：撹乱 ・現代埋土

ll／屑．暗褐色土 (7.5YR3/3) II I閏の色調はIll附の色調よ りやや明るい

ll1陪： II音褐色土 (10YR3/3)

w陪 ：暗褐色土 (10YR3/4)
v界 ：黄褐色土 (10YR5/6)

VI 京Ill]地1)(．の，1/,)介t

II府は調査区東側にのみ存在した。皿1悦はニガと呼ばれている土である。IV屁はローム附直上の漸

移的な土、 VI爵はローム層である。ローム附上面嵩炭は北西側が邸く、東および南に向かって高度が

ードがっており、本追跡の所在する台地は、本調奔地点から見ると、北西部に向かって邸まっていたと

考えられた。同様の傾向は約10m西側に所在する1;（JI屈中学校体育館内の0719調究地点でも捉えられて

いる（江頭2009)。なお旧耕作土、古代の辿物を含む馬褐色士は而的には布:在せず、台地面は広範囲

に削平を受けていると考えられた。黒褐色土は古代のピッ ト毅士中に限って存在した。

(3)検出追構（図90)

建物基礎l基、溝2条、竪穴住居4基、硬化而3基、 こI-．．坑4払、ピッ ト59基の辿柚が検出された。

く建物基礎＞

60号建物基礎（図90)

1417調壺地点の中央北半において、地表面下約0.2~0.3mで確認された。一辺0.4~0.6mの方形の掘

り込みの存在が多数確認でき、掘り込みの中に栗石（川原石）が入っていた。掘 り込みは南北13m、

東西10mの範囲に、！Ii間がほぼ東西南北に合うように配iiりされていた。掘 り込みには大小2種類あり 、

一辺0.6mのやや大型の掘り込みは南北列5列、東西列9列確認され、掘り込み中心間の距離を1.6~

1.7mほどあけて、ほぽ等間隔に配されていた。比較的小型のす）』り込みはその間に存在した。本逍梢

の東西両端は I}習土が存在し、方形の掘り込みは確認できなかったが、布す｝：I!りの可能性もある。南側

は工事掘削対象外であるため、確認はしていないが、続きが存在すると、思われる。工事掘削深度は被

深で地表下0.3mまでであったので、大半が辿梢確認にとどま った。掘り込み内からは栗石以外の辿

物は出土しておらず、時期は不明であるが、大きな建物が存在したと考えられる。

＜溝＞

25号溝（図92)

1417調査地点の北東部の桝9と10の中間に存在した。撹乱により壊され、北側の上端しか検出して

いないが、幅約0.95m、長さ約1.7mが検出された。深さは蔽深部で0.3mほどあった。底而は比較的

平らであった。またピット 3基により切られていた。溝の111f期は不明。

73号溝 （図92)

1443調在地点の北東部で検出された。東西に深い拉乱があり、撹乱の間に残ったわずかな地山に掘

り込んで、幅約0.3m• 長さ約0.3m、最深部の深さ約0.2mの溝が存在した。 溝は東に向かい浅くな り 、

上部は削平によ り消滅していた。71号ビッ トに切られていた。溝の時期は不明。
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l. （扇町）教有学部附屈小学校枚令新営その他T事に伴う発掘潤介 (1417・ 1443仙1在地．,.'.O
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I. （ぶ（町）教ff‘.f'.；郡(j屈小学校校令1Ji・‘i:tその他 l,．事に仲うり紐l!』,'j1t (M J 7. 1 443;0:，j4t地、1位）

＜竪穴住居＞

20号竪穴住居（図93)

1417調壺地、1.¥の北両部の桝12に存在した。撹乱をはさんで、桝12の東部と西部に分かれて存在した。

方形の竪穴住居で、桝12の東部では長さ約1.7mの直線的な上端が確認された。壁高は0.1-0.15111ほ

どあり 、床而と息われる硬化而が存社．した。I木而直」こには辿物が多く出土した (116193左下）。ピッ ト

36 ・ 39 ・ 45は本fl_●：｝叶を切って構築されていた。床下の掘り方を調査した段階で、古いピッ トが4基確

認された。弥生II芍代後期の所廂。

37号竪穴住居（図92)

1417調査地、点の西部の桝15に存在した。大部分を批乱で壊されており、桝15の東側において、2.0

X 1.2mの範囲に毅士が確忽され、同北側においては床而と息われる硬化而が存在した。床面下の掘

り方を掘削したところ、浅い凹みがとらえられた。弥生時代後期の所韮。

55 ・ 65号竪穴住居 （図94)

1417調壺地点の西部の桝14と15の間付近に存在した。方形の竪穴住居2基が重複していた。新しい

方の55号竪穴仕｝I＇}は 北側に約1.2m、西側に約0.5111の長さの上端が確認された。撹乱により多くを壊

されていたが、）木而と思われる硬化而は全面的に存在した。65号竪穴住居は55号竪穴住居の床下に存

在し、 55号翌穴住屈より少し南に存在した。北側に約1.2mの直線的な上端が存在したが、その他の

辺は撹乱により壊され、確認できなかった。下底は工事掘削の及ぶ範囲までの調究であるので、覆土

中で掘削は止まっている。弥生時代後期の所廂。

＜硬化面＞（図90)

IIIl円を地山として硬化而が確認された。1443調査地．1位洒側の67サ硬化面、77号硬化面、78号硬化面

である。硬化而に伴う掘り込みは確認できなかったため、竪穴住居とは懃定しなかった。但し67・ 77 

号硬化而の上位より弥生土器が、 78号硬化面の上位より土師器が出土した。

く土坑＞

33号土坑 （図95)

桝15の南西端に存在した。直線的な上端が長さ0.5111にわたって確認された。南側は桝15の範囲か

らはみ出るので、調究はできなかったが、南側に位ii生する55サ竪穴住居の壁面には存在しなかったた

め、そこまで延びるものではなかった。追物は出土せず、時期は不明である。

このほかピッ トよ り大きな掘り込みをもつものを土坑として調壺した。桝15にある32号土坑、桝14

にある29・ 34号土坑がそれであるが、いずれも小定形なものであった。

くピット＞

分布は散没であったが、ピットが存在した。ほとんどが1..Lj形を基調とするものであった。1~3号

ピッ トはIII粋に近いやや明るいII爵褐色土を覆土にもつもので、1 ・ 2号ピッ トは25号iiりを切って構築

されていた。その他多くのピッ トは1li子褐色士ないしは黒褐色士を毅土にもつものであった。 深さが深

しヽビットもあり 、38号ビッ トは確認而ド0.9m、40号ピットは0.62mあった。また19号ピットは0.4m

の深さをもち、平安時代の所脱であった。

192 



VI 以Ill.「地区の11'-'，j杏

25号溝
桝9

一
7 3号溝

①
 2-IP 

Aロニ戸A
L柘35.15m 

I励：暗褐色 I:OluclOYK3/3) 
25g•溝NI:

2灼：暗褐色 I:OluciOYK3/3) 
撹乱穀 I:

―Xー”"゚且三0.L_  
下-==＝-------

73り溝い （ ① 

~ • J 撹it
•- -

B/='亨＼Lil=3500m
ヽ

＿、

激： ！A園色士(ilucI OYR3/2) 
21fi :！，¥＼褐色：I:(lluc I OYR3/2) 
3屈： ！.u褐色土(ilueI Ol'R3/2) 
l/t1 :Bff!ll色土(lluelOYR3/4)
5!M : Ill色七(lluelO¥'Rヽ1/4)

3 7号竪穴住居

X--20 1JO 

① 
57P 

撹乱

桝 15

X•-20 130 

621' 

9

皿
町

1
ẁ
叫
¥
＼
「
7し
ー

ー

6

.o
 

s
 

E
8
.Sc"m 

T
烹
I
{
6

苺
玉
告
蔽
・
8
L
C

1
認
哭
ニ
芸
g

告
蕊
'ffLC

（唇
F
)

翌
云
烹
醤
K
硲
'8
L
C

T
忠
器
忍
硲
合
C

1
貶
占
告
繭
'
3
L
C

ギ
正
岳
｝
K
硲
怠
C

（
吾l
g
)
g
g
い
―
}
“
~
心

3
1ッ
い
硲'
[
f
L
C

(
g
l
―
性
）
堵
1
-
ぢ
fi
士
k
刹
'8
お

(
CI
C
a
.
C
.L
a
n
一ー）

T
心
翠
缶
1

含

(
cl
C
a
c
.L
g
n
=）

T
a
Rこ3

ぃ啓

(
c
ヽ
塁
名

．盲｝ー）

T
出
全
徊

"
!il/9

(
N
臣ヽ
．名
．L
3
n
=
）
廿
叫
R
こ
i

1
告

(
NAC
u
.
-
o
-g
n
=）
ギ
叫
念
h
i
~凌
t
.

(
5、Nu.-O
Ig
n
=
）
廿
叫
g-iii
"
g
c

(
NA
Cu.-e
.L
a
n
=）

T
叫
8
茎
i
1
H

e

(c
Cヽ
H.IS
"L0nH)'.'.f
叫
翠
悔
1

竺

Lll=35.00m 

C 3 4 7_ C' 
三 諏 ：！．し＼褐色j:（llueIOYI{2/2)

4妍 ：！.¥¥lり色J:(ll11c I orn:l/2) 
7k、1:Pi)渇色 l:(l111c7.5YHJ/:l) 
8悩 ：暗氾色上(1111"7.5YH3/:!) 

37 り•竪穴{l:j,}覆 I:
:!7サ竪'IWI:！,9:rd1: 
37 f)•竪穴(19}iHhl り）j閲 I.
似り・ビッ I・り'ill

3 7号竪穴住居掘り方

X•-10. l>l 

①
 撹乱

桝15

K•·10130 

629’ 

6 1l' 

。
2m 
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l. （京町）教脊学部i・虚小学校校令新‘料；その他上’liに伴う発掘潤1t(1417 ・ 1443調査地点）
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図95 33号土坑実測図 (1/50) 

(4) 出土追物（図96・ 97) 

20号竪穴住居出土追物（図96:1 ~ 4) 
1 ・ 2は口縁が内湾気味に立ち上がり 、底部が丸底をなす鉢である。

4は頸部が屈曲する甕の胴部」ー．半である。

3は壺ないし甕の底部である。

37号竪穴住居出土追物（図96:5~8) 

5は壺の底部、6は高杯の脚部、 7は台付甕の台部である。

部賽料。

8は甕ないし口縁が外反する鉢の口縁

55号竪穴住居出土逍物 （図96: 9 ~11) 

9は長頸壺の）胴部査料で、ハケ日を地文に重弧文を描いている。10は口縁が内涜する鉢のLJ縁部。

11は外反する甕の口縁部である。

65号竪穴住居出土追物（図96: 12 ・ 13) 

12は肥厚する口縁部を有する。描種の断定はできないが、鉢の可能性がある。13は口縁が内湾する

鉢である。掘り 方から出土した。

竪穴住居出土骰料はみな弥生時代後期の土器である。

15号土坑出土遇物（図96: 19) 

19は須恵器甕の胴部賽料である。

ピット出土追物 （図96: 14~18) 

14は47号ピット出土の壺の頸部骰料。頸部に刻み付突幣を有する。
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I. （取町）教有学部附屈小学校校舎新営その他T.‘l［に伴う発掘調査0417・ 1443,Mf.地点）
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図97 1417 ・ 1443調査地点出土追物実測図2 (1/4 ・ 1/3) 

15~17は19号ピット出土。15は土Iili器甍、 16・ 17は須恵器のJ•不である 。 直線的な）l|吋部を有すること

から 9世紀初碩から前業を中心とした時期と考えられる。

18は42号ピット1'L＼士の軽石製品。器而が使川 （研磨）により平坦化している。

包含層出土追物 （図96:20~23) 

20 ・ 21は弥生ナ器。20は台付甕の台部、 21は長頸壺の胴部府料で、後者は重弧文を描いている。弥

生時代後期の所蔽。22・ 23は土師器の杯である。22は口縁部。平坦な底部から丸みをも って立ち上が

り、底径が大きいと予想される。8世紀後半～9世紀初頭の所産か。23は平底底部で、胴部下端がや

や丸みをもち、 9世紀前菜頃の所産と考えられる。
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VI 京町地I;{の心l企

撹乱・現代埋土出土追物（図96:24~40、図97:41 ~57) 

24~29は磁器である。24~26は染付碗。211の文様は内而口縁部の雷文と外而の唐草文と若松文様が

手描き、邸台脇の辿弁文はゴム版刷りで、邸台内に焼成後に描かれた 「古II|」の銘が認められる。

25 ・ 26はゴム版hillりにより 、それぞれ松菜文梯、蛸唐草文を描出している。25は統制品で高台内に

「岐455」の統訓番号が認められる。「岐」は岐恥．県内の陶磁器工業組合賄であることを示す (4)。1940

~1946年に作られたものである（萩谷2013)。27は白磁の容器で、Li緑外部に 1条の金色線を有する。

これらはいずれも20・1仕紀前半の製品で、r:ili範学校時代に使用されていたものと考えられる。

28 ・ 29は呉須を川いた肥前（産）の染付JIii.である。28は内面に山水両、外面に）抵草風文様を描いて

いる。29は内面に染付と色絵で梅花を描いている。口径に占める高台径が大きく 、悩付は僅かに釉剥

ぎがなされている。28は18世紀代、 29は17枇紀後半の所産と思われる。

30~42は陶器。30~32は唐津のJill。30は内而に路灰釉を施し、胎土l二1を残し、外而に灰釉をかけ、

高台は露胎となる。161且紀末の製品。31は内而に山水文が描かれ、邸台内に刻印が押される17世紀後

半の京焼風陶器。32は高台内面を除く全ihiに）火釉を有し、器内面には鉄釉で文梯を描いている。16世

紀末の絵）f附車と思われる。33・ 34は碗。33は器壁が薄く 、内外而に長石釉を施すが、高台直上は鉗胎。

廊車の製晶と息われる。34は内外面に1打釉が施されていて、内而には黙青色を呈する鉄釉が流し掛け

られている。内而の文様は放射状で見込みに1句かって亜れ落ち、点状をなす。外而の釉薬も高台に一

部垂れ下がっている。外面釉薬の垂れ下がりの末端には白色の小角裸 （釉薬の原石）が付焙する。閻

台は無釉で、高台内は渦巻き状を呈している。小岱焼にも類例があるが、限定できないため、生廂

地 ・時期は不明としておく 。35・ 36は器種小明。35は外面に緑色の釉を施すが、打：付は釉剥ぎがなさ

れ、砂「Iがついている。内而が無釉であることから瓶類の可能性が考えられる。生産地 ・時期不明。

36は高台内を除き鉄釉が施された製品で、外而の一部にススが付豹している。生韮地 ・時期不明。

37~40は土jilし。37は外而上半に百緑釉を布する。17批紀末～18世紀後半の肥前内野山窯製。38は多か

盤玉形をなし、外i(Ii」・・半に条線と鉄釉 （緑色）を施し、同下半は硲胎としている。39も同様の土瓶の

下半の脚部狩料。38・ 39は近世～近代の薩I•咲焼。 40は平底土瓶で、底而を除く内外而に鉄釉を有して

いる。製作地 ・時期不明。41は器種不明。口緑端部を肥｝厚させ、突起を貼付し、内外而に灰釉を施し

ている。鍋ないし鉢か。42は肥前 （涯）系摺鉢。内面に密に交差する摺[Iを有し、内外而に錆釉を施

している。

43は陶器製の猫のi性物。鉄釉で模様が描かれており、中は中空となっている。近代以降の製品と思

われる。44はガラス）ik。無色透明で胴部に縦ラインが認められる。

45~51は瓦。45は軒丸瓦。巴の周りに珠点が巡る三巴文を有し、 三巴文の巴頭は鈎状をなす。46・ 

47 ・ 48は11'・：「H板 （桟）瓦。3点とも丸部は珠、1!.［を伴わない三巴文を布し、 三巴文の巴頭は円形をなす。

47は平部をもち、 1甚草文が描かれている。49は滴水瓦で、瓦当に1肖草文をもつ。50は玉縁が折れた痕

跡がある。

52~54は土師悩、55は須恵器である。52は杯の11縁部、53は同底部である。52は直線的な胴部を有

するもの、 53は底面角がイ砲かに張り出しているもので、共に9世紀後半の所産と考えられる。54は甑

の底部で、焼成前に1}｝lけられた3つの孔がある。55は須恵器の甕である。

56は弥生—|·.盛の台付甕の台部である 。

57は断面扁平の布孔骨角製品。砧部には円孔があり、先端は欠捐しているが、やや細くなっている。

撹乱il_11 .:.I ．． 。 近 •|II:の歯ブラシの基部と考えられる 。

199 



1. （取町）教有学部1{fl屈 小舒：校校舎新‘菌その他エ'lfに伴う発掘』碕 (1,117・ 1443,/碕 J也，点）

(5)まとめ

今回の調査は、教育学部附屈小学校の校舎新‘歯の建築工事に伴う発掘調査 (1417調査地、点）および

それに関連する機械設備工事に伴う立会調杏 (1443調究地点）であった。新‘慇工事ではあるが、建物

の基礎は、 1412調査地点として調査した給食センターの基礎を抜き取った跡地に設附されたため、辿

構を調杏したのは、給食センター基礎に伴う撹乱の脇に残ったわずかの範囲であった。また基本土l屑

で説明したように、本調査区域は台地の中でも北西側に向かって祐jまる部分に相当しており、近世以

降の大規校な削平を受け、古代の包含陪は存在していなかった。このような理由から、辿構は削平を

受け、残存状態は必ずしも良くはなかった。

そのような中にあって弥生時代後期の竪穴住｝因が4基検出されたのは大きな成呆である。また竪穴

住届とは認定できなかったものの、同時代の硬化而が2基検出された。従米本辿跡では9405調査地点

にて弥生時代後期の竪穴住居2基、0719調査地点にて同期の竪穴仕屈2基が見つかっているが （小畑

2003、江頭2009)、いずれも京1l「［地区西半の中学校校舎があるエリアである。今Irr|、同時期の竪穴住

居を当該地区中央で検出したことは、弥生時代後期の集落の束への広がりを捉えたことにな り、意義

が大きい。本調壺区は北西部ほど裔く、東へ行くと低くなることがロームl門の」ゴhii柑炭から捉えられ、

なおかつ竪穴住屈は本調査区内では西側にのみ存在し、東側には存在しなかった。本調壺区が弥生時

代染落の東限に当たる可能性が伺われたと言えよう。また東側では溝が2条検出された。この溝の時

期は明らかにできなかったが、溝は集落を画する可能性もあり 、今後その溝の時期や延長の確認が期

待される。

また従前の調究同様、 今回の調査でも近世・近代の辿物が出土した。当該地区は、近世に細川藩家

老澤村家の屋敷地となり 、近代では1893年に熊本県尋常r:ili範学校が附かれ、1951年まで熊本県1iiIi範学

校 (1943年以降官立）が存在していた（熊本大学教育学部1952)。今回の調杏では大きな建物の碁礎

が確認された。今回の調査では時代は明らかにできなかったが、そうした時代の建物の基礎と考えら

れよう。

なお今回報告書を作成するにあたり、奈良 • 平安時代の辿物について、杉井 健氏（熊本大学文学

部）、堀田孝栂氏（宮崎県立西都原考古t専物館）、近世以降の辿物については江頭俊介氏（久留米市教

育委員会）、木村吉行（かながわ考古学財団）にご教示を頂いた。記して深く感謝1」」し上げます。

注

(1) 1417調査地点の調査の届出等に関する文粛をまとめると以下のようになる。

文化財保護法第93条第1項の届出 熊本大学 熊大施企第44号 （平成26年6月9日付け）

上記屈出に対する通知 熊本市教育委員会 文振発第187号 （平成26年6月20日付け）

文化財保殿法第92条第1項の届出 熊本大学熊大施企第150号 （平成26年11月12H付け）

上記屈出に対する通知 熊本県教育委具会 教文第1763号 （平成26年12月101:l付け）

熊本市教育委員会 文振発第1059号 （平成26年12月171:l付け）

文化財保設法第92条届出内容の変更 熊本大学熊大施企第14号 （平成27年4月21日付け）

(2) l牡3調査地点の調査の届出等に関する文書をまとめると以下のようになる。

文化財保護法第93条第 1項の届出 熊本大学 熊大施企第115サ （平成26年10月10日付け）

上記届出に対する通知 熊本市教育委貝会 文振発第554サ （平成26年10月21H付け）

(3) 1417調査地点の調査は、 2015年6月10日の立会調究をも って全て終了した。

(4)岐阜県内の陶磁器工業組合には、岐阜県陶磁器工業組合連合会、岐印県加工陶磁器工業組合、土
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VI 原町地区の調森

岐津陶磁器工業組合等があるが、特定はできない （萩谷2013)。

【主要参考文献】

網田脊じ生 1994「奈良時代 肥後の土器」『先史学 ，考古学論究 熊本大学文学部考古学研究室創設

20周年記念論文叫 随田考古会

小畑弘已 2003「熊本大学付）属中学校校舎建設に伴う発掘調奔 (9405調壺地点）」 『熊本大学構内辿跡

発掘調査報告 I』 熊本大学埋蔵文化財調査室

江頭俊介 2009「教育学部附屈小中学校校舎等改修工事に伴う発掘調査 (0719調査地点）」 「教育学部

附屈小中学校校舎等改修機械設備工事に伴う発掘調査 (0721調査地、点）」 『熊本大学構内辿跡発掘

調査報告V』 熊本大学狸蔵文化財調査室

大坪志子 2016「（京町）教育学部附屈小中学校校舎改修工事に伴う発掘調査 (0719調商地点）」［熊

本大学構内追跡発掘調癒報告XI』 熊本大学埋蔵文化財調査センター

熊本大学教育学部 1952『熊本師範学校史』

萩谷茂行 2013「統制経済下における陶磁器製品製造、流通の一考察～いわゆる 「統制番号」に関す

る検証～」『瑞浪市歴史賓料・保』2 瑞浪市陶飴骰料館

201 



l. （以町） 教脊年部附屈 小 学校校舎新‘菌その他」；事に伴う発掘，狐li't(1417 ・ l'143,J/，l1t地、19,i)

表14 1417 • 1443調査地点出土追物一魏表
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外II皿 5YR66 37 りな9穴"・・屈I920 外曲，A：色化註l:

答窃 8.0 IOYR7,:l 

LI径 内 ナ・r,JヽケII 内lluc10¥'RG 3 
6 弥9kt．荏 応杯 底径 14.4 男部）t 37り竪穴(I)、,;Pl6 

器窃
外・J-デ，ハケII 外 •lluo IOYR6 3 

口径
底記～脚部 内．•/·デ 内IlucIOYR7 3 庇郎に接合り（あり7 弥生1沿§

恵^  底往 37り竪9て(I:I、,；1'7
苔店

の一部 外：ヨコ •J··r. ハケ II り卜 1lu(• !(）YR7 :｝ スス t•I 沿

n径
内：皿転ナ・ア．ハケll 内1luc 75YR7/6 8 弥生」：答 'C, 底径 LIi~邸片 37り竪穴止11;

舒窃
外 ． I"!転•J・デ． Iヽケ II 外Iluc7.5＼'R7I(i 

口径 内：ナデ．ハケII.
内lluじIOYIU1 ， 弥生上岱 9& 底径 類部 1,i部片 指＊サエ
外．llucIOYR7I•\ 応り·竪9c; ｛ I•Ii P18 外面に沈搾 1[(1(.文あり

お沿i 外，ハケII

「I径 内.1・7.， 内：lluc!OYR6'・1 10 弥‘ti：器 碗 底径 111況祁I¥・ 5.'iサ堅火(II、9:P2 
器高

外：ナデ，ハケII 外 •llue !OYRu,1 

口径 内ヨコ•}·デ 11.J lluc IOYR61:1 11 弥lKI：器 売 底径 口1/t部片
外．ョコ•}·デ 外，lhll'IOYR63 

55り竪穴HJ,,;1'22 1 IHRlaこ，9，I9,.J.!Iあり
！祁？i

n径
内 ヨゴ）・デ 内lluじIOYH6/412 弥生i：器 イ＜ ！りJ 底径 口杖部I¥・
外＇ヨコナデ クt、Ilucl(）YR(i/4 65り竪火t1.I,S I ii~部に II,!：折り返しあり

器窃

n径
内，・/・デ，指オサエ復 内llucIOYR7/4 65り竪'i<il: I,9; 1iiり13 弥生上硲 碗 底径 n緑 ・胴部）ヤ

器窃 外ナプ 外llueIOYl{7/4 )i 

U径
内：ナテ‘．ハケ11 内，Ilue25Y6/2 14 弥LI9.I：岱 ・/.,_ 底径 類部）ヤ
外 '•I’デ ， ハ 'rII 外Ilue IOYR7/:J 

、17:；・ビ・I卜 外IIIi苅部に突9:iiあり
岱沿i

口径 2.S2 
内 ヨコナ・ア，削り i/・J I lue 10\'Rfi/~ 15 I:［力器 甕 底径 II杖部片
外ヨコ•/·デ，ハケ I I クト11uc l(）Yl{6I(i 

1!1りピ・1卜Pl(I
器窃

「liそ 内· 圃転•/·.，9 1'・1.lluc ~.SY5n 16 iii恵t:; 杯 底径 IIN部）:• 
外 !"I転•/·7' 外Iluc 2.5Y612 

I!)り・ピノト Pl
沿詞

11径
11、1-1"1転•J・デ

内lluc5Y;i/l 
17 ，，ii忠硲 杯 底径 底部）i

外 ． i"i転•I• デ
5Y7/l I!)りビット 1’4

‘"炉’9．9ヽ 99•,9． 外 •llucW7/l 

長さ 3.1 
内 11•J ・lluc ,Kは12.（91 ）{ g J 

18 Ti製品 /jil l;t全石幅 ,1.2 一部
外 外：lluc

I~サピ I 卜 l1riiは llで1JII-L棋あり，9/.さ 1.6 令t{ i 

II径
内．」：Itナデ．タタキ l人I.lluc2o Y5/I 

lJ、11ui に t'iiltil'i 文·外iiiに 1;t,（• II 文
19 須恵澁 吏 底径 捐部片

外．タタキ 外し11lle 25¥’4/2 
15りl.J」,（ あり

料窃 外面に1'I然柑lあり

口径
内ハケII I),I lluc IOYl<7/3 ,,、J1[1ilこ漬）i向のハケLIあり

20 弥生1：器 斐 底径 10.0 脚部1ヤ
外ヨコ•/· ·r. ハケ I I 外，llucIOYl<7/3 

泣含屈
外Ifii1こ絞Ji/：りのハ'ruあり

3“ご".,.,.999J 

ロ佳 '’•I IヽケII 内HIIL、IOYRG/ヽI
21 弥生J.:路 壺 底径 肘郎片 桝18位含K41・ぷi; 外1niに沈院 ．，r(伝文・如1み11あり

お窃
外屯さ 外，IlucIOYR6I•I 

nm 1,1.5 
内 19il転ナデ 内．I•luc7.5YR7,1 

22 l:師器 u: 底径 II柑～1氏部）ヤ
外 lnl転1デ 外lluc 7.5Y R7/4 

位f引vi
辟心i

IJ径
内 'lnJ転•I•9’

1村）luじ1(）YR7/4 射部外Iii1シ，h；色化糀I.
23 上げ路 H: 底径 8.1 胴部～底部片

外 ·f•I転ナデ．ナデ
外．Ilue 7.5YR5 6 伍含hi 外血底部にへうり）り鰭し後•I••i'あ

芯祁 IOYHi 1,1 り

内面にiIf文・外血に1、り1;,文・じ松
LI径 10.4

内 内 •IIし19、 9 0 文1ヽあり
24 磁岱 院 底径 3.8 はぽ完形

外 クiI I U (• 9 (） 桝II撹乱 店{1出 I~ ゴ i． ll'ilbl りによる連1f·-'l
器応 6.8 あり

応（？内に「 ,'iii!」銘あり． 9if•J

U径
外dl（こゴム版刷りによる松瓜文様

お 磁 t.’; 碗 底径 3.1 胴部～底郎）;-
内． 内 •lluc910 

桝 1•l撹乱
ふ）り

器高 外 外llue9 0 岱介内にtf.1'1盈り・「＊t:S.5Jあり
rii•t 

n径
内・ 内 11ul•2和＼．8I 外面にゴムRi1!11)による絹9,9i'，'文

26 磁芯 碗 底径 llll郎片 外： 外lluc2．和YSI 
撹乱 あり

笞応 内曲flltlざ．染tt

n径 7.2 内： 内11IICN8 0 外1(IIに金色搾あり
27 磁む 碗 底径 5.5 I 3 桝 l•1撹乱

芯応 54 
外． 外，llurK8 0 白磁

ui¢ 
内・ 内•Hue 7.5¥'8 I 

内面にlli水文・外面に9.9i，;，・文あり
28 沼硲 旧 底径 nit部It

クt• 外．llut7.5¥'8 I 
桝13撹乱 II錆あり

岱高 ,；；（J 

11径
内 lJ,1.l luc 9 0 内1hiにt¥文あり

29 磁岱 l[I 底径 1•1.8 明蔀～底部9;•
外 外lluc9 0 

桝1:i撹乱 色•;: ~;(.j
器高
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図 番号 れ物 種類（器椛） 法塁(cm) 残存 乱 特 徴 色 訊 出土遺構 岱 考

Iii済
l'•J , ナデ 11、Ill11e 2.5Y8/3 内面全iIii1こ昼／火枯 ・外面一部に灰％ .'l(J 切器 Ill 底径 1(）0 底部1:・ 桝1:3撹乱

器絲
外 1:r,台削り1111, タ>I Jue IOYR5/3 柚あり胎上flが1カ所あり

Ll if. 
内 11、Jlluc 2.5Y8/2 内1uiにUI水文あり:JI 囚 器 皿 底径 42 底名i;）', 1片13撹乱

,J999',,·9,• ャ•9 外・窃台削りII'， し 外lluc2.5Y8/2 沿if31人11こ材lltII花）＇／

I I i f. 
内 ナデ

11.1 llue 7.5Y5/l 
窃台内を9ぶき内外面にIf.釉あり32 困器 llll 底径 6.0 底部1', 75YR6/I 料14撹乱

粘翡
外ナデ．削り

外lluc7.5YR6/l 
内面に鉄柏による文憬あり

l l i各
内， 内lluc25Y8/2 :13 掬；岱 碗 底径 涅tii) ', •
外 '•)·デ 外.lluc2.5¥'8/2 

1)4 1•1撹乱 Jぐ石袖あり
器｝勺

Iii洛 内 1991転•I· デ l人Illuc !iY7/25Y8/I 
34 掬器 鋭 底径 3.6 柑部～底部）ヤ 外 訓転ー）・デ． :S:I 5!0.7!5Y5!3 jll! I-- 内外面に白釉 ・鉄釉あり

器，ii l"i転削りIllし タ>llue 5Y7/2.5Y8/I 

I Itt 
内ナデ I人llluc 2.5¥'IN/2 外liiに緑色柑Iあり

35 掏器 イ; lYJ 底径 9.3 底祁1;• 撹乱
器高

外 •I、デ 外 lluc7.5Y6/2 伐：付に砂IIあり

1 1 1怜 l'・l Hue 7/5Yl<3/2 

36 怜J 喘 ~; l!il 底径 81 底部1ヤ
11・1 ナァ’ IOYIW3 

料1:l撹乱 内外面に鉄釉あり

苦―/，団
外 •J・サ’ 外!Jue5Y7/I ょ次的被北によるスス付ィf

7.5Yl/4/4 

1_11令 86
I勾 •/··Y I)•l l luc 2.5YR516 l'i緑枯・紀柏 •(1ile流し掛けあり

37 掬船 t．瓶 底径 8.0 1_J緑～1』'(部）•＇i
外•/·デ 外lluc5YR3/2 

桝15撹乱
内野lll翌製

器心i

II径 116 
内lluc7.5YR6f,1 

祁 陶荏 七瓶 底径 1_J粒～胴符Iii l'J 回転ナテ’ lOYR51:! 
撹乱

内而の一部・外柑iUI点～租陥1こ欽

悩高
外 i"I転•/·デカキ II 外Hue2.5Y,l/3 袖あり

7.5YR5/3 

II径
1勾 匝転・ナデ

11・1 Hue 2.5Y,l/2 外面底部にスス付がf
39 仕J 器 十．瓶 底径 底部～Po t I; Iヤ

外 回転•}・デ
外ll11c2.5Y4/I 撹乱 外而1こ釉あり

器，＇,ti IOYR4/:l 即部貼り付け

uit 
内

内lluc2.:iYR4/4 
、10 l:.¥J 岱 l: 熊 底径 102 底部Ii

外ナデ
外lluc 5YRII4 料13撹iL 破t!ilililこススi・l沿

’•9t’'.,.,. l999 IOYR7/,J 

「lft 7.6 内，ナデ I}、IHue N3/0 内外1f1iに11<.袖あり
97 、11 似J 器 不明 底it I―I/対部1:・ 桝13投乱

僻窃
外 ' •I• デ 外 llucN3/0.N110 外iluに貼付文あり

I lit 
内悧II 内1111ぐ25YR3/I、12 凶器 用針 底行 胴部）·,• 
外 I991転•J•デ削り 外 llueIOR4/I 

撹乱 内外面に鉗釉あり
器，・:,;

II径
内指オサ-'・"1ill痕

内Jluc5Y6/2 鉄柚 ・透明袖あり
43 似J 器 itt物（猫） 底it 2/3 

外・｝・デ尺・！押し
外 Huc5Y99/4 桝13撹乱 l1人あり

器9'，T, SY6/2 底ni甜胎
I l i.t 2 5 

l /•I 内lluc
44 ガラ入製品 不明 底径 3.3 完 形 桝14撹乱 ガラス,1、1部に気泡あり

器1,ii 5, 3 外 外lluc

l l i f 
内 ナデ．りl状の I.Jし 内lluc5Y6/1 

45 Jt 粁）I，Ji. 底抒
外ナデ

外IIし1(、5Y6II 桝15撹，,L 内外ilil・如Ji面に森喰付杓
器科 IOYRG/1 

l l tf 
内指ナデ 内lluc5Y4/I 

46 瓦 §fu板1'L 底径 Jt'り部1}
外 1けナヴ' 外lluc5Y4/I 桝14撹~l 外面（こ＇ぷ屈付が 1

',),•',•· 9•••ヽr9 

I lit 
内 ナデ 11・1 lluc i¥3/0 ,17 瓦 軒11板瓦 底径
外 ，ナデ 外llucf¥:3/0 

桝14撹乱l 瓦当部1ぶ汰1';1寸ぷt
,",只"',".,' 

l_1 ff. 
内 •J·デ 11・1 ・II uc N3/0 91 8 瓦 紆II板瓦 底径 併1,1撹乱 内外lU1こ＇ぶけ付h咋

、999’.Y’lヤ9 9J 外 •J• テ’ 外llueN4/0 

17径
内 指ナ・ア J'J llue IOYR8/2 49 瓦 蔽水JI 底径 桝13撹乱

器窃
外指・）•デ タHlueIOYR8/3 

nt全
内指ナテ 内llue7.5Y6/I 50 j{. )L Ji 底径
外ナデ，削り 外llucIOY5/I 

授，IL
器窃

I I f‘t 
内ナデ 内Hue5Y6/I 51 瓦 九 K. 底径 撹'it

器硲
クト ナデ 外flue7.5Yu/l 

111洛 l人1999IIぉ：ナテ’ 11・1 llt1<・・ ¥OYR7/.1 
52 上帥硲 杯 底径 II/如部片

外 i"I転•Iデ 外llue10Yll7/4 
桝14批f,L

硲1:r,

11径
11、1 和l転•)· ·;' 内flueIOYR7/4 53 le．師沿 J，，ヽ 底径 底部｝｝
外屈lむナデ 外IIし1じIOYl{7/4

柑14批乱 底部に切り陪し痕あり
器，,・r,

LI径 内指•I・デ指オサエ． 内llue7.5Yl/7/,I 
5'1 J泊Ii悩 (ffi 底{f 底部片 撹乱

器硲
外 指・）・デ，指オサエ 外 lluc7.5Yli7/4 

11径
内・タタキ 内lluc5Y5/I 内面に ,'f-i位波．文・外面に格 r•1 1文55 須忠辟 亮 底l't 胴部）｝ 投fil

."p',t9••9 ・ 外タタキ 外Hue5¥611 あり

LI径
内 ・トデ．ハケIJ 内llucIOYR311 

茄 弥生土＇む 翌 底径 閲tli1i
外．ハケll IOYR6/4 投：舌l 内iliilこ．9.I．＼斑あり

} :;.,:［ 夕illuc l(）YR7/4 

I―111' 
内 1).J.lluc 

57 1tfり製品 (iiプラ シ 底ff. 先ク＃欠lli
外 外Hue

桝13撹乱
株杯
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VII 渡鹿地IKの訓壺

1.（渡鹿）体育館耐震改修その他工事に伴う発掘調査 (0819調査地点）

(1)調査の目的と経過

a．調査地と調査経緯

（渡鹿）1本脊館iirl姦改修その他こI又liは、大江総合迎動楊にある渡鹿体育館の耐虞補強 ・改修と 、周

辺の排水設備綽を吼冬仙する―|＿．．事である。

調究地．•.'.(は 、 大江総合辿動楊の敷地の悴jjlりに位附 し 、 北側には一段低く、野球楊がある。 1977年に 、

この野球楊の造成」→．事に伴い体宥館に近い野球場南東部を中心に発掘調究が実施され、古代の竪穴住

屈13奸が確認されている。また、1994年の排水設11lli工事に伴う発掘調杏 (9408・ 9413調査地点）では、

竪穴仕｝占や道路跡が確認された (2003［熊本大学梢内辿跡発掘講lオt報告 Ij)。

本工事は、1本脊館の床下を全面的に掘削するもので、既往の調壺成呆からすると古代の追構を壊す

"［能I•生が考えられた。 そこで 、 試掘調杏を実施したところ、柱穴と考えられるピッ トが検出さ れた。

この結呆を受けて、 J禾ド全i[liについて発掘調奔を尖施することとした。

建物内であり 、また外装改修のための防泄ネッ トが建物に張られていたため、非祁に1陪いなかでの

作業となり、十．府や辿構の見極めは困難であった。工事業者からは、照明器具の提供など協力を1頁き、

感謝lれし上げる。明確な竪穴住居は1軒のみで、その他．ート坑をいくつか確認した。調壺区内を南北に

買く迎路跡の両脇に無数のピット群が検出され、これらを延々と掘削し、測虻する作業が、本調森地

点の作業内容の8割以上を占めたであろう 。また、第二次世界大戦中に投下されたと考えられる焼夷

弾3発を発見し、作業を中断して1』1衛隊に処理を依頼する一硲もあった。

b．調査の経過

2008年9月8「1 試掘調杏実施。

2008:年10月911 一次掘削を開始。

2008年10月lOLI 作業員による発掘調壺開始。撹乱除去。

2008年10月1611 1位乱除去終 j’。第 1Ifli写具搬影。包含｝r1掘り下げ開始。

2008年10)Jl 7日 、廿蔵器検出、 2717に与凍．．撮影、採図。

2008年10月2211 焼夷弾を検出、作業中断。熊本県野 ・「1衛I隊に辿絡、処理。

2008年10月23U 第2而、辿構而泊掃、辿構検出作業、掘j'jlj開始。

2008年10月24H 追路跡、し屹穴住屈 (281)検出。

2008年lOJJ27 H 追路跡脇のビット1伴・鳥柊穴住屈 (265)の掘削 ・測拡開始。

2008年llH19「I爪機による第2l(liの除去開始。

2008·イI—•••11 月 2511 第3面の粘壺、 40余個のピッ ト検出。竪穴住｝叶 (265)の掘削 ・図面等。

2008年11月28|」 作業終了。

C．調査の組織

調子t 具：大坪志：：：f・

tli．尤Bill当 ：II I JI Iオ＜甜ii了・

発掘作業員 ：伊藤千代子 ・今村明美 ・杜末子 ・杜利之 ・後藤まや ・柴Ill道子 ・白石美智子 ・田上次

敏 ・ 川上利 ：：：（• ． iff｛淵俊子 ・ 中村怜子 ・ 西本あけみ ・ Jlll I I 1 ｛義介 ・ 早田咲百合 • 松井昭

:-r.松1胤i艶イ..松永一代 ・森｝IJ1jlジ(・ • 森） 1 | 殴 • 森田登
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1. (i)姐鹿）体育館耐店改修その他．：いjiに伴う発掘調究 (0819調介地点）

□ローロ
員
□言

旦

戸言

且

w
 

――l 
アーチェリー場

ー □

図98 大江総合運動場における調査地点位證図 (1/2000)

整理作業員：井上裕美 ・江口 路 ・鬼坂美枝 ・小山正子 ・首藤優子 ・末吉美紀 ・高松あゆみ ・長谷

智子 ・増井弘子 ・山薪早苗

(2)調査区の基本層序（図103)

本調査区は、熊本大学総合運動場にある休育館の床下である。予想外に、イ本育館建設時の撹乱の影

聘は少な く、古代の追物包含罰が全面的に残されていた。本調査区では、調査区西側で、南北の土）邑

を残し記録した。

1陪 (I-Iue10YR3/3)・ 2陪 (HuelOYR2/2)は古代の包含陪である。2陪が、これまでの各キャン

パスにおいて古代の辿物包含層を認識してきた土陪である。1陪はやや色が明るいが、質は2陪と同

じであった。このため、 11罰はこの上に堆秘していた席との漸移層の可能性がある。3陪～6)罰は

265号竪穴住居の埋土である。7陪 (HuelOYR2/3)は、視覚的には灰色に見える、粘性の高い土熟

である。ほかのキャンパスでは2陪の下にいわゆるアカホヤの二次堆梢といわれる暗褐色土陪があり 、

7恩はほかのキャンパスにおける既往の調査では検出していない。8罰はニガと呼ばれる粘性のある

土）図で、 9)図はその下の思と 9 /~ との漸移野である。 北側では 7 陪と 81罹の明確な分）芭はできなかっ

た。7屈以下は無辿物屈である。

(3)検出追構

検出した辿構は、道路跡1条、古代の竪穴住居2軒、土坑1基、掘立柱建物？ l棟、ピッ ト多数で

ある。調査は大きく 3つの土陀上面で追構の確認を行った。以下、調査面に従って記述する。
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Vll i)女鹿地区の調査
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1.（渡lJi)（木ff館耐震改條その他Iliに伴う発批凋査 (0819凋介地．9．'i.)
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I.（渡廊）体f渾酒l]よ改條その他 1：事に伴う発掘似，j布 (0819,v,'.j1t地点）
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Vil 
渡鹿地区の調壺
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第 1面

第1而は、いわゆる古代の辿物包含陪上面で

ある。重機による一次掘削で、包含｝芭の上面までの現代埋土を除き、

その後人力により撹乱綽を除去し、精壺した。図99中央付近に、北東

ー南西方向に並ぶちいさな穴は、体育館が建設される前の施設の名残

である。おそらく 、1951年～1973年まで当地にあった旧熊本電波工業

高等専門学校（現熊本高綽専門学校）の建物であろう。床を支えるコ

ンク リー l、製の束石が残されていた。これらに混じって、古代のピッ

トがいくつか検出された。既往の調査で、古代が大き く2時期に分か

れ、古代の辿物包含陪に対する掘り込みにやや白っぽい土が埋土とし

て入っていることが知られている。本調壺区でも、そのようなピッ ト

が確認されたが、掘立柱建物となる配列はみられなかった。

第2面

第2面は、 古代の追物包含陪を除去した下に現れる、II音褐色のいわ

ゆる地山と呼称している陪の上面である。第2而では、古代の辿す前を

検出した。
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実測図 (1/100)

＜竪穴住居＞

265号竪穴住居（図104• 105) 

281号竪穴仕居は、調査区の西側中央付近で検出された。医104のと

おり、 11況．居の中央幅1.5~1.7mを残して東西の両側は批乱による削平

をうけている。現状では4.5X 6.6mであるがプランについては、後述

の通りである。住居の主前1iは北を向き、やや西に振れる。西側は大き

く削平されており残っておらず、深さのある柱穴がかろうじて確詔で

きた。東側も一段低くなっており 、ほほ削平されていた。埋土と考え

られる、周囲よりも黒い黒色土を除去して、一応のプランを設定した。

この範囲では、磁物はほとんど残されていなかった。住居の南壁のプ

ランについては、東側で設定した位似とは若干ずれが生じた。東側と

段差がついており 、また西側も削平されていることから、住居の南壁

立ち上がりと考えられる箇所は確認できた（図104ー①①＇）。しかし、

南墜のラインよりも20cmほど南側、住居の外に該当する部分からも、

土器が出土した。そこで、確認のために、土器周辺の柔らかい部分を

掘削して、そのプランを記録した（図l04 —②②'） 。 辿物は床と同じ

レベルから出土することはな く、上部のみであったので、辿物が押さ

れたものであることも考えられる。ただし、土陪断面からは判断され

る南壁の位岡①とは元来大きくずれており 、図105と後述する柱穴と

の関係からすると、東側の南東隅とこの外側のラインを結んだプラン

は、ちょうどよい位附である。住居の中央部、撹乱をうけなかった部

分では、硬化面が全面に残っており 、辿物も出土した。また、ちょう
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1.（渡鹿）体脊館耐姦改修その他工事に伴う発掘調査 (0819調壺地，1．’・＇.）
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VII 
渡／Jじ地1メ：の説l究
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l鼻 (iliUlt)1本宥f部j1媒改修その他工事に伴う発掘調究 (0819調究地点）

ど術の部分も残されていた。砲は住居の北壁中央に作られていたと考えられる。焼土と粘土を除去す

ると、袖に相当する箇所に砂岩の支柱が立っており 、1iilは焼土と焼けた床面が出され、燃焼部と考え

られる。周辺には、術の部材と考えられる砂岩のブロックが散在していた。

柱穴は、住居の4ケ所で検出された。南側は265-5と265-6の2本が、この住居の柱穴と考えてま

ず問題ないであろう。対になる北側の柱穴であるが、深さ等を考えると、265-3と265-4、もしくは

265-3と265-7が適当と考えらえる。265-1と265-4の組み合わせも良いと思うが、 265-1はほかの

柱穴と比べてやや浅い。いずれの組み合わせでも、並びの小川は北より若干西を向き、北壁とほぼ平行

する。これらから、住居の東南隅とやや外側に位骰するとした中央部の南壁ラインを結ぶと、北壁や

柱穴との平行関係もよい。この場合、柔らかい土器を含んだ部分は、南塵が崩れたと考えられる。イ主

居の南東隅は、現状でもやや西側に入り込んでいる感もあり、東壁はやや東に開く 可能性もある。こ

のようなプランの復元も考えておきたい。出土辿物は、土師器や石器類、臼玉が出土している。臼玉

は、箇王状のものを輪切にして臼玉に加工する途中のものがある。切断する箇所の印として細い溝が

刻まれている。ほかの出土した臼玉は、使用の痕跡があるが、この住居では製作もしていたようであ

る。

281号竪穴住居（図106)

281号竪穴住居は、調査区の北壁中央、やや西寄りで検出された。古代の包含陪上面では確認でき

ず、第2面で確認した。残された掘り込みは非徹に浅く、 265号竪穴住居同様に、プランの把握は困

難であった。現状では竪穴住居の主庫庸は北東もしくは北西のいずれかで、緊穴住居の南東隅もしくは

南西隅が検出されている状況である。現状で3X 3.6m程である。2ケ所の壁は、いずれも弧状に膨

らみ住居の隅が鈍角になった形：I犬だが、硬化而の範囲から住居のI翡が本来はもう少し南だったと想定

される。住居中央から硬化而が広がっており、一部焼土と粘土が検出された。術の部材としては、検

出位四が適切ではなくこの住居に伴うものかは不明である。出土辿物は、土師器甕の細片が出土して

いる。周辺の既往の調壺例では、古代の住居の主軋IIが北を向いておらず、 一概にこれを古代以前の追

梢とはできない。周辺の状況からは、古代と考えられる。

415号竪穴住居？ （図107)

281号竪穴住居の東側に、焼土と硬化面の一部が検出された。おそら く、 墜穴住居があったと考え

らえる。図107のように、一幣は、無数のピッ ト群があり 、415号竪穴住居は、後世にこれらのピット

群によって壊されたものと考えられる。出土辿物は、土師器の杯が出土している。

く道路跡＞ （図100・ 106) 

道路跡は、調査区の中央やや東寄りで検出した。周辺より固くしまっており 、やや盛り上がって南

北方向にイ111びていることから、道路跡と判断した。北から約6.5~9 mの間は、図100にあるように撹

乱があり、その影孵で途切れている。南側の端部は不明である。拉乱より北側を「道路北」、南側を

「道路南」とする。道の幅は、道路北の最も広いところでは約1.6m、道路南の最も広いところで約1.2

mである。道路は窪んだ地山に土を盛っており、南北の土陪断而から 3陪を確認することができる。

しかし、これが一度に盛られた土であるのか、補修などによ って随時盛られたものかは、不明である。
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く土坑＞ （図107)

539号土坑は、調査区の南東部で検出した。l.93X 1.43mの隅丸方形で、北側がやや幅広くなってい

る。深さは0.46m程で、土坑底にあるビッ トまで含めると0.9mになる。土坑の中央部付近からは、深

さ10cmほどで、土師器のJ不（図108:9)が出土した。さらに、その真下20cm、土坑底部付近からも

土師器の杯（図108:8)が出土した。これら以外の出土辿物はない。蒻の可能性を考えたが、人骨

などは検出されず、埋土には焼土なども含まれなかった。祭祀用土坑の可能性も考えられる。

く掘立柱建物＞（図107)

調査区の北東隅で、5つのピットを検出した。杜痕が確認できたため、掘立柱処物の柱穴である可

能性がある。現状では、 1 X 2間で、北側に展間するかは不明である。いずれも、深さは0.3111で浅

いが、本来は上位の土屁から掘り込まれたと考えられる。

＜骨蔵器＞（図107)

500号骨蔵器は、調査区の北東部、道路跡北の東側で検出した。古代の姐物包含陪を掘り下げる作

業中に出土し、埋納した掘り込みは確認できなかった。骨蔵器は、土師器の甕 (IXl108: 11)にJ!Tl

（図108: 10)が被せてあった。中には、焼骨が入っていた。頭盗骨と考えられる骨片は小さく、縫合

線が明瞭で、小児ではないかと考えられる。

くその他の逍構＞

約400個に上るピッ ト1伴が、逆路跡の両脇で検出された。ピッ トのほとんどには辿物が無いか、細

片のみであるが、大きな土器の破片が重なった状態で出土するものがまれにあった。道路跡北の東側

では、ピッ ト群が重なり合い、列状になっていたことから、当初は溝を想定してil』削をIJfl始した。そ

のため、 一連のピット群の上部で検出された辿物は「303号溝」のものとして取り上げている。これ

らは、ピット群が埋没する過程、あるいはその後に堆秘した辿物である。ビット群はおおむね逍路跡

を避けて分布しており 、古代の追路と機能的なつながりを持っていたと考えられる一方、南側では分

布がやや希痺である。道路脇に設骰された柵などの：）J足跡と考えられる。

第3面

第2面のいわゆる地山とする土IMに、縄文時代後晩期の土器がたびたび含まれることは認識されて

いた。また、黒髪南地区における既往の調壺｝戎呆では、地点によっては地山と称する士／竹のかなり下

位から縄文時代早期にまでさかのぼる追物が出土することも判明していた。本調査区では、やはり縄

文土器が小砿ながら出土していたため、第2「(1iの下のlfi1に辿物が包まれるか、また辿梢の有無を確認

することにした。

265号住居を残し、第2而の調査終了後、訊機によって徐々に掘削を行った。廃土はベルトコンベ

アーで排出し、その際に作業具によって辿物の有無を確認した。全面を0.6~0.9m掘削した。その結

呆、第2面の深いビッ トの底部と思われるもののほかに、ピッ トがいくつか検出された。辿物の出土

はない。なお、第3面の南側に掘立柱建物のように並ぶ大小のピットは、第1面で確認した投乱坑の

中の構造物にかかわるものである。
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l. （渡｝J［）休脊n,i柑i•l娯改修その他」：事に伴う発hlばl査 (08 1 9調査地点）

(4) 出土迎物（図108~110)

本調査地点では、而籾や全体の保存状態に比して、辿物の出土が少なかった。出土した辿物は、古

代の土師器や須恵器、近世～近代の磁器、若干の縄文土器や石器などである。

265号竪穴住居出土追物

図108:1 ・ 2は土師器の翡杯である。 1は脚部に縦方向のヘラ削りが施されており、杯部はLI緑

が外反する。2も同じような特徴が観察できる。3~6は土師器の甕である。11緑部は肥厚せずやや

痺手である。盾が張り 、丸味が残る。8世紀後半～9世紀初頭の時期か。

415号竪穴住居出土氾物

7は、 土師器の杯である。底の外面には、ハケ目と考えられる筋がある。表面の剥離；が著しく、天

草砥石の文様のような）j合士が観寮される。9世紀初頭～前葉と考えらえる。このほか、 415竪穴住）苫

からは、土師器の細片が数点出土している。

539号土坑出土迎物

8と9の土師器の杯が出土している。9が上位で先に出土し、 8が底部近くで、 9のほぼ真下で出

土した。8は器聖が1旱<n'［線的に浅く（短く）立ち上がる。2ケ所にススが付豹しており、灯1リ]JIii.と
して使用されたことがわかる。9は器壁が薄く 、大きく広がりながら立ちあがる。底部には邸台のよ

うな段が付き、 9世紀中菜～後半の特徴を示す。

500号骨蔵器

小児骨は、 11の土師器の小型の甕に収められ、 10の土師器の杯で蘇がされていた。10の坪は大きく

直線的に開く 。11の甕は、 1_j縁から底部まで均一の原さで、口縁は上向きに開き、反らない。9世紀

前半代か。

303号溝出土追物

303号溝は、辿枯：のところで述べたように、道路跡の脇に群梨するピット群の上部を一枯したもの

である。図108の12~18までが303号溝の出土辿物である。12は土師器の杯である。器の表而はほとん

ど剥がれ落ちてしまっているが、 n縁部に屈Illlの段があり 、底部はヘラ削りであることは観察できる。
13は土師器の杯で、底部外面にはぶ！ふ判がある。14は土師器の甕で、 6によく似ている。15は、（1瓦もし

くは把手付甕の把手である。内ifiiのカーブからすると、把手付甕の可能性が邸い。16は須恵悩の碗で、

長くはないやや耕lき気味のi,':j台から一体となって、杯部が立ち上がっている。17・ 18は須忠悩の甕の

口縁～肩部である。19は布目瓦である。

その他の追構および包含阿出土追物

20は19号ビット出土の上r:ili器の杯である。9と同じく、底部に段がつく。21は古式土師器の複合口

縁壺の口縁部である。22は355りピット出士の瓶もしくは把手付甕の把手である。23は354号ピット1，1'1

土の土師器の碗である。器祐jが高く大き<|削く。9世紀前半代か。24は413号ピット出土の土師器の

甕である。口縁部が隙手で横に外反している。胴部がほぽ真下に降りており 9世紀前半～中菜のころ

と考えられる。25は428号ビッ ト出士、26は481号ピット出土の土師器の碗である。25は先端が尖る高
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Vll 渡鹿地区の調査
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図110 0819調査地点出土逍物実測図3 (1/4) 

台が付き、大きく直線的に削く 。91ll：紀前半のころであろう。26は、長く大きく開く高台が付き、杯

部は直線的に大き<|}flいて仲びるが浅い。9枇紀後半以降であろう。図109:27~33は、第1而上而

および第2而検出1時・辿梢検出時に点あげした辿物である。27は土師器の杯である。底部の外面には、

大きなタタキのような凹凸がある。底部付近には段があり、 9世紀代中菜～後半と考えられる。28は

須恵器の盗である。6世紀後業～7・1仕紀初頭のころか。29~33は須恵器の杯である。29は蘇受けが付

いており古相を呈する。28と同様、 61It紀後葉～7世紀初頭のころか。30は丸味のある杯部に低い高

台が付く 。8世紀後策か。31は断而が三角形の短い商台が、 J不部の内側に付く 。8世紀前半か。32は

裔台がなく、底部からやや内湾しながら立ちあがる。33は、外に開く翡台から、杯部が一休となって

耕lきながら直線的に立ち上がる。これらは9世紀後染のころと考えられる。34は須恵器の甕の胴部片

と考えられる。35は32号ピットから出土した、土製の木築猿である。 36は刀子である。 37は磁器で、

碗の盗である。38は16号ピット出土の陶器の湯呑である。小代焼である。

39~44は縄文土器である。 39は太郎辿式の深鉢形土器の「l縁部で、沈線が二本と｝磨消縄文がほどこ

されている。40・ 41は磨消縄文と沈線、対向弧文など太郎迫式の特徴をよく示している。42は三万田

式の深鉢形土器の口縁部である。口縁部の内外にそれぞれ1本の沈線がある。43は、深鉢形土器の胴

爵Iiの屈1111部と考えらえる。上下に沈線が施されており、器而は磨かれている。太郎迫式と考えられる。

44は彼状17縁の波頂部で、押）土による刻み状の施文があり、口縁には波頂部に向かって沈線が一条施

されている。右の沈線は波頂部付近で途切れている。内而は緩く屈IIIIし、屈rill部には細い沈線が施さ

れている。二万田式である。

I図1109: 45～図110:55は石製品・石器煩である。45・ 46はti:｝石を鉛節状に加工したもので、チョ

ウークである。47~49は汁9}石製の1::1玉で、265号住居から出土した。全部で完形品は9点出土してい

る。50は磨石、 53・ 54と図110:55は台石 ・石Jill．で、 1史）廿而はよく磨れている。51は黒曜石製の調整

剥片、 52は黒Ili'i:石製の打製石鏃である。
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1. （渡鹿）体育館訊此改修その他工事に伴う発掘調査 (0819調査地．,.'n

(5) まとめ

本調査地点は、大江総合迎動場の敷地内において、 1977年、1994年について 3度目の発掘調究で

あった。前2回までの調査で19庫干の住居が確詔され、大江総合運動場は旧託麻郡の中心となる大江辿

跡の一端を形成していたことが判明していた （図111)。今回の調査では、試掘時には辿物包含陪以下

の土野の追存状態が良いことから、同様に古代の媒落が検出されると想定された。

今回の調査では、明確に把握できた竪穴住居は2軒のみであった。本間査地点の北東に位附する

1977年の調査地点では、 13軒の竪穴住居が検出された。1994年の調査では、9413調査地点 1トレンチ

w
 

＼
 

＼
 
¥‘ 

薗 l1召和52年問騎 地区

■ 1次，U紐トレンチ
● 1次謀崎試掘

■ 2次瀾杏 トレンチ
□0819調査地点

O 20m 

し一， 1 1 

図111 大江総合運動場における既往の発掘調査地点位箇図 (1/2000)
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V11 渡｝舵地Ix．．の批l森

で 1軒、9413湛隣地、1,'.i:3 トレンチにおいて211叶 （同じ場所に諏複）、1977年の調査地点に最も近い9413

澗究地、1~( 4 トレンチで4軒検出されている 。 このような住｝，::の分布状態からは 、 1977年の調査地点と

その束側が集落の中心であり 、西1J!Il・1H1ILj側に位；；りする9413調森地点の 1~ 3 トレンチと本調査地点

は仕｝けが散没な、 1j！心から外れた地点に位i;/［すると考えらえる。

1994年の調査II寺に 、 9413謡国地、1•Ii. 2 トレンチで道路跡が検出されており 、位・i性や方向などから、本

調壺地点で検1,1,1した迎路跡はこの追路の続きと考えらえる。1994年の時点で、本調査地、点の西側約

100m付近を‘1り［追 （西洵珀）が通ると予想され、大江総合述動場で検出した道路跡は坪炭に相当する

と推定されていた。その後、本調究地、1.'!：から南附西に糸り130mの地、I.li、大江辿跡群100次調査地点で西

湘逍が発見され、坪檄であることは確実であろう。追路跡を調壺した際にみられる、道路脇のピット

群は、人や十．の佼入を防ぐための柵や杭の跡と理解されている。本調査地，点のピット群も同じものと

理解できよう。ただ、1994年調杏時の追路の両脇では、ピット群は検出されておらず、本調裔区部分

の範Ullにおおむね限られるよう である。本調究区には特別かわった辿構はなく 、この範囲にのみ柵や

垣のようなものを設ji1i:する:f!I[由は不明である。

1994年の瀾脊では、、(1:），叶や梨裕の中心年代は8・111：紀中菜から後半であり、 9世紀代に下る役料を欠

く、という結呆であった。今I川の調森地、I!．［では、8llt紀後半のものもあるが、9世紀前半～中菜まで

の政物が中心のよう である。既往の調査による大江辿跡群全体の動向では、郡家や国府の移転などに

より 、9・1仕紀中葉以降に縮小（煩向がみられる。本調杏の成呆は、 9世紀前半までは、大江総合運動場

―‘:；｝の集落も存続していたことを示している。ただし、染落の中心に近い1994年の調壺地点で、9世

紀代の生活のお［子が見えないということからすれば、単に9ill:紀前半までは集落が拡大していたとい

うことはできない。人汀．総合迎動場一術に展l!rlした机落の終焉時期とその様相の把握は、今後の調査

に期待される。

表15 0819調査地点出土迫物一究表
図 岳丹 遭 物 樋類（諾揖） 法量(cm) 残存平 1、l 徴 色 謂 出土ill情 偽 考

内． lり転•I•i’.hilり． 265り堅穴(El8ぬ19
I Jif I I 8 内lluc75YR6 6 祁5り竪穴itl、.;1．り辺東

109 I L&~硲 高H・li(if 120 勾2:｝ け？さ 外 lltl(•7 5YR6 (; ！し＼色1：1:,1303サt111l、1
む店 1:1.0 外，［991,:,•J .i`. nIIり

!！．＼色！•Kimサill

I l if 内． I991t•;•I• ，，．削り 内llue5YR58 265サ竪穴i1:J,,; 赤色化村 I:2 l: t bお 邸 H fi£ { f '：記一t附切j. 外Iul9」• •J·f NIり 外'Huじ5YR5G 
料応

I lif公）（） 11・1 (≪ltd・デ．が1り 内Ilur 11)Ylし7•I 2（るサ竪9:：(IclSa
3 i r, h t; 

直^  l1'(if Illふ記1'，・ 外'1,;1転ナデ， 9ヽケII外・llue IOYRi -1 26.対•製9tit1,9;(t下げ
沿在

l l if l8.I) l)、1↓ I991転ナプ・削り l'i. I I tle• 5 Y R 5 6 265り竪穴fU,,;．:-:U3 赤色化粧上、I 1-m, 虫4 Ji(i f ー引氾I¥・ 外Iul転ナ・9’.IヽケII外・ I Illc 5YR5 6 
岱杯

I I t f.5.（） 内'・h'.n:JIJ lkl. l luc 7 5¥'R6 (i 26.うり・堅穴it/,'：Xol・ふ 外面一部にスス f•t n
,) I切 1:； 央 I,'（If I Iti～柑郎I¥・ 外 ➔-7', IヽケII 外IIし1(、75YR7 (； 7・ゞl, 外uiやや風化している硲ヤ 2あり・竪穴i19屈カマド9 9 99 

265サ竪穴0'1;;;-;,,1 ふ
I lit 300 内 1999 転•/· )' 削り l人1,I Iuc 7,5¥’I<696 3 泊12.265りもt9tit1が応F 外由i一部にススi・l沿[l Iant; 史 最）、if公）．2 119i～脱祁1; 外 1991令」． •I- 9`‘. 9ヽケII外．IIuc 5Y I<6 6 265り•?'，tt ft1,,；-IAl辺令f!;t；；心，

,11 

I l(f 1’•I Il il転 •J•7’ 削り 内'IIuc 7 5YR7 8 、115り•ビ •I 卜 底部外面にハケLIありI ばり茄 M・ 底{f 7 4 Ii(ii; l i 外・1"1転ナヂ．削り 外： lluc7.5Yll7'8 t祁℃

1 llfり0 内． i"i転・）・デ．削り 内 IIし19•7 5Y R7 4 539り・i．坑冷I)'(f 内外面一部にスス付<l8 !・.的閤 灯IりJill 底If 70 はぼん形 外i"itぷ）・デ．nl1り 外llu,・7:i¥'H716 印9りi：坑沌3
器府 2(； 

I lif 10.7 l'・J. 1"1+i.-1 .. ,'. n,1り 11、II I ut• 5Y R(i (i 
氾9サi:htt1 l’.t1l t: 飯 底if 67 Illよ完形

外 ' [99l転•I •ア． n,1 •J 外， lluじ5YR6 (i 硲高 53 
I lit Iり．6 内 ' 1991転•1--r.n11 り 内'llue5YH7/6 50()り・it泌｝：；

10 I.帥硲 ltl IIt1 f は1r;,:形 外i"Jt,.・/・','.り,1り 外llue7.5YIW/l !.1．'，色 l.K,1303り•i//i外
器/,¥,,1:l.'i

I Jif 19!) 内'i"I転・/・デ，指',-.,,' 1’•I I Iし1c• 7.5 ¥’Ii 6 /3 ,J()(）りす↑成悩 内閲に指頭II:1J（ありII I：帥i，； 小児滋竹史 底t'f は1よ＇ん形 削り 外lluc 75YR6/91 、9.I.！色 I://紐03り・i青外t.，¥,f6 1 • 1.5 外． 199l ♦,.·/· デ． hll り
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1. （渡鹿）イ本ff館耐；，梵改修その他 1:•Ji•に伴 う発掘，淵1r-: (0819,u:l在地点）

図番号泣物種類（器稲）法羹(cm) 残存串 特徴 色詞 出土n構 偽考

I 1/t, 10.0 .. JJ,J ➔•-,、 n,1 り 内 'llue5YR6/6 り．＼色1屈303り消ベル I・外I(li ・部にスス 1•t 杓
109 12 上師器 杯 II(it (1は'9Uf; 外：ー／デ，削り 外 Hue5YR6/6 ' ・ 赤色化梢： I.

1,,邸 7▲(；

I Itt )＇ μ、) i")転｝ア 内． lluc5YR6/6 ＂．＼色土lvl303り溝I勺ヽ19 1恥＇｝あり
13 上師路 J.f. h~" lfc ’ヤ 78 Ii(部 ， ク..➔•'f' . NIJI) ク>lluじ5YR6/6 " 

知， 9』

I i!'t. l6.0 内：岡転ナデ．n:Jり 内 lluc7.5YR6/6 II.I色l・ll!l:J03り渭
14 j:t5甜 売 Jim' 1 IN-!MnllJ¥・ 外 [99lt，;•I・デ．ハ'rll 外 lluc7.5YR6/6 ・ 

:1:；(.1j 

l liF I9・I I991紅•Iデ削り 内 llucIOYR7l4 
15 j・・的硲 妖 1,tit 把 f・ 外． I999転ナf nl)り． 外 lluc7.5YR6/6 :！.I色 1.：K‘!303:；•j苫

芯，＇，了 指オサエ

11¥f 内’佃転ナデ、削I/ 11, Hue 7 EY7 l !.I.＼色」大り303:；•i胄9勺巾
16 1fl氾芦 碗 1，.'if. 78 Ii(節片 外 lulしri・デ．削り外． Hue7.5Y7、1

器高

内 Iul転•J· デ． 限旦層303り清I咄：央 ；心 ,rぷ -'-1)
nit 123 ”̀●̂  ＇りて J!'1（ 内．Hue5YRl12 :.'•1色 i浅9303りi鼻I咄， 内曲I:199!l/1，．r.mo)

17 須屯笞 甕 底“往 111.fi；；I, り卜 hlt：ナ;,.n：J I)．外 Hue75Yi/J '.1¥色i：冶め3ザFi鼻外 外面1-[l"Riiiif•9,1 
岱店 タタキ ' 

内 1991転ナデ．n：Jl)． 
I lit 19.0 •Iiて）月I! 1<1 • Hue :-is 0 黒色t．屈303サF！鼻内

IS 須！ど答 甕 9,t1f l l9計部9;• 外： !nit?.・/ヽ・デ，削り，外 llue7.5Y5 I 
岱店 ハケLI.タタキ

jとさ 66 衷釦1 咲 Huei 5Y5/I ""'........mが’.,塵クi 
19 Ji ~illll: 糾 7.6 餃片 ".,．デ罰り ｝<. Hue 7.5Y7/4 芯巳9.F“̀m)'99.. 

Iヽ！さ 26,< ・ 

l」tf 内 l"I転ナデ削り 内 Hue7.5Yl<6/6 ¥9f月2,ト
20 J:Mil, )小 Iktf 6 2 底部片 外 [nJ転・J-デ．削り 外 'Hue7.SYR6/6 

t祁勺

「ltf: 内.[uJ転ナ・f削り 内 Hue7.5YRi/6 ピ I・ 
21 ，い •，俎 II(f t Ill'}.郎／i 外 1991転ナデ，削り 外 Hue7 5YR511 87ザ '9

.'"’}99,9．ぐ99 

I I It 内・ ri1）り 内 11ul91(）YR7/3 355リ・ピッ I・
22 I•」計」 な§ HK Ii(i怜 i! F 外’指•J、デ指オサエ外 llue7.5YR7/4 

}’̀＇r ,・1，9 .,. 1} 

I If/: 17.G ,, - 11・1. i"I~云ナ7'.hllり 11、I.Hue 7.5YR5/4 35'1りピット
23 _l帥粘 llii 11(1を hJIIh クト 1991令云1•テ’りIJ り タト Hue 7.5YR6/6 

岱高 ， 

11/'f. 262 .＇"・ I';: l"I転ナデ．削り 1J、IHue IOYR7/2 4l3サビソト II柑部にススi •I 沿
24 -!:師硲 亮 /i~ff 111点，；t91 クト・[991東i.・/-テ’．ハケI_1外 llucIOYR713 

岱莉

1m 1．1.．6 ．．． 内： 1991転ナデ．削り 11、Illue 7.5Yll7/8 、128サピット
25 上師器 碗 l1(/f. 6.6 "'形 外 1991転•I••ア削り外 'llue7、SYR7/8

器祁 5 3 

481り・ピット
II径 13.0 内 '(nltd•デ ． 削り 1勺 Hue 5YR6/6 9.＼色tk1:l03 り•FI青外

26 l:t百船 碗 1必往 86 約1、3 外 I99（転ナデ．削り 外 Hue5YR6!6 ...ロ：純9咋
硲~ぶ 5.3,..""'""

Jiff ·• I/..l'lnl転•I••ア削り l/..J Hue 7.5YR7/4 包含NI)9 底伽外1T1iに1’(11刃E1i（あり
110 27 上約岱 杯 麻径 72 ,'，郎I, 外 ~,)ti.·/· デ． n1J1) 外 lluc7.5YR7/4 

俗店
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I l i f l 1.（） 1'-1 l"ltd• テ'nlJIJ (AJ lluc 7.5¥"5 I 包含層P2
28 珈g器 み 1Ittf. 1 3 外[")転•I・デ． nIJI) 外・ lluc 7.5¥'5l1 

む/.Y, 3．応

I I t f l l.（i 内 19919砂•i'. 削 I) I人Illue 75Y5/) 包含I,!P6 (281 :;-が穴
29 項,恵苔 u、 1氏(t 1、3 外 19919ぷl・・r.ffl)I) 外 llue2.5Y5/2 {1:1＆閉）

路高 •1.0 

I I t t 内 Iu1転・ナデ削り 内 llueN6l0 包含J;JpヽI
30 須恵芯 碗 底径 5.3 Ill 外： Pl転・rデ，削り 外 HueX6 0 

沿？ぶ

II径 . I勺： I991転ナデ JI.I. Hue 5Y61I a含lclPI
31 lfi恵器 碗 Ji~rn 8.2 li.Hlil¥ 外： ［991転・rデ削り 外 HueIOY511 

t；；窃

I I I f Iり 19919詞~デ 内 lluc7.5YR5/~ 包含hil‘5
32 須忠膀 鉢 ｝i,lt i.O 1/3 クト ， い1転•}·•ア，削り 外 'lluC 2,5YR6/6 

t9莉

nit. l:i.9 内・ 1ヽ,,転・）デ削り i!.J lluc o¥'6/1 a含肘Pl2
33 須也閲 院 IIttt 8.8 1/3 外 Inf転ナデ削り 外． lluc2.5Y6/1 

閲tr; 8.05 

内・ l"I転ナデ．削り．
l l i f •IiてJl.fJ! 1'1 lluc IOYR5/3 包含hii1,．i 

34 須忠器 央 Ii£tt i卜樟Ill', 外 l"I転ー）・デ， Ji~II り， 外 llucIOR5/3 ' 
辟店 タタキ

）形 I It怜 内 ,,、I1-luc 32 :；・ビッI・ 舵部の公1沿
35 土製品 （木‘栄猿） lti(祁1消？； 一部 クト 11i•I•7‘ 指オサエタト 11uc

Jとさ 12.7 11、,. 内． flue 清！ふ一括 柑郎にII釘i.（あり
36 5天製品 ）J r・ ¢り 1.8 外． 外： Hue,,,.さ ().3

I l i t l l.8 内・ h1転•J・デ，削り 内： llueIOY8/I 出りピット
37 磁岱 社 ）1Hャf. Illゞ部I¥・ 外・ [9919.←｝・デ．nI）I） 外． lluc7.5Y8IJ 

む，"'

I l it l(）．7 ., 11.1, I991転ナ7'，柑釉 9勺 Hue5Pll6/l 6"ビット 小代焼
38 仕J 謀 湯(i liHt I Jl~r.1,1, 外 19tl転ナデ拷袖 外 Hue5PB7/I 1,i 茶色地1～乳II色の色付けありt:;店 ・

f J(f 内ナデI~さ 内 'flueIOYR8t3 辺（北t:llJ・祁
39 縄文1••沿 浅鉢形j・・岱 li([f I ll~f.f,/\· 外． •I・デ．屯さ 外．HueIOYH8t3 ・ 

お店

flit 内・-J-デ 1:1さ l勺：Iluc IOYR6 2 肌色 1層303:;• Fi青外 序ii1縄文
40 縄文t．笞浅外形1．岱／iE!t LU~即： 外•：ナデ．＂1さ 外 HueIOYR6 I ・

:；；応

nif ' Iり ナデ Ii1さ 1勺 Hue 7.5YR5 I 2おり竪穴住店カマド Hiin縄文.JJ 縄文上お Sが形出g,KIt 胴郎～1,/部），•外 ·ナデ．1/：さ クtllue 75Y!｛5 3 "",•,:­
•J9•’’ 



VII i／如龍地区の調査

図 番号 辺 物 種類（器椛） 法盪(cm) 残存平 特 徴 色 罰 出土泊構 協 考

口径
内ナデ，lifさ 内 Hue7.5YR7/3 

110 42 糀文七器 3本形t器 底径 腹祁I:• 
外 ナ・デ、lifき 外 Ilue 75YRS/l 

265サ竪穴111,，；ヵマド
'!.§高

n径
内 •)・デ 、 Ji! き I1、ll lue IOYI<5/2 

、13 縄文土器 浅i卜形•I•．器 底径 胆部1 ;• 303サ消
悩邸

外 •I•デ 9代き 外 lluc7.5Y~G/3 

II径 内 •J・デ 1/§き fAJ llue IOYRS/2 
44 縄文土器 深鉢形•i：料 底径 「Ifゞti)'，―

外 ナi',lifさ 外 llucIOYRS/3 
265号竪穴(11、ヽ；•

器店

石製品
長さ ：｝．2 

内 11、I,lluc 
45 ゎ• ?;； 

（チョーク）
船 II 破 1',

外 外 lluc
18りビット 1((品7.0g

l'/.さ 0.95

11製品
艮さ 26 I勾 内 lluc,16 析器

（チョーク）
t:i () 6 完形

外 外 lilIC
30サビ・I卜 煎址1.7g

lqさ 06

1/df 0.75X 

47 1i製品 「IJi 0.73 
完形

内 ・ド lluc i.5GY8/I 
265ザ竪穴HI,村h28-1舌 煎批03g

{li各 0.30 外 初 llueIOY5/2 
I'/.さ OJ,1

直径 0.i()X 

48 石製品 F-1 clc O.il 
元形

内 'I''lluc IOGYG/1 2岱り竪穴f11,'；池28一括 if（ito2g 
孔径 ()3 外 側 Hue5GY4/l 
印さ O.:l 

I(9• It o.74 x 

49 右製品 f•1 :r. 072 
完形

内． 'I'・ lluc 2.5GY7/I 
265り竪穴fl:I；；；.瞬8-括 ifぶ 0.3g

1 L i f. 0 34 外 訂 ,lluc 2.5GY5/I 
印さ 0.35 

長さ 10」
内 内 Huc

50 イI i:i II¥ li 船 6.6 、必形
外 外 'Hue

265サ竪穴イ19心池6 1（（荻322g
/9iさ 3.1:i

Jとさ 3.2 
内 内 llue

51 石器 湖整ポI）}i 船 1.6 完形
外 外 lluc

45:;• ビッ ト J.:. ＂伍l2.3g
If/さ 0;15

長さ 3．ヽI
内 内 lluc 煎址23g.:.11耀石

52 石器 石鈷t 船！ 1．邸 完形
外 外 1111c

/!.¥色i:/'1303ぷ『下 二穿辺二角形を兒し1たりを U
印さ 0.'15 状1こ抱す

Jとさ (l7.0) 'f(t12・491山2ig側.'/;:山t;
内 内 llue 表夷 IIJj広範棚1こIB1j｛あり

53 石甜 台 1I 幅 13.15 213 
外 外 lluc

辺含11is,1
”!＃いと思われる範lllllこ赤色顔科

I'/さ (8.3)
付れか？

長さ 12.9" 
内 内 'Hue

& .(i 器 台石 ¢メ 14.4 1/2 
外 外． Hue

閉色上lfl303サ溝I村 }ru'，1340g 
／＇＇［さ 4.5

Jとさ 10.1 
内 内： lluc

111 55 石路 Ih (i ¢は 222 約2/3
外 外 ：lluc 包含k‘iS2 頂址•24&Ig

I'/.さ 985

I(t径 0.7Gx

56 石製品 Fl 」•.
0.71 
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Summary 

In 1985. Kumamoto University planed a reconstruction of campus. But it was known that some of 

campus is designated as buried cultural assets zone. In the fiscal year 1994. Kumamoto University 

formed the Archaeological investigation committee and the Research Center for buried Cultural 

Properties in haste. and has been excavating the campus sites when the superannuated school 

buildings were rebuilt. 

We have two main campus sites at other areas. The one is the Kurokami area where is 

constituted of faculty of Science and faculty of Engineering (so叫 1area), faculty of Education, 

faculty o(Law, and faculty of Letters (north area),and locates in Kurokamimachi site. The site is 

located at the foot of Mt.Tatuta on a low terrace formed by the Shirakawa River. The site is 

regarded as an ancient posting-station "Kokai・'_ The other one is the Honjo area where is 

constituted of School of Medicine, Kurnamoto University hospital and institutes (north and middle 

area), school of Health Science (south area), and belong to I-Ionjo site. The site located on a low 

terrace formed by Shirakawa River, similar to Kurokamimachi site. It is 2km from Kurokarnirnachi 

site to Honjo site in a straight line. In the circumstance of Honjo site. there are large ancient 

settlement sites like Oe site and Shinyashiki site. School of Pharmacy and Oe athletic field (Toroku 

area) belong to Oe site. Kyomachi area where is constituted Elementary School and Junior High 

School Attached to faculty of Education belong to Kyomachi site. The site is located on the 

Kyomachi plateau, and is famous for as the site of Yayoi period. The excavation numbers in each 

area are as follows. No. 0836 ・ 1514 ・ 1524 ・ 1528 are in Kurokarni north area, No. 0806 ・ 0809 are m 

Kurokami south area. No. 0411 ・ 0835 ・ 1425 ・ 1426 ・ 1442 ・ 1504 are in 1-Ionjo north area, No. 1223 

1s in I-Ionjo middle area, No.1417 ・ 1433 are in Kyomachi area, No. 0819 is in Toroku area. The 

main results are the following. 

At 0836 excavation spot in Kurokami-machi site. we discovered some dwellings, ditches, and a 

natural channel. Our discovery of natural channel may help to elucidate settlement structure and to 

restore the landscape of ancient times. 

At the 1514 and 1524 investigation spot, where the construction, which repaired old Cafeteria, 

was performed, many pit-dwellings and ditches of the Ancient period were found and it turned 

out that settlement existed in the south-east part of Kurokami north area. 

And at the 1528 investigation spot, in connection with repair work of the building of the Faculty of 

Education, the bases, which were made of bricks. were found and it turned out that the bases were 

the bases used for the kitchen and bathroom of the 5th High School, which were built in 1890. On 

the surface of the bricks, the mark. which showed the bricks were made in the Kurnamoto prison, 

was often found. 

At 0806 ・ 0809 excavation spot in Kurokami-machi site. we discovered dwellings, ditches, and 

some pottery of ancient times and of Late and Latest of Jomon period. The result of excavation at 

this point may help to explain the location of southern boundary of remains. 

04llexcavation spot locates at the most southern part of Kumamoto University Hospital. We 
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Summary 

found some dwellings. ditches. posしholes.しhetrace of field. and a lot of relics of ancient times and 

Koflm period. The worship items. such as Sueki-pedestaled dish and curved bead were discovered 

With the results of excavation in Kumamolo University Hospital in the past. the result of 0411 

excavation point may help to explain the change of settlement structure in Honjo site 

0835excavation spot located in the northwest of Kurnarnoto University Hospital. we found some 

dwellings and postholes of anciemしimesand Kofun period. Although the excavation area was 

narrow. we discovered a lot of relics. too. We realized again that the structural remains density is 

high around there. 

At the 1425.1426.1504 investigation spot. in connection with construction of the building of the 

Clinical Research Building. ditches. pit-dwellings. and a postho]e?type building of the Ancient period 

were found. And at the 1442 investigation spot. in connection with repair work of Administration 

Building. the relics and features of Lhe early-middle KofL111 period were found 

In the Honjo cemral area. ancicnL pit-dwellings and pits were discovered in the surrounding of 

the foundation of the old boiler house's chimney 

And in the Kyornachi area. Lwo investigations were conducted in connection with construction of 

schoolhouse of University Elementary School. At the 1417. 1443 investigation spot. pit-dwellings of 

the late Yayoi period were found. and it is thought that this neighborhood would correspond with 

the eastern limit of this scttlemcnl. 

At 0819 excavation spot located in Oe site. we discovered a road. a lot of postholes. two 

dwellings. and an urn containing the ashes of the cremated dead. As a result of excavation to daLe. 

we found a road and about 20 dwellings at the point which was about 45m north of 0819 excavation 

spot. Therefore. it isしhoughlthat 0819 excavation spot located near the southern boundary of 

community 
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写真図版





図版 1 0836調査地点

9‘ 

/ -J. 

写真1 1区掘削状況 （西より） 写真2 1号竪穴住居検出状況 （南より）

写真3 1号竪穴住居床面検出状況（南より） 写真4 1号竪穴住居床面検出状況（南西より）

写真5 1号竪穴住居完掘（南より） 写其6 2区掘削状況（南より）

写真7 2区土屈断面（西より） 写真8 2区作業風景（北より）
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図版2 0836調査地点

写真9 2区4号流路検出状況（南西より） 写真10 2区4号流路礫出土状況（南西より）

写真11 2区4号流路礫出土状況（北より） 写真12 2区4号流路礫出土状況 （南東より）

写真13 3区作業風景（西より） 写真14 3区1号ピット検出状況（西より）

写真15 4区掘削状況 （西より） 写真16 4区1号逍物検出状況（北より）
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図版3 0836調査地点

写真17 4区1号溝五輪塔出土状況（北より）

写真19 4区2号溝完掘状況（西より）

写真21 7区6号竪穴住居検出状況（南東より）

写真23 7区6号竪穴住居逍物出土状況（南より）

写真18 4区1号溝完掘状況 （北より）

写真20 4区3号土坑検出状況（北より）

写真22 7区6号竪穴住居鼈検出状況（南より）
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写真24 7区6号竪穴住居鉄鏃出土状況（南東より）
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図版4 0836調査地点

写真25 7区6号竪穴住居鼈検出状況（南より）
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写真27 7区6号竪穴住居完掘状況（南より）

写真29 7区掘削状況（西より）

写真31 5区掘削状況（東より）

写真26 7区6号竪穴住居鼈土層断面（東より）

写真28 7区東側作業風最（南より）

写真30 6区ピット完掘状況（東より）

写真32 5区作業風景（西より）
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図版5 0836調査地点出土遣物
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図版6 1514 ・ 1524調査地点・同出土遺物

写真33 掘削状況（西より）

写真35 南部西半逍構掘削状況（西より）
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写真34 南部東半迫構掘削状況（東より）

写真36 33号溝掘削状況（南東より）
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図版7 1528調査地点 ・同出土遺物1

写真37 掘削状況 （南東より）

写真39 1号建物基礎立面（南より）
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写真38 1号建物基礎検出状況（北東より）

写真40 2号建物基礎検出状況 （北より）
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図版8 1528調査地点出土遺物2

□ 17 ロ 18 19 20 

｀ 
． 

21 22 23 

236 



図版9 0806調査地点

写真41 調査区全景（西より）

写真42 ①区南壁土層断面（東より） 写真43 1号溝土屈断面（東より）

写真44 2号竪穴住居完掘状況 （北より） 写真45 2号竪穴住居土庖断面（東より）
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図版10 0806調査地点

写真46 ①区東側全景 （東より） 写真47 19号溝完掘状況（北より）

写真48 ②区作業風景 （南西より） 写真49 ②区迫構掘削状況 （北より）

• ヽ ' -.

写真50 1号溝 ・2号ピット掘削状況（東より） 写真51 ⑤区作業風景 （東より）

写真52 2号溝掘削状況（西南より） 写真53 2号溝土屈断面 （北西より）
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図版11 0806 II調査地点

写真54 中央桝部分掘削状況（北東より） 写真55 中央桝部分逍構検出状況 （南西より）

写真56 中央桝部分迫構掘削状況（南西より） 写真57 中央桝部分追構掘削状況（南西より）

写真58 西側管路部分掘削状況（北東より） 写真59 西側管路部分掘削状況（東より）

写真60 西側管路部分追構検出状況（北東より） 写真61 1号溝検出状況 （西より）
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図版12 0806 II調査地点

写真62 西側管路部分迫構掘削状況（北東より） 写真63 西側管路部分逍構完掘状況（北東より）

写真64 西側管路部分追構完掘状況（北東より） 写真65 1号溝掘削状況 （東より）

写真66 1号溝土阿断面（北西より） 写真67 西側管路部分砂層検出状況 （北より）

て，夕

写真68 西側管路部分砂陪検出状況（北より） 写真69 西側管路部分全景（南西より）
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図版13 0806 ・ 0806 II調査地点出土造物
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図版14 0809調査地点

写真70 作業風景（樹木③と②の問） （西より） 写真71 樹木③北側掘削状況（東より）

写真72 追構掘削状況（北西より） 写真73 1号竪穴住居掘削状況（南より）

写真74 逍物出土状況（南より） 写真75 1号竪穴住居土層断面（南東より）

写真76 2号溝掘削状況（西より） 写真77 2号溝土府断面（東より）
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図版15 0809調査地点出土遺物
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図版16 0411調査地点

写真78 調査区遠景（東より）

写真79 調査区全景（東より）
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写真80 調査区西壁土層断面（北東より）

写真82 調査区南壁土層断面近影（南西より）
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写真84 174号竪穴住居土屈断面（北より）

写真86 175号竪穴住居遥物出土状況（南より）

図版17 0411調査地点

写真81 調査区南壁土層断面（南西より）

写真83

写真85

写真87

174号竪穴住居逍物出土状況 （北より）

174号竪穴住居完掘状況（北より）

175号竪穴住居逍物出土状況（西より）
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図版18 0411調査地点

写真88 175号竪穴住居迫物出土状況（南西より）

写真90 175号竪穴住居土府断面（西半） （南より）

写真92 200号竪穴住居逍物出土状況（西より）

写真94 200号竪穴住居土府断面（西より）
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写真89 175号竪穴住居土層断面（北半） （西より）

写真91 175号竪穴住居完掘状況（北より）

写真93 200号竪穴住居迎物出土状況（南西より

写真95 200号竪穴住居完掘状況（西より）



写冥96 207号竪穴住居逍物出土状況（北より）

写真98 207号竪穴住居土陪断面（南より）

写真100 207号竪穴住居出土迎物近影（東より）

写真102 207号竪穴住居硬化面検出状況（北より）

図版19 0411調査地点

写真97 207号竪穴住居土府断面（北より）

写真99 207号竪穴住居迫物出土状況 （北より）

写真101 207号竪穴住居逍物出土状況（西より）

写真103 207号竪穴住居完掘状況（南より）
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図版20 0411調査地点

写真104 78号竪穴住居鼈土府断面（北より）

写真106 120号竪穴住居掘削状況（北より）

写真108 120号竪穴住居砲・焼土検出状況（北より）

写真110 120号竪穴住居鼈掘削状況（北より）
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写真105 78号竪穴住居窟土府断面近影（北より）
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写真107 120号竪穴住居土屈断面（南より）

・ーー、ゞ己ぇ・ ぶヽ
ヽ

写真109 120号竪穴住居窟土附断面（北より）

写真111 120号竪穴住居完掘状況（北より）



図版21 0411調査地点

写真112 165号竪穴住居完掘状況（南西より） 写真113 166号竪穴住居掘削状況（南より）

写真114 30号・ 33号溝完掘状況（南より） 写真115 33号溝土陪断面 （北東より）

写真116 33号溝土層下部（南より） 写真117 111号溝完掘状況（南より）

写真118 170号溝完掘状況（北より） 写真119 170号溝土庖断面（南より）
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図版22 0411調査地点

写真120 204号溝完掘状況（北より） 写真121 1 ~ 3号溝完掘状況（南東より）

写真122 1号溝土府断面（西より） 写真123 2号溝土層断面 （西より）

写真124 3号溝土阿断面（西より） 写真125 1号・ 2号溝結合部辿物出土状況（北西より）

写真126 30号溝土阿断面（南より） 写真127 85号溝完掘状況 （南より）
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図版23 0411調査地点
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写真128 畝検出状況（東より）

写真129 173号粘土検出状況（南より）

写真131 177号祭祀跡迎物出土状況（西より）

っ

写真130 173号粘土完掘状況（南西より）

ヽ

写真132 177号祭祀跡逍物出土状況（南より）
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図版24 0411調査地点

写冥133 177号祭祀跡逍物出土状況（南より） 写真134 177号祭祀跡追物出土状況（北より）

写真135 202号溝掘削状況（南より） 写真136 80号柱穴半裁状況（南より

写真137 勾玉出土状況（西より） 写真138 276号縄文土器群出土状況（西北より）

写真139 504号竪穴住居完掘状況（西より） 写真140 504号竪穴住居東壁土層断面（西より）
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図版25 0411調査地点

写真141

写真143

写真145

513号竪穴住居追物出土状況（西より）

513号竪穴住居逍物出土状況（拡大）（西より）

『

9
‘,
＇

ー・ — 

513号竪穴住居北半掘削状況（西より）

写真147 513号竪穴住居南半東壁土層断面（西より）

写真142

写真144

513号竪穴住居逍物出土状況（拡大）（西より）

513号竪穴住居泊物出土状況（拡大）（西より）

写真146 513号竪穴住居北半東壁土庖断面（西より）
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写真148 501号・ 502号溝（北より）
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図版26 0411調査地点

写真149 507号溝検出状況（南より） 写真150 509号溝完掘状況（西より）

写真151 501 ~509号溝土層断面（西より） 写真152 508号溝完掘状況（南より）

写真153 508号溝土層断面（南より） 写真154 510号溝完掘状況（西より）

写真155 510号溝土層断面（西より） 写真156 ⑧区間作業風景（西より）
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図版27 0411調査地点

写真157 522号竪穴住居完掘状況（西より）

写真159 525号竪穴住居逍物出土状況（北より）

9,._べi ・”‘「"・'

写真161 525号竪穴住居完掘状況（北東より）

写真163 526号竪穴住居完掘状況（北東より）

写真158 522号竪穴住居土層断面（北西より）

'
＿
 

写真160 525号竪穴住居焼土塊検出状況 （西より）

写真162 525号竪穴住居土屈断面（南東より）

写真164 526号竪穴住居水切溝（北西より）
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図版28 0411調査地点
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写真167

535号竪穴住居完掘状況（東より）

:'., -------·•. 
537号竪穴住居掘削状況（東より）

写真169 537号竪穴住居鼈部材検出状況（南より）

写真171
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537号竪穴住居窟土層断面（東より）
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写真166 537号竪穴住居掘削状況（東より）
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写真168 537号竪穴住居焼土検出状況（南西より）

写真170 537号竪穴住居鼈掘方掘削状況（南西より）
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写真172 540号溝掘削状況（北より）



図版29 0411調査地点

写真173 ③区間全景（南より） 写真174 ⑧-3区間全最（東より）
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図版30 0411調査地点出土遺物 1
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図版31 0411調査地点出土遺物2
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図版32 0411調査地点出土遺物3
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図版33 0411調査地点出土遺物4
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図版34 0411調査地点出土遺物5
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図版35 0411調査地点出土遺物6
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図版36 0411調査地点出土遺物7
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図版37 0411調査地点出土遺物8
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図版38 0411調査地点出土遺物9
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図版39 0411調査地点出土遺物10
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図版40 0411調査地点出土遺物11
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図版41 0835調査地点
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写真177 Il区北半全景（南より）

写真179 Il区東壁土屈断面（北半） （南西より）

写真181 皿区全景（北東より）

写真176 I区東壁土屈断面（西より）

写真178 II区南半全景（南西より）

写真180 1I区東壁土府断面（南半） （北東より）

一ru¥＇ 

写真182 m区西側全景（南西より）
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図版42 0835調査地点

写真183 皿区東壁 （北半）土屈断面 （北東より）

写真185 III区西壁（中央）土府断面（北東より）

写真187 56号竪穴住居掘削状況（北東より）
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写真189 56号竪穴住居逍物出土状況（北より）
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写真184 III区東壁（南半）土層断面（南西より）

写真186 1II区西壁（南半）土層断面（北東より）

写真188 56号竪穴住居泣物出土状況（東より）

写真190 56号竪穴住居土層断面（西半） （南より）



図版43 0835調査地点

写真191 56号竪穴住居土層断面（東半） （南より）

写真193 20号土坑完掘状況（北西より）
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写真195 1号竪穴住居追物出土状況2 （西より）

写真197 1号竪穴住居完掘状況（西より）

写真192 56号竪穴住居掘削状況（北より）

写真194 1号竪穴住居遺物出土状況 1 （西より）

写真196 1号竪穴住居掘削状況（西より）

写真198 8号・ 16号竪穴住居？完掘状況（西より）
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図版44 0835調査地点

写真199 17号竪穴住居付近焼土検出状況1（南より）

写真201 32号竪穴住居逍物検出状況（南より）

写真203 32号竪穴住居(JI区部分）掘削状況（南より）

..ヽ

写真205 42号竪穴住居迎物出土状況 （北東より）

272 

写真200

写真202

写真204

17号竪穴住居付近焼土検出状況2（南より）

. • ：． 9 

り鼻
32号竪穴住居逍物出土状況 （東より）

32号竪穴住居(II区部分）完掘状況（南より）
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写真206 42号竪穴住居逍物出土状況 （北西より）



図版45 0835調査地点

写真207 42号竪穴住居迂物出土状況（北西より） 写真208 42号竪穴住居迫物出土状況（北より）

写真209 42号竪穴住居粘土・焼土検出状況（南東より） 写真210 42号竪穴住居焼土下追物出土状況（南東より）

写真211 42号竪穴住居掘削状況 （北東より） 写真212 47号竪穴住居迫物出土状況 （西より）

写真213 47号竪穴住居土屈断面（西より） 写真214 47号竪穴住居完掘状況（東より）
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図版46 0835調査地点

写真215 48号竪穴住居周辺上面追物出土状況北東より）

写真217 48号竪穴住居周辺上面迎物出土状況（南西より）

写真219 48号竪穴住居上面逍物出土状況（南東より）

写真221 48号竪穴住居上面焼土等検出状況（北東より）
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写真216 48号竪穴住居周辺上面追物出土状況借i西より）

写真21848号竪穴住居周辺上面逍物出土状；兄南東より）

写真220 48号竪穴住居上面焼土等検出状況（北西より）

写真222 48号竪穴住居逍物出土状況（北東側）（北東より）



写真223 48号竪穴住居逍物出土状況（北東側）（北西より）

写真225 48号竪穴住居迫物出土状況（南西側）（南西より）

写真227 48号竪穴住居焼土検出状況（北東より）

写真229 48号竪穴住居炉土屈断面（北東より）

図版47 0835調査地点

写真224 48号竪穴住居逍物出土状況（北東側）（南西より）

写真226 48号竪穴住居焼土検出状況 （南東より）

写真228 48号竪穴住居土層断面（南西より）

写真230 48号竪穴住居炉完掘状況 （南東より）
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図版48 0835調査地点

写真231 48号竪穴住居掘削状況（南西側）（南東より）

写真233 48号竪穴住居西壁粘土除去状況（西より）

写真235 49号竪穴住居完掘状況（南より）

写真237 50号竪穴住居追物出土状況（北より）
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写真232 48号竪穴住居掘削状況（北東側）（南東より）
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写真234 49号竪穴住居掘削状況（南より）

写真236 50号竪穴住居迫物出土状況（北より）

写真238 50号竪穴住居掘削状況（南より）



図版49 0835調査地点

写真239 50号竪穴住居焼土・粘土検出状況（北より）

写真241 54号竪穴住居上面逍物出土状況（南西より）

写真243 54号竪穴住居上面逍物出土状況 （西より）

写真245 54号竪穴住居逍物出土状況 （西より）

写真240 54号竪穴住居上面迫物出土状況（北東より）

写真242 54号竪穴住居上面逍物出土状況（南西より）

写真244 54号竪穴住居迫物出土状況 （西より）
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一写真246 54号竪穴住居鉄製品出土状況 （南より）
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図版50 0835調査地点

写真247 54号竪穴住居土陪断面（南より）
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写真249 43号溝掘削状況 （南より）

写真251 3号ピット上面土錘出土状況（西より）

写真253 41号土坑掘削状況（南より）

写真248 55号竪穴住居掘削状況（西より）

写真250 44号溝掘削状況（南より）

写真252 3号ピッ ト上面土錘出土状況（南より）

写真254 41号土坑土層断面（西より）
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図版51 0835調査地点出土遺物 1
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図版52 0835調査地点出土遺物2
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図版53 0835調査地点出土遺物3
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図版54 0835調査地点出土造物4
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図版55 0835調査地点出土遺物5
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図版56 0835調査地点出土遺物6

152 152 153 

155 156 157 

159 

160 160 161 

162 163 164 165 

165 166 167 

一168 169 170 171 

172 173 174 175 

284 



176 177 

180 1 81 

184 

188 188 

重繭’190 

192 192 

195 196 

一 • 
199 200 

図版57 0835調査地点出土追物7
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図版58 0835調査地点出土遺物8
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図版59 1425 ・ 1426 ・ 1504調査地点

写真255 西部掘削状況（北より） 写真256 西部逍構掘削状況（西より）

写真257 107号溝完掘状況（南より） 写真258 北西部南半迎構掘削状況（東より）

写真259 北西部北半迎構掘削状況（北より） 写真260 155号竪穴住居窟検出状況（南より）

写真261 東部掘削状況（東より） 写真262 東部沿構掘削状況（南より）
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図版60 1425 • 1426 ・ 1 504調査地点出土遺物
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図版61 1442調査地点・同出土遺物

写真263 掘削状況（南東より）

写真265 追構掘削状況（南より）
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写真264 4号溝完掘状況（南より）

写真266 土層断面（西より）
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図版62 1233調査地点・同出土遺物

写真267 調査区全景（北より）

写真268 調査区近景（北東より） 写真269 2号竪穴住居.1号ピッ ト完掘状況（南より）
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図版63 1417 ・ 1443調査地点

写真270 調査区近景（北西より）

写真272 60号建物基礎掘削状況（北より）

写真274 20号竪穴住居掘削状況（北より）

写真276 55号竪穴住居掘削状況（北より）

r_-l 
写真271 調査区全景（南東より）

写真273 20号竪穴住居迎物出土状況（北より）

写真275 37号竪穴住居掘削状況（東より）

写真277 65号竪穴住居掘削状況（北より）
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図版64 1417 • 1443調査地点出土遺物 1
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図版65 1417 ・ 1443調査地点出土遺物2
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図版66 0819調査地点

写真278 試掘作業風最（南東より） 写真279 トレンチ4迎構検出状況（西より）

写真280 トレンチ6迅構検出状況（西より） 写真281 トレンチ6土層断面（南より）

写真282 第 1面全景（東より）
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図版67 0819調査地点

写真283 第 1面ピット群（東より） 写真284 作業風景（北東より）

写真285 体育館南側土層断面遠景（北西より） 写真286 1本育館南側土層断面近景（北西より）

写真287 体育館北側土層断面遠最（南東より） 写真288 体育館北側土層断面近景 北半（北東より）

写真289 体育館北側土層断面近景 南半（北東より） 写真290 ピット群掘削状況（東より）
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図版68 0819調査地点
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写真291 ピット群掘削状況（北より）

写真292 ピット群掘削状況（南より）

写真295 道路跡南側断面（南より）

写真293 道路跡検出状況（北より）

写真294 道路跡北側断面（北より）

写真296 281号竪穴住居掘削状況 （南西より）
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図版69 0819調査地点
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写真297 281号竪穴住居焼土検出状況（東より）

写真299 415号竪穴住居泣物・硬化面検出状況（東より）

写真301 539号土坑逍物出土状況1 （南より）
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写真303 539号土坑泣物出土状況3 （北西より）

写真298 415号竪穴住居逍物・硬化面検出状況（東より）

写真300 539号土坑土府断面（東より）

写真302 539号土坑追物出土状況2 （南より）

写真304 500号骨蔵器出土状況 1 （東より）
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図版70 0819調査地点

写真305 500号骨蔵器出土状況2 （西より）

写真307 265号竪穴住居迫物出土状況2（北東より）

写真309 265号竪穴住居臼玉出土状況 （北より）

¥’-i,9,1→4 
―-'. 

＼^≪:ぷ」＇皇ii• ， ら•\
叶．9 、：]

． 
写真311 265号竪穴住居鼈断ち割り状況（南より）
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写真306 265号竪穴住居逍物出土状況1 （南より）

写真308 265号竪穴住居迎物出土状況3 （西より）

写真310 265号竪穴住居鼈付近状況（西より）

写真312 265号竪穴住居窟南北土屈断面（北半）（東より）



図版71 0819調査地点
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写真313 265号竪穴住居寵土層断面（東西、南半）（南西より）

写真315 265号竪穴住居鼈掘削状況（南より）

写真317 265号竪穴住居完掘状況（南西より）

’ 遍‘• -. ： 9 9 ー・ふ•.. ¢ 

冒‘；□3温
写真319 出土した焼夷弾

写真314 265号竪穴住居鼈東西土層断面（南西より）

写真316 265号竪穴住居鼈完掘状況（南より）

写真318 第3面検出状況（西より）

写真320 熊本県蓄と自衛隊による調査風景
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図版72 0819調査地点出土遺物 1
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図版73 0819調査地点出土遺物2
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図版74 0819調査地点出土遺物3
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所ふ収り迎が跡名な ふ所り在が地な コード
北緯 東経 調査期問 調査面栢 調査原因

市町村 也跡番号

20081222 
20081224 

!くl4.iか92I•19 119 )磁跡／洋
熊本県 32° 1:,0・ 
熊本市 13 201 ~78 4 9' 4:i・ 20081225 456 5'I 111 

学校敷地内の開発事
(083GJ也．I• I. i.） 

鼠 笛ん・ 3" .'38＂ 
20090105 槃に伴う

2(X)90227 
20090310 

,9'．l,'・悶9炭•I•9町'，逍跡群 熊本県 32' 130' 20151026 学校敷地内の開発！）t
(1514地．IE)

熊本市 43 201 278 48' 43・ 一 78.9面
業に伴う

培．．． 路7,<.̂ 53" 、13" 20160301 

黒く＾か炭I•町9り辿跡群 熊本県 32' 130• 20160105 学校敷地l人）の開発｝lt
(1 524地点）

熊本市 43 201 278 48' 43・ ~ 一 4123面
業に伴う

.笹... 祁み・ 52" 43・ 20160229 

黒99’'，嬰•9•J町',ii'.t跡群 ！i昔本］し 32' 130° 20160212 学校敷地fl・Jの1)り発ilt
(1528J也．＇・1i)

熊本市 ~3 201 278 49・ 43・ 311.0ボ
業に伴う

惰.. 詔次・ 3" 38" 20160222 

20080625 

黒('，か炭,.I,.IIJ磁跡群 熊本県 32° 130° --

熊本 Tli 43 201 278 48' 4 3̀  20080701 1250.2面
分と4交班及J也1)、1(J）1}ilりt))(

(0806)叫'i)
9楕・・： 随 4 4'’ 42" 

20080728 菜に伴う
→ → 
20080730 

児( 9»か厖9•I9IIりI逍跡l!r
熊本（＇， し 32° 1 30° 20081218 
熊本市 43 201 278 、18' 43・ —~ 76 75nt 

学校敷地内の開発半
(080611地．＇・’f.)

隋... 鯰 9ヽ4'‘ 112" 20081219 
業に伴う

.(’.I'，.＼ 9嬰•9,町Jo 近跡群 熊本県 32' 130' 20080701 学校敷地11、1のIHI発］lt
(0809地．9！.i)

熊本市 43 201 278 11 8. 42' ー→ 235面
業に伴う

.檜... 鯰 、14" 39" 20080704 

2004llOl 
ー→

"本人じL』I砂う虹跡
熊本県 32° 130° 

20041222 
20050127 学校敷地内の開発事

熊本市 43 201 285 4 7• 4 3' - 6444rrl 
(0411地．I．'i.）

菜 じ＂ 壮』●うユ： 4 1 " 12 .. :.10050205 業に伴う

20050214 
—~ 
20050316 

I本II.C ii9 ：9 辿跡 •(! g ォこ リ，t 32' 130' 20081215 
熊本 iii 43 201 285 47' 4 2 ̀ ー→ 580対

e；ともtリ）~j也IJ、) (J） |;｝l !iもう)i

(0835地．9．'i.）
業 じ荘ヽ9 4 7 " 36" 20090219 

栄に伴う

U本人じL2I・・ 9 ・j立跡
f！昔本県 32° 130' 20141.117 

熊本 11J 43 201 285 4 7' ,12・ 
-． 

1.6550対
学校敷地内の開発’lt

(1425J也．9，＇i)
業 じ、9ょ|l:’う’ 49" IヽI"

20150224 菜にf'I'う
20150729 

u本,.じ1ヽ1：9迎跡 熊本県 32̀  130° 20141117 

熊本，Ii 43 201 285 4 7' 42 
~ ~ 

2.141 Onf 
学校敷地内の開発’lt

(14.i(i地．I，1i.）
菜 じ::ょu・•うユ: ,19" 41" 

20150224 業に伴う
20151102 

9本よ人C949 砂9且跡 熊本県 32' 130' 20150518 学校敷地内の開発’lt
(1504地点）

熊本市 43 201 285 4 7' 42' ～ 485.0面
光に伴う

菜 じ壮·ヽ•~う 4 9" 4 1'’ 20150728 



I本：人と庄ヽ9遺跡 熊本県 32 1双）， 20150225 
熊本市 43 201 285 4 7' ,12・ -＿ 563.4対

学校敷地l1、]の1}il発平
0442地点）

菜 じ ~-2J・9 -: 4 6" 4 1 " 20150703 
梨に伴う

9本2人じ庄ょう追跡 熊本県 32' 130" 20130207 
熊本市 43 201 285 4 7' 4 2' - ＿ 9.3ni 

学校敷地内の開発1t
(1233地点）

菜 C:.ヽf.. t う・ 37" 45" 20130213 
沼に伴う

熊本県
20110911 

原●ヽう町よら台だ,.逍跡群 32' 1:io 20141105 
熊本市 43 201 238 49・ 42' ―- 747.9,rf 学校敷地内の開発｀Ji

0417地．’.'!:) -,s9 J•ょ-9 うヽ 苛 5" 16" 20150-116 
菜に伴う

20150610 

京sょう町よら台だ9・辿跡群 熊本県 32' 130' 20150226 
熊本市 43 201 238 49・ ~2· —_ 241.8111 

学校敷地,1、Jの1開発4i
(1443地点）

-ノ’nJ‘ヽ’ 苛 6' 16" 20150416 
業に伴う

大999J江人追粉群 熊本県 32° 130" 
熊本市 ,13 201 283 ,13・ 4 3' 20081009 694.95nt 

学校敷地,1、)の開発！li
(0819地点）

i~ 籠 26" /41" -20081128 栄に伴う

所収逍跡 種 別 主な時代 主な逍構 主な逍物 特記事項

忠，愛町；立跡群
染落 JJI: 古代 酪穴廿．：店 ・溝 J.:ti1i器 ・須．屯器 ・鉄製品(0836地．,.",,:)

黒髪町遺跡群
リ: }客 J1I: 古 9t R各ク尺•tI: !、,;. i/1,: 」·. r. 1 1i ~怜 ． をii:li :1怜(1514地．1点）

集嬰町追跡詳
集落 .171: 古代 竪火i」•．居 ・ 溝 土伯！i器 ・頒忠器(1524地点i:)

黒促111)辿跡群
集沿 址 近代 建物1，屈礎 畑瓦

近代の畑瓦梢建物払礎の
(1528地点） 検II'，

黒髪町逍跡群
集落 J1I・ 古代 喋穴住I,•:· 溝 上侃i悩 ・クJ'i忠器：

(0806地点）

黙炭町遣跡群
集 {f； jII冑 古 イt 溝 • +．坑 ・ビッ ト

上!IIi悩 ・iji：ぶ悩 ・縄文土器 ・イi
忠，IH-.器

(0806!]地点） 悩

!!．＇．嬰町迅跡群
集落址 古 代 竪穴tt1,1；.，溝 こLr.iii俗科・りfii.［ i枯

(0809地点）

本庄追跡
集沿 址 古代

竪火it1月・溝 ・ピッ 古式：l:.r.1li 器 • 土 r.11i 器 ・ ij'i．屯．器 ・ 祭祀跡とみえらえる逍物・
(0411地点） ト • • .t1II跡 ・祭祀跡 鉄製品 ・純文土器 ・イi悩・イi製品 i伐lit4炎出、I札，It-L器

本庄遺跡
集裕 J1I. 古代 竪穴住｝，，；.・溝ビット

占式 1:tli器 I.師器 ・須恵．器 ・
屈1'卜土器

(0835地点） 鉄製品 ・縄文土器 ・石器

本庄辿跡
リ! f各址 古代 竪穴it1,l：・ ・I淵Ili器往i.'ど器

(1425地点）

本庄追跡
集裕址 古代 竪穴｛•1:1,•:. • 溝 」：師器 ・iJi忠器(1426地点）

本庄逍跡
集裕 hl: 古 (t 竪穴it1,｛・ ・溝 ばli器須恵．器

(150-1地点）

本庄追跡
集沿址 古瑣 ・古代 竪1'dl:l,1;-・溝 -I ・. tii }§ • を[{ig }怜

(1442地点）

本庄遺跡
染落 hl: 古代 竪穴tl:l,I｝・ビット 」：師器(1233地点）

京町台辿跡群
集沼址 弥生 ・近111: 略；；尺住屈・溝・ビット

i）i; lk •I; ｝怜 ・l".fl1li?,:;,・m.'↓(. t炸．tij弥生時代後期集裕址の，．謁
0417地．I．ii.） 磁器 査

京町台追跡群
船沿址 弥生 ・近Ill: 溝 ・ビット 弥生上器 ・上師器 ・陶磁器

(1443地点）

大江逍踪群
染落址 古代

竪火ll:I,9:.．i1'I,:・ピッ -I渭Iii器 ・クii恵器 ・鉄製品 ・縄文
火拌•ti蔵器、 1村，1日—t．器

(0819地点） ト・迫銘跡： ・火拌硲 | ・. i怜・イi盟§ • 1 i刃i1,1 ｝1 
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